




平成22年度上都賀歯科医師会 定時総会記念 平成23年3月26日



85周年記念誌発刊にあたりまして、会を代表して一言ご挨拶を申し上げます。そもそもこの記念誌
を作ろうという機運が高まったのは、瓦井前会長の後を受けて私が会長に就任した平成18年４月に遡
ります。栃木県歯科医師会より「100周年記念誌」の支部担当分（会の歩み）の執筆依頼があり、歴
史を紐解かなければという必要性に迫られたからであります。同時に大先輩の方々のお話もこの機会
に是非伺って後世に伝えなければという当代を担う私達の使命感にも似た気持ちからでもありました。
早速調査委員会をメインに編纂委員会を立ち上げ、どうすれば会員の会員による会員の為の記念誌に
なるか、換言すれば「わかりやすいか・役に立つか・自分達にとってやりがいがあるか」を念頭に議
論を重ねました。とは言え、80年余に亘る資料や記録或いは写真等がきちんと整理されて年代別に保
存されていた訳でもなく、現在のようなパソコンによるデータ保管という術があった訳でもありませ
ん。むしろ、ほとんどが散逸した状態であったと云っても過言ではない状況でした。まずは、取り組
むべき姿勢として、次の三点に留意しました。一つ目は大先輩の先生方や奥様のお宅に訪問して、ど
のような内容の事でもいいから聞き取り調査をすること、二つ目は会にある資料やお借り出来るもの
をなるべく多く収集すること、そして三つ目は県歯の「栃歯会報」を初期のものから全てお借りして、
上都賀関係のものを可及的に拾い出すことであり、その膨大な資料の分類と分析に多くの時間を費や
すこととなりました。
お蔭様で、「為せば成る、為さねば成らぬ何事も、成らぬは人の為さぬなりけり」という、かの上杉
鷹山の言葉の通り、こうして発刊する運びとなりましたのも、多くの関係各位とりわけ編纂に直接携
ったプロジェクトチームの先生方のご尽力ご支援による賜と心より深く感謝を申し上げる次第であり
ます。上都賀歯科医師会の歴史や事業の内容等の詳細に関しましては、是非とも本編をご笑覧戴けれ
ば幸甚に存じますが、大正14年の発会当時の草創期の先生方の真摯な眼差し、第二次世界大戦を挟ん
での辛酸をなめられた苦渋の時期、しかしながら、そういった苛酷な状況にありながらも、大らかで
あった人間性の大きさ、そして昭和30年には上都賀郡としての大きな会が、諸般の事情によって今市
歯科医師会（現日光歯科医師会）と分離せざるを得なくなり、袂を分かつ時の大所高所のものの見方、
考え方……云わば記念誌であると同時に大先輩の生々しいばかりの息吹きの記録誌即ち、正に「アー
カイブス」に他なりません。記念誌編纂を通して、一つだけ確信をもってお伝えすることが出来るの
は「歯科医師会は親睦と相互扶助ありきである」ということであり、先輩の先生方が構築されてきた
「和の精神」を次の世代に継続すべく、温故知新ではなく、「温故創新」の気概で頑張らなければと心
を新たにしている処であります。
結びにあたりまして関係各位の益々のご多幸とご健勝を心よりご祈念申し上げ、併せまして会の更

なる躍進を果すべく邁進していくことをお誓い申し上げ、発刊の辞とさせて戴きます。
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発刊の辞

上都賀歯科医師会
会長　佐川　徹三

 



II

このたびの上都賀歯科医師会85周年記念誌発刊を心からお慶び申し上げます。
顧みますと上都賀歯科医師会は大正14年４月19日に発会され、以来85年の歩みを経て現在に至りま
した。この間歴代役員各位の献身的なご尽力と会員各位のご努力により、幾多の困難を乗り越えられ、
今日58名の会員を有する会に大きく育まれたことは、誠に感慨深いものがあります。
また、上都賀歯科医師会においては、歴代会長の優れた指導力のもとに、在宅寝たきり老人等歯科

医療、休日急患診療等の各種事業を積極的に実施され、地域住民の保健衛生の向上発展と福祉の増進
に多大な成果を納められておられますことは、衆目の認めるところであり、衷心より敬意を表する次
第であります。
更に、平成20年1月には、貴会と鹿沼警察署における「鹿沼地区歯科医師警察連絡会」等の長年に

亘る親密な交流が「鹿沼地区歯科医師警察連絡会会員之証」の交付という形に結実したことは、特筆
に値すべきことであります。日頃多忙な警察官へ受診しやすい環境を提供するとともに、地元警察と
の連携を深め地域安全の推進を図るという大変画期的で先進的な取り組みであり、今後、他地区のモ
デルになるものと思われます。
現在我が国においては、予想以上に進行している少子・高齢社会、所得格差の増大、いまだ先の見

えない経済情勢の中、国における再三にわたる国民と医療関係者に負担増を課す医療・社会保障改革
の強行によって、我々医療界は、相当の打撃を被り、特に歯科界は経営の逼迫している歯科医院の増
加という危機的状況に陥っており、その閉塞感たるや未曾有のものであります。
この状況を打破するには、国民に歯科医療の重要性を伝え、社会保障費の必要性を認識してもらい

歯科診療所経営の安定化を図ることが大切であると考えます。
栃木県歯科医師会は、県民に安全、安心、良質な歯科医療を提供するため、そして、会員の歯科医業
経営安定化のため、郡市歯科医師会と連携を図り、出来うることは全て実行していく所存であります。
現状では歯・口腔の健康施策は、法律的には一元化されておらず、「母子保健法」「学校保健法」「健
康増進法」等に分散規定されています。そのため県民のための歯科保健施策を総合的に進めるには法
的基盤の整備が必要であり、歯科保健推進条例の制定が必要不可欠であります。現在、県議会や行政
に働きかけ実現を期して邁進をしている処でございますが、今後とも貴会会員の小林幹夫県議のご支
援ご協力を賜りたく存じます。
終わりに、上都賀歯科医師会が85周年記念誌発刊を機に、誇るべき伝統の上に、会員各位の強固な
団結により、地域社会の歯科保健推進の拠点として、一層の飛躍と発展を遂げられますことを祈念し、
お祝いのことばといたします。

上都賀歯科医師会85周年
記念誌の発刊を祝して

栃木県歯科医師会
会長　柴田　　勝
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上都賀歯科医師会創立85周年を迎えられますことを心よりお祝い申し上げます。
85年間にわたり、上都賀歯科医師会及び会員の皆様には、休日急患歯科診療所を初めとする在宅歯
科診療、幼児歯科健診、健康教育、さらには保育園、学校歯科検診と生涯を通じた歯科保健対策にご
支援ご協力を賜わり、深く感謝いたします。
わが国の歯科保健活動は、大正時代から啓蒙運動として歯科衛生の普及活動が行われ、昭和３年に

は６月４日を「ムシ歯予防デー」と定め、昭和30年代以降むし歯予防を中心とした母子歯科保健活動
が活発に行われました。
その後平成元年の「8020」運動、平成７年度から歯周疾患検診が導入され、母子保健のみならず、

成人や高齢者に対する歯科保健事業の推進が図られてきています。
鹿沼市におきましては、長年にわたり上都賀歯科医師会のご協力をいただき、母子歯科保健につき

ましては、新米パパママ学級、幼児歯科健診、よい歯のコンクール、２歳児教室、楽しく学ぶ親子む
し歯予防教室、保育園・幼稚園検診、学校歯科検診等妊娠中から学童・生徒までを対象に歯科保健事
業の推進が図られてきました。
さらに健康づくり講演会及び健康づくりのつどい、成人・高齢者の歯科保健につきましては、歯周

疾患検診、歯の健康教育、8020運動による歯科における健康寿命の取組み等や在宅寝たきり老人歯科
保健事業による歯周疾患の予防と在宅寝たきり老人の歯科診療、歯科ドック、介護保険事業等歯科保
健の充実が図られております。
ご承知のように、わが国の平均寿命は生活環境の改善、近年の目覚ましい医学や医療の進歩などで

世界有数の長寿国となりました。
しかし、人口の急速な高齢化が進み、疾病全体に占めるがん、心臓病、脳卒中、糖尿病等の生活習

慣病の割合は増加の一途をたどっております。
本市におきましては、平成19年から23年度の５ヵ年基本計画である「かぬまステップアップビジョン」のフ
ァーストステージに掲げた153の重点事業に加え、「KANUMA新・まちづくり実行プラン」に掲げた131事業に
ついて、本年度はさらに事業の充実を図り、健康で心豊かな人が集う“花と緑と清流のまち”“笑顔あふれる
優しいまちかぬま”の理念のもと、「手をつなぎ　みんなでつくろう　元気なかぬま」を創造してまいります。
また、健康増進計画である「健康かぬま21」の施策の中で「生涯にわたり、各ライフステージに応
じた適切なむし歯予防・歯周疾患予防」を目標に掲げ、鹿沼市民のニーズに応じた健康づくりをより
一層推進してまいります。
今後も上都賀歯科医師会のより一層のご支援ご協力をお願いし、今後のさらなるご活躍並びにご健

勝をご祈念申し上げまして、85周年記念の祝辞といたします。

祝　　辞

鹿沼市長　佐藤　　信
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上都賀歯科医師会が設立85周年を迎えられ、記念誌を発刊されるにあたりまして一言お祝い申し上
げます。
上都賀歯科医師会におかれましては、大正14年の設立から85年という長い歴史と共に上都賀地区の
地域医療に多大な貢献を賜りました。また住民のライフステージにおける妊婦、乳幼児、学童、そし
て成人、高齢者にいたる健診や健康教育等の歯科保健事業や介護保険事業等、ここに書き尽くせない
程の様々な事業にご協力を賜っております。中でも幼児、学童の虫歯予防や成人の歯周病予防には早
くから取り組んでいただき、西方町小中学校の虫歯保有率の低いことについては県内でもトップクラ
スになるほどの効果が表れており、敬意を表する次第です。そして常に歯科保健向上のための研鑽に
努められ、行政に貢献していただいていることに対し、ここに深く感謝申し上げます。
少子高齢社会が進む今日、より質の高い生活と豊かな人生を送るために、そして第４次西方町振興

計画である「安心していきいきと暮らせるまちづくり」のために、なお一層のご協力を賜りますよう
お願い申し上げます。
終わりに、上都賀歯科医師会のますますのご発展を心からご祈念申し上げ、お祝いの言葉といたし

ます。

祝　　辞

西方町長　古澤　悦夫



鹿沼市は、面積が490.62k㎡、首都東京からおよそ100kmの圏内にあり、県の中央部からやや西、
東は宇都宮市、南は下都賀郡壬生町と上都賀郡西方町、北は日光市に接する。足尾山地の北部を占め、
奥深い山々を源流とする幾筋もの河川が流れ、山と高原、清流と渓谷は特色ある美しい景観を呈し、
前日光県立自然公園を形成している。源流より流れ出る大芦川、荒井川、粟野川、思川、永野川が東
流し、日光からは行川が南流し、山地から平地に出る辺りに鹿沼の市街地が開ける。それらの市街地
は鹿沼地域では黒川の河岸低地に、新市街地はその東部の古黒川によってつくられた高位の扇状地、
通称鹿沼扇状地に拡散している。粟野地域では、思川と粟野川が合流する平地に拡がっている。全体
としては足尾山地から扇状地を広げる山麓渓谷都市である。
古代、大化の改新（645年）で国郡村里の制度が導入された時、下野国（栃木県）は9郡69郷が設置
されていた。当市域は都賀郡に属しており、和名類聚抄（承平年間931～938）には都賀郡十一郷が布
多（栃木市田村町付近・下野国府所在地）、高

たけ

家
へ

（武井、栃木駅南方）、山後
やましり

（西方町本郷付近）、山人
（鹿沼市の加園、南摩及び粟野、粕尾付近）、田

た

後
しり

（田尻・鹿沼市から壬生町付近）、生馬（生駒、小山
市生駒から下初田付近）、委

し

文
とり

（倭文、志鳥、大平山の西北）、高
たか

粟
は

（田川、石橋町、姿、多功、薬師
寺付近）、小

を

山
やま

（小山市城北町、本郷町、中央町付近）、三
み

嶋
かも

・駅
うま

家
や

（三鴨の誤り、現岩舟町、下津原、
佐野市里谷町～黒誇町付近）と見える。このうち鹿沼地区は山人郷、田後郷に相当するという説があ
る。
中世、室町末期、永正6年（1509）、当時の連歌師柴

さい

屋
おく

軒
けん

宋長の紀行文｢東
あずま

路
じ

の津途
つ と

｣によると、｢か
ぬまという所に壬生綱房父築後守綱重の館あり、一宿に念比

ねんごろ

のいたはり、筆に尽しがたし｣と記されて
おり、当時館は坂田山にあったと思われ、その後綱房が天文元年（1531）に御殿山に築城したと伝え
られる。しかし壬生家は北条氏に最後まで与

くみ

したため、豊臣秀吉の小田原城攻めを契機に相模国酒勾
川で陣没し、天正18年（1590）五代義雄で断絶した。
近世、天和2年（1616）徳川家康が駿府城で没すると、翌年に日光山に東照社が建立され、3月15日
家康の遺骸が駿府久能山から改葬された。この途中、遺
骸は鹿沼の薬王寺に4日間滞留した。
薬王寺の寺宝である｢東照宮渡御之記｣によると｢館林を

御中宿りにて、佐野春日岡といへる寺に入らせ給ふ。3月
29日は岩船山を左になし、栃木という里を過ぎて室の八
島を右になし、鹿沼にて薬王寺といへる寺に入らせ給ふ。
（中略）比時天海大僧正神君の御尊体に僧正の木像共に彫
刻ありて、六世俊賀法印に給はる。神君御束帯の座像御
丈八寸、僧正座像御丈一尺なり｣とある。
正保2年（1646）東照社は朝廷より宮号が宣下され東照宮と称す。翌年から4月に朝廷より幣帛を奉
納するために勅使（例幣使）が参向することになり、日光例幣使と称し幕末の慶応3年（1867）迄200
年余続いた。例幣使一行は50人。中山道を下り、倉賀野（高崎市）から中山道を離れ、太田を経て栃
木県に入り、八木、梁田、天命（現佐野市天明）、犬伏、富田（現大平町）、栃木、合戦場、金崎、楡
木までの9宿を通り、楡木から今市までは例幣使街道と日光西街道（壬生通り）を兼ねた。今市から日

V

鹿沼市の沿革

薬 王 寺
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光街道に合して日光に到着した。壬生から北上する日光西街道と合する楡木－今市間に奈佐原、鹿沼、
文挾、板橋、今市の宿があり、地元では一般にこの間を例幣使街道と呼んでいる。近世、鹿沼はこの
例幣使街道の宿駅としてまた市場町として発展した。
近現代、明治11年（1878）群区町村権制法により都賀郡は上下二郡に分離され、鹿沼は上都賀郡に
属した。郡役所が前述の薬王寺に置かれ、10宿89ヶ村を管轄した。
明治17年（1884）、待望の郡役所は薬王寺より久保町の大谷瀬平氏提供の地に移転し新築落成する
ことになった。黒山の人だかりが鹿沼宿城山（下武子水神山）下の黒川河畔に見られた。新築する上
都賀郡役所の玄関前に据える巨石を猿頬が渕から掘り出していたのだ。猿の頬のように赤い色をした
巨石は、人呼んで猿頬石といったが、あまりに大きすぎるので当時の上横町（現銀座1、2丁目）通り
を通れず二つに割られ、その一つが久保町上都賀郡役所の前におさまった。延2,500人、25日かかっ
て運んだという。郡内宿村民の心からの献納であった。
同年（1884）、栃木県庁は栃木町から宇都宮市に移った。
10月22日、太政大臣三条実美ら政府高官を迎えて雨にも
かかわらず、県庁開庁式は盛大に行われた。翌23日一行
は、塩原街道の開通式に出席、31日には人力車200台余を
連ね上都賀郡役所開庁式に臨んだ。見物客は数万人を超
えた。尚、郡役所は大正15年（1926）7月1日廃止された。
明治22年（1889）市町村制の発布により、町村廃合し、
旧村を大字とし、4町16ヶ村に改正された。4町とは鹿沼
町（大字4）、今市町（大字9）、日光町（大字9）、足尾町（大字7）である。
昭和23年（1948）10月10日、鹿沼町に市制施行。同29年（1954）、1市7ヶ村合併（東大芦村、菊
沢村、板荷村、北押原村、加蘇村、西大芦村、北犬飼村）。翌30年（1955）、南摩村、南押原村の2村
合併。平成18年（2006）1月1日、平成の大合併で粟野町と合併し人口104,042人の市となった。
交通機関は東部の台地に明治23年（1890）日本鉄道会社日光線鹿沼駅が開業、市域には昭和4年

（1929）、浅草始発の東武日光線が開通し、板荷、北鹿沼、新鹿沼、樅山、楡木の5駅がある。道路は昭和
47年（1972）、東北自動車道の鹿沼インターチェンジの開設、近接して北関東自動車道が建設されている。
西部には古峯神社、巴の宿、石

お

裂
ざく

山、横根山、夕日岳、三枚岩などの前日光県立自然公園があり、
中心市街地には今宮神社、鹿沼城跡の御殿山公園、千手山公園などがある。
毎年10月第2土曜、日曜日には今宮神社の付け祭が盛大に奉納される。平成15年2月20日に国の重要
無形民俗文化財に指定され華麗な彫刻屋台、競い合うお囃子で有名な鹿沼ぶっつけ秋祭りの囃子屋台

が氏子町町内を巡行する。屋台は現在今宮神社氏子町内に
27台あり、そのうち13台は江戸時代に造られている。白
木造りと黒漆塗彩色のものとに分けられる。慶長13年
（1608）日照りが続き、今宮神社に氏子や近郷の人々が集
まり雨乞いの祭りをしたことが祭りの始まりと伝承されて
いる。最初は「踊り屋台」であったが、文政の改革
（1827）・天保の改革（1841）で華美な風俗が禁止された
ため、屋台を全面彫刻で飾るようになった。祭りの見せ場
は今宮神社への屋台の繰り込みと繰り出しとなった。ぶっ

上都賀郡役所

今宮神社付け祭
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つけとは2台以上の屋台が道路上で向かい合いお囃子の競演をする
ことで屋台をぶっつけ合うことではない。お囃子連の腕の見せ所で
ある。
産業は幕末、横浜貿易が盛んになるとともに当地域でも養蚕と中

国へ輸出する朝鮮ニンジンの栽培が盛んになり、麻、薬種、穀物、
材木などで巨富を手に入れた。この富を基盤として、明治20年
（1887）鈴木要三らにより鹿沼に下野製麻紡績が創立された。明治
40年（1907）、北海道製麻、大洋レーヨンを併合して帝国繊維と改
称、安田財閥系の製麻独占会社となり、軍関係への製品納入が増え
ていった。大正8年（1919）には従業員225名が1,081名となり鹿沼
を宿場町から工業中心の町へ変化させた。
同時代、古賀志山麗のスギを原料とする線香、麻殻を原料とする

懐炉製造、天明鋳物の伝統をひく鋳物工業などの地場産業も栄え、
鹿沼箒は大正初年から全国的に販売され、最盛期には年間260万本
を出荷したという。
第2次世界大戦後、鹿沼地方は戦災の被害も少なく、東京を中心とした戦災都市復興のための建築材
の供給などで、在来の木材・建具工業が急速に発展した。
昭和37年（1962）鹿沼木材工業団地や協同組合が創立され、同43年（1968）茂呂に木工団地が造
成された。ついで翌44年深津、上石川、茂呂の一部にまたがる工業団地が完成、同47年（1972）に東
北自動車道鹿沼インターチェンジの開設に伴い、東芝、住友電工、富士通、ソニーケミカルなどの大
企業が誘致された。
他方農業では米、野菜にイチゴ、コンニャク、カンピョウ、サツキを主とした花木栽培などと多角

化し、都市近郊農村化の傾向を強めている。
平成20年（2008）より鹿沼市は「花と緑と清流のまち」、「笑顔あふれる優しいまち」をスローガン
にまちづくりを推進している。

今宮神社付け祭

晃望台より市内 日光連山

富士山
やま

公園より鹿沼市内
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

イ　歴代会長

駒橋　寅春
初 代

（大正14年４月19日～）
第10代

（昭和34年４月１日～昭和36年３月31日）

金子　弁明
第２代

（昭和13年８月15日～昭和15年３月31日）
第７代

（昭和28年４月１日～昭和30年３月31日）

岡本　英忠
第３代

（昭和15年４月１日～昭和17年３月31日）

新島　貫一
第４代

（昭和17年４月１日～昭和21年３月31日）

茂呂　　登
第５代

（昭和21年４月１日～昭和25年３月31日）

青木達三郎
第６代

（昭和25年４月１日～昭和28年３月31日）
第12代

（昭和40年４月１日～昭和42年３月31日）

福島　　茂
第８代

（昭和30年４月１日～昭和32年３月31日）
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菊地　貞造
第14代

（昭和44年４月～昭和54年３月）

新島　　剛
第15代

（昭和54年４月～昭和63年３月）

岡本　全宏
第16代

（昭和63年４月～平成９年３月）

福田　利示
第９代

（昭和32年４月～昭和34年３月）

手塚筆四郎
第11代

（昭和36年４月～昭和40年３月）

越路　孝七
第13代

（昭和42年４月～昭和44年３月）

瓦井　昭二
第17代

（平成９年４月～平成18年３月）

佐川　徹三
第18代

（平成18年４月～）



大正14 1.25 1925 新島　貫一・甲田　　賢

12.22 1925 青木達三郎・駒橋　寅春

大正15・昭和1 5.15 1926 市川　政一・岡本　英忠

昭和２ 4.14 1927 中条正左衛門・岸野栄七郎

３ 4.27 1928 金子　弁明・新島　貫一

４ 4.27 1929 駒橋　寅春・新川　庄一

５ 4.27 1930 青木達三郎・手塚筆四郎

６ 5.20 1931 中条正左衛門・岸野栄七郎

７ 4.18 1932 岡本　英忠・新島　貫一

８ 4.10 1933 金子　弁明・駒橋　寅春

９ 3.26 1934 手塚筆四郎・新川　庄一

10 3.25 1935 青木達三郎・岡本　英忠

11 3.27 1936 茂呂　　登・中条正左衛門

12 5.11 1937 新島　貫一・新川　庄一

13 4.25 1938 手塚筆四郎・岸野栄七郎

14 4.18 1939 金子　弁明・駒橋　寅春

15 4.22 1940 岡本　英忠・青木達三郎

16 4.10 1941 中条正左衛門・茂呂　　登

17 4.10 1942 新川　庄一・新島　貫一

18 4.10 1943 菊地　貞造・手塚筆四郎

19 4.03 1944 青木達三郎・岸野栄七郎

20 4.12 1945 駒橋　寅春・→岡本英忠　応召のため

福島　　茂

21 4.10 1946 金子　弁明・川島信四郎

22 4.10 1947 福田　利示・新川　庄一

23 4.12 1948 新島　貫一・福島　　茂

24 4.25 1949 越路　孝七・川島光五郎

25 4.13 1950 村本　　光・畑　　二郎

26 4.11 1951 中条　正臣・新島　　剛

27 4.12 1952 手塚筆四郎・菊地　貞造

28 4.12 1953 石塚要二郎・村本　　光

29 6.02 1954 梅沢　　明・駒橋　秀光

30 4.30 1955 福田　利示・中条　正臣

31 6.15 1956 畑　　二郎・金子　公明

32 4.24 1957 梅沢　　明・手塚　正教

33 5.19 1958 福島　　茂・青木　道子

34 5.21 1959 石川　　亘・川島光五郎

35 4.06 1960 菊地　貞造・福田　利示

36 3.30 1961 青木達三郎・畑　　二郎

37 4.10 1962 金子　弁明・中条　正臣

38 4.27 1963 越路　孝七・村本　　光

39 4.27 1964 福島　　茂・岸野　忠明

40 4.15 1965 新島　　剛・駒橋　秀光

41 5.04 1966 手塚　正教・茂呂　　允

42 4.17 1967 中条　正臣・青木　道子

43 4.13 1968 川島光五郎・菊地　貞造

44 4.14 1969 青木　道子・福田　利示

45 5.11 1970 越路　孝七・村本　　光

46 3.30 1971 福島　　茂・梅沢　東洋

47 4.15 1972 岸野　忠明・中条佐智子

48 3.24 1973 駒橋　秀光・金子　英明

49 5.29 1974 幹事制度消滅

年号 月日 西暦 氏　名
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ロ　歴代役員

鹿沼歯科医師団歴代幹事

年号 月日 西暦 氏　名



■任期　S32.4.1～S34.3.31

支　部　長 福田　利示
副 支 部 長 川島光五郎　　石川　　亘
理事（会計） 駒橋　秀光
理事（庶務） 畑　　二郎　　今井　一郎

安生　　貢（S32.8.28迄）
中田　静嘉

議　　　長 金子　弁明
副　議　長 福島　　茂
監　　　事 菊地　貞造　　中条　正臣

■任期　S34.4.1～S36.3.31

支　部　長 駒橋　寅春
副 支 部 長 手塚筆四郎　　越路　孝七
理事（会計） 岸野栄七郎
理事（庶務） 村本　　光　　矢口　　修

石川権左衛門

議　　　長 金子　弁明
副　議　長 福島　　茂
監　　　事 川島光五郎　　畑　　二郎

■任期　S36.4.1～S38.3.31

支　部　長 手塚筆四郎
副 支 部 長 越路　孝七　　岸野栄七郎
理事（会計） 新島　　剛
理事（庶務） 駒橋　秀光　　鰕原　悦郎

石田　酉三　　村本　　光

議　　　長 金子　弁明
副　議　長 福島　　茂
監　　　事 川島光五郎　　畑　　二郎

■任期　S38.4.1～S40.3.31

支　部　長 手塚筆四郎
副 支 部 長 菊地　貞造　　新島　　剛
理事（会計） 畑　　二郎
理事（庶務） 駒橋　秀光　　越路　孝七

鰕原　悦郎　　中田　静嘉

議　　　長 福島　　茂
副　議　長 鰕原　悦郎
監　　　事 岡本　英忠　　川島光五郎

■任期　S40.4.1～S42.3.31

支　部　長 青木達三郎
副 支 部 長 菊地　貞造　　鈴木　幸雄
理事（会計） 村本　　光
理事（庶務） 畑　　二郎　　今井　一郎

新島　　剛　　駒橋　秀光

議　　　長 福島　　茂
副　議　長 鰕原　悦郎
監　　　事 新島　貫一　　駒橋　秀光

■任期　S42.4.1～S44.3.31

支　部　長 越路　孝七
副 支 部 長 駒橋　秀光　　鰕原　悦郎
理事（会計） 村本　　光
理事（庶務） 手塚　正教　　矢口　　修

石川権左衛門

議　　　長 福島　　茂
副　議　長 鰕原　悦郎　　鈴木　幸雄
監　　　事 金子　弁明　　畑　　二郎
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上都賀歯科医師会役職一覧（S32～S43）
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■任期　S44.4.1～S46.3.31

支　部　長 菊地　貞造
副 支 部 長 鈴木　幸雄　　川島光五郎
理事（会計） 手塚　正教
理事（庶務） 新島　　剛　　中田　静嘉

青木達三郎　　鰕原　悦郎

議　　　長 福島　　茂
副　議　長 矢口　　修
監　　　事 金子　弁明　　福田　利示

■任期　S46.4.1～S48.3.31

支　部　長 菊地　貞造
副 支 部 長 鈴木　幸雄　　川島光五郎
理事（会計） 畑　　二郎
理事（庶務） 村本　　光　　鰕原　悦郎

議　　　長
副　議　長
監　　　事 福田　利示　　新島　　剛

■任期　S48.4.1～S50.3.31

支　部　長 菊地　貞造
副 支 部 長 鈴木　幸雄　　駒橋　秀光
理事（会計） 畑　　二郎
理事（庶務） 金子　英明　　石川権左衛門

議　　　長
副　議　長
監　　　事 福田　利示　　新島　　剛

■任期　S50.4.1～S52.3.31

支　部　長 菊地　貞造
副 支 部 長 鈴木　幸雄　　駒橋　秀光
理事（会計） 新島　　剛
理事（庶務） 中田　静嘉　　鰕原　悦郎

議　　　長
副　議　長
監　　　事 川島光五郎　　手塚　正教

■任期　S52.4.1～S54.3.31

支　部　長 菊地　貞造
副 支 部 長 鈴木　幸雄　　駒橋　秀光
理事（会計） 新島　　剛
理事（庶務） 村本　　光　　鰕原　悦郎

議　　　長
副　議　長
監　　　事 中田　静嘉　　畑　　二郎

■任期　S54.4.1～S56.3.31

支　部　長 新島　　剛
副 支 部 長 駒橋　秀光　　川島光五郎
理事（会計） 手塚　正教
理事（庶務） 中田　嘉之

議　　　長
副　議　長
監　　　事 鈴木　幸雄　　中条佐智子

上都賀歯科医師会役職一覧（S44～S55）
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■任期　S56.4.1～S58.3.31

支　部　長 新島　　剛
副 支 部 長 駒橋　秀光　　川島光五郎
理　　　事 金子　智英　　岡本　全宏
理事（会計） 中田　嘉之
理事（庶務） 村本　　明

議　　　長 福島　　茂
副　議　長
監　　　事 鈴木　幸雄　　中条佐智子

■任期　S58.4.1～S60.3.31

支　部　長 新島　　剛
副 支 部 長 駒橋　秀光　　岡本　全宏
理　　　事 金子　智英　　小高　章愛
理事（会計） 中田　嘉之
理事（庶務） 村本　　明

議　　　長 菊地　貞造
副　議　長
監　　　事 鈴木　幸雄　　福田　利示

■任期　S60.4.1～S63.3.31

支　部　長 新島　　剛
副 支 部 長 駒橋　秀光　　岡本　全宏
理　　　事 金子　智英（S62.3.31辞任）

小高　章愛
理事（会計） 中田　嘉之
理事（庶務） 村本　　明　　菊地　　香

瓦井　昭二　　田辺　章（S62.4.1）
議　　　長 菊地　貞造
副　議　長 鰕原　悦郎
監　　　事 鈴木　幸雄　　福田　利示

■任期　S63.4.1～H3.3.31

支　部　長 岡本　全宏
副 支 部 長 小高　章愛　　村本　　明
理事（専務） 菊地　　香
理事（総務） 瓦井　昭二
理　　　事 田辺　　章　　佐川　徹三

鈴木　節雄　　菊地　　均

議　　　長 福田　利示
副　議　長 新島　　剛
監　　　事 菊地　貞造　　鈴木　幸雄

■任期　H3.4.1～H6.3.31

支　部　長 岡本　全宏
副 支 部 長 小高　章愛　　村本　　明
専 務 理 事 菊地　　香
総 務 理 事 瓦井　昭二
理　　　事 田辺　　章（公衆衛生委員会担当）

佐川　徹三（学術委員会担当）
菊地　　均（医療管理委員会担当）
鈴木　節雄（調査委員会担当）
田代　高志（庶務）
狐塚　行弘（会計）

監　　　事 新島　　剛　　畑　　二郎
議　　　長 福田　利示
副　議　長 鰕原　悦郎

上都賀歯科医師会役職一覧（S56～H5）
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■任期　H6.4.1～H9.3.31

支　部　長 岡本　全宏
副 支 部 長 瓦井　昭二　　狐塚　行弘
専 務 理 事 佐川　徹三
総 務 理 事 田辺　　章
庶 務 理 事 田代　高志
会 計 理 事 石崎　　誠
理　　　事 菊地　　均（医療管理委員会担当）

新島　康夫（学術委員会担当）
駒橋　一永（調査委員会担当）
大貫　真裕（公衆衛生委員会担当）

監　　　事 新島　　剛　　畑　　二郎
議　　　長 福田　利示
副　議　長 鰕原　悦郎
役 員 待 遇 小高　章愛　　村本　　明

菊地　　香　　鈴木　節雄

■任期　H9.4.1～H12.3.31

支　部　長 瓦井　昭二
副 支 部 長 狐塚　行弘　　佐川　徹三
専 務 理 事 菊地　　均
総 務 理 事 田代　高志
庶 務 理 事 石崎　　誠
会 計 理 事 鈴木　裕之
理　　　事 新島　康夫（調査委員会担当）

駒橋　一永（公衆衛生委員会担当）
大貫　真裕（学術委員会担当）
木村　立男（医療管理委員会担当）

監　　　事 新島　　剛　　岡本　全宏
議　　　長 鰕原　悦郎
副　議　長 小高　章愛
顧　　　問 福田　利示
役員（社保審査委員） 村本　　明
役員（代議員） 田辺　　章

■任期　H12.4.1～H15.3.31

会　　　長 瓦井　昭二（H12.10.1より支部長→会長）
副　会　長 狐塚　行弘　　佐川　徹三
専 務 理 事 菊地　　均
総 務 理 事 田代　高志
庶 務 理 事 石崎　　誠
会 計 理 事 鈴木　裕之
理　　　事 大貫　真裕（公衆衛生委員会担当）

木村　立男（医療管理委員会担当）
相馬　英人（調査委員会担当）
畑　　健一（学術委員会担当）

監　　　事 新島　　剛　　岡本　全宏
議　　　長 鰕原　悦郎
副　議　長 小高　章愛
顧　　　問 福田　利示
役員（社保審査委員） 村本　　明
相　談　役 小林　幹夫

■任期　H15.4.1～H18.3.31

会　　　長 瓦井　昭二
副　会　長 佐川　徹三　　菊地　　均
専 務 理 事 田代　高志
総務兼会計理事 鈴木　裕之
理　　　事 大貫　真裕（公衆衛生委員会担当）

木村　立男（医療管理委員会担当）
相馬　英人（調査委員会担当）
畑　　健一（学術委員会担当）

監　　　事 岡本　全宏　　村本　　明
議　　　長 鰕原　悦郎
副　議　長 小高　章愛
顧　　　問 新島　　剛
役員（国保審査委員） 狐塚　行弘
顧問（医政担当） 小林　幹夫

上都賀歯科医師会役職一覧（H6～H17）
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■任期　H18.4.1～H21.3.31

会　　　長 佐川　徹三
副　会　長 菊地　　均　　大貫　真裕
専 務 理 事 田代　高志
総 務 理 事 鈴木　裕之
会 計 理 事 畑　　健一
庶 務 理 事 鈴木　定幸
理　　　事 木村　立男（医療管理委員会担当）

相馬　英人（公衆衛生委員会担当）
福島　隆夫（調査委員会担当）
小川　哲弥（学術委員会担当）

監　　　事 村本　　明　　越路　昭夫
議　　　長 中田　嘉之
副　議　長 瓦井　昭二
顧　　　問 新島　　剛　　鰕原　悦郎
顧問（医政担当） 小林　幹夫

■任期　H21.4.1～H23.3.31

会　　　長 佐川　徹三
副　会　長 菊地　　均　　大貫　真裕
専 務 理 事 田代　高志
総 務 理 事 鈴木　裕之
会 計 理 事 畑　　健一
庶 務 理 事 鈴木　定幸
理　　　事 相馬　英人（公衆衛生委員会担当）

福島　隆夫（調査委員会担当）
小川　哲弥（学術委員会担当）
駒橋　　武（医療管理委員会担当）

監　　　事 村本　　明　　菊地　　香
議　　　長 中田　嘉之
副　議　長 瓦井　昭二
顧　　　問 新島　　剛　　茂呂　　允
顧問（医政担当） 小林　幹夫

上都賀歯科医師会役職一覧（H18～H22）



本会で最初に歯科診察を始めたのは、鹿沼町久我出身の小野
重三郎である。小野は午前４時起床、外はまだ漆黒の闇石裂

お ざ く

山
の沢から流れ出た荒井川ぞいの馬車道をひたすら加園村迄歩く。
加園宿から御幣岩橋を渡り鹿沼町を目指す。空が白んだ頃省線
鹿沼駅への急坂にさしかかる。ここから明治23年（1900）に開
通した日光線の軌道を歩き砥

と

上
かみ

駅（明治36年鶴田駅に移転）を経
由、滝の原の宇都宮中学に着く。
放課後、今朝きた道を列車に乗らず徒歩で久我迄帰る。家に

着く頃日はとっぷりと暮れている。この様に通学し卒業後、神
田小川町の東京歯科医学院（後の東京歯科医学専門学校）に進学した。
当時授業は午後６時から９時までが講義時間、修養年限は２ヶ年で４月１日から翌年３月21日迄で
あった。授業料は１円50銭、実習費10銭、昼は授業料を捻出する為仕事に励み、２年の修養後、医術
開業学説試験医術開業実地試験に合格した。明治36年５月26日第704号の免状を得て今宮神社東上都
賀郡役所、警察署そばの鹿沼町1699番地に開業した。明治41年10月27日、栃木県歯科医師会設立認
可に尽力し、初代会長大根田國吉のもと理事に就任した。その後宇都宮、下都賀郡石橋町に移転、大
正８年県歯会長に就任した。
その頃中央では、明治36年（1903）大日本歯科医会が11月27日東京京橋の地学協会において発足し
た。同年医師の団体である帝国聯合医会が医師法案を成立させた。その法案中に「歯科医ニハ本法ノ
規定ヲ適用セス」とすることが挿入された。
こうした一連のながれの中で歯科医師会は、多数の従来家あるいは入歯、歯抜、口中療治営業者な

どに圧倒されながら歯科医師法制定に対応する必要にせまられた。
明治39年（1906）高山紀斉会長は、独自の歯科医師法案を作成することとし、廣瀬武郎に起草を委

嘱し、医師法案の起草立案で経験をもつ岡田朝太郎法学博士の教示を受け約半ヶ月で作った。３月17
日、この法案は衆議院本会議に上程され、３月22日に一部修正の上、可決され、３月26日貴族院本会
議でも可決成立というスピードぶりだった。そして５月１日歯科医師法（法律48号）で交付された。同
年11月17日内務省令34号で歯科医師会規則が定められ、これを元にして各都道府県に歯科医師会や郡
市歯科医師会が設立されることになった。第２条に「設立セントスルトキハ10人以上発起人トナリ、
会則ヲ作リ」とあり、本県も当時13人名の発起人で栃木県歯科医師会を立ち上げた。
当時の都道府県別の人数は右記の通りである。
明治39年（1906）大日本歯科医師会発行の歯科医籍

によると、栃木県の13名は免状順に、青山清三郎、大根
田國吉、牧鍵一郎、大垣鈴次郎、佐藤岩吉、森谷長谷治、
本山幸三郎、秋草泰三郎、宮原武二郎、臼井直蔵、遠藤
為吉、須賀健之助、小野重三郎である。しかしこの歯科
医籍は内務省の原簿を元に印刷されたにもかかわらず誤
りが多く、あまり利用されなかったようだ。
明治41年（1908）10月27日県知事より認可され、栃
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木県歯科医師会が正式に発足した。初代会長大根田國吉、副会長森谷
長谷治、理事大垣鈴次郎、小野重三郎、青山清三郎の布陣である。
次に開業したのは駒橋寅春である。当家の祖は福島県西白河郡泉崎

村大字関和久高上町、関和神社宮司で同職を三十余代も務めている旧
家名門の家柄である。父駒橋亘、母フジの四男に生まれ、東京歯科医
学専門学校で学んだが中退ののち、医術開業歯科試験に大正２年
（1913）10月６日及第し、免状第1800号を得た。同年11月８日柳田
商店の一角を借り、駒橋歯科医院を開業した。昭和２年（1927）７月
８日現在地1608番地-２に新築上棟した。
大正４年（1915）の歯科学報（第20巻第10号）によると小野重三

郎はすでに宇都宮市池上町に移転している。当時上都賀郡鹿沼町は人
口14,176人で歯科医師数は１人。駒橋寅春のみである。当学報の目次

として野口英世博士の帰朝、同博士の滞在日程及び血脇守之助氏晩餐会等がある。

［血脇守之助と野口英世のエピソード］

血脇は高山歯科学院（現東京歯科大学）在学中、明治26年（1893）頃、高山紀斎院長の信任厚
く、学生でありながら、学院の運営をとりしきる幹事をまかされていた。明治29年（1896）守之
助は会津若松へ出張診療に出向き、野口清作（英世）と出合う。野口は同年10月守之助をたより
上京した。彼は野口を学院の書生として雇ってもらうつもりであったが、高山院長に書生は不要
といわれ、内緒で寄宿舎に住まわせ、医学の勉強をさせた。
翌30年（1897）野口は医師免許を取得した。同年10月野口は守之助の世話で学院の病理学と薬物
学の講師になった。野口は有頂天になり、日々遊興にうつつをぬかした。この時野口を目覚めさせた
ものは坪内逍遥の「当世書生気質」（明治18年）だった。破廉恥な放蕩医学生、主人公の野々村精作は
まるで自分がモデルかと驚いた。これを機会に英世と改名したのは翌31年（1898）夏のことである。

明治40年（1907）大日本歯科医会は解散することなく日本聯合歯科医会と名称変更した。同会は医師と
歯科医師の業務の範囲が明示されていないため歯科医師法の改正をくりかえし陳情していた。その内容は
１. 歯科は医学上口腔外科の一部にして眼科、耳鼻咽喉科と同じく医科の範囲に属するものとす。
１. 歯科医師の免許をうけたる者は唯歯科医たるに止まり普通の医業を為すことを得ざるも之に反し

て普通医師の免許を
有するものは当然歯
科医業を為すことを
得。

これを改正するのに９年
の才月を要した。
上記の２項目はなぜか将来
の歯科界を暗示している様
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駒橋　寅春



にも思える。
大正５年（1916）８月９日法

律第44号で公布された。その時に
提出された改正案の参考資料と成
立した改正案である。
大正４年（1915）６月現在歯

科医師数は2109名、栃木県内は
31名、同年12月15日の調査によ
ると、明治31年（1898）歯科医師法が制定されてから約９年経って入歯、歯抜、口中療治等の免状を
有するものは3000人程いたが、取締にあって約600名に減少している。上都賀郡にも鹿沼町495番地
に口中科医として大貫常三郎の名が日本杏林要覧（明治42年後編口中科医籍）に掲載されていた。
その後本会では次々と開業が続いた。開業順に記す

新島　貫一

父藤吉氏は下都賀郡間々田村字粟宮の出身で鳶職や消防組の組頭をつとめていた。住所が近かっ
た小野重三郎と懇意にしていた。貫一は私立上都賀学館（明治36年高山角造

こうやまかくぞう

が設立。のち郡立農学
校、鹿沼農商学校の前身）を中退し、下野中学に進み、宇都宮市の小野家に下宿し通学していた。
その日常を見聞し影響を受けたのか卒後日本歯科医学専門学校に進学。大正６年（1917）９月26日
第3829号の免状を得て、同年10月１日今宮神社東鹿沼町1700番地に開業した。
大越　　筆

下都賀郡国分寺村小金井出身で日本歯科医学専門学校を卒業後大正６年（1917）９月21日第
3822号の歯科医籍を取得、同年11月清林寺の北、現大野医院所在地である鹿沼町1915番地に開業
した。８年間本会に在籍し、同14年（1925）４月１日、突然小金井に帰郷した。
岡本　英忠

上都賀郡北押原村大字上殿の出身で岸野家の長男、岡本家と養子縁組、東京歯科医学専門学校卒
業後、大正４年（1915）11月４日第2735号の歯科医籍を取得し、大正６年（1917）12月１日現在
地鹿沼町1359番地１に開業。同14年（1925）４月24日鹿沼町町会議員選挙に見事当選。同年７月
現診療所を新築落成す。
市川　政一

大正４年（1915）東京歯科医学専門学校卒業、第2758号の免状を得て青森県黒川町に開業。大正９年
（1920）鹿沼町1836番地鹿沼座（芝居小屋のち鹿沼映劇）の西に開業した。８年間本会在籍後昭和３年
（1928）５月16日惜しまれつつ北海道に転居、同業者全員で夜９時過ぎの列車を省線鹿沼駅で見送った。
中条正左衛門

宮城県粟原郡長岡村荒谷の出身で大正10年10月13日開業。歯科実地試験合格。第7102号の免状
を得、同10年（1921）11月１日鹿沼尋常小学校（現中央小）北側の現在地1622番地に開業した。
金子　弁明

上都賀郡落合村大字長畑の出身で、大正９年（1920）９月歯科医術開業学説試験に合格。同10年
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（1921）４月同実地試験に合格後、横浜市太田歯科医院に勤務研修した。同10年10月26日第7155号
の免状を得、同年11月７日好美館の東側鹿沼町1609番地-２に開業した。
岸野栄七郎

上都賀郡北押原村大字神殿出身で岸野家の四男（岡本英忠の弟）として生まれ、大正10年（1921）
年12月22日第7375号の免状を取得。兄の岡本歯科医院に勤務、翌11年（1922）３月20日粟野町
886番地に開業。４年後の大正15年（1926）５月吾妻町（現銀座一丁目）1874番地に移転した。
青木達三郎

塩谷郡阿久津村大字上阿久津の出身で、大正10年（1921）７月30日東京歯科医学専門学校卒業、
翌11年（1922）１月26日第7399号の歯科医籍を取得、山口県下関市の山成歯科医院に勤務、研修
を積んで同11年（1922）７月30日鹿沼町1019番地（現下田町）に開業した。翌12年（1923）２月
鹿沼町1297番地（現仲町）に移転した。青木は鹿沼キリスト教会の創立者でもある。
開業する一週間前に挨拶に回った時の各人に対する酒脱な寸評が日記に残されている。

大正11年（1922）年７月24日

今朝は同業者を回って歩いた。近所の岡本さんから駒橋
さんに行く。
岡本さんの家はいい家であった。
駒橋さんはわかりにくい所であったが門のついた奥深い
家である。
金子さんは若い美しい奥さんらしい人が雨戸を開けてい
たが、御当人はまだ寝ていた。この人は若く書生っぽさ
の抜けぬような人である。

この３人は本当に気持のいい人たちだった
岡本さんは兄さんのような気がして…
駒橋さんは学校の教師のような気もした。
両人とも親切に色んな事を教えてくれた。

中条さんは50年配の人であるが無頓着らしい人である。
新島さんはまだ寝ていたが広い家であった。
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「栃木県上都賀郡鹿沼町実景」の一部　大正９年（1920）11月22日刊行



市川さんは東歯出の人だとか患者が一人いた。
大越さんは家と共に品のよい人である。
２万足らずの町に８人の歯科医は多すぎると思った。
当時の鹿沼町の人口は18,096人

大正11年（1922）頃の温泉地でのスナップ写真である。当時の先生方ほとんど口髭をたくわえている。

つぎに大正14年（1925）末迄の会員の動向は次の通りである。
大正12年（1923）11月　甲田賢二、鹿沼町1913番地に開業
大正14年（1925）１月15日　安生貢、南押原村楡木324番地に開業
大正14年（1925）３月31日　突然大越筆、国分寺村小金井に帰郷
大正14年（1925）11月25日　甲田賢二上京
この様に鹿沼町に移動はあるものの９名の同士が開業したため郡歯科医師会設立の気運が高まった。
駒橋が日光町、今市町方面の同士を勧誘した。

大正14年（1925）３月17日

鹿沼歯科医師団（駒橋寅春、新島貫一、大越筆、岡本英忠、市川政一、中条正左衛門、金子弁明、岸
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野栄七郎、青木達三郎）を中心に上都賀郡歯科医師会設立にむけ石橋町梅月にて親睦会を開催。日光よ
り山本千代松、橋口近義、今市より湯沢菊四郎、和知末広を招いた。13名出席し、会費は４円であった。
同年４月１日、大越筆、国分寺小金井へ帰郷。そして４月19日上都賀郡歯科医師会発会式兼第１回
総会を上都賀郡役所において開催した。

臨席者
栃木県衛生　課長　斎藤　俊雄
上都賀　郡長　　　相馬三次郎
上都賀郡医師会長　小林公四郎

会　長　駒橋　寅春
副会長　湯沢菊次郎
理　事　市川　政一、中条正左衛門、金子　弁明

山本千代松、橋口　近義

上都賀郡歯科医師会設立に協力した日光町、今市町の各先生の経歴は次の通り。

橋口　近義

鹿児島県大島郡實久村大字俵の出身で日本大学専門部歯科を卒業後、歯科医術開業試験に合格。
大正11年６月22日第7718号の免状を得て、東京市京橋区に開業、同時に深川区に分院設置。翌12
年（1923）日光電気精銅所病院歯科部主任として勤務。昭和２年（1927）４月30日日光町大字日
光2261番地に開業、同５年（1930）８月１日日光町字清滝246番地に移転した。
山本千代松

上都賀郡日光町大字所野の出身で、東洋歯科医学専門学校卒業後、東京市渋谷に開業。大正９年
（1920）５月15日歯科医籍第5599号を得て、同年（1920）５月25日、日光町411番地に開業。昭和
３年（1928）11月15日、日光町下鉢石町992番地に移転。
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上都賀郡役所
明治17年（1884）落成。正面に猿頬石
大正15年（1926）７月１日廃止



湯沢菊四郎

上都賀郡加蘇村大字上久我出身で東京歯科医学医学専門学校卒業後医術開業実地試験に合格し、
大正４年（1915）11月15日、第2795号の免状を得て、宇都宮市池上町の小野歯科医院に勤務。大
正５年（1916）８月21日今市町490番地に開業。
和地　末広

福島県棚倉出身で大正14年（1925）東京歯科医学専門学校卒業後、歯科医籍を得
て鹿沼町の駒橋歯科医院に勤務。研修中。（駒橋寅春の妻の妹の夫で、長女は石川亘
夫人、三女は駒橋賢司夫人、本会員武の祖父）今市町の田野井重男（のちの県歯第15
代会長）の個人的事情により、田野井歯科で代診をしていた。大正14年（1925）４

月上都賀歯郡科医師会設立後の７
月故郷の福島県棚倉にもどった。

於　梅月楼

大正14年４月13日、歯科医師会法改正が法律第45号で公布された。この法律で特筆すべきは１.非
歯科医師の診察所開設は命令をもって定むること。１.学位称号、専門科名以外、技能医療、経歴に関
する広告の禁止。１.歯科医師は道府県歯科医師会を設立すること。１.道府県歯科医師会は日本歯科医
師会を設立すること等である。
今迄日本聯合歯科医師会は中央にあったが、地方には会が各道府県単位に全て存在していたわけで

なく、郡市単独の会のものもあって、求心性は余りなかった。
上都賀郡歯科医師会はこの法律に基づいて設立され、そして誕生した。
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資料1

資料2

下野「世相」100年



明治30年2月27日下野新聞が実施した県下各市郡部毎の内科・外科・眼科・産科・歯科の「名医大
家投票」の約1ヶ月後の結果である。
歯科之部では、宇都宮に明治41年10月27日栃木県歯科医師会初代会長に就任した大根田國吉、第二
代会長の大垣鈴次郎、下都賀郡に初代副会長の森谷長谷次、理事の青山清三郎の名がある。
上都賀郡地区の歯科之部の4名は、上都賀郡市医師会史にも当時の歯科医籍録にも掲載されておらず、
たぶん、入歯、歯抜、口中療治営業者と推察される。
医師では、西方村金崎宿の五十嵐道純・貞之助父子、鹿沼町石川村の石川玄伯、足尾町の大月隆庵、
金子学三郎、鹿沼町上田町の大野昇仙、鹿沼町今宮町晃南病院創始者の木村増太郎、鹿沼町麻苧町の
広田栄吉、久保町の長　清重、鹿沼町の由田良知、日光町の高野健之助、山口丈喜等の名が見られる。
安蘇郡では、内科、外科、眼科、歯科之部に植野村（現佐野市）の見川泰雲がノミネートされてい

る。那須の山医者で作家でもある鯛山（本名泰山）の祖父である。
この催しについては、宇都宮市史の第4章「医療と衛生」にも、歯科はまだ分離不完全の状態にあり、
一人で内科・外科・産科・歯科をこなしていたことである。と記されている。
栃木県に残されている歯科関係の史料としては、最も古い史料と思われ、小野重三郎もこの時点で

はまだ鹿沼町に開業していない。
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下野「世相」100年
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◎物価

・タバコ

明治37年、日露戦争の戦費調達のため、製造タバコの専売制が実施され、たばこの官営時代が始
まった。
大蔵省煙草専売局は江戸時代の著名な国学者、本居宣長の和歌（敷島の大和ごころを人問はば朝

日に匂う山桜花）から４種類の口付き紙巻きたばこのブランドをつくった。敷島、大和、朝日、山
桜である。定価は20本入で８銭、７銭、６銭、５銭である。

当時大工の１日あたり賃金が59銭、一日働いて「朝日」が10箱買えるだけで相当高額であった。
この４ブランドのうち、山桜は３年、大和が20年、敷島が39年の寿命となったが、朝日は昭和51
年（1976）まで製造が続けられ72年もの長寿を誇るロングセラーとなった。尚専売制は昭和60年
（1985）まで続いた。
・ゴールデンバットは明治39年（1906）に清国輸出用として作られた。バットはこうもりで、清国で
は幸運を呼ぶシンボルであった。当初定価は４銭で平成18年（2006）現在150円と安価である。

「山桜」「朝日」「大和」「敷島」

ゴールデンバット（10本）明治39年～　４銭～



大正14年～昭和49年

年　表
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

■大正14年（1925）

１月15日 幹事、甲田賢二、新島貫一、仲町新道大沢楼に於て医師団と合同の新年宴会を開催
す。来賓として相馬郡長出席、盛会裡に午後10時散会せり。の書き出しで始まる
B5版のノート、鹿沼歯科医師団記録（以下記録）第一号が残されている。この記録
を元に上都賀郡歯科医師会史を忠実にたどってみる。

20日 日光町橋口近義よりライオン歯磨の口腔衛生宣伝部活動写真を鹿沼において開催依
頼あり。近く郡歯科医師会設立の運びなので、郡の事業として実施する旨橋口に返
信する。

３月 下野中央銀行鹿沼支店設立
県立鹿沼高等女学校設立認可

12日 近日中、親睦会開催予定。日光、今市方面、勧誘を駒橋に一任す。
楡木安生貢、入団勧誘するも一男を失い日浅く欠席とのこと。

17日 石橋町梅月楼
親睦会開催、日光より橋口近義、山本千代松、今市より湯沢菊四郎、和地末広４人
出席、当地９人、合計13人出席。すこぶる盛会、会費金４千円也。

21日 岡本英忠、鹿沼町議選に立候補の決意をする。
当時の選挙人は、有権者のうち、町税納入総額の半分を負担している人を一級選挙
人、残りを二級選挙人とした。一級選挙人には議員の半数を選ぶ権利が与えられ、
少数の富裕な住民である一級選挙人が町会を支配できるしくみであった。

31日 岡本、選挙につき推薦状のハガキ2610枚、団として有権者に配布する。本日、大
越筆、小金井へ帰郷の話を聞く。

４月１日 梅月楼
大越筆、送別会開催、普通医師と共に22名出席

１日 栃木県立鹿沼高等女学校、鹿沼町十万才（現万町）に開校
12日 鹿沼座

ライオン本舗口腔衛生部
活動写真開催に演者とし
て小森谷武、佐藤敏雄氏
来鹿、昼は小学児童、夕
方町一般の人々に簡便に
説明。主催　鹿沼歯科医
師団・鹿沼町衛生組合、
後援　鹿沼警察署・ライ
オン本舗

13日 鹿沼尋常小学校校庭
小森谷武、歯ブラシ教練を行う。当団より鹿沼羊羹10本贈呈す。

１．上都賀歯科医師会の軌跡

ニ　年　表
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１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

４月19日 鹿沼郡役所
上都賀郡歯科医師会発会式兼総会開催
臨席者、斉藤県衛生課長、相馬郡長、小林郡医師会長
午後4時梅月楼にて晩餐会、夕刻御殿山にて花見

24日 岡本英忠、鹿沼町議選97票の大多数を以て当選
５月14日 伊香保旅行

一行８人（駒橋、新島、岡本、中条、金子、甲田、岸野、青木）
午前４時30分自動車にて栃木駅、５時36分発両毛線で前橋へ
伊香保着午前11時30分　旅館で昼食後、榛名山登山－榛名湖畔－天神峠－榛名神社

15日 雨となり、前橋にて関東工芸展覧会を参観、場内にて昼食
栃木駅午後４時、自動車にて帰鹿、散会する。

７月

10月４日 宇都宮市相生町に上野呉服店（元上野百貨店旧館）、洋風３階建て開店

11月５日 総勢７人（岡本欠席）、自動車で板
いた

荷
が

街道を鳥屋に向う。山上で酒を酌み交わす。
９時下山　文

ふ

挾
ばさみ

駅10時出発、30分で今市に着く。
下野電気鉄道藤原線の電車にのり、新今市から下滝駅（現鬼怒川温泉駅、昭和２年
滝温泉から鬼怒川温泉と改名した）へ、野天の湯にひたり、３時帰途につく。鹿沼
駅７時28分着。
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11月25日 満２年在籍した甲田賢二上京
12月22日 新島宅

青木達三郎、駒橋寅春幹事引継ぐ

歯科医師資格試験について本会には駒橋寅春、金子弁明両氏の歯科医術開業試験及第之證が残され
ている。
歯科医術開業学説試験は大正13年（1924）10月１日
歯科医術開業実地試験は大正14年（1925）10月１日
を以て廃止することになった。

下野電鉄藤原線の駅名一覧

下野電鉄時代の鬼怒川温泉駅
（東武鉄道買収後も現在地へ移設するまで使用された）
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大正14年（1925）１月25日より引き継がれている鹿沼歯科
医師団記録第一号の表紙である。
２人が、１年交代で庶務、会計を担当。各人の個性的な文
字と内容が残されている。そのため、文面は不統一である。
幹事の制度は昭和49年（1974）５月13日迄50年間続いた。
その間昭和30年（1955）４月１日に鹿沼、粟野、西方地区
の上都賀支部と日光、今市、足尾地区の今市支部に分離し
たが、幹事は、支部の人事とは別にそのまま旅行担当とし
て受け継がれたようである。

大正14年（1925）５月、日本
口腔衛生社発行の名簿である。
大正12年（1923）９月１日の
関東大震災で発行寸前の資料
が灰燼に帰したため、大正13
年（1924）８月１日現在、第
２回歯科医勢調査を元に作ら
れたものである。

○
印
は
鹿
沼
歯
科
医
師
団
員

上
都
賀
郡
歯
科
医
師
会
　
21
名

鹿
沼
歯
科
医
師
団
　
　
　
10
名

◎物　価　・虎屋の羊羹１円50銭　・山手線初乗運賃５銭　・両毛線一駅区間５銭
◎映　画　バグダッドの盗賊、荒武者キートン
◎流行歌　うさぎのダンス、からたちの花、証誠寺の狸囃子
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

■大正15年　昭和元年（1926）

１月５日 梅月
医師団と合同にて新年宴会を開催す

３月 版画家の川上澄生が、木版画「初夏の風」「日の出」を国画創作協会展に出品
３月21日 上都賀郡歯科医師会開催
４月18日 御徒町の丸笠氏宅着　一泊
19日 東京駅→熱海→無綿浦→十国峠→修善寺（新井屋泊）
20日 三保松原→龍華寺（高山樗牛墳墓の地）→久能山→静岡市→藤沢（角や旅館泊）
21日 藤沢→片瀬→江の島→鎌倉（長谷の大仏）

旅費、宿泊費
２円33銭９厘

５月 岸野栄七郎　粟野町より吾妻町1874番地（現銀座一丁目）に移転
５月10日 小杉眞治　粟野町口粟野880番地－６に開業
15日 金子宅

幹事　市川政一、岡本英忠引き継ぐ
６月13日（晴） 岡本宅

６月15日の県歯科医師会設立総会並び臨時総会に全員欠席と決定す
７月１日 上都賀郡役所廃止
６日 ・口腔衛生活動

ライオン口腔衛生部の小森谷武、佐藤敏雄氏来鹿
午前中鹿沼尋常高等小学校講堂で、２回講演をなす
米人フレッチャーの話や上野動物園の猿の話など

中
条

金
子

新
島

市
川

駒
橋

青
木 岡

本

於　江の島



27

１．上都賀歯科医師会の軌跡

午後は12時30分より鹿沼高等女学校
２時30分より農商学校　　　　

で講演

夜間は８時より校庭で活動写真を影写した
入場者は、おおよそ5,000人以上で大盛況
・栃木県歯科医師会第一回定期総会
駒橋、中条、金子、岸野出席。当団の希望する本部と同様の料金規定を作製すべ
く取付制定できたことは、一同喜こんで感謝の意を表わす
欠席者　岡本、新島、青木、市川も実現してうれしい

７月７日（晴） 午前中　北押原小、菊沢小の講演をなす
午後２時30分　東大芦小学校に全員出張する

13日（晴） 大井田満氏厳父死去　弔旗一流及弔詞を贈呈す
岡本幹事団代表し引田に会葬す

15日 那須に御用邸が完成
25日（晴） 秋元清記氏令息晴雄氏死去　弔旗一流贈呈す

７月 鹿沼古峰原自動車会社設立
７月30日 新川庄一、御

お

成
なり

橋
ばし

町2246番地（成田不動尊の下）に開業
９月15日 新島宅　例会

新川庄一入会　懇親会　全員出席
21日 宇都宮市赤十字社楼上

旧県歯科医師会解散　臨時総会に岡本、市川幹事出席
10月２日 小林幸三郎医師令嬢和子死去　弔旗一流　各自会葬
19日 団旅行　塩原行

午前５時30分　自動車で宇都宮駅へ、6時25分発車、酒をのみ西那須野駅着、高級
自動車で塩原へ、宝来山を背に記念撮影

11月 東洋女子歯科医学専門学校指定
11月15日 市川宅　例会
12月24日 岸野宅　忘年会

聖上陛下不例中、しかもすこぶる御重態の御発表あり、極めて静粛裡に懇親す
１．来る27日の県歯臨時総会に代表として新島、青木出席すること
１．朝日町に開業せる手塚筆四郎に入団の勧誘すること幹事に一任す

25日 天皇崩御　裕仁親王が即位「昭和」と改元
（出典は書経より百姓昭明　万邦協和）

昭和元年
12月27日 栃木県歯科医師会臨時総会　新島、青木出席す
28日 岡本宅　健康保険について

鹿沼歯科医師団としては、勤労主義（規定の２割引）を取り帝国製麻会社に交渉す
べく幹事一任
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12月29日 岡本、市川幹事、帝国製麻会社訪問　白石人事課長に面会、
団として２割引にて引受けることを申込む。会社側としては即答しかねる故、追っ
て返答すると約束す。

大正15年（1926）の栃木県歯科医師会の動向

大正14年（1925）４月13日公布された改正歯科医師法第８条で歯科医師会の存在しない各道府県
にも会の強制設立がきめられたことによって、大正15年（1926）３月17日歯科医師会令は、勅令第
14号で公布された。これにもとづいて、３月20日から６ケ月以内に、それぞれ道府県歯科医師会
を設立しなければならなくなり、又新しく日本歯科医師会も設立することになった。
栃木県歯科医師会は、このことに対し反応が早く、次の様に実施していった。
６月15日 午前10時設立総会開催

会則原案は、大体において日本聯合歯科医師会起稿の標準会則案に依れるが、大部
分に亙りて修正を加え、日中に議事し得ずして夜間に入る。退出者続出するも辛う
じて仮役員を選挙す。
修正の主なる条項
１．支部設置条項
大多数は原案に賛成せるも、時期尚早の理由の下に反対者ありしため、円満解決
を旨とし、一時議決を延期し、速かに役員をして支部設置の準備をなさしむこと
に決す。

１．代議員制
前項の延期のため代議員制も一時削除し、会員全部にて総会を開くこととなる。

１．総会開会員数は過半数を必要とすることなく、全て出席者にて開会し得ること。
１．評議員の条項は、修正案出でしも原案通り、評議員10名置くことと決す。
仮役員次の如し
会長　宮原武二郎　副会長　椎貝敏郎　理事　松井郡三、槇石武平、秋山保三

当時の県内の各郡市の会員数である。長時間の議事の結果、この人数での支部設置
や代議員制の採用を躊躇したものと思われる。
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７月６日 栃木県県会議事堂
県歯科医師会発会式兼第１回総会
出席者（委任状を加算せず）は、総会員の約４分の１、仮会長宮原武二郎議長席
につき下記の２件を緊急動議し、可決確定す。
１．設立費支弁の件
１．会則第26条第２項、副会長１名を２名とするの件
役員選挙に移る。
岡安恒輔、多数を以て会長に当選し、副会長、理事の選挙を行いしも、会長は支
部設立を主張し、副会長２名、理事２名共に反対の立場であったため、会長は辞任
を表明、結果役員は、総辞職す。
宮原仮会長再び議長となり、詮衡委員13名を挙げて会長、副会長、理事を詮衡し、
形式上選挙を行い、下記の役員を選挙す。今度は、会長が役員を指名する。
会長　星野幸治　副会長　椎貝敏郎、梁瀬眞策
理事　松井郡三、槇石武平、神山登己壽
評議員（10名） 黒崎　博、小林武一、小野春吉、渡辺　清、宮原武二郎

小野重三郎、中村克三郎、田中親夫、及川暁一、岡本英忠
決議事項　下記の如し
１．議事規定案
１．報酬規定案、附報酬規定表厳守の件
１．旅費、日当規定
１．日本歯科医師会議員選挙（時間なく施行せず）
時間が無いため、旧歯科医師会は解散せず自然消滅のままに放置し、後日、適当
の処置をすることに決す。

９月20日 午前９時　新栃木県歯科医師会臨時総会
全会員143名中出席者21名、委任状16名
県当局より粟原警部補臨席
下記の件議決す。
１．足利衛生展覧会へ金50円補助の件
１．日本歯科医師会設立に関する件（本会は日本歯科医師会設立を待って入会する
こと。従って同会設立委員の選挙を行わず）
黒崎博より規定表中誤字訂正並に本会支部設置に対する準備の希望と総会議事録
を毎回全会員に配布すべしとの意見あり。
７月６日の第１回県歯総会で旧歯科医師会は、自然消滅のまま放置するとしてい
たが、やはり、会費や基本金残高等金銭的問題を解決するため、解散総会を開催せ
ざるを得なかったものと思われる。
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９月21日 午前９時赤十字社
旧栃木県歯科医師会解散総会
天沼浦之助旧県歯会長より招集され、次の決議をす。
１．会員より会費並に基本金の徴収は、大正11年度現在にて打切り、それ以前の分
に未納者あるも追徴せざること

１．日本聯合歯科医師会会費其他の未納分は一切納入せざること
１．清算額は金80円以内を支出すること
１．基本金現在高685円は按分法にて納入者に払戻すこと
１．下都賀郡歯科衛生展覧会補助支出の件（廃案）
鹿沼歯科医師団より岡本、市川幹事出席、閉会後、第一八百駒にて懇親会を催し、
斉藤県衛生課長、栗原警部補を招待す。天沼浦之助、旧歯科医師会の過去を追想し、
感慨無量の感、斉藤課長は、旧歯科医師会の業績を賞揚し、更に全国に先立って新
歯科医師会の設立をみたるを喜こび、将来益々会員の歯科医事衛生に努力されんこ
とを望んだ。
岡本英忠は、磯節を唄い、地元の鹿沼町の在住歯科医師の一致団結の歩調と円満さ
を披瀝し、一同を羨望せしめた。

この様に、本会は、新歯科医師会を設立してから解散総会を実施し、日本歯科医師
会の設立を待つことにした。

11月22日 第２回臨時総会　午前10時30分　日赤栃木支部
出席者16名　委任10名
大正14年２月７日、法律第45号によって歯科医師法が改正され、歯科医師会の強
制設立、強制加入が定められ、これに基づいて、大正15年（1926）11月３日新制日
本歯科医師会が設立された。そのため、第１回日歯総会に日歯議員、予備議員を送
ることになり、選挙の結果、日歯議員に岡安恒輔、予備議員に星野幸治が選ばれた

宇都宮市池上町にあった一流料亭「第一八百駒ビル」の営業部
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昭和元年
12月27日 第３回臨時総会　午前11時10分　日赤栃木支部

出席者28名　委任状74名　本会より新島、青木出席
日本歯科医師会広瀬武郎（神奈川）理事及び健康保険所長臨席
下記議決す
１．第55条　本会ニ健康保険部ヲ置ク
１．健康保険部ニ役員ヲ置ク
但シ任期ハ本会役員ト同様トスル
部長　星野幸治　　副部長　椎貝敏郎、梁瀬眞策
理事　松井郡三、神山登巳寿、槇石武平
監事　小野春吉、大貫芳雄
審査委員　小野重三郎、黒崎　博、増渕徳三郎、宮嶋　昭
１．第46条　会費ノ納入ノ期日ヲ４月10日ト改正ス
１．日歯ノ点数計算規定別表ヲ修正ス
１．保険組合トノ治療協定契約ノ場合其ノ地在住ノ
本会員ヲ列席セシムル事

当時、県歯総会が、開催されていた建物である。
栃木県庁正門を入って右に、日本赤十字社栃木支部はあった。

明治45年３月　新築の日本赤十字社栃木支部事務所
昭和20年７月　戦災により焼失
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誤
報
と
と
も
に
「
昭
和
」
は
始
ま
っ
た

◎物　価　・三越（明治40年　デパート内食堂開始）
大正15年　和定食80銭、コーヒー10銭
・東京－大阪間　運賃６円４銭

◎映　画　狂った一頁、黄金狂時代
◎流行語　文化住宅、神出鬼没、アッパッパー、立入禁止
◎流行歌　雨降りお月さん、ペチカ



33

１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和２年（1927）

１月４日（晴） 岡本宅に帝国製麻株式会社白石課長来訪、会社は此際五割引を以て契約したいとの
申込ありしを以て、二時半自動車を駆って、市川は幹事として、県歯星野会長を訪
問し下記の意見を聴取した
（問）鹿沼歯科医師団は、全然保険医を拒絶して差支えなきや
（答）差支えなし、東京中央にては、皆拒絶せる話あり
（問）会社が他より歯科医を雇えたりし時は、会としての態度如何
（答）会長は、現在規定より割引せし時は、之を会則違反として処罰する故、懸念す

る処なし
午後７時岡本宅で会合
星野会長より得たる言を基礎として、我団の取るべき道を計った。
結局、この際は、普通医と対等を以て引受けることに決定す。但し、技工方面に
渡るものは除外して相互の約束に依るものとす

７日（雨） 岡本宅
保険医として独立せる組合帝国製麻東西工場のみ割引して引受け、他の小会社は
これを引受けずして差支えなきかという点について、椎貝氏に電話をもって照会せ
し処、８日の懇談会においてこれを提出し、追ってその結果を報告する旨の話あり

18日（晴） 岡本宅
帝国製麻の白石人事課長と会見、団として２割引を主張、会社側は、３割引を要
求す。３割引を団員に計り、返答することにする

19日（晴） 岡本宅
会社の３割引を引受け、この際、保険医としてでなく、会社と随意契約の形で普通
料金で全部やり、社会奉仕の意味に於て３割を会社に提供（寄附）することに決定す

21日（晴） 午後４時半、岡本、市川当番幹事、帝国製麻会社事務所に工場長、人事課長、其
の他保健部理事五名等と会見、団は、会社の希望を入れることを返答す

22日（晴） 市川宅
幹事より、会社は、本社に３割引にて鹿沼歯科医師団と交渉成立せる旨報告せし
を以て、多分採用なると思うとの報告をなす
同時に、県歯科医師会長に向って健康保険医辞退届を一同で出すことに決定
健康保険　歯科医辞退届
栃木県健康保険歯科医師会健康保険規定第２章第３条（資料１）により健康保険
歯科医を辞退す
十名一括して書留配達証明便にてだす
（駒橋、岡本、新島、市川、中条、金子、岸野、青木、手塚、新川）

29日（晴） ・我が歯科医師団にては、昭和２年１月１日より実施せらるる健康保険法現行規定
によるときは、遺憾ながら応じ兼ねる旨、御了承願いたいと、帝麻、日本ロップ
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ベルト、猪瀬、長谷川、下野製作所等の工場宛書留便でだす
・市川宅
星野会長を迎え保険実施に当り、会長が会則第二章第三条を削除するを誤まりし
為、鹿沼歯科医師団の拒絶に対し、結果抗議の余地なく全く会長の落度故、是非
三月迄引受けて呉れとの申込故、これを明らかに断ることあたわず、ヌーボー式
に引受けたる形となる。大澤楼にて晩餐、その際
１．日本歯科医師会会報　２．被保者が来たなら　　３．会報
４．健康保険の解説　　　５．被保険者診療報告書
６．報酬請求書　等　　　６．印刷物が配布された
健康保険法は、大正11年（1922）４月22日に公布され、大正13年（1924）４月
から実施されることになっていた。大正12年（1923）９月１日11時58分発生した
大地震、関東大震災によりその施行が大正15年迄延期されていた。それが、いよい
よ昭和２年（1927）２月１日より施行された。
鹿沼歯科医師団は、すでに帝国製麻株式会社と保険診療をめぐって昭和元年

（1926）12月28日から交渉を繰返し経験してきたが、記録には、この様に、県歯会
長をもひき込んだ保険医辞退問題にまで発展したことが詳細に記されている。
当時上都賀の大企業としては、足尾銅山（古河鉱業株式会社足尾鉱業所）の外、

鹿沼町に帝国製麻株式会社鹿沼工場と日光町に古河電気工業株式会社日光電気精銅
所があった。
新しく誕生した健康保険法は、被保険者が三百人以上いる企業に健康保険組合設
立を許可し、五百人以上の場合は組合設立が強制された。即ち、保険者は、政府
（政府管掌保険）と健康保険組合の二本立になった。（外に共済組合管掌もある。）
大正15年12月18日、帝国製麻の大阪・札幌の各工場と共に鹿沼工場も設立が認

可されている。
その為、この年から歯科医師団と鹿沼工場との診療契約について毎年締結しなけ
ればならなくなった。
記録にも、昭和14、5年迄交渉が続いたことが残されている。

２月４日 市川宅
星野県歯会長に対し、団は貴意に添うべく一致せる旨通達することを決す。又東
洋麻工株式会社（旧日本ロップベルト株式会社）、猪瀬工場　鹿沼製作所、長谷川
工場等には県保険部長並に保険課長より切なる懇請により、この一期分引受けるこ
との旨を通達することに決す

３月14日 片岡直温蔵相、衆議院予算総会で東京渡辺銀行が破綻と失言、昭和金融恐慌の発端
３月 日本女子歯科医学専門学校指定
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３月28日　日赤支部（宇都宮）、午前11時より第２回県歯定期総会に青木除き９名出席、会則55
条削除に賛成し前例なき穏かさにて終了。牛屋にて晩餐。

４月6日～9日 旅行　駒橋欠席、丸笠参加案内
誕生寺→鯛の浦→勝浦、一文字屋泊→犬吠埼
香取神社→佐原→潮来泊、鹿島神社→成田不動尊、
京成電車→東京

14日 中条宅
中条正左衛門、岸野栄七郎幹事引継ぐ
１．手塚筆四郎　当団正式加入勧誘の件
１．帝国製麻会社特約報酬料金値上の件
１．旅行費１ケ月１円50銭、新聞広告代50銭
１人２円づつ徴収

20日 帝国製麻工場　午前10時
中条、岸野、帝麻人事課長白石氏訪問、２割引問題を談ず。白石氏、不況状態中
現在のまま３割引にてとの依頼

27日 県歯科医師会臨時総会出席有無に付き、当団会長金子弁明の自由態度に任し、他は
委任状送付と決す
手塚筆四郎、無条件にて当団入団す

５月 関東自動車株式会社創立、宇都宮、飯田経由鹿沼行　10人乗、17人乗合バス運輸
開始

５月20日 リンドバーグ大尉、ニューヨーク・パリ間の大西洋横断無着陸飛行に成功
６月６日 町立日光高等女学校（現日光高）が創立
７月４日 クラブ歯磨本店の講演会開催、川上講師
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７月８日 駒橋歯科医院上棟式　現在地に新築

24日 作家芥川龍之介自殺
８月17日 栃木県歯科医師会事務所異動

宇都宮市江野町3123→宇都宮市四条町1455－2
10月２日 青木達三郎長男繁夫君死去

長　清重医師死去
11月22日 小林薬種店令嬢死去
12月25日 駒橋宅

忘年会　青木、手塚欠席
30日 日本最初の地下鉄、東京上野‐浅草間に開業

運賃は10銭　昭和６年に駅間制運賃、３駅まで５銭、４駅以上10銭。
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歯科医療給付の範囲中補綴に関する疑義の件（補綴給付の制限のはじまり）

「７歯50％」の制限の資料である。
補綴については承認制をとるとともに勤
労手当制（定額制）をとることになった。
50％以下とは上下顎を通じ歯牙（智歯を
除く）喪失又は歯冠の破壊（充填により
歯冠回復が困難）が、７歯以上に及ぶも
のをいう

帝国製麻鹿沼工場（大正時代）
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資料1

昭和元年（1926）12月27日
第３回臨時総会で栃木県歯科医師会に健康保険部が設置され、第２章第３条に左ノ
役員ヲ置クとして部長、副部長、理事、監事が選出された。
鹿沼歯科医師団としては、健康保険医として帝国製麻会社と契約するのではなく、
普通料金規定により全部診療を行い、社会奉仕の意味において３割を会社に寄附す
るということに決定していた。
しかし、県歯では、第55条の規定で健康保険部を設置したため、鹿沼歯科医師団は
健康保険で対応しなければならなくなったため、保険医総辞退届を提出した。

昭和２年（1927）３月28日
県歯第２回定時総会で第55条は削除された。そして１．歯科医制調査部、１、歯科
衛生調査部、１．歯科衛生宣伝部が設置された。

４月30日 午前11時40分臨時総会が日赤栃木支部で開催
出席37名　委任状９名　本会より金子出席
日本歯科医師会より広瀬武郎理事臨席詳細に説明
健康保険部規定は、１．健康保険医ヲ辞スル事ヲ得スと修正し、日本歯科医師会
の診療報酬点数計算別表を栃木県歯科医師会も同様に作成した上修正し、健康保険
部を全て復活する。可決

９月１日 午前10時30分臨時総会が栃木県会議事堂で開催
出席者19名、委任状39名　本会より出席者なし
健康保険部規定第２条を下記の如く改正した。
１．本部ハ会長ノ監督ニ属シ健康保険ノ歯科診療ニ関スル事務ヲ管掌ス
また政府と県歯科医師会健康保険部との事務の円滑を図るため地方協議員を選出
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することになり、郡部との往復等の不便さのため、宇都宮在住の会員から神山登巳
寿、槇石武平が選定された。

昭和２年度歯科医制調査を県歯より属託され、新島貫一部長となり、同氏宅にて７月16日第１次
会議、10月１日第２次会議、昭和３年（1928）２月16日第３次会議を開催した。
決議事項として下記事項を報告した。
１．健康保険事務ヲ県歯科医師会事務ヨリ分離独立セシムル事
１．健康保険役員ニ対シ保険署ヨリノ事務費併ニ歯科医師会ヨリ相当額支出提出スル事
１．郡市支部ヲ設立スル事
１．代議員制トナス事

◎物　価　・清酒一升　１円20銭　　・映画入場料　50銭　　・かけそば　10銭
・中村屋のカリー
明治34年（1901）東京本郷の東京大学正門前にパン屋開店。
〃 40年（1907）新宿へ支店
〃 42年（1909）現在の新宿３丁目へ本店移転
昭和２年（1927）カレー（具の肉材は鶏）80銭

◎映　画　忠治旅日記、第七天国
◎流行語　大衆、円本、何が彼女をこうさせたか、福田イズム、モボモガ、マルクスボーイ
◎流行歌　出船の港、佐渡おけさ、ヴァレンシア
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■昭和３年（1928）

１月７日 菅又薬種店　倭文子嬢死去　弔旗一流
11日 大相撲のラジオ放送開始

２月２日 天谷準作　粟野町口粟野821に開業
15日 新島宅　例会

３月14日 県会議事堂
午前９時　県歯科医師会総会　全員出席

21日 岸野宅
安生夘吉　歓迎会

４月13日 県立宇都宮第二高等女学校（現宇都宮中央女子高）が開校
19日 旅行
20日 夜９時30分鹿沼出発→午前６時30分若松着

会津行→白虎隊→東山温泉泊
午前７時30分出発→白河南湖公園城跡→鹿沼

27日 中条宅
金子弁明、新島貫一幹事引継

５月４日 鳥居薬店祖母死去
14日 市川政一　北海道に転居のため送別会
16日 午後９時過ぎ列車にて鹿沼出発、全員見送る。
28日 午後５時頃

今宮町安生技工室より出火、大事に至らず。患者１名軽い火傷　見舞金各自５円
６月２日 新島宅

本年度より当分旅行中止
４日 金子午前10時より学校に於て２回ムシバデーにより口腔衛生講話す
29日 政府緊急勅令で治安維持法を改正（最高刑死刑）公布　即日施行
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８月25日 若松楼　午後１時より
上都賀郡内同業者会合あり　約14名出席
県歯会長及健康署長出席、県料金規定、健康保険に関する協議する

９月４日 新島貫一厳父藤吉氏、朝５時急死す
10月30日 新島宅　午後６時30分より

体育デーにより、役場より諮問事項の協議会を開き、体育に関する宣伝ビラを作
る。経費は各自負担とする。尚天皇陛下御即位御大典記念として、無料治療券千枚
を補導員に詫し配布する
猪瀬春吉町長病気により見舞することを決定す

11月１日 ラジオ体操の放送開始
２日 田村勘一郎医師令嬢死去
３日 有志だけ板荷村、鳥屋行

駒橋、岡本、中条、岸野、新川、新島

昭和３年６月現在の会員名簿

○
印
は
鹿
沼
歯
科
医
師
団
員

上
都
賀
郡
歯
科
医
師
会
　
27
名

鹿
沼
歯
科
医
師
団
　
　
　
11
名

◎物　価　牛乳200ml瓶入、１本９銭
◎映　画　村の花嫁、平戸造酒、サンライズ、サーカス
◎流行語　人民の名において、マネキンガール、弁士中止
◎流行歌　波浮の港、モンパリ、私の青空、アラビアの唄
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■昭和４年（1929）

１月20日 仲町若松楼
医師、薬剤師合同新年宴会開催
川田憲次医師令嬢春子（５才）死去

２月 鹿沼尋常小学東高開設
３月22日 第４回栃木県歯科医師会定時総会

金子、新島幹事出席
会費値下げ運動に参加奏効し、会費金15円が金10円となる
支部設置案も反対否決、宴会に参加午後10時半帰宅

27日 新島宅
帝国製麻鹿沼製作工場より嘱託医希望申込あり
団の協約により個人として各人が引受けざる事を一決
欠席者（安生、岡本、青木、新川の四氏）に文書にて通知す

４月１日 寿屋、初の国産サントリーウィスキーを発売。１本　640ml ４円50銭。
１日 東武鉄道　杉戸－日光間開通

明治32年（1899）北千住－久喜間で営業を開始
明治40年（1907）吾妻橋（現業平橋）駅と足利が結ばれた
大正10年（1921）杉戸（現東武動物公園駅）から分岐し栗橋駅を経て栃木駅へ

と結ばれた
昭和４年（1929）杉戸－日光間開通
昭和６年（1931）５月25日　吾妻橋から隅田川を渡って東武ビルディング２階

に設置された浅草雷門（現浅草）駅迄開通
17日 早速大平山行

午後12時38分発東武電車で大平山に向う。栃木駅より自動車で裏坂より登山す。
見晴茶屋にて小宴、北海道の市川政一にしゃもじの寄書を送る
一行８人駒橋、岡本、新島、中条、金子、青木、新川、安生（岸野、手塚、不参加）
午後６時鹿沼着、若松楼で夕食　散会

22日 岡本英忠　鹿沼町会議員選挙に立候補表明
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４月24日 岡本英忠　次点落選
普通選挙法（大正14年〔1925〕２月帝国議会で成
立。５月１日公布。25才以上の男子に選挙権）で
第１回鹿沼町会議員選挙が行われたが、残念なが
ら次点で落選した。
有権者数3,744人　投票数3,596票、無効53票　棄
権148票、投票率96.0％、当選者30名であった。

27日 鹿沼警察署
結核予防デーに付き、金子、新島幹事出席、保

険協会鹿沼支部設立、並びに代議員を出す事を引
き受ける。
新島宅
新川庄一、駒橋寅春幹事引継ぐ

29日 田村勘一郎医師夫人死去
５月８日 保健協会鹿沼市部代議員選挙の為、鹿沼、粟野、

楡木同業者会合す
安生、新川欠席
岡本、駒橋当選

15日 中条宅
星野県歯会長より帝国製麻健保に関する件に付

通知あり、団員協議の結果、現契約を破棄すべく
決定し、その旨を帝麻に通告せり

６月１日 駒橋宅
１．６月４日のムシ歯予防デーに関する件に付、次の様に講演に行事を決める
イ．鹿沼尋常小学校及実科女学校
金子、岸野、新川　３名

ロ．菊沢村高等小学校
手塚　　１名

ハ．高等女学校
駒橋　　１名

２．帝国製麻健保診療契約締結之件
従前の契約を破棄する

７日 駒橋宅
帝国製麻白石氏と駒橋、新川幹事２名会合す
会の意見として県規定により診療し、団より一割丈会社に寄附する形式にては如
何かと相談す。

17日 宇都宮女子実業学校（現宇都宮文星女子高）が創立

鹿沼市史　通史編近現代より
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７月７日 東武日光線新鹿沼－下今市間が開通
19日 手塚筆四郎令息死去

８月12日 内務省、全国失業状況調査（失業者26万8590人と発表）
26日 新川庄一長女死去

９月19日 安生宅　例会
10月１日 東武日光線　下今市－日光間が開通し東武日光線が全線開通
５日 岡本宅　例会　観月会
24日 世界大恐慌　ニューヨーク株式大暴落（暗黒の木曜日）

11月15日 新川宅　例会

資料

昭和４年の鹿沼歯科医師団協締書
５月改正版が残されている。
総則、団員、役員、集会及例会、災害慰問、経費、旅費の規約が
詳細に書かれたあとに、右誓約締盟候也で締めくくってある。下
記の様に大正14年から昭和18年迄の入会者の署名が連らなって
いる。
特筆すべきは、団に常任幹事２名を置き、一年交代で庶務、会計
一切を処理し、県歯科医師会に代表者として出席するとあること
で、この規約により、大正14年から団の貴重な資料が残された。
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この年から鹿沼歯科医師団会計簿が残されている。庶務係
新川庄一、出納係　駒橋寅春で、４月27日より始まってい
る。会費は月々２円50銭　会員数10名。現在所持金残高は
１．下野中央銀行特別当座預金帳一冊
（記載金額94円47銭）

１．下毛貯蓄銀行普通貯金通帳一冊
（記載金額121円26銭）

１．現金
31円50銭

◎物　価　・塩鮭　100匁（375ｇ） 13銭２厘
・初の国産ウィスキー、サントリー白、4円50銭

◎映　画　生ける人形、メトロポリス、都会交響曲、紐育
ニューヨーク

の波止場
◎流行語　大学は出たけれど、モダンライフ、緊縮、全国の皆さーん！
◎流行歌　東京行進曲、君恋し、紅屋の娘
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■昭和５年（1930）

２月15日 青木宅
１．３月の県歯総会に於て相互救済法の議案を提出すべく協議の結果、可決せず
２．ライオン口腔衛生活動写真会、及び講演会の件に付協議

19日 午前　西校（現中央小） 金子
20日 午前　高等校（現西中） 岸野

午後　東校（現東小） 新川
21日 午前　農商校　　　　　　　駒橋

午後　高女校（現鹿沼高） 岡本
３月16日 安生夘吉死去（鹿沼町1623－６で開業中）香料180円
28日 県歯総会　会員出席

県歯科医師会の役員と健康保険部の役員は、兼任でなく分離された。審査委員に駒橋寅
春、湯沢菊四郎が選任された。保険組合との診療契約に関する件は会長に一任された

28日 内村鑑三死去　文久元年（1861）２月13日～昭和５年（1930）３月28日享年69才
札幌農学校出身で、無教会キリスト教を唱えた宗教家、内村は、説法する時、音響

設備のなかった時代、大声を出さなければならず、義歯を何度も調整してもらい、感謝
の気持を込めて「Dentistry is a Work of Love」という扁額を小諸の歯科医に贈呈した

４月１日 栃木銀行（栃木町本店）突如休業
７日 青木達三郎令嬢（道子）病気につき見舞す
17日 駒橋宅

１．帝国製麻人事課長白石氏本社に栄転、後日送別会を催すことに決定
１．手塚筆四郎家屋調査議員に立候補を後援する
１．４月23日結核予防デーの衛生講話演者に手塚を推選する

21日 岡本宅
帝国製麻白石氏送別晩餐会開催

27日 青木達三郎、手塚筆四郎　幹事引継
５月12日 駒橋宅

健康保険課長及健康部長　簗瀬眞策、小野春吉、小林武一氏来鹿、健保診療上乱診
なき様懇談あり

５月 日本キリスト教（鹿沼伝導教会）設立、青木達三郎
26日 三五会員　鈴木邦之介医師死去、29日宝蔵寺で葬式
31日 青木宅

ムシバデーにつき協議
１．各種配布印刷物につき
強い歯と弱い歯（4500部）高等小学校（600部）東校（600部）西校（600部）
北押原（500部）実科女子校（150部）他は町内へ
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今日はムシバデー（2000部）東西校下級生へ
ポスター（90枚）近村町内学校と街角に貼る
パンフレット（1300部）町内衛生部（依頼町中に散す）

２．ムシバ予防講演出張順序
１　新島、２　岡本、３　青木、４　中条、５　金子、６　岸野、７　新川、
８　手塚、９　駒橋
講演　岡本（北押原小学校）新島（鹿沼高等女子校）

７月17日 金子宅
衛生組合に歯科医師より顧問として選出せられたき旨、菅又氏より依頼あり、一同
協議の末、岡本氏欠席なりしが決定す
衛生組合は、昭和２年３月の栃木県令第16号「衛生組合規則」により組合の区域が
市町村単位に拡大され、監督者が、市町村長から警察署長に移ることになった。昭
和５年４月、鹿沼町衛生組合組織が変更され、小字町単位の旧衛生組合は支部とな
り、鹿沼町に単一の組合が設立された

８月３日 青木宅
健康保険に関し、宇都宮より簗瀬氏来訪、駒橋欠席
健康保険の種々な注意を受ける

18日 華厳の滝エレベーター開通
10月１日 手塚宅

診療報酬規定につき協議、特に補綴部門を詳細に料金設定をした
東京－神戸間に特急「燕号」の運転開始

４日 米価大暴落、豊作飢饉　農業恐慌招来
11月４日 岸野宅
４日 浜口雄幸首相　東京駅で右翼の佐郷屋留雄に狙撃され重傷
５日 倉敷の大原美術館開館

11月10～17日　健康週間開催に関し、歯科相談部設置について
11月10～11日 健康週間　於鹿沼町役場２階

午前10：00～12：00、午後1：00～3：00、夜7：00～9：00
計６回　各回団員２名宛出張、一般患者の相談に応じ抜去（抜歯）と鎮痛をなす
来訪者88名（男47名、女41名）幼稚園児約50名
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

11月17日 東洋麻工株式会社へ出張し健康保険患者を診療する
大正６年（1917）８月日本ロップベルト株式会社設立「旧中半工場」（ ）大正12年（1923）10月　　 〃 東洋麻工株式会社と改称
出張日割当　二人宛二週間交替（一人は隔日に都合六回出張）
（１．手塚、２．新川） （３．新島、４．岸野）
（５．駒橋、６．金子） （７．中条、８．岡本）
（９．青木
備品
１．治療椅子（金子） ４．薬品スタンド（金子） ７．ハサミ（駒橋）
２．エンジン（駒橋） ５．消毒器（岡本） ８．器械棚（岸野）
３．手洗台（岡本） ６．レセプト（岡本） ９．レセプト（岡本）
等　その他　消耗品や薬品を各自持ちよった。

20日 下野中央銀行（栃木県最大）預金が漸減して取付
とりつけ

（一時に大勢の人が押しかけ預金
を引き出すこと）の為臨時休業。
都賀銀行［明治30年（1897）４月23日南摩村に設立］は、大正10年（1921）９月、
鹿沼商業銀行と合併、その鹿沼商業銀行も南摩銀行（大正10年12月、南摩貯蓄銀
行より改称）とともに鹿沼銀行に合併した。
南摩興業銀行（明治33年（1900）南摩村に設立）は、大正２年（1913）12月に喜
連川町（現さくら市）に移転、喜連川興業銀行と改称し、さらに大正10年（1921）
宝積寺銀行と合併して下野実業銀行となった。この鹿沼銀行と下野実業銀行が、大
正14年（1925）２月に宇都宮銀行、今市銀行、烏山産業銀行、喜連川銀行の四行
と合併して県内最大の下野中央銀行（宇都宮市）となった。
・駒橋　寅春……特に昭和５年の金融恐慌の影響で、当時の下野中央銀行が破産して

預金がなくなり、無一文で再出発したときの苦労は忘れられない。
・青木達三郎……昭和５年11月15日……帰途銀行前へ来たら、案の定休業である。

阿久津にある700円と鹿沼にある500円と1200円がフイになっ
た。…困った事になったが、こうなったらあきらめるほか何の道
もない。

・新島　貫一……借家、借地であったが銀行が破産した為、名儀が自分のものにな
った。しかし預金は戻ってこなかった。

ほとんどの当時の団の先生方は当銀行と取引していた為、預貯金は取戻すことがで
きなかったと思われる。
払い戻しがはじまったのは12月28日になってからであった。しかし、小口の100円
以下の預金者のみであり、しかも「宇都宮不動産会社」に債権を譲渡して、同社が
立て替えた形での払い戻しであった。



12月29日 駒橋宅　忘年会
補綴料金　不景気の為値下げ決議す
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

（軽井沢「石の教会 内村鑑三記念堂」資料展示室より）

下野中央銀行鹿沼支店（昭和初期・鹿沼市） 仲町大通り西
側にあり、高さ24メートルの、鹿沼最高の石造建築物であっ
た。明治42年に鹿沼商業銀行により建造され、合併により下
野中央銀行鹿沼支店となった。その後、鹿沼郵便局舎となり、
現在はその場所に屋台会館が建っている。
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

資料

昭和４年４月の日本歯科医師会と政府との健康保険協定書の改正料金表である

昭和５年10月１日現在での鹿沼歯科医師団の料金改正である
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

新制鹿沼高等女学校 鹿沼農商学校

鹿沼小学校新校舎（西校）
（後に鹿沼実科高等女学校）

鹿沼尋常高等小学校

鹿沼北尋常小学校 鹿沼尋常小学東校（開校時）
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

昭和５年８月１日現在

○
印
は
鹿
沼
歯
科
医
師
団
員

上
都
賀
郡
歯
科
医
師
会
　
28
名

鹿
沼
歯
科
医
師
団
　
　
　
９
名

◎物　価　・東京山手線（大正14年環状運転開始）初乗り５銭　・かけそば10銭
◎映　画　何が彼女をそうさせたか、西部戦線異常なし
◎流行語　ルンペン、銀ブラ、エログロナンセンス、流線型
◎流行歌　酋長の娘、愛して頂戴ね、祇園小唄、ザッツOK
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和６年（1931）

１月９日 大澤楼にて三五会　新年会開催
３月20日 中条宅

１）３月２３日　栃木県歯科医師会総会に青木、手塚幹事出席
２）帝国製麻会社料金改正問題
治療のみ２割引、他は従前通り（但し４月１日より施行）

４月１日 上野－日光間、特急に食堂車
２日 小林公四郎医師夫人死去
20日 下野中央銀行休業につき122.98円を三分にて今宮町亀山氏に、売渡代金36.50円受領す

５月20日 新島宅
中条正左衛門、岸野栄七郎幹事引継ぐ
１．６月４日ムシ歯予防デー講演順序
１．中条、２．金子、３．駒橋、４．岡本
第２回講演順序
１．新川、２．手塚、３．岸野、４．新島

１．帝国製麻協定問題は不協とすること
６月22日 勅令第144号公布

学校歯科医及幼稚園歯科医令
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

熱心な会員によって行われていた校内処置方式についての答申である。
本会は、第２の自由選択制度で実施していたと思われるが、昭和14年、北小学校に
歯科設備が設置され、６月13日、６月28日治療が開始された。東小にも設置された。
昭和15年８月、併置校（現中央小）にも歯科設備が設置された。

７月15日 内務省社会局、５月の全国失業者総数40万人を突破と発表
７月15～21日 健康週間

各町に立看板を立て健康無料相談所を設け、歯科医師団（延64人）、医師団（内
外科延59人）、薬剤師会、看護婦会、産婆会と協力する

８月７日 鳥井薬剤師母死去　幹事弔辞を呈す
11日 東武宇都宮線、新栃木－宇都宮間開通
25日 青木宅例会

災害慰問規定、広告問題改正
９月１日 東洋一（延長9,702ｍ）の清水トンネル開通
18日 満州事変

関東軍、柳条溝で満鉄路線を爆破。これを中国兵のしわざとして総攻撃を開始。
26日 駒橋宅

十五夜月見会を兼ね例会
10月 都合上、例会休会す
10月29日 ゲーリックらアメリカ選抜野球チーム来日
12月25日 駒橋宅　忘年会

昭和６年８月　東武宇都宮駅
電車見物でにぎわう東武宇都宮線　東武宇都宮線は昭和６年（1931）８月11日に開通。省線電車ばりの新
光景を見ようと多数の見物人や乗客でごった返した。開設当時、現宇都宮市に設置された駅は東武宇都宮
駅と西川田駅だけであったが、翌年に花房町駅（同19年営業休止、同29年廃止）、同７年（1933）に南宇
都宮駅、同19年（1944）に江曽島駅が宇都宮駅～西川田駅間に開業した。

◎物　価　・ビール大瓶350ml 33銭９厘　・木炭１俵４貫　１円33銭３厘
◎映　画　モロッコ、巴里の屋根の下、マダムと女房、一本刀土俵入
◎流行語　生命線、パーマネント、いやじゃありませんか、テクシー
◎流行歌　酒は涙か溜息か、丘を越えて、侍ニッポン
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和７年（1932）

１月９日 天竜、大の里ら32人、相撲界の改革を叫んで協会を脱退
10日 石橋町火災　岡本英忠へ近火見舞

２月４日 新川庄一　子息死去
３月25日 県歯総会

４月18日 新島宅
岡本英忠、新島貫一幹事引継ぐ

５月９日 相場恭治医師令息死去　幹事２名会葬（５月１１日２時於宝蔵寺）
15日 ５.15事件

犬養毅射殺さる。古賀清志ら海軍青年将校と陸軍士官学校生徒ら首相官邸などを襲撃
６月４日 ムシ歯予防デー

駒橋　農商校
金子　高等女学校（現鹿沼高）で講演す

７月10日 黒磯町晩翠橋開通
12日 手塚宅

健康週間の実施事項につき協議
８月10日 中条正左衛門夫人君子氏死去　犬伏町（現佐野市）で火葬の為岡本、新島、自動車

で出張し会葬す
26日 岸野宅

１．補綴料金改正
前歯金冠５円、小臼歯６円、大臼歯８円等

１．帝国製麻会社との技工方面は一致して割引せざる事
28日 日光登山鉄道　馬返－明智平間開通

12月16日 東京日本橋の白木屋百貨店が火災、若い女性１４人が焼死、以後ズロース着用普及
関東自動車、寺町車庫止りを新鹿沼駅迄の路線延長
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

県下十二勝当選発表（下野新聞　昭和７年３月27日）
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四
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津田小正門
窪田空穂書

◎物　価　・コーヒー５銭　・煙草ゴールデンバット５銭
◎映　画　生まれてはみたけれど、自由を我等に、三文オペラ、弥太郎笠
◎流行語　話せばわかる、問答無用、オケラ、天国に結ぶ恋
◎流行歌　影を慕いて、涙の渡り鳥、銀座の柳、アリラン
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和８年（1933）

３月25日 県歯総会　岡本英忠　日本歯科医師会議員に推挙さる
27日 日本国際連盟に脱退を通告
31日 足利銀行鹿沼支店　設立

加蘇貯蓄銀行は明治33年（1900）12月５日加蘇村大字加園38－２に営業開始。
大正11年（1922）１月１日、加蘇銀行と改称、大正15年（1926）12月27日、
鹿沼町1544番地（現足利銀行所在地）に移転
昭和５年（1930）１月１日、鹿沼興業銀行と改称、昭和８年３月31日譲り受け
により足利銀行鹿沼支店となる

４月 中田静嘉　西方村本郷396に開業
４日 歯科医師法第４次改正法公布

明治39年５月１日　　法律第48号
大正５年８月９日　　法律第44号
大正14年４月13日　　法律第45号
昭和８年４月４日　　法律第46号
国公立の学校ができたこと、非歯科医師の開設する歯科診療所についての規定、広告
に関する規制について、カルテの５年保存等について改正を加えたものが公布された

20日 新川宅
金子弁明、駒橋寅春、幹事引継ぐ

６月４日 ムシバ予防デー
農商校　岡本
高女校（現鹿高）新島　講演す

11日 鳥井薬剤師三女良子嬢死去
７月15日 健康週間

例年通り各自宅にて無料診療をなす
20日 若松楼

近隣同業者を招き懇親宴会を開催
星野県歯会長出席、天谷（粟野）、安
生（楡木）、中条、新川欠席

８月15日 川田憲治医師死去　全会員会葬す
９月15日 駒橋宅

安生（楡木）、天谷（粟野）、小杉（粟野）、鹿沼同業者参集
規正改正の協定をなす

10月12日 鈴木赳医師母死去
11月３日 日光登山鉄道、明智平－展望台営業開始
８日 東京、府中市に東京競馬場が開場、５万人収客。

加蘇銀行本店
（現足利銀行鹿沼支店のところ　大正15年頃）
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

12月23日 新川宅出火　見舞金20円贈呈す

大谷川を渡る日光ケーブルカー

途中で行違う日光ケーブルカー

明智平ロープウェー（上掲３枚とも絵はがき）
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

資料

健康保険法は、昭和２年（1927）１月から施行された
政府管掌健康保険の場合、被保険者は歯科医師会会員で
あればどこで受診してもよい。
歯科医師は日本歯科医師会の定めた診療報酬点数計算規
定によって各自の稼動点数を請求する。
道府県歯科医師会は、各月の府県内被保険者数に請負額
68銭５厘の１／12を乗じた額を受取り、その額を道府県
ごとに全部の稼動点数で除して一点単価を算出して各会
員の稼動点数に応じて分配する。
従って、各府県ごとにその月の請負額の総額はきまっ

ているから、その道府県の稼動点数が多ければ単価は低くなることとなり、単価は道府県によって
月毎に異なることになった。
以上が人頭請負制である。
補綴については承認制をとるとともに勤労手当制（定額制）をとることとなった。昭和２年４月
１日より実施

昭和２年８月９日　政府管掌健康保険の場合は、
人頭請負制が廃止され、定額支給制になった。出
来高払である。
但し補綴の承認制、10円以上の高額のものの事前
承認制などが決った。
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これに基づいて、昭和４年４月から健康保険協定書がきめられ料金表が改正された。
１歯の治療は５回迄、単純性の口内炎、舌炎は10回迄、充填は完了してから１年以内、補綴も完
了してから１年以内の請求は認められない等の制限付である。
健康保険の給付は定額制であるが、契約は政府との間に純枠は一定限度がある。昭和４年度は被保
険者１人当91銭８厘で契約したが、昭和５年（1930）度では97銭３厘になったので昭和６年は減
額の申入があり、昭和６年度は１体10％減の改正を行った

健康保険組合における医療組織には
１．保険組合又は保険組合の設立ある工場又は事業所附属の診療機関によるもの。
１．診療機関を有するも尚医師会又は歯科医師会と医療契約を締結するもの。
１．医療機関を有せずして医師会又は歯科医師会と契約を締結し、医療給付をなすもの
１．若干の嘱託医を指定し、之により医療給付をなすもの。
などがあった。
又契約様式には１人年当人頭式、定額式（勤労手当式）、時価式、割引式などがあった。本団は

人頭式で一点単価を算出し、協定料金の所定点数に乗じてでた総額を割引していたのでその割合を
毎年帝国製麻と契約しなければならなかった。
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健康保険歯科診療は当初、人頭請負式で始まり、大きな齟齬を来たした為、まず補綴を定額式に、
ついで全部を定額式にしたが、これでは保険料との兼合いで、定額のいちじるしい減額をもとめら
れることとなったので昭和８年（1933）になって再び人頭請負式にもどすこととなった。被保険
者１人当年額84銭で請負うこととなった。
被保険者の総数１ケ年平均120万人と仮定し、１人当年額84銭を元に乗じると日本歯科医師会が政
府より受入れる診療請負額は年に94万800円となる。之を１／12した額が月々の診療報酬である。
この内８割５分弱を各道府県歯科医師会に、残りの１割５分３厘を日本歯科医師会に分配する。分
配標準は被保険者率を６割、受診者率を２割、従来支払はれたる診療報酬額率を２割とする。
分配をされた額を各道府県ごとに全部の稼動点数で除した額が、一点単価である。その点数に各会
員の稼動点数を乗じた総額が請求額である。
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栃木県歯科医師会は、昭和８年（1933）
９月30日臨時総会を開催し、同年11
月７日午前９時、日本医師会館で開
かれた第10回総会に出席し右記の意
見書を提出した。

◎物　価　日活系封切館・邦画３本立　30銭
◎映　画　滝の白糸、丹下左膳、制服の処女、巴里祭
◎流行語　転向、男装の麗人、非常時、赤化思想
◎流行歌　島の娘、東京音頭、巴里祭、十九の春
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■昭和９年（1934）

１月11日 三五会　新年宴会　於喜楽
１月 宇都宮駅弁当、東鉄局内で１等入選
２月25日 小学西校（現中央小）

改正歯科医師法案を県衛生課長より聴講後、若松楼に於て郡医師会員と共に懇親会
開催
医師法も歯科医師法も昭和８年に一部改正（４月公布、11月１日施行）された。
特に第４条の２、歯科診療所ノ開設、構造、設備及管理ニ関シ必要ナル事項ハ命令
ヲ以テ之ヲ定ム
次に歯科診療をしたらすぐに診療に関する事項を診療録に記載すること、第６条の
２　地方長官は衛生官吏に診療録を査閲させることができる。第７条、歯科医業に
関しては、歯科医師の学位、称号及び命令をもって定められた専門科名以外の技能、
療法、経歴に関する広告の禁止などである。
また非歯科医師に対する刑罰、罰金も改正、新設された。
この様に中央の法令による諸々の規制が強化された。
歯科医師法改正に伴い、「歯科診療所取締規則」が制定された。
第１条　歯科診療所ト称スルハ公衆又ハ特定多数人ノ為歯科医業ヲ為ス場所ヲ謂ヒ

歯科病院ト称スルハ歯科診療所ニシテ患者十人以上ノ収容施設ヲ有スルモ
ノヲ謂フ

これは、歯科医業をなす場所を診療所とし、そのうち患者10人以上の収容施設を有
するものを病院と、明確に区分した。第２条、第３条で非歯科医師の歯科診療所、
歯科病院の開設は、地方長官の許可制となった。

３月１日 満州国執政、溥儀、皇帝となる
16日 新島宅　　手塚筆四郎、新川庄一幹事引継ぐ
21日 小林公四郎医師子息　一二氏死去

４月 町立鹿沼実科高等女学校（大正２年に鹿沼尋常高等小学校〔現中央小〕に付設され
通称併置校と呼ばれていた）が新設校舎に移転した。旧西中、現上都賀庁舎へ

19日 鹿沼警察署
結核予防デー協議会で活動写真をなす事に決定する

５月 上都賀病院設立認可される
20、21日 旅行

省線鹿沼駅午前７時20分発
箱根熱海方面一泊旅行　岸野病欠

７月１日 英国人バーナード・リーチが益子町の浜田庄司宅で窯開き。
７日 石川荘一医師子息義人（２才）死去　弔旗一流
10日 鹿沼警察署
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健康週間協議会　出席組合
１．歯科医師会　１．医師会　　　１．薬剤師金
１．理髪組合　　１．旅館組合　　１．料理組合
１．豆腐商組合　１．菓子商組合　１．役場衛生係

７月18日 大井田満医師母堂慶子死去　19日引田葬儀場に会葬
７月19、20、21日 ３日間200枚の施療券を配布する。
８月14日 手塚筆四郎　小女尊子死去。
19日 ヒトラー首相、大統領を兼任。

９月12日 室戸台風（風速60ｍ）。
21日 大野政次医師キク夫人死去。

11月２日 ベーブルース等、米国選抜野球団来日。
12月４日 日光国立公園指定。
26日 駒橋宅

忘年会
茂呂登入会歓迎会開催　全員出席

昭和８年10月１日、第１回歯科医勢調査の結果が昭和９年６月に発表された。
この10月１日現在の歯科医籍登録番号は20,344人で、申告は15,874人、死亡、海外移住者等は
2,350人と推定されている。この時、婦人歯科医師は997人で全体の７％弱であった。又、自分で
開業していた歯科医師は14,216人、そのうち勤務していた歯科医師は1,555人で約10％弱。
資格取得別では下記の通り、この時すでに入歯、歯抜口中療治営業者は68人でその年令は最低の
人が63才で大部分は70才を超えていた

鹿沼警察署（大正５年頃）
昭和12年　同所に改築
昭和42年　東末広町に移転

◎物　価　バス運賃　宇都宮－鹿沼　30銭
◎映　画　国産ニュース映画出現、隣の八重ちゃん、生きとし生けるもの、

会議は踊る、街の灯
ともしび

、商船テナシチー
◎流行語　風俗、開襟シャツ、漫才、国防ファッショ
◎流行歌　赤城の子守歌、国境の町、ダイナ



65

１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和10年（1935）

１月11日 三五会　新年宴会　喜楽
２月 鹿沼尋常小学東校が鹿沼東尋常小学校と改称

湯川秀樹　中間子論発表
19日 岸野家

帝国製麻会社との歯科診療について協議、大体前年通りを希望する
27日 新川宅

学校歯科医について協議
鹿沼高等女学校（現鹿高） 新島貫一
鹿沼農商学校　　　　　　　中条正左衛門　

に決定

３月８日 東京渋谷駅　忠犬ハチ公死ぬ
10日 石川荘一医師死去　12日葬儀に参列、弔辞を読む
18日 薬王寺

サンプラ操作講習会、三金研究所主催
出席者　岡本、新島、中条、青木、岸野、茂呂、手塚、小杉、天谷（粟野）、

安生（楡木）、駒橋
25日 青木宅

青木達三郎、岡本英忠幹事引継
４月 鹿沼北尋常小学校開校
７月１日 菅沼　清　西方村金崎336に開業
７月 上都賀病院　開院
９月 第１回芥川賞　石川達三、第１回直木賞　川口松太郎　受賞
４日 鹿沼町で黒川に架かる鹿沼府中橋竣工式を行う

10月１日 国勢調査
栃木県　　　　　鹿沼市

内地人口　6,925万余　　1,195,057人　　22,797人
外地人口　2,844万余

11月1～7日 健康週間
11月１日、２日の２日間無料診療券を300枚配布
持参した人に簡単な治療及び抜歯をする

８日 岡本宅
大升式アタッチメント　デモンストレーション

26日 日本ペンクラブ結成
12月 五十里発電所送電開始
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帝国製麻鹿沼西工場（昭和10年頃）

帝国製麻鹿沼東工場（昭和10年頃）

吉田初三郎（1884～1955）が描いた日本八景華厳滝の鳥瞰図



67

１．上都賀歯科医師会の軌跡

昭和２年　各観光地の整備が進み、交通網も発達し、日本には時ならぬ観光ブームが興った。この
機に、大阪毎日新聞社、東京日日新聞社は、鉄道省の後援も得て日本八景を選定し、同時に日本二
十五勝、日本百景を選び、このブームを盛り上げた。華厳滝は瀑布の部で日本八景に選ばれた。
日光登山鉄道、明智平－展望台間の営業は昭和８年11月３日開始で、上の写真は昭和10年頃のも
のと思われる。（調査の結果、昭和22年と判明）

◎物　価　地下鉄（東京） 初乗り　５銭
昭和２年（1927）上野・浅草　2.2km 最初10銭
〃 ５年（1930）上野・万世橋
〃 ６年（1931）万世橋・神田　３駅まで５銭
〃 14年（1939）浅草・渋谷　直通運転　現在の銀座線

◎映　画　街の入墨者、外人部隊、未完成交響曲
◎流行語　人民戦線、国体明徴、新官僚、暁の超特急
◎流行歌　二人は若い、野崎小唄

中
条 岡

本
越
路

駒
橋

新
島

茂
呂新

川
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■昭和11年（1936）

１月16日 青木宅
１．中条氏の農商生２割引の件につき
現在治療代最低20銭以下に値下げの事拒否に決す
次晩中条氏訪問して幹事（青木、岡本）交渉すべき事

１．新年宴会は１月24日午後２時、大沢楼にて
郡歯科医師会親睦会とする

17日 幹事中条氏訪問
20銭以下に値下げしないことを口約す

20日 中条氏２割引問題撤回す
24日 大沢楼

郡歯科医師会親睦会
新年会ゴタゴタ（青木達三郎日記より）

２月26日 2.26事件
皇道派の青年将校1,400人余の兵を率いて首相官邸などを襲撃し、内大臣斉藤実、
蔵相高橋是清、教育総監渡辺錠太郎らを殺害

３月17日 中条宅
茂呂　登、中条正左衛門　幹事引継ぐ

４月27日 結核予防デー無通知の為　出席せず
５月18日 阿部定事件
25日 旅行、36型の車で三依－田島－会津若松－鶴ケ城－東山一泊
26日 須賀川ボタン園－白河－黒羽－宇都宮、米田屋で肉を食べる

行程　４百数十キロ、手塚、岸野、青木不参加
30日 茂呂宅

ムシバ予防デーに関する協議
積極的に運動はせぬ事に決す

７月27日 中条宅
１．鹿沼保育院院長（福田代造氏）より嘱託歯科医推薦依頼あり
28日　新島貫一に決定

１．帝国製麻会社より健保契約は口約なれば文書作成の上契約したいとの希望あり、
協議した結果、本県歯科医師会と契約すべきことと帝麻に通知する

28日 中条幹事　帝麻と会見、上記の事通知した
29日 駒橋宅

黒崎　博県歯会長、小野春吉健保部長来鹿
帝麻問題につき懇談、本部に於ては当団の利益になる様計ってほしいと要望

８月11日 ベルリンオリンピック大会の実況中継で河西三省アナウンサー「前畑ガンバレ」と放送
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９月30日 鹿沼警察署に於て正午
健康週間に関する協議会
１．健康週間
昭和11年10月20日～11月３日　２週間

１．週間中治療券持参者に対し、無料簡易治療をする
１．費用分担金　本団分担金10円

10月１日 結核予防運動の会合出席
12月15日　 駒橋宅

中島店員超音波治療器のデモ開催　欠席　新川、岸野、手塚

昭
和
11
年
５
月
現
在

上
都
賀
郡
歯
科
医
師
会
　
29
名

鹿
沼
歯
科
医
師
団
　
　
　
10
名

◎物　価　白鶴１升（1.8r）２円７銭８厘
◎映　画　浪華悲歌

ナ ニ ワ エ レ ジ ー

、祇園の姉妹、人生劇場、赤西蠣太、ミモザ館、オペラ・ハット
◎流行語　今からでも遅くない、準戦時体制、勅令下る、前畑ガンバレ
◎流行歌　忘れちゃいやよ、男の純情、椰子の実、東京ラプソディ
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■昭和12年（1937）

１月12日 三派合同（三五会）新年宴会を喜楽にて開催
２月 文化勲章制定
11日 鬼怒川ホテル　旧正月元旦につき新年宴会開催

粟野、小杉、鹿沼８名、今市４名、日光橋口参加
３月11日 田村勘一郎医師令嬢死去
18日 西大芦村診療所設立
25日 栃木県歯科医師会定時総会で支部設置決定

４月１日 栃木市制施行
５日 保健所法制定

この年、鹿沼簡易保険健康相談所が設立された
７日 旅行　午前４時出発　三原山旅行
８日 午後11時帰宅　旅費84円　１人12円
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４月28日 幸田露伴　横山大観等第１回文化勲章受章
５月10日 手塚宅

新島貫一、新川庄一幹事引継ぐ
６月２日 青木宅

ムシバ予防デー及び金地金急騰に付金冠値上げの相談をする　下記の通り一決、
規定表作製の事及び料金未払防止法として同様、下記文面より掲載用の印刷物作製
の事決議す
１．金冠　　　前歯　　　金７円以上

小臼歯　　金９円以上
大臼歯　　金12円以上

１．金鉤　　　１ケ　　　金３円以上
１．合金冠　　前歯　　　金３円以上

小臼歯　　金４円以上
大臼歯　　金５円以上

１．治療ハ即時申受クル事
１．技工料金ハ契約ノ際半額申受クル事

以上御含ミ願上マス
昭和12年６月

鹿沼歯科医師団　印
６月３日 ・鹿沼近隣村各小学校及び町内主たる工場にムシ歯予防デーのポスターを郵送する

・午後２時、大谷秀医師宅より失火、但し大事に至らず無事消火す、団より新川、
新島幹事即刻見舞をなす

28日 岡本宅　帝国製麻との契約
１件の単価は７銭以下の場合は組合負担を以て７銭
13銭以上の場合は之を切捨てる事とする
補綴に関し余りに料金低減の理由を以て契約除外の決議をなし、７月１日より実
施する事となる

29日 上記の事　黒崎県歯会長宛通告する
７月７日 蘆溝橋事件（日中戦争始まる）日本軍北平

ペイピン

（北京）郊外の蘆溝橋で中国軍と衝突
９日 黒羽鮎狩

午前７時自動車にて出発　金丸原で飛行訓練を目のあたりにして黒羽着。鮎瀬七
作君の心からなる歓迎を受け花月なる料亭に着く。花月の主は帝蓄レコードより黒
羽小唄を吹込んだ名うての猛者。那珂川に屋形船を浮かべ、一行７人、５升の酒を
飲み尽くす。４時帰途につく、那須野が原一帯雷大乱、運転も危ぶまれたが７時す
ぎ帰宅
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８月７日 茂呂宅
北支事変急迫に鑑み銃後の守りとして
１．出征軍人家族慰問として鹿沼町に50円委託する
１・出征軍人家族に無料診療券100枚を委託する

20日 三五会　鈴木　赳医師令息洋一君応召、今宮神社に出征祈願、団員一同御見送りを
する

22日 鈴木　赳医師厳父治郎助氏死去
８月 那須商業銀行と足利銀行の合併決定

県内資本の銀行、足銀１行となる
９月11日 後楽園球場開場
25日 田村勘一郎医師令息寿君死去

25日火葬、26日光太寺にて葬儀、参列
10月８日 鹿沼警察署に於て　新川、新島幹事出席

１．保健協会の結核予防デーに分担金５円を承認
１．警察備品として灰皿30個、分担金　4.62円寄附する

11月８日 田村　胖医師応召出征さる。午前５時今宮神社祈願
歓送す、祝旗一旒贈る

12日 鹿沼警察署に於て
警防協議会設置、新川、新島委員となる

15日 信時　潔作曲「海ゆかば」発表
12月13日 日本軍南京を占領　大虐殺事件を起こす

黒羽花月ホテル所蔵
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三原山旅行

新
川

金
子

茂
呂新

島
駒
橋

岡
本

中
条

◎物　価　プロ野球観戦料　春50銭、夏１円、米10kgが２円50銭
◎映　画　裸の街、人情紙風船、新しき土（日独合作）、女だけの都、どん底
◎流行語　国民精神、総動員、スフ、尽忠報国、馬鹿は死ななきゃなおらない
◎流行歌　露営の歌、愛国行進曲、別れのブルース、人生の並木路
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■昭和13年（1938）

１月11日 厚生省新設
内務省から衛生局と社会局が分離し、文部省と商工省等所管の一部を吸収して厚
生省が新設された。これに伴い歯科医師試験は内務省より厚生省に移管された。

２月１日 石川権左衛門、南押原村楡木489に開業
８日 若松楼

・黒崎　博県歯会長来鹿、栃木県歯科医師会上都賀郡支部設立を薦められ、準備を
上都賀郡理事金子弁明に一任する
・三五会田村　　医師に慰問袋を発送することを決する
・出征兵士家族に診察券追加100枚印刷する

11日 木村義雄８段第一期名人位（将棋）獲得
３月 鹿沼町の小学校に二宮金次郎像建立
３月 帝国製麻会社西工場運転開始
３月20日 新島宅

１．３月23日の県歯総会で黒崎　博会長支持に全員一決す
１．旅行は甲府方面一泊
この日、椎貝敏郎、小野春吉両氏、健康保険事務につき説明する処あり来鹿

４月１日 国家総動員法公布
国民健康保険法公布（７月１日施行）

25日 新川宅
手塚筆四郎、岸野栄七郎幹事引継ぐ

５月５日 奥山義雄医師、応召出征す、祝旗一旒
17～23日 国民精神運動健康週間

国民精神運動健康週間につき
週間中　簡易治療券100枚協力す。割当費用８円

31日 手塚宅
６月４日 ムシバ予防デー講話順位抽選決定す

１新川、２岡本、３茂呂、４駒橋　となる
金子、中条、青木、新島は学校医により抽選せず

５日 手塚宅
帝国製麻保険契約の件
１．目下交渉中の歯科医師側主張点11銭　

との合意を
会社側主張点９銭

ベストを尽し交渉下さる様県歯会長に報告する
８月15日 鹿沼警察署楼上

昨年３月25日の県歯定時総会で、支部設立が決定していたが本日午後１時上都賀
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郡支部設立総会を開催
県歯黒崎　博会長臨席
１．支部長　金子弁明
１．幹　事　若干名

８月31日 岡本宅　料金改正
１．治療料　　１歯１回30銭

１歯増す毎に20銭増（内規に止む）
１．総義歯　　上下　金15円

片顎　　８円
１．義歯、金冠、合金冠の装置に際しては治療代は別に是を申受けること
以上を印刷して郡一般の会員に送附掲示することとする

９月 帝国製麻の役員が更迭された為、暫定的に一点９銭の定額式とした。今迄約1,000
人の組合員で診療費の総額が70円、一点単価が６銭位だった。今度は最高12銭か
ら最低８銭位として点数定額式に変更する予定である、と簗瀬健康保険部副部長が
総会で述べた。

10月３日 昭和11年（1936）３月失火により全焼した県庁の新庁舎落成式
12月７日 青木宅

本年は忘年会遠慮、岡本、岸野、新川、中条欠席

昭和13年11月２日に改定された県歯科医師会の診療報酬規定
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昭和13年11月２日午後１時より、宇都宮市県庁前栃木県教育会館において、県歯臨時総会が開催
され、支部設置議案が上程され、修正のうえ可決された。本支部は８月15日に設立された。
第十五条の一　本会ハ左の区域ニ依リ支部ヲ設ケ、会員ハ各支部ニ分属ス

宇都宮支部（宇都宮市及河内郡）
上都賀郡支部（足尾町ヲ除く）
下都賀郡支部（下都賀郡及栃木市）
安蘇郡
足利支部（足利市及足利郡）
芳賀郡支部
塩谷郡支部
那須郡支部
足尾支部

第十五条ノ二　支部ニ支部長一人幹事若干名ヲ置ク
場合ニ依リ副支部長ヲ置クコトヲ得

第十五条ノ三　支部長及幹事ハ支部会ニ於テ基ノ所属中ヨリ之ヲ選挙ス
支部会ハ当該支部ニ属スル会員ヲ以テ組織ス

第十五条ノ四　支部長ハ左ノ事項ヲ遅滞ナク本会ニ報告スベシ
一、支部事務所ノ所在地並ニ基ノ異動
二、支部長及幹事住所氏名並ニ異動
三、支部会ニ於テ決議シタル事項

第十五条ノ六　支部会員ハ其ノ支部所定の会費ヲ納付スル義務アルモノトス
支部会費ハ支部長之ヲ徴収ス

この時　国民健康保険組合と診療締結ニ関スル件も承認された。

◎物　価　洗顔石鹸　花王１個９銭３厘
◎映　画　五人の斥候兵、愛染かつら、上海、舞踏会の手帖、路傍の石、モダンタイムス
◎流行語　大陸の花嫁、買溜め、黙れ、モンペ、木炭車、軍神
◎流行歌　旅の夜風、支那の夜、上海だより、雨のブルース
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■昭和14年（1939）

１月７日 茂呂宅で新年宴会
北支事変で手塚幹事より檄文あり、東洋平和建設の年を迎え、世界人類の幸福奪う
英米仏、その傀儡の蒋介石政府の殲滅も時間の問題となる感触大なり

15日 安芸の海　69連勝の双葉山を倒す
４月５日 映画法公布（脚本事前検閲など）
18日 駒橋宅

金子弁明、駒橋寅春幹事引継ぐ
１．５月１日　旅行として５名は伊豆方面　もう一方は川治温泉と決定
１．郡内歯科医師会規約協調者、楡木石川権左衛門宅に茂呂出張し、篤く談合すること
１．国民健康保険料金契約上必要あり
金子弁明、小杉眞治出張し、南摩国保組合と交渉する様決定

19日 警察署　金子出席
５月2～9日 健康週間中
無料歯科診療する様決定
費用割当金10円拠出受諾

４月 東野鉄道黒羽－小川間撤去を決定
４月 関門海底トンネル開通
４月 帝国製麻鹿沼工場健康保険組合との契約、定額式となる
５月１日 県歯科医師会健康保険部よりの通知あり
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４．特に日光、鹿沼方面の方に御注意を御願いします
帝国製麻健保組合との診療契約は昭和元年12月末からずっと毎年締結してきてい
たが昭和13年９月から定額式になった。
又本年４月より南摩村国民健康保険組合が県内で早々と名乗りを上げた為の注意
と思われる。

５月2～9日 健康週間
無料診療する様決定、割当金10円拠出

12日 ノモンハン事件
満州軍、外モンゴル軍、満蒙国境ノモンハンで衝突

６月１日 東野鉄道、黒羽－小川間廃止
13日 尋常北小学校に歯科設備を設置
28日 尋常北小学校で歯科診療開始

６月 関東自動車株式会社鹿沼営業所設置
７月８日 国民徴用令公布
９月15日 ノモンハン事件停戦協定、モスクワで成立、日本惨敗
11月17日 結核予防運動（11月14日～18日全国一斉実施）

５月22日に結核予防協会が発展的に解消され、財団法人結核予防会が設立された
警察署にて協議会が開催され、駒橋幹事出席
分担金10円拠出す

12月11日 金子弁明夫人死去
昭和14年から歯科医療用金地金は切符制となる

国民健康保険法、この制度は健康保険（健保）法の恩典にあずからない農山漁村民、中商工業者、
一般労働者の互助制度であり、保険料は健保は雇用者と被保険者が半額ずつ負担するが、国保は組
合員が全額負担するという点が異なる。
この法案は４月１日に公布され、７月１日から施行されることになった。栃木県で最初に名乗り
をあげたのは、上都賀郡南摩村（現鹿沼市）、河内郡大沢村（現日光市）、那須郡両郷村（現大田原
市黒羽町）の三ケ村である。
南摩村国民健康保険組合は昭和14年２月15日に設立の許可を得て３月１日より事業を開始した。
設立に尽力したのは南摩村村長大貫信一（上都賀病院の設立に尽力した人）で産業組合長でもあっ
た。国保組合は市町村が主体となって設立するのが原則であるが、南摩村では産業組合が代行する
状態を取った。
大貫信一が産業組合中央会発行の「産業組合」昭和14年10月号（「鹿沼市史　史料編近現代２」

所載）に寄稿した「国保代行の経験は教える　その１．南摩村信購販利組合－栃木県上都賀郡南摩
村－」によると、国保運営は全国何れの市町村に於ても未だ経験がなく、従って信用すべき統計資
料に乏しいため、事業計画に当っては幾多の不便と不安が伴ったと危惧している。
保険料は規程により10級に分かれそれぞれ金額が定められているが組合員１人に付き１ケ月平均
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１円７厘６毛で、被保険者１人につき１ケ月平均16銭２厘５毛である。
一部負担金の率は普通３割
入院・処置手術（１回20円以上）は５割である。
国庫補助金は被保険者１人に付き普通組合に対しては金70銭
産業組合代行に対しては金55銭であった。

医師利用状況をみると歯科疾患を含め一般病気に於て、歯科の患者数は２割を、診療報酬では約
３割を占めている。
当時南摩村近隣で開業していた歯科医は粟野町口粟野の天谷準作、小杉眞治、南押原村楡木の安
生　貢、石川権左衛門等４人である。鹿沼町には11人の開業医がいた。
保険料の払込は91％であるが、毎月増率に居るから95％位迄なると思われる。滞納の９％は国

民健康保険を理解しない者、何年も家族全員が病気に罹らない者、共同心に欠けている者等で最初
から滞納している。６ケ月間の経営状況から推測すると年度末の純欠損は2,200円位になると思わ
れる。その為に歯科に関すれば、歯科診療中金属冠を全部自己負担とする事と明言している。
診療担当医師との諸問題の項で、普通医師が一般患者を診療する場合薬価の取り立は約２割の未
収入、歯科医に於てすら５分の未収入ができるそうである。しかし国民健康保険の診療報酬は組合
が直接払うのであるから取立の心配は全くない。
この点からみれば国民の被保険者の診療については２割程度の減額をして契約するのは当然の事
である。（現在当組合は２割減で契約している）
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国民健康保険法に基き保証責任南摩村信用購買販売利用組合の行う国民健康保険の被保険者の診
療に関し栃木県歯科医師会との間に契約を締結する。支部会員が歯科診療を担当するには国民健康
保険指定歯科医届を診療所毎に定められた様式により支部を経由して県歯科医師会に届出る
・毎月の報酬は栃木県歯科医師会国民健康保険歯科診療点数表により１点単価10銭として之に毎月
指定歯科医の請求に係る点数を乗じた額とする
・指定歯科医は毎月診療報酬請求書を翌月５日迄組合を経由して県歯科医師会に提出する
・組合は診療報酬請求書を受けた日より10日以内に記載事項を審査し県歯科医師会に之を発送する
・診療費一部負担金は組合に於て取立る故直接収受せざるを原則とする
・指定歯科医は毎月診療費総額の５分に該当する額を納入すること
・組合は請求書１枚につき６銭を県歯科医師会に事務費として収めること
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尚、昭和15年（1940）９月１日 北押原村国民健康保険組合と契約
〃　　　 11月10日 菊沢村信用購買販売利用組合と契約

１点単価は10銭である。甲乙段は自己負担が３割、組合が７割負担である
丙段は５割負担するので50点迄は必ず事前に組合に通知すること

◎物　価　キャラメル　江崎グリコ10粒　５銭
◎映　画　土と兵隊、残菊物語、暖流、望郷、格子なき牢獄
◎流行語　複雑怪奇、ヤミ、日の丸弁当、処置なし、隣組、七分づき
◎流行歌　愛馬進軍旗、九段の母、大利根月夜、上海の花売娘
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■昭和15年（1940）

２月 銀パラジウム合金　切符制となる
４月 宇都宮高等農林学校に獣医学科新設
４月１日より 蒸和ゴム　切符制となる
24日 米、みそ、しょうゆ、塩、マッチ、木炭、砂糖など生活必需品に切符制

５月 上都賀郡に国立大麻試験場設置
８日 青木達三郎、岡本英忠　幹事引継ぐ

大谷　秀医師長男死去　両幹事弔意を表す
13日 一万円宝くじ発売（報国債券　１枚10円）

健康保険歯科診療契約で歯科の補綴で７歯
以上の欠損のみ給付するという欠陥を改正
した。
７歯50％は昭和２年２月25日以来今日迄続
いていた。

６月17日 ライオン口腔衛生部出張
団主催の講演会は映画会
併置校（現中央小）３回
併置校とは明治23年４月上都賀郡立上都賀第１高等小学校が設置され明治25年７
月鹿沼尋常小学校と併置
大正２年２月　鹿沼尋常小学校、鹿沼尋常高等小学校に鹿沼町立実科高等女学校が

付設された
女学校（元西中→現上都賀庁舎）
夜、感謝の意を以て喜楽にて晩餐会
出席　中条、岡本、駒橋、新島、青木、山田（ライオン）他技師
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

６月20日 中条宅　全員出席、ガーゼ配給あり
１．併置校　歯科設備　設置について協議→８月設置
ライオン口腔衛生部出張
併置校（現中央小）で３回
東校（現東小） で１回　　　映画及び講演　歯刷子訓練
農商校　　　　　　で１回
この年、日本歯科医師会では国民健康増進週間の１日として５月４日にムシ歯予防
デーを行った

７月 岡本大七入会（昭和16年２月迄）
７月 局方ガーゼ、脱脂綿等衛生材料配給制実施
７月23日 新島宅　全員出席

公休日を毎月１日、15日と決定する
９月 菊沢村、北押原村国民健康保険組合設立
９月27日 日独伊三国同盟、ベルリンで調印
10月 「歯科医事衛生史前巻」発行
10月20日 若松楼

南摩、北押原、菊沢の国保組合役員等と懇親会
粟野２人（小杉、天谷）、金崎２人（菅沼、石川）も出席

10月 旧来の惣代を廃止し、鹿沼各町一円に隣保班を結成
10月12日 大政翼賛会発会式（総裁近衛文麿）
11月10日 紀元二千六百年祝賀行事
12月 鹿沼合同タクシー会社設立（資本金1,000万円、従業員47人）

◎物　価　初乗り２km30銭、タクシー業務用のガソリン配給制
◎映　画　燃ゆる大空、風の又三郎、歴史、駅馬車、小島の春、コンドル
◎流行語　新体制、ぜいたくは敵だ、翼賛、さあ働こう
◎流行歌　隣組、暁に祈る、湖畔の宿、蘇川夜曲、紀元二千六百年
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■昭和16年（1941）

１月１日 全国の映画館で、ニュース映画の強制上映実施
15日 福島　茂　鹿沼町1835に開業

２月10日 大澤楼
岡本大七　入営さる。壮行会を開催、団より祝旗を呈す

26日 岡本大七出征（昭和15年７月～昭和16年２月26日）
３月１日 国民学校令公布（小学校を改称）
21日 大澤楼

鹿沼町、粟野、楡木、金崎の同業と料金改正につき協議し、印刷する
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

３月25日 茂呂宅
校医改選
高等女学校（現鹿高） －　新島
農　商　－　中条辞任し新川
小学校　－　金子、青木

４月８日 作新館高等女学校が開学
10日 茂呂　登、中条正左衛門幹事引継ぐ

１．旅行は５月初旬　川治又は群馬方面
２．イ．国民学校歯科医１名、実科高女（現西中）歯科医１名

各増員方を当局（町）に交渉すること
ロ．学校歯科医手当普通医と対等にする事
以上　幹事一任

３．鹿沼農商学校、講堂建築費寄附、１名金10円　計100円
前年度繰越金内より寄附する事

４．出席　岡本、駒橋、金子、新島、青木、茂呂、中条、新川
欠席　手塚、岸野　　　全員10名

15日 農商校寄付金を北島校長に渡す
21日 警察署

結核予防週間協議会　茂呂幹事出席
６月20日 駒橋寅春　日本歯科医師会第8期議員当選

昭和16年３月　栃木県歯科医師会に於て日
歯代議員となる当選承認書

７月10日　　　新川宅
○○令
下令せられるため中途閉会
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

８月 帝国製麻株式会社が、帝国繊維株式会社と改称
８月 県農事試験場麻類試験地（現鹿沼分場）設置
９月12日 岸野宅　全員出席

９月６日（土）三五会員　鈴木　赳、大井田満医師、医師法違反、伝染病予防法
違反にて検挙されたる事件につき論談あり

９月16日 三五会員田村　胖医師公務にて午前８時入隊に付茂呂幹事挨拶に出向く
10月10日 双十節　青木宅　全員出席

（中華民国で1911年の辛亥革命と1912年の中華民国政府成立とを記念する祝日、
10月10日）

20日 吉沢良平医師　開業挨拶に来る
11月３日 菊地貞造　開業挨拶に来る（10月１日開業）
20日 細川　寿医師　開業挨拶に来る
25日 田村勘一郎医師死去　茂呂幹事、会葬す

12月８日 太平洋戦争勃発
米英に宣戦布告　日本軍マレー半島に上陸
ハワイ真珠湾攻撃開始

12月 戦艦大和竣工
12月 アメリカ映画上映禁止
10日 県歯科医師会役員松本中枝　胃潰瘍にて吐血

駒橋宅に収容さる　中条幹事見舞す
16日 東京九段軍人会館に於て

「詔書奉戴全国歯科医師大会」3,000名出席
金子、新川出席

15日 下野新聞、一県一紙の国策で代表紙となる
22日 言論出版集会結社等臨時取締令公布
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

改定された国民健康保険診療報酬請求書
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

昭和16年（1941）、健康保険をめぐっていろいろな改革が行われ、３月10日に健康保険法が改正
され、いつも３月迄に調印される。歯科診療契約は大幅に遅れ、５月になって調印された。
主な改正点は
１．請負額を人頭式年額84銭３厘９毛を一挙に98銭５厘２毛に改め、全国の査定単価を９銭以下
のものは９銭に、11銭を超えるものは11銭にした

１．診療報酬は、従来日歯が政府から受入れ道府県歯科医師会を通して指定保険医に分配をしていた
が、今度日歯の算定に基づいて、地方庁から銀行を経て保険歯科医に直送する方式に改正された

１．保険歯科医は、毎月５日までに診療報酬報告書と請求書を所属歯科医師会に提出していたが、
診療報酬請求書のみ提出することになった（復写式として会に保有）

１．補綴の場合、承認手続を廃止した
特別補綴（６歯以下３歯）も廃止した
補綴修理の承認制も廃止した

１．帳簿等の保存期間の12年を５年にした
１．新たに保険歯科医の指定を受ける者は、道府県歯科医師会が日歯に意見を付けて提出していた
が、その写しを地方庁に提出するようになった

１．点数を改めた
市部と郡部の点数が異にするようになった。
郡市歯科医会支部内でも市、町と村の点数が特に金属冠等では10点の差がついた。
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

◎物　価　月刊総合誌　中央公論　１円30銭、文藝春秋　55銭
◎映　画　みかへりの塔、戸田家の兄妹、勝利の歴史、ジェロニモ
◎流行語　八紘一宇、ＡＢＣＤ包囲陣、生めよ殖やせよ
◎流行歌　大政翼賛の歌、めんこい小馬、そうだその意気
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■昭和17年（1942）

１月11日 鈴木幸雄　南押原村磯224に開業
16日 新川庄一母死去　於光明寺

１月 食塩の配給制実施
23日 駒橋宅

防空救護法講習会を開く
２月１日 衣料品に点数切符制実施
７日 鹿沼町銃後奉公会へ寄附する、金900円

団員拠出、中条、茂呂幹事持参する
23日 国民医療法公布

医療の普及、医療の内容の向上、医療行政の徹底を目的として、日本医師会、日
本歯科医師会の強制設立、強制加入、病院、診療所の設立許可、結核対策を中核
とした日本医療団の設立などを盛込んだ

３月10日 新島宅
黒崎　博、椎貝敏郎両氏来鹿、県歯科医師会長に椎貝氏を万場一致で推挙する

28日 駒橋宅　緊急例会
国民保険契約中「補綴」に関しては除外する様県歯総会で新島貫一を以て発言する事

30日 県歯総会　推貝敏郎会長に選任さる
４月10日 新川庄一、新島貫一幹事を引継ぐ
18日 アメリカ陸軍機、日本全土を初空襲

５月９日 梵鐘、銅像の強制供出開始
５月 済生会宇都宮診療所（現済生会宇都宮病院）が開所
28日 町葬報行せられ新島、新川幹事出席す

６月18日 梅月
日本歯科評論主筆高津　弌氏（昭和３年第1回ムシ歯予防デーを６月４日に実施

するという口腔衛生普及活動に尽力した。当時日本歯科医師会の書記長をしていた
人である）を招待し、歯科医政及び基局論を聴く
昭和16年11月26・27日大政翼賛会主催医学新体制協議会において、島峰徹東京

高等歯科医学院（現東京医科歯科大）初代校長、佐藤運雄日大歯科同窓会長、加藤
清治日本歯科医専校長等が医歯一元論を、これに対し血脇守之助東京歯科医専校長
同席の下、奥村鶴吉同校教授、正木正氏の両名が二元論を唱え再び論争が始まった。
医歯一元論、二元論とは何か。一元論とは歯科は眼科や耳鼻科と同じような医科
の一分野であり、歯科を専門とする医師も同じ医学部の機関で養成される。二元論
とは歯科医師と医師とは別個の資格（免許）であり、養成機関も歯学部と医学部と
に分かれる。
国民医療法と医歯一元論・二元論についての講演を行った。



91

１．上都賀歯科医師会の軌跡

高津　弌氏は、６月16日足
利で講演をしていた。

７月10日 県社会保険部副部長簗瀬眞策及び保険課係員来鹿
診療簿点検及び指導あり

８月22日 歯科医師会及び医師会令公布、11月１日公布　国策集団となる
歯科医師会令公布により、道府県歯科医師会長は厚生大臣の任命、他の役員は地
方長官の任命という国家統制が強く打ち出され、昭和23年迄続く
中央に日本歯科医師会、地方に道府県歯科医師会のみ設立となった。郡市区歯科
医師会は廃止して道府県歯科医師会の支部とすることが決められた

９月26日 梅月
中条正臣　出征、壮行会　全員出席

10月10日 青木宅
１．マッチ大箱　１人３個配給する　計33個
１．従来会費　１人１ケ月１円、旅行費２円を廃し１人１ケ月３円の会費とする
余金は郵便預金に入れる。

11月３日 優良多子家庭を表彰（産めよ殖やせよ運動）
24日 栃木県歯科医師会創立委員会

（国民医療法に基づく歯科医師会令による）
12月20日 中禅寺湖発電所起工式
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◎流行語　欲しがりません勝つまでは、特配、非国民、進め一億火の玉だ
◎流行歌　月月火水木金金、新雪、勘太郎月夜唄、南から南から、湯島の白梅
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和18年（1943）

１月 日本歯科医師会設立総会、認可
１月 鹿沼町立実科高等女学校が鹿沼町立高等女学校と改称
１月13日 内務省情報局、米英のジャズなど1,000曲の演奏とレコードを禁止
17日 タバコ大幅値上げ（金

きん

鵄
し

10→15銭、光18→30銭）
２月10日 新島宅　日消嘱託医の件協議、希望者なし
３月10日 新川宅

１．鹿沼国民学校に校医２名増員を決定
茂呂　登、菊地貞造を推薦

１．団の規約として学校医の任期を２年と定めたるを今回破棄する
４月１日 佐野市制施行
10日 手塚宅

菊地貞造、手塚筆四郎幹事引継ぐ
１．健民運動参加の件（５月１日～８日）
無料診療券300枚発行

１．診療費改正に関する件
岡本英忠　県歯科医師会に提出との事

１．岡本大七、福島　茂両出征者へ寄書ハガキ差出す
満州龍江省チチハル
満州第219部隊　宇賀神隊　岡本大七
南海派遣基2815部隊　福島　茂

18日 山本五十六連合艦隊司令長官ソロモン諸島上空で戦死
５月10日 岸野宅

燈火用アルコール特配（１本）
新島支部長の努力により

30日 静岡県登呂遺跡発見
６月25日 吉沢眞吾医師死去　菊地、手塚会葬する
７月１日 東京上野動物園トラ、ライオンなどの猛獣を薬殺
８月２日 県より健保指導あり

小野春吉専務理事、衛生課員来鹿、夜は梅月に全員出席
常会を開催、料金改正する
１．前歯金冠　15円以上
１．小臼歯〃　20円以上
１．大臼歯〃　30円以上
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８月10日 茂呂宅
防空救護員選任に関し開催
特設救護員（３名）
中条、駒橋、新川
救護員（８名）
岡本、金子、岸野、新島、茂呂、手塚、菊地、青木

23～28日 東京都日本赤十字社
防空救護者講習会開催
県歯科医師会より茂呂　登、影山要吉（足利市）受講者として派遣さる

９月10日 岡本宅
１．マッチ、タオル各々１個づつ配給
１．東京出張を命ぜられた茂呂より防空救護に関し報告あり

14日 町役場会議室
鹿沼町国民健康保険組合設立に関し座談会
10名出席　岸野欠席
手塚筆四郎、歯科医師団を代表して発起人に任命さる
保険組合は11月に認可され、産業組合の後身である農業会が代行で設立した。しか
し鹿沼町の国保は行詰って昭和22年に解散した。

15～18日 厚生大臣の命によって歯科医師の補習及び錬成のために、歯科医師補習教育計画が
たてられた。本県は群馬県と共に群馬県一の宮町東国敬神道場で開催された会に総
勢41名が参加した。
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

３列目右から２人目
新島貫一
２列目左から３人目
岡本英忠
食料不足のせいか肋
骨が浮いてみえる

栃木県歯科医師会を代表して
椎貝会長、天沼副会長、小野専務理事、小林理事、岡本理事、沼部理事、小平
理事、宇都宮支部長・高橋延生吉、上都賀支部長・新島貫一、下都賀支部長・
丹野　豊、足利支部長・麻野晋三、塩谷郡副支部長・鈴木勝雄等が参加した。

11月１日 今宮神社
勤労報国隊特技小隊結成式挙行さる
新島　剛入団、挨拶に来る

20日 中条正臣入団、挨拶に来る
22日 町役場

上都賀郡歯科挺身診療に関し協議会開催
12月６日 菊地宅

医薬品配給機構改正に伴い隣組長選任行われ
南部　駒橋寅春
北部　中条正左衛門　　に決定する

22日 町役場
鹿沼町国民健康保険組合事業開催に当り協議会開催さる

28日 福島茂司（福島　茂厳父）帰還、挨拶に来る

替歌　タバコ大幅値上げ　元歌〈紀元二千六百年〉

金鵄あがって十五銭　はえある光三十銭
いまこそきたるこの値上げ　紀元は二千六百年　ああ一億の民は泣く

◎物　価　ビール　１円35銭（公定価格配給制　銘柄「麦酒」に統一）
たばこ　金

き ん

鵄
し

15銭
バナナ　１kg、44銭５厘

◎映　画　姿三四郎、花咲く港、無法松の一生
◎流行語　転進、撃ちてし止まむ、玉砕、学徒出陣
◎流行歌　加藤隼戦闘隊、予科練の歌、お使いは自転車にのって、若鷲の歌
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和19年（1944）

１月 福島　茂入団（昭和16年９月開業）
１月 詩人　野口雨情が姿川村鶴田（現宇都宮市）に疎開
１月10日 中条宅

１．煉炭、食塩　配給方当局へ申請の件
１．マッチ１個各人配給　14個４円20銭

３月６日 下野貯蓄銀行が足利銀行に併合
10日 新川宅

１．飛行機献納寄附金団費より拠出140円（14人分）
１．次回当番幹事　青木、岸野両氏に決定す
飛行機献納金は全国で243,018円が集まり、これに利子を加えて243,908円36銭
を二分して８月11日にそれぞれ陸海軍に献納された。
陸軍のものは11月15日「愛国第5008号全歯科第３号」と命名された。

３月25日 福島宅　臨時常会
１．防空救護東京出張員決定の件
新川庄一選任さる
日本歯科医師会と都道府県歯科医師会の共同主催で日本赤十字社病院講堂を会場
とし防空救護の指導者講習会を実施、講習期間は３日間

４月３日 手塚宅
青木達三郎、岸野栄七郎幹事を引継ぐ
診療報酬規定改正の件　下記通り決定
中条正左衛門、金子弁明欠席

４月 宇都宮高等農林学校、宇都宮農林専門学校と改称
４月 東京高等歯科医学校が東京医学歯学専門学校と改称

九州歯科医学専門学校が福岡県立医学歯学専門学校と改称
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

５月１日 健康保険診療報酬点数の改正
初診料を甲地50銭、乙地45銭、丙地40銭とした
甲地とは東京都の区及び６大都市
乙地とはそれ以外の道県庁所在地及び小樽市、室蘭市、函館市、川崎市、横須賀市、
浜松市、豊橋市、布施市、堺市、尼崎市、西宮市、姫路市、呉市、宇部市、下関市、
門司市、八幡市、小倉市、大牟田市及び佐世保市
丙地とはそれ以外の地域
このとき健康保険施行令の改正が公布され、一部負担金としてでなく地域によって
単価を異にする、いわゆる地域差が始まった。
甲地　13銭
乙地　11銭５厘
丙地　10銭
また新たに社会保険診療報酬算定協議会という機構がつくられ、その構成は次の通り
医師側　11名
官庁側　11名
公立病院団体側　11名　　　計33名
なお、官庁側として水野蛙太郎も委員となった。

５日 県立鹿沼農商215名　学徒動員、小平重工業、古河電気日光精銅所、日本造機鹿沼
工場

５月15～21日（７日間）
主に鹿沼会員（今市、湯沢菊四郎、鈴木三雄参加）により医療挺身隊
加蘇村、加園村、国民学校及び上久我国民学校に於て児童中心に診療する

６月21日 県立鹿沼高等女学校317名　学徒動員
帝国繊維鹿沼工場（紡績）、中島飛行機宇都宮工場（航空機）

６月23日 大沢楼
医療挺身隊施行後懇親会
鹿沼会員（中条正左衛門のみ欠席）今市、湯沢、鈴木出席

７月17～20日 群馬郡松井田町補陀寺において
昭和19年度歯科医師会補習教育練成会に駒橋、金子、菊池、青木出席
２泊３日で全員合宿制
補習科目（１）医道学、（２）国民医療法関係法規

（３）保健指導の理念、（４）歯科医療資材の統制概要
（５）矯正学、（６）保存学、（７）口腔外科学、（８）補綴学
（９）救急処置

練　　成（１）行、合宿早暁及び夜間に於て禊又は禅を行ふ
（２）講義、皇国民殊に医人としての精神修業に就て行ふ

銈
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

８月 砂糖の家庭用配給停止
８月４日 国民総武装を決定、竹槍訓練開始
４日 夜、町役場楼上において防空救護班改組につき協議
12日 警察署

警防団員任命式行われ全会員本式に団員となる
９月 本県への疎開者数が約７万５千人に上る
９月24日 中条宅

１．医療挺身隊（詳細は郡支部）
１．健康保険報告、変更につき　石油配給（クジ）

25日 吉沢良平医師死去　薬王寺に全員会葬する
10月10日 新島宅

診療報酬料金値上げ決定
サンプラ冠　前歯10円　臼歯12円
金冠　　　 〃 30円　小臼歯40円　大臼歯50円
抜歯　　　　乳歯１円50銭　前歯２円　臼歯３円

18日 満17才以上の兵籍編入決定
10月 鹿沼保健所設立
11月１日 町立鹿沼女学校158名　宮崎航空工業鹿沼工場、日本蚕糸製造小山工場
24日 菊地宅

１．諸材料、薬品類につき協議
１．石鹸配給あり　14人分　３円92銭

24日 マリアナ基地のアメリカ軍機B29東京初空襲
12月10日 岸野宅

茂呂、青木、菊地出席せるも警報発令の為中止

上
都
賀
郡
支
部
　
　
48
名

鹿
沼
歯
科
医
師
団
　
17
名
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

食料難の替歌　元歌〈愛国行進曲〉

見よ　ぶっかけの皿あけて　まだ食い足りぬ　芋の粥
哀れな児らにハラハラと　涙は落ちる親同士　おお
欠乏の朝ごはん　そびゆる富士の姿ほど　米味噌積んで
ゆるぎなき　わが日本に早くなれ

鹿
沼
の
文
学
碑

ふ
る
里
の
家
の
門か

ど

み
ち
長
け
れ
ば

ゆ
き
か
へ
り
見
つ
日
の
暮
れ
が
た
を

良
平

歌
集『
野
づ
か
さ
』の「
帰
郷
感
懐
」十
六
首
中
の
一
首
。

大
正
六
年
（
三
十
歳
）。
久
し
ぶ
り
に
東
京
か
ら
帰
っ

て
き
て
、
懐
か
し
い
生
家
、
思
い
出
の
景
色
、
古
里
の

心
地
良
さ
等
を
詠
ん
だ
。

鹿
沼
の
文
学
碑

た
は
や
す
く
雲
の
あ
つ
ま
る
秋
ぞ
ら
を

み
な
み
に
渡
る
群
鳥
の
こ
ゑ

良
平

昭
和
十
九
年
（
五
十
七
歳
）、
十
一
月
一
日
（
木
）、
空

襲
警
報
後
、
発
句
。
良
平
に
は
三
男
二
女
が
あ
っ
た
が
、

す
で
に
次
男
、
長
男
を
病
気
で
亡
く
し
、
同
年
七
月
、

頼
り
に
し
て
い
た
三
男
信
三
（
二
十
三
歳
）
が
、
サ
イ

パ
ン
島
で
戦
死
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
南
の
島
に
、
で

き
る
も
の
な
ら
飛
ん
で
行
き
た
い
気
持
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。
昭
和
二
十
年
五
月
十
九
日
、
永
眠
。

最
後
の
一
首

一
夜
寝
ば
明
日
は
明
日
と
て
新
し
き

日
の
照
る
ら
む
を
何
か
嘆
か
む

生　家
次女佐伎子書

鹿沼市営花木センター

◎栃木県への疎開者２万人を超す。
◎野口雨情、姿川村鶴田に疎開。
◎物　価　・新聞、戦時下夕刊廃止。朝日、毎日、読売三社協定により月極１円25銭→１円60銭

・葉書　３銭、封書７銭
◎映　画　あの旗を撃て、日常の戦ひ、狼火

の ろ し

は上海に揚る
◎流行語　鬼畜米英、神風、疎開、一億国民総武装
◎流行歌　同期の桜、ラバウル小唄、ああ紅の血は燃ゆる、荒鷲の歌
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和20年（1945）

１月10日 青木宅
中途警報の為散会

24日 鈴木　赳医師葬儀　幹事会葬　弔辞
27日 詩人の野口雨情、河内郡姿川村鶴田（現宇都宮市）で死去

３月 東京大空襲
４月12日 中条宅

新入会者　下条長太郎　来会す
茂呂　登、神奈川県に挺身隊として出動のため欠席
その他全員出席
日中警報有るも常会中、幸にもでず10時散会
駒橋寅春、福島　茂→岡本英忠幹事引継ぐ

20日 福島　茂　三度応召　22日東部36部隊に入営、餞別50円贈呈
新島宅にて送別会　全員出席

29日 駒橋宅
料金改正その他　２、３項

30日 ヒトラー、ベルリンの地下壕で自殺
５月10日 福島幹事応召のため岡本英忠当番幹事となる

岸野シゲ入会
６月18日　 沖縄で女生徒のひめゆり部隊、集団自決
30日 金子弁明長男公明入営につき餞別30円

宇都宮市、鹿沼町、真岡町空襲で被害
７月12日 23時12分、米軍爆撃機Ｂ29の焼夷弾攻撃を受ける

この空襲で死者９人、重傷者４人、焼失家屋は257戸、罹災人口は2,490人にのぼった。
主な被災建物は日本造機工場２棟、帝国繊維鹿沼工場食堂１棟、寄宿舎７棟であった。
縁故者のない人々は鹿沼北国民学校（現北小）の講堂に収容され、そのまま終戦を
迎えた。

８月６日 Ｂ29、広島に原爆弾投下（死者20数万人）
９日 Ｂ29、長崎に原爆弾投下（死者７万余）
15日 正午、戦争終結の紹書を放送

日本の降伏発表で第２次世界大戦終結　　　　　資料
30日 連合国最高司令官マッカーサー厚木に到着

９月 福田利示入会
19日 駒橋宅

下条長太郎　名古屋へ転出、送別会、餞別30円
（昭和20.4.12～9.19）
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10月10日 菊地宅
北押原村で開業の川島信四郎入会

24日 国際連合成立
29日 第１回宝くじ発売（１等10万円、副賞純綿キャラコ）

11月23日 プロ野球、東西対抗戦で復活
11月 健康保険点数、一点単価の地域差廃し35銭に改正
26日 12月１日より改正の健康保険給付事項説明会　椎貝会長、天沼副会長　来鹿

12月17日 衆議院議員選挙法改正公布
婦人参政権実現

26日 田村　畔医師死去　岡本、駒橋　悔に行く
27日 田村　畔医師葬儀参列弔辞を呈する

12月 国立栃木病院、国立宇都宮病院設立

資料
今上天皇は疎開先の日光南間ホテルでラジオを聞
いた。

替歌　元歌〈リンゴの歌〉

赤いリンゴの露店の前で　黙って見ている青い顔
リンゴの値段は知らないけれど　リンゴのうまさはよくわかる
リンゴうまいや　高いやリンゴ

玉音放送の録音機

◎物　価　・散髪料３円50銭
・リンゴ闇値１個５円
・タクシー料金、戦後一挙に125倍　100円

◎映　画　勝利の日まで、そよ風
◎流行語　ピカドン、１億総懺悔、復員、本土決戦
◎流行歌　お山の杉の子、勝利の日まで、リンゴの歌
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■昭和21年（1946）

１月１日 天皇、神格化否定の紹書（人間宣言）
13日 新タバコ　ピース発売（10本入、７円）

２月１日 梅沢　明　菊沢村栃窪683に開業
２月 川島光五郎入会
17日 金融緊急措置令（旧円停止、新円切替）

インフレ（モラトリアム）新円切替前にと患者来ると旧円を500、1,000、2,000
円と仕方なく受取る。お金10日間で２万円、半年分のお金、３月より新円
２月25日　　新旧円交換開始、３月31日～　旧円流通禁止　青木達三郎日記より

27日 岡本大七　遺骨返還さる　花輪贈呈す
３月１日 石田酉三　西方村金崎326に開業

３日 新円切替により旧円の流通禁止。月500円が標準生活費
３月 社会保険診療報酬算定協議会

１点単価　甲地１円50銭、乙地１円30銭、丙地１円決定
８日 金子宅

税務署官吏を招聘し財産税について講話を聞く
26日 新島貫一長女文代　死去

４月１日 岡本大七、告別本葬
10日 新島宅

金子弁明、川島信四郎幹事引継ぐ
１．茂呂支部長より県歯総会の報告あり
１．４月14日　花見慰労会及び支部総会

14日 金崎でお花見
一斗以上飲んだあげくケンカ、金子弁明大負傷
告訴さわぎ　青木達三郎日記より
「お花見や石のげんこつ500円」

６月 村川ふさ　西鹿沼に開業
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７月 旧制による歯科大学設立認可　東京歯科大
２日 一都七県役員連絡協議会　於鬼怒川温泉
23日 三五会、山崎貞一郎医師死去

金子弁明、川島信四郎幹事会葬す
８月 旧制による歯科大学設立認可　医科歯科大学
10日 菊地宅

茂呂　登　鹿沼町議補選に最高点で見事当選
10月４日 中条正臣再入会
10日 岸野宅

麻薬問題につき、茂呂支部長より説明あり
21日 日本国憲法公布（昭和22年５月３日施行）

11月10日 青木宅
１．料金引上げに付協議し、県歯科医師会の規定表に準ずる様決定
１．越路孝七入会

16日 当用漢字1,850字と現代かなづかい告示

金崎で開業していた菅沼　清所蔵

宇都宮歯科医師会　岡田一郎　所蔵
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12月10日 川島宅
帝国繊維株式会社歯科診療所
坂口　孝　入会

22日 岡本宅
鹿沼町商工会議所、公会堂建設寄附、金2,000円、各自100円宛

７月２日　１都７県歯科医師会役員協議会　於鬼怒川温泉

接収時代の鹿沼高校（昭和21年頃・鹿沼市）敗戦後、
日本中のあらゆる公共機関はGHQにより管理された。
門柱には英語による表示板も掲げられている

◎物　価　焼酎１升（1.8r）１月－10円50銭、３月－16円、９月－30円
◎映　画　大曾根家の朝、わが青春に悔いなし、我が道を行く、疑惑の影
◎流行語　あっそう、アプレゲール、カストリ文化、鉄のカーテン
◎流行歌　啼くな小鳩よ、東京の花売り娘、悲しき口笛
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■昭和22年（1947）

１月11日 手塚（現遠藤）操入会
１月 作新高等女学校、一の沢に移転
２月４日 駒橋宅

２月２日、岸野宅類焼し見舞金贈呈　１名200円　同居会員100円　計1,700円見舞する
３月４日 菊地貞造次男徹　突然死去

10日 川島信四郎　東京へ転出　挨拶あり　餞別200円
４月10日 福田宅

新川庄一、福田利示幹事引継ぐ
１．茂呂支部長より県歯総会の報告あり
１．マッチ配給の通知あり
１．料金値上げ全員異議なく可決、即時実行の事

11日 診療報酬単価１点につき１円50銭（県下一円）
４月 鹿沼町でメチルアルコール出まわり数人死亡
５月 畑　二郎　寺町1,017番地に開業（４日に入会済）
６月 旧制による歯科大学設立認可（大阪歯科大、日本大学、日本歯科大学）
６月 矢口　修　南摩村油田614に開業
７月10日 手塚宅予定が都合により公会堂に於て

茂呂支部長よりタオル及びD.D.T配給の報告あり
20日 鹿沼町役場に薪、炭配給の申請を成す

８月 作新高女と下野中学合併し作新学院設立
25日 於鹿沼商工会議所　上都賀郡歯科医師会設立総会　　資料

９月４日 午後３時17分　昭和天皇、皇后両陛下鹿沼北小学校で奉迎
午後３時27分　帝国繊維株式会社鹿沼工場視察
国旗掲揚はなし、町民の小旗を振ることも禁止　GHQからの指示あり

10日 岡本宅
新川庄一、一身上に関する件につき協議の上　金2,000円の見舞金を贈る
中条正左衛門退会

14、15日 キャサリン台風来襲
東京都と埼玉県に記録的な豪雨を降らせた。利根川決壊。鹿沼では黒川と武子川が
氾濫し、人的被害は死者25名、負傷者156名、家屋流出29戸、流出橋梁18ケ所、決
壊堤防28ケ所

16日 手塚筆四郎等水害被災者に見舞金
10月11日 国勢調査実施、総人口7,810万1,473人　鹿沼町32,037人

30日 栃木県歯科医師直営歯科診療所落成式典挙行
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

10月31日 医師会、歯科医師会及び日本医療団の解散等に関する法律（規則11月１日）により
旧栃木県歯科医師会解散、社団法人栃木県歯科医師会設立

11月10日 村本　光　西鹿沼町90に開業
手塚　操　退会（昭和22年１月11日～同年11月10日）

12月10日 新島宅　全員出席
金地金　配給あり

資料

戦時立法である国民医療法によって改組された「医師会、歯科医師会及び日本医療団の解散等に関
する法律」は、ＧＨＱの指示に基づいて解体されることになり、昭和22年11月1日解散、新たに民
法による社団法人として再出発することになった。
これに伴い、栃木県歯科医師会では10月30日第３回臨時総会を開催し、代議員制（会員数20名に
１名、端数15名増す毎に１名）をとることとし、代議員会で互選により会長、その他役員を選任す
ることとした。
11月５日　第１回代議員会及び選挙管理委員会が開催され、県歯会長に宮川　勇が選任された
27日　県歯科医師会、事務所を宇都宮市塙田町583番地に移転する

12月13日　社団法人栃木県歯科医師会、登記完了
上記の理由のため、上都賀郡支部も解散し、新たに上都賀郡歯科医師会を設立すべく、8月25日鹿
沼町鹿沼地区商工会議所において総会を開催した。会則審議可決後、役員選挙に移り7名の詮衡委
員により、茂呂　登会長に選任さる。会長は、副会長に青木達三郎、橋口近義他理事7名、監事3名
を指名した。
尚、医師法・歯科医師法は翌23年7月30日に公布され、医業と歯科医業との分離が明確化された。
また、日本国憲法は昭和21年11月3日に公布され、22年5月3日に施行された。
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

昭和22年7月4日　鹿沼歯科医師会之印　購入115円

鹿沼商工会議所
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１．上都賀歯科医師会の軌跡
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

昭和22年9月4日、鹿沼町北小においでになった両陛下。先導役は鈴木金一郎町長（当時）

昭和22年（1947）11月27日　新栃木県歯科医師会館
宇都宮市塙田町583番地
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１．上都賀歯科医師会の軌跡
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掬翠園
長谷川唯一郎

◎物　価　焼酎１升（1.8r）２月－33円、４月－89円、８月－102円、12月－505円
◎映　画　戦争と平和、安城家の舞踏会、銀嶺の果て、断崖、荒野の決闘、ガス燈
◎流行語　カリキュラム、斜陽族、不逞の輩、ご名答、裏口営業
◎流行歌　山小舎の灯、星の流れに、港の見える丘、東京ブギウギ
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和23年（1948）

１月21日 天谷準作死去（明治33年４月22日～昭和23年１月21日　享年47才）
26日 帝銀事件
30日 ガンディー首相、ヒンドゥー教徒に暗殺さる

２月10日 新川宅　全員出席
１．学校医交替に関する件協議
全校医辞職する事に決定

１．石塚要次郎　中田町1,257に開業入会
３月10日 中条宅

プロカイン各会員に現品配給さる
16日 新川宅

学校歯科医新任決定
北小学校　　　福島　茂
中央小学校　　茂呂　登
東小学校　　　石塚要次郎
中学校　　　　越路孝七
町立高女　　　青木達三郎
県立高女　　　新島貫一
農商高　　　　中条正臣
菊沢小学校　　福田利示
（昭和23年10月鹿沼市誕生、昭和24年４月鹿沼市立高等女学校と栃木県立鹿沼高
等女学校が統合）

４月12日 福田宅
新島貫一、福島　茂幹事引継ぐ

５月１日 美空ひばり　横浜でデビュー
９日 石塚宅

貯蓄組合結成　来月より実施
10日 御殿山球場、野球試合

鹿沼デンタルクラブ　対　鹿沼町役場
３　　　　　：　　　３　　　引分

21日 鹿沼商工会議所
上都賀健康連盟結成総会を開催
会員多数出席

22日 鹿沼高女校
野球試合　対上都賀病院、雨の為３回５対５で引分
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

６月１日 鹿沼高女校
鹿沼デンタルクラブ　対　上都賀病院

15 ：　　　６　　で大勝
15日 北小学校

対鹿沼町役場　不運にも負
28日 福井地震　3,000余名死亡　見舞金１人10円　計210円
30日 矢口　修　南摩村油田614-2に開業

７月６日 鹿沼東宝
鹿沼保健所主催　性病予防映画「純血」上映
歯科医師会　招待され　包金1,000円

10日 社会保険診療報酬支払基金法公布
診療報酬の統一を計る

30日 国民医療法は廃止
・歯科医師法（規則10月27日）、医療法（規則11月５日）公布
［医業と歯科医業との分離の明確化。歯科医師は死亡診断書を交付してはならない。
昭和28年迄、林　了参議院議員の尽力により削除さる］
・警察後援会寄附　金500円

８月 ８月より常会を宅回りでなく、主に上田町光明寺で行うことになる
１日 社会保険診療協議会設置

１点単価　甲地10円　乙地９円（10月より１円づつ値上）
９月１日 社会保険診療報酬支払基金と日本歯科医師会が協定書をかわす
10月10日 鹿沼市制施行、初代市長　鈴木金一郎

人口約32,759人（男16,143人　女17,650人）
記念帳掲載代500円

30日 宇都宮常設球場
栃木県歯科医師会主催郡支部対抗県下野球大会開催
当支部メンバー

Ｐ. 石原正信（日光）
Ｃ. 山崎　正（日光）
ⅠＢ. 石塚要次郎（鹿沼）
ⅡＢ. 茂呂　登（鹿沼）、新島　剛（鹿沼）坂口　孝（帝繊）
ⅢＢ. 福島　茂（鹿沼）
ＳＳ. 中条正臣（鹿沼）
ＬＦ. 熊谷　順（日光精銅所）
ＣＦ. 新島貫一（鹿沼）
ＲＦ. 大島正夫（日光）
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

経過　上都賀郡支部　１０：３　足　利支部
上都賀郡支部　　７：０　安　蘇支部
上都賀郡支部　　５：４　宇都宮支部
上都賀郡支部　　８：４　那　須支部
以上のスコアで優勝、楯並びに賞金1,000円　但参加費500円

11月12日 極東国際軍事裁判所、Ａ級戦犯25被告に有罪を宣告
12月23日 東条英機ら7人絞首刑
12月 県営総合運動場起工式

光明寺本堂
昭和23年8月より会員数も増加したためか上田町の
光明寺で常会を開催するようになった

鹿沼駅前に完成した市制施行を祝う大アーチ。経
費35,000円の豪華なもの

◎物　価　・米10kg 222円96銭、ヤミ米７月配給米の７倍
・ラビットS2（135cc） 4～70,000円
・太田胃酸14包40円、正露丸216錠33円

◎映　画　酔いどれ天使、王将、ヘンリー五世、逢びき
◎流行語　てんやわんや、ノルマ、冷たい戦争、斜陽族、老いらくの恋
◎流行歌　湯の町エレジー、憧れのハワイ航路、異国の丘



114

１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和24年（1949）

１月25日 鰕原悦郎　粟野口粟野896に開業
26日 法隆寺金堂壁画焼失
27日 光明寺　臨時常会

所得税申告に就て懇談
２月24日 光明寺

キリスト教大学　寄附金100円／１人　21名分
３月 九州歯科大学認可（旧福岡県立歯科医学専門学校）
３月 三志会結成

日歯、日医、日薬の３団体が「同じ志を持って進む」意志から
３月30日 光明寺

１．所得税異議申立に関する事項について
茂呂支部長説明

１．電力割当に関する件
１．岸野シゲ　麻苧町1587に開業
（昭和20年５月より入会済）

１．揮発油割当手数料　１名６円　21名分

４月23日 １ドル360円の単一為替レート設定
４月 鹿沼市立女子高等学校と栃木県立鹿沼高等学校が統合
４月25日 上田町光明寺

川島光五郎、越路孝七幹事引継ぐ
５月７日 鹿沼農商高等学校　野球試合

出席者　新島貫、新島剛、福島、茂呂、川島、福田、坂口、中条正臣、越路、応援に青
木達、村本光

結果　上都賀デンタルチーム：農商高職員チーム
６ ：　　 ４

10日 光明寺　常会
１．鹿沼農商高校野球部に、630円58銭寄附することに決定
２．薬品巡視の件…薬品の場所、調剤
３．５月29日　県歯主催、県下野球大会の件、宇都宮常設球場

全員応援に行ってもらいたい
４．本年度所得に就いて、地方事務所で調査する
５．郡に自転車一台、その配給方法について
６．納税序列を作るに就いて
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

５月21日 光明寺　臨時常会
健康保険監査について

24日 台湾バナナ、戦後初輸入
31日 宇都宮大学創設

６月21日 光明寺　臨時常会
鹿沼税務署建築寄附金　5,200円

７月６日 下山事件、下山国鉄総裁轢死体で発見
15日 三鷹事件、三鷹駅で無人電車暴走事件

８月20日 光明寺
健康保険に関し指示事項あり

９月26日 シャウプ税制改革勧告
10月 歯科衛生士法施行規則制定
10月３日 光明寺

１．鹿沼保健所建設寄附　金4,000円と決定す
１．10月より常会費月100円と申し合わす

11月３日 湯川秀樹、中間子論でノーベル賞受賞
３日 第１回県文化功労者に浜田庄司（陶芸）、川上澄生（版画）らが選ばれる　　資料

植木義雄（宗教）、関本平八（植物学）、故半田良平（歌人）、故丸山瓦全（考古学）
26日 プロ野球、2リーグに分裂

12月26日 今市地震、マグニチュード6.4と6.7の地震で死者10人、重軽傷者163人、全半壊家
屋１万1,831棟
山が動いたといわれている
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

川上澄生［明治28年（1895）～昭和47年（1972）］
横浜市生れ、大正５年（1916）青山学院高等科卒、昭和23年（1948）疎開先の北海道より宇都宮に帰る

棟方志功に影響を与えたといわれる代表作
「初夏の風」

川上澄生（版画家、1895～1972）
青山学院卒業後、カナダ・アラスカ・
アメリカを旅行し、大正10年宇都宮
中学（現　宇都宮高校）の英語教師
となる。このころより木版画の制作
を開始、文明開化・南蛮渡来をテーマ
とする。一時、北海道に疎開、昭和
23年宇都宮女子高校講師となる。翌
年第１回栃木県文化功労章を受章。
また詩人としても活躍した。

代表的な唐黍文の赤絵角瓶

濱田庄司（陶芸家、1894～1978） 15歳の
とき、ルノアールの言葉により工芸の道を決
める。東京高等工業学校窯業科を卒業後、柳
宗悦・バーナード＝リーチらとの交遊がはじ
まる。英国から帰国し益子に入り、益子焼の
伝統的技法をいかして作陶にあたる。昭和30
年重要無形文化財保持者認定、43年文化勲章
を受章。

濱田庄司［明治27年（1894）～昭和53年（1978）］
神奈川生れ　大正５年（1916）東京高等工業学校（現東京工業大学）卒業
大正13年（1924）益子に定住、５年間沖縄壷屋で学ぶ

◎物　価　・日本ダービー　１着60万円
・キューピー・マヨネーズ　10月－230円、11月－220円、12月－205円
・タバコ　新生60円、ピース（10本）60円、ゴールデンバット30円
・芥川賞、直木賞が復活。正賞時計、副賞５万円
・森永ミルクキャラメル16粒25円、グリコ８粒10円

◎映　画　青い山脈、晩春、野良犬、破れ太鼓、戦火のかなた、大いなる幻影
◎流行語　駅弁大学、つるしあげ、筋金入り、ギョ！
◎流行歌　トンコ節、銀座カンカン娘、高原の駅よさようなら、長崎の鐘
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和25年（1950）

１月１日 マッカーサー、年頭の辞で日本国憲法は日本の自己防衛の権利を否定せずと声明
１日 満年令実施
５日 福田利示次女死去　会員全員会葬
７日 聖徳太子肖像の1,000円札発行

１月17日 光明寺　常会
昭和24年12月26日に発生した今市地震につき義援金3,150円見舞、県歯より３万２
千円

２月 丸木位里・俊子　原爆の図発表
４月１日 栃木新聞創刊

13日 光明寺
村本　光、畑　二郎幹事引継ぐ
１．青木会長より日本造機健康保険未払の件につき
１．茂呂氏より国民年金の視察談
５月より鹿沼歯科医師団の会費50円に決定
日歯、栃歯の退会の可否につき懇談

20日 光明寺
１．新設鹿沼西中学校校医に全会一致で川島光五郎を推薦

22日 山本富士子　初の「ミス・日本」に選ばれる
５月１日 今宮神社社務所

１．社会保険患者に金使用の範囲について
イ．金冠の適応症について単冠に限る
ロ．受配量の約５割程度

大臼歯　３ケ月間に３本
小臼歯　３ケ月間に４本

ハ．模型を１年間保存する事
以上　昭和25年５月１日より施行する事

１．料金改正の件
物価の下落に伴い診療報酬も当然値下げすべきとの決議あり、後日ガリ版に刷
る事に決定

１．東大芦村立東大芦中学校、校医に福田利示を推薦する
１．広告看板に健康保険医、船員保険医等の記入が許可さる
１．ミシン、麻服等の配給の件
１．税金問題について
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

５月28日 宇都宮労働会館　保険講習会　全員出席
１．開会の辞　　三木　正副会長
１．挨拶　　　　宮川　勇会長　　松沢保険課長
１．保険診療に於ける充填について

東京歯科大学教授　兵藤彌夫
休　　憩

１．講演　今後の社会保険に就いて
厚生省技官　水野蛙太郎　　　　　　資料

１．講演　日本歯科医師会専務理事　藤木　昇
１．質疑応答

藤木専務理事及び診査員諸氏より応答あり
６月２日 茂呂宅

日大教授中里先生を囲み、保険問題、選考問題、社会保障問題等の座談会開催
中里先生の教え子新川庄一より菓物、茶菓の差入あり

銈
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

６月８日 青木宅
１．ムシ歯予防週間の事業として講演の依頼あり　希望者をつのり下記の如く決定
小来川村小中学校　越路孝七、福田利示
加蘇村小中学校　　川島光五郎、石塚要次郎、岸野シゲ、新島　剛
帝国繊維鹿沼工場　青木達三郎

１．６月４日投票日の参議院選挙、全国区より立候補した林　了氏　次点５位にて落選
得票数　鹿沼、上都賀168票　全国139,830票

25日 朝鮮戦争勃発→特需ブームで株式市場大盛況
７月２日 金閣寺　放火で全焼

８日 口腔検査及び講話
東大芦中学校　　福島　茂、石塚要次郎
東大芦中央小及び酒野谷分校　　畑　二郎、村本　光

11日 鹿沼キリスト教会　郡支部保険講習会　出席35、6名
講師　宮川　勇県歯会長

小林武一
28日 G.H.Qの勧告でレッドパージ開始

８月10日 警察予備隊令公布
９月１日 那須塩原、鬼怒川地区、日光国立公園に編入

12日 光明寺
１．青木、石塚、駒橋　３氏より特別所得税に付き県税事務所との交渉経過を発表
１．健保患者に金使用問題
配給の全部（１人平均　１ケ月５ｇ）
小臼歯　３本
大臼歯　２本

１．西鹿沼に開業せる（昭和21年６月より）
村川ふさ入会

29日 宇都宮市塙田町県教育会館　全員出席
１．開会の辞　三木　正県歯副会長
１．挨拶　　　宮川　勇県歯会長

松尾　保日歯保険課長
１．講演　　　林　　　了　日歯社会保険制度審議員

水野蛙太郎　厚生省技官
松尾　　保　日歯保険課長

１．閉会の辞　屋代義光県歯副会長
10月１日 国勢調査　総人口　83,199,637人　栃木県　1,550,462人　鹿沼市　32,377人

銈
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

10月16日 光明寺
１．中条正左衛門（昭和22年９月10日退会）死去
（明治15年５月20日～昭和25年10月16日　享年68才）

１．11月中旬に行われる厚生省保険監査につき青木、石塚両氏よりその後の経過対
策につき報告あり

１．監査に対する対策として各員が各科目を分析し、その研究を発表する事に決定
17日 中条正左衛門葬儀に全員出席

10月23日、30日、11月６日、13日
キリスト教会
研究会発表会開催

11月13日 キリスト教会
１．朝生命保険の団体保険契約
につき懇談

１．11月14日～23日に亘り行
われる予定の厚生省保険監
査は無期延期になる旨通達
あり

25日 岸野シゲ退会
昭和20年５月10日　入会
昭和24年３月30日　麻苧町1587（父栄吾の兄栄造の養女となり開業）
昭和25年11月25日　退会　東京三鷹へ転出
県歯は昭和26年１月19日退会

11月29日 宇都宮市二条町西小学校　午後１時より　全員出席
保険講習会
１．貴金属管理法
１．講演　椎貝審査員

旧会堂（昭和８年６月）
昭和53年５月新築移転

宇都宮市立西小学校　昭和21年９月19日　地鎮祭
宇都宮市立西小学校 〃 25年11月15日　完　工
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

資料

水
　
野
　
旋
　
風

◎物　価　・三ツ矢サイダー　48円
明治17年（兵庫県多田村平野（現大西市））で湧出していた炭酸含有水を飲料鉱泉として企業化
明治40年　サイダーフレーバーエッセンスを輸入し三ツ矢印の「平野シャンペンサイダー」を

発売する
昭和43年（1968）に「三ツ矢サイダー」と名称変更

・映画　封切館　80円
・営団地下鉄　　10円

◎映　画　暁の脱走、きけわだつみの声、靴みがき、自転車泥棒
◎流行語　金へん、糸へん、ナイター、オーミステイク、貧乏人は麦を食え
◎流行歌　水色のワルツ、ボタンとリボン、東京キッド、イヨマンテの夜
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和26年（1951）

１月３日 ＮＨＫ第１回紅白歌合戦
11日 光明寺　常会

１．特別所得税申告の件につき
１．保険講習会につき下記の如し
１．期　　日　昭和26年１月14日より５月20日迄の日曜日、13日間

時間１単位を３時間とし22単位とする
１．課　　目　講師及び単位

単位
１．概　　論　水野蛙太郎技官　　　　１

藤木昇日歯委員　　　　１
１．実　　務　日歯社協委員　　　　　

３
保険課長、審査委員 ｝

１．診療方針　保　　存　杉山教授　　４
充　　填　加藤教授　　１
補　　綴　野本教授　　３
外科薬物　中村教授　　３
薬　　物　　　　　　　１
歯科細菌　檜垣教授　　１
その他　　　　　　　　４
計 22単位

１．場　　所　１月14日　　　宇都宮市中央小学校
１月21日以降　宇都宮市西小学校

１．会　　費　第１期、第２期　　計5,000円
14日 宇都宮市中央小学校、社会保険医療講習会　第１回開催さる

１．挨　　拶　三木　正副会長
簗瀬眞策会長

１．講　　演 （社会保険を中心とした諸問題について）
鈴木　勝日歯専務理事

１．講　　演 （補綴を中心とした適正医療について）
藤木　昇

１．閉会の辞　屋代義光県歯副会長
鹿沼より全員出席

銈
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

２月17日 鹿沼キリスト教会
上都賀郡歯科医師会総会　出席約30人
１．代議員選挙
青木達三郎、金子弁明、田野井重男

１．昭和25年度決算、昭和26年度予算可決決定
１．定款一部改正可決

４月11日 光明寺　常会
福田利示（自由党）、茂呂　登（改進党のち民主党）
鹿沼市議会議員立候補
（４月23日　45名立候補中30名当選両氏共に当選
９月27日　議会事務局が設置され大鹿沼市建設促進へとつき進む）
中条正臣、新島　剛幹事引継ぐ

４月 新制歯科大学認可、東京医科歯科大学、大阪大学歯学部
４月 マッカーサー解任、後任リッジウェイ
５月 児童憲章制定、日本ＷＨＯ正式加盟承認さる
５月６日 ラジオ体操復活
６月 東照宮、本殿、陽明門など６件、県下初の新国宝に指定
７月９日 光明寺　常会

１．米国使節団　７月３日羽田着
７月22日小西旅館に於て懇談会の件

１．会費滞納処理の件
１．無資格者処置の件
１．金地金代金と現品引換を実行する（報告）
１．歯科医の税金問題の件
１．県の保険監査の件

８月10日 光明寺
１．金地金配給に就いて申請書提出に関する件
申請書は明朝９時迄に石塚まで

１．会費（歯科医師会費は希望者に限り健康保険金受入高より月賦又は何回か払い
にて納入する）
希望者は石塚宅まで届ける事

１．加蘇村保険料支払
16日 対日平和条約、日米安全保障条約に調印
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

９月６日 鹿沼キリスト教会　上都賀郡支部臨時総会
１．青木会長挨拶
１．簗瀬副会長挨拶
１．議事　　１．社会保険１点単価引上げ運動の件

２．所得税に関する件
議長　金子弁明　新入会員２名紹介

鬼怒川　１名　　？
今　市　１名　中村孝吉

１．１点単価引上の件につき署名運動
１．栃木県医師会副会長　大野政治氏の話あり

13日 光明寺　12名出席
１．料金改正　　　　　　資料
１．岩山ピクニックの件→
９月22日午後０時30分
まんじゅう（山本菓子店）20袋
りんご、なし　42ケ
菓子袋　21ケ分

10月14日 御殿山会館　上都賀郡支部臨時総会
１．単価引上問題

25日 日本航空第１号機　もく星号　東京－大阪間に就航
12月 川治温泉大火

資料

昭和26年９月22日　岩山
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

12月11日 光明寺　15名出席
１．単価問題
１．所得税30％減（社会保険所得額）
この問題は下記のように決着した

5700形「ネコひげ」東武日光駅　昭和26年撮影

◎物　価　・カゴメケチャップ（320ｇ） 100円　
・キューピーマヨネーズ（ビン入り140ｇ）110円　
・ブルドックソース（360ml） 180円　

◎映　画　カルメン故郷に帰る（初のカラー）、羅生門（ベニスでグランプリ）
麦秋、偽れる盛装、わが谷は緑なりき、オルフェ

◎流行語　Ｂ. Ｇ.、社用族、逆コース、老兵は死なず、ノーコメント
◎流行歌　ヤットン節、めだかの学校、あの丘越えて、雪山賛歌、トゥーヤング
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和27年（1952）

２月 新制歯科大学認可（日大、大歯大、東歯大、日歯大）
２月13日 光明寺

１．昭和26年度所得税問題について
１．村川ふさ退会

昭和21年６月開業
昭和25年９月12日入会－昭和27年２月退会

３月15日 光明寺
１．金地金配給について　その報告、改正問題
１．会費問題について
１．念書提出について
念書を提出し、毎月保険より一定額を差引き
会費に当てる（社保支払の５／1,000を拠出）

１．共済会に出資したる株式を県歯科医師会の為に寄附に向ける
３月 坂口　孝退会

昭和21年12月10日入会－昭和25年７月退会
－昭和27年３月県歯退会

４月９日 日航機　もく星号　三原山に墜落
10日 NHK「君の名は」放送開始
12日 手塚筆四郎、菊地貞造幹事引継ぐ
20日 月刊栃歯会報第１号発刊、県歯会長簗瀬眞策

編集発行人　椎貝敏夫
28日 日米安全保障条約発効　GHQ廃止

５月４日 鹿沼中央小
上都賀郡地区別社保講習会　出席33名
講師　椎貝敏夫　岡田治清

10日 光明寺
１．国民健康保険単価値上の件
茂呂県歯副会長より経過報告あり
昭和27年６月１日より昭和28年３月31日迄　１点単価11円50銭とする

１．光明寺への謝礼200円と決す
１．駒橋秀光入会

19日 ボクシング白井義男フライ級で日本人初の世界チャンピオンとなる
25日 御殿山会館　午後１時

上都賀郡支部に対し金地金並びに金合金配給後、社保講習会
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

６月２日 光明寺
口腔衛生強調運動週間（「口腔衛生週間」が改称、昭和30年迄）
計画実施の件に付開催、下記の如く検診日割決定
（Ａ）街頭検診　　会議所７日・８日　１時－５時

７日　岡本、金子、新島貫一
８日　手塚、岸野、新川

（Ｂ）農村検診
５日　粕尾村　　　粟野方面会員
９日　西大芦村　　村本光、越路孝

９日　東大芦村　　駒橋寅、川島光、畑二、福田、新島剛

10日　加蘇村　　　福島茂、中条、菊地貞、石塚
13日 御殿山会館　午後6時

口腔衛生強調運動週間反省会開催
鈴木金一郎市長、衛生、文化、保健所長等臨席の下、会食を共にし、反省会

22日 キリスト教会　午後1時
学術講演会開催
講師　イ．聖路加病院歯科医長　長谷川博士

ロ．Ｇ・Ｃ研究所　　　　児玉技師
７月12日 光明寺

１．石塚より特別所得税に付申告説明あり
２．青木会長より金報告書提出の件要請あり

17日 キリスト教会
１．特別所得税説明会開催
地方事務所関口氏より説明あり

19日 ヘルシンキ・オリンピックに日本、戦後初参加
９月17日 八丈島南方に明神礁出現
23日 厚生省と共催で第1回母と子のよい歯のコンクール表彰式　於日比谷公会堂

10月10日 光明寺
１．金冠慣行料金改正

前歯冠　　3,000円
小臼歯冠　3,500円

１．11月１日　古峰原ハイキング
15日 保安隊発足（自衛隊の前身）

11月１日 古峰原ハイキング
参加者　青木、畑、村本、駒橋、金子、新島、新川、菊地の８名

ビール48本、酒４合２本、サバ、貝柱缶詰４ケ、菓子、センベイ、ピーナ
ッツ、森永キャラメル、果物（リンゴ、ミカン）
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

12月３日 第一いろは坂有料道路着工
18日 栃木県労働金庫設立

◎物　価　・うどん・そば　17円
・ラジオ（松下電器産業製、５球普及国民型スーパー）大ヒット　9,850円
・歯ブラシ（ナイロン毛）ライオン　49円60銭
・宝くじ　単価30円　最高当せん金300万円　１等150万円、前後賞
・銭湯　12円

◎映　画　西鶴一代女（カンヌで演出賞）、山びこ学校、真空地帯、第三の男、殺人狂時代
◎流行語　ワンマン、人間機関車、強くなったのは女と靴下
◎流行歌　上海帰りのリル、テネシーワルツ、芸者ワルツ、リンゴ追分
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和28年（1953）

１月 鹿沼の奈佐原文楽、県無形民俗文化財に指定第１号
１月10日 喜楽

新年宴会　14名出席
25日 梅沢　明入会

昭和21年２月１日　菊沢村大字栃窪683－1で開業
昭和28年１月　　　鹿沼市下府所194に転入、入会

２月１日 ＮＨＫテレビ放送開始（１日４時間、契約数866）
12日 光明寺

１．慣行料金改正の件
１．鹿沼保健所自動車購入寄附の件につき　寄附金１人350円応募に決す
１．東京製綱Ｋ. Ｋ. 健保組合加入となる報告あり

３月14日 吉田　茂首相、２月28日の衆議院予算委員会で西村栄一議員に「バカヤロー」で衆
議院解散

４月12日 光明寺
石塚要次郎、村本　光幹事引継ぐ
（青木、岸野両氏が当番の予定であったが健康状態よろしからず）
１．参議院全国区林　了氏立候補につき
バカヤロー解散で総選挙が行われることとなり、４月19日が衆議院選挙の投票日
となった。また、４月24日には参議院議員の選挙が行われることになり、昭和25
年６月４日の選挙で惜敗した林　了氏を日歯政治連盟は単独推薦候補と決定した。

１．県歯政治連盟負担金　各自100円拠出につき
１．会務及び政治連盟につき

27日 市役所応接室に変更
１．鹿沼市及び近村学校歯科医推薦につき
金子郡歯科医師会長が之に当たる会員紳士協定を守るべきこと
校医　中央小　新島　　剛　　東　中　畑　　二郎

東　小　駒橋　秀光　　西　中　村本　　光
北　小　福田　利示　　菊　沢　梅沢　　明
鹿沼高　越路　孝七　　北押原　石塚要次郎
農商高　川島光五郎　　北犬飼　金子　公明
以上の通り決定す

１．参議院全国区、林　了当選
得票総数　205,649票　　栃木県　5,921票
上都賀郡　000,656票　　鹿沼市　0,185票
全国区　38位で当選
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１．粟野町　小杉眞治死去
明治25年８月20日－昭和28年４月21日　享年60才
大正15年５月10日開業

１．会館建設基金１人1,000円　共済相助金１人400円
至急納入のこと

５月28日 光明寺
１．口腔衛生強調週間行事の計画につき、前年同様の行事を行うことに決定
１．茂呂　登鹿沼歯科医師団脱団につき円満解決

29日 金子公明入会
29日 英国登山隊のヒラリーと案内人のネパール人テムジンがエベレスト登頂に成功

６月15日 市民会館
口腔衛生強調週間反省会
市長、教育長代理、衛生課長代理、社会課長代理、保健所長代理出席

７月１日 国民健康保険組合　上都賀郡粕尾村
歯科診療協定開始

11日 県歯会館　釜川のほとり宇都宮市塙田町380番地に落成

16日 八頭身の伊東絹子、ミスユニバース第３位入選
27日 朝鮮休戦協定、板門店で調印

８月５日 市民会館
１．上都賀郡社会保険地区別講習会
１．貴金属統制撤廃

28日 日本テレビ（民間）放送開始
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９月３日 光明寺
１．会費等納入につき
１．社会保険講習会につき
１．関東地区歯科医学会につき
９月26日、前橋市北曲輪町　教育会館講堂

１．日歯税務資料につき
１．上都賀郡医師会議長　長　次郎氏の上申書につき
国保報酬未払問題
昭和28年度に入り、国保報酬未払が４ケ月から６ケ月以上にわたる保険者（市
町村）が続出した。郡医師会は５月１日より窓口にて医療費全額徴収（保険点
数による）する旨を、３回にわたり通達した

11月21日 新川庄一死去
明治33年４月２日－昭和28年11月21日　享年53才
大正15年９月15日入会

12月20日 参議院議員林　了氏死去
参議院の議席を得た林は、７月10日歯科医師法規則第19条の２により死亡診断書
交付権の復活に尽力、参議院に議員立法として提出、24日本会議で議決された。そ
の後衆議院も通過し、死亡診断書の問題は解決した。また、むし歯予防の立法化を
参議院法制局と協同して「むし歯予防法案要綱」を作成し、提案の機械を待ってい
た。しかし、それを待つことなく、この日狭心症により45才の若さで急逝した。

23日 今井一郎入会
粟野町880番地６（元小杉眞治歯科医院）で開業
長野中央病院（長野市西鶴賀町）より転入

31日 ＮＨＫ紅白歌合戦、初めてのテレビ中継化により、本年より大晦日に開催
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◎物　価　・レコード盤　ＳＰ　250円　・食パン　100匁（375ｇ）22円
◎映　画　ひめゆりの塔、君の名は、雨月物語、禁じられた遊び、ライムライト
◎流行語　さいざんす、ムチャクチャでござりまするがな、八頭身、コネ
◎流行歌　弥太郎笠、五木の子守唄
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■昭和29年（1954）

１月７日 アイゼンハワー大統領、沖縄の軍事基地は無期限に保有と表明
13日 新年宴会　大沢楼

２月 日光市制施行
２月１日 マリリン・モンロー来日

19日 力道山・木村対シャープ兄弟でプロレスブーム
３月 大谷磨崖仏、国特別史跡に指定
４月１日 国民健康保険歯科診療協定

上都賀郡西大芦村
◎診療の範囲中
１）歯科補綴を除く
２）入院診療については食事を含む

４月 今市、小山市制施行。海星女子学院創立
５月15日 社会保険医療講習会開催　那須温泉　山楽
６月２日 梅沢　明・駒橋秀光幹事引継ぐ
７月17日 県歯会館

緊急郡市部長会議
イ）税問題
ロ）社保問題について
ハ）支部交付金の件
ニ）会費について
ホ）日歯会災害基金について
ニ）足尾分区は今後、上都賀支部に所属し、扱はすべて上都賀支部において行うこ
とに決定

７月 防衛庁、自衛隊、警察庁発足
７月24日 市民会館

上都賀郡支部総会
１．社会保険に関する諸問題について
請願書を作成し署名

９月 鬼怒大橋、足尾三川ダム竣工
９月24日 第５福竜丸無線長久保山愛吉、肝臓障害で没

26日 青函連絡船洞爺丸、台風15号北上中を出航して転覆（旅客1,011人死亡）
10月 真岡市制施行
10月１日 鹿沼市と板荷村、菊沢村、北押原村、北犬飼村、西大芦村、東大芦村、加蘇村の７

ケ村が合体、合併
人口　71,184人
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10月８日 第１回市議会　市公民館
村議会議員が市議会議員となり、定数161名で開催された。初代議長河野辺文吉

11月２日 石塚要二郎退会
昭和23年２月10日　鹿沼市中田町1257番地で開業
昭和29年11月２日　長野県東筑摩郡四賀村へ転出

３日 初の空想映画「ゴジラ」封切
11月 日光第１いろは坂（現・下り専用）有料道路が完成
12月 社会保険診療報酬に対し、特別措置法の一部改正により29年分所得から28％課税
12月 大田原市制施行

那須温泉　山楽

◎物　価　・鰹節（にんべん）１kg 900円
・キューピーマヨネーズ　ビン入140g 90円

◎映　画　七人の侍、山椒太夫（ベニスで受賞）、ゴジラ、ローマの休日
◎流行語　スポンサー、ロマンスグレー、三種の神器
◎流行歌　お富さん、ウスクダラ、岸壁の母、ジャニーギター
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■昭和30年（1955）

２月 浜田庄司、国重要無形文化財に指定
県内のカモシカを国特別天然記念物に指定

２月20日 上都賀郡歯科医師会が保健所行政区域別単位の支部設置規定となった為、上都賀支
部と今市支部に分離

２月 １月に粟野町と粕尾村、永野村、清洲村の３ケ村の合併に伴い新保険者名称をまと
めて粟野町と変更

３月 日光高原、益子、太平山、唐沢山を県立自然公園に指定
４月30日 光明寺

福田利示、中条克一（正臣）幹事引継ぐ
６月 駒場秀光　県歯に準会員として新入会

（昭和27年５月10日　支部入会済）
６月25、26日 鬼怒川温泉ホテル　20名参加１人2,100円

関東一都７県歯科医学会（鬼怒川公会堂）

７月28日 鹿沼市と南摩村合併
８月７日 トランジスタラジオ発売開始
10日 鹿沼市と南押原村合併

大鹿沼市誕生　人口80,771人
８月 歯科補綴を給付範囲とする（差額徴収のはじまり）
10月１日 国勢調査　総人口　8,927万5,529人

栃木県　1,547,580人　　鹿沼市　80,771人
23日 石川　亘入会

昭和24年11月南摩村西沢町296番地で開業中
11月 手塚正教　県歯に準会員で新入会

（昭和31年５月　支部入会）
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11月15日 塩原温泉　明賀屋ホテル　60才以上会員の集い（後年、明生会）
安生　貢、新島貫一、駒橋寅春（夫妻）参加

15日 栃木会館落成式挙行

資料

昭和23年８月新制度によって再出発した社会保険制度は、昭和30年度は71億円の赤字に達し、健
康保険制度は壊滅の危機に立ち到った。之が対策として厚生省当局は、
保険料率の引上げ
健康保険に対する５％の国庫負担
短期医療給付に対する被保険者の一部負担
歯科診療の一部制限（金の使用禁止）
監査の徹底

昭和25年に建設された鬼怒川温泉公会堂
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を決定した。歯科においては発足当初より、資材、方法（７歯50％）の両面に制約が多く、歯科補
綴の給付内容の改善を阻んできた。特に健康保険においては金の使用というものは、その使用量
（１人１ケ月５ｇ）が決められており、当初からその分の費用というものは計算されているので、
絶対に赤字の因ではない、之を赤字対策の一環として一般医療については何等制限せず、ひとり歯
科診療のみに制限を加えるという片手落な当局の態度は強く批判されるべきである。以上の様な流
れから差額徴収を認めることを要望していった。
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昭和30年４月１日より支部は保健所の行政区
域別に設置されることになり、上都賀郡支部は
上都賀支部と今市支部に分離された。
会員数は上都賀29名　今市24名
残念ながら分離直後の昭和30年度の上都賀支
部役員は資料が残されておらず、支部長と代議
員、予備代議員、各種委員等のみしか判明して
いない。

鹿沼市の町村合併の沿革
昭和26年４月23日 鹿沼市議会議員選挙　45名立候補中30名当選

本会会員　茂呂　登、福田利示当選

元鹿沼市議会議員
最前列右端　茂呂　登、３列目左から４人目　福田利示
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昭和28年３月30日 大鹿沼市建設促進特別委員会（定数11名）設置
00 ９月17日 鹿沼地区合併促進委員会と改称

昭和29年５月22日 １市７ケ村（東大芦村・菊沢村・板荷村・北押原村・西大芦村・加蘇村・北
犬飼村）との合体合併を議決

00 10月１日 鹿沼市発足
市議会に於ては鹿沼市議会議員30名と各村議会議員が市議会議員となり定数
161名で発足

昭和30年７月28日 鹿沼市と南摩村合併
00 ８月10日 鹿沼市と南押原村合併
00 ８月30日 市議会議員161名中欠員５名で156名であったが総辞職
00 ９月５日 地方自治法の規定により定数36名で告示
00 20日 選挙　本会会員　茂呂　登870票で当選

昭和30年９月20日 １市９ケ村合併後の第１回市議会議員選挙当選者

鹿沼市議会議員
３列目右から６人目　茂呂　登

◎物　価　清酒　特級　1,715円、一級　835円、二級　490円
◎映　画　ここに泉あり　夫婦善哉　エデンの東　白毛女
◎流行語　ノイローゼ、兵隊の位、最低ネ
◎流行歌　りんどう峠、月がとっても青いから、しあわせの歌、ちいさい秋みつけた
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■昭和31年（1956）

２月19日 初の出版社発行週刊誌「週刊新潮」創刊
３月31日 菅沼　清死去

明治41年４月25日～昭和31年３月31日享年47才
昭和10年７月１日（西方村金崎336番地で開業中）

４月 五十里ダム完成。貯水開始
４月25日 金子公明　県歯科医師会準会員で入会

（昭和28年５月29日　支部入会済）
27日 鹿沼市キリスト教会

医薬分業実施に伴う社会保険点数改正の説明会
上都賀、今市支部合同

５月２日 大越　筆　故菅沼　清方（西方村金崎336番地に入会）
昭和32年４月20日　小山支部へ転出（県歯）
00 ５月７日　上都賀支部退会

９日 日本登山隊（槙　有恒隊長）ヒマラヤのマナスル（8,125メートル）初登頂
６月 口腔衛生強調運動が口腔衛生週間と改称、翌年迄
６月４日 口腔衛生強調運動（６月４～10日）

栃木県と共済でニュースカーで各地を巡回し口腔衛生思想の普及宣伝を行った
10日 茂呂副会長は宇都宮から乗車、橋口監事は鹿沼から乗車し宇都宮まで

宇都宮（9.00）－楡木（9.40）－金崎（10.00）－十文字（10.20）－深程－粟野
（11.00）－樅山（11.30）－◎鹿沼（12.00）－今市（13.40）－日光（14.10）－
今市（14.40）－藤原－今市（16.10）－大沢－國本－宇都宮（17.00）
◎ニュースカーには20名位乗車出来ますから各支部は積極的に御協力下さい。

15日 福田宅
金子公明、畑　二郎幹事引継ぐ

18、19日 鹿沼歯科医師会旅行
鬼怒川春岡荘　参加者21名（丸笠氏含む）
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７月１日 青木道子　入会
（昭和28年６月より父と共に）

９月16日 社会保険歯科医療講習会
塩原温泉　明賀屋　　受講者227名

10月 日光杉並木街道（付並木寄進碑）国特別天然記念物に指定
11月 足利県立自然公園設定

塩原温泉　明賀屋ホテル

◎物　価　・カルピス　633ml 280円（以後17年間値上げせず）
◎映　画　ビルマの竪琴、真昼の暗黒、夜の河
◎流行語　太陽族、一億総白痴化、もはや戦災ではない
◎流行歌　哀愁列車、若いお巡りさん、別れの一本杉、リンゴ村から
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■昭和32年（1957）

１月９日 喜楽
新年会　29名出席

13日 美空ひばり、19才の少女に硫酸かけられ負傷
29日 南極観測隊、オングル島上陸（昭和基地と命名）

３月15日 市民会館
上都賀歯科医師会総会　開催
１．料金表配布
１．役員人事決定
会　長　　　福田利示
副会長　　　梅沢　明（７月23日より川島光五郎）

石川　亘
議　長　　　金子弁明
副議長　　　福島　茂
栃歯代議員　石川　亘

福田利示
会計理事　　駒橋秀光
庶務理事　　大越　筆（５月７日より畑　二郎）小山支部転出の為
理　事　　　今井一郎

安生　貢（７月23日より中田静嘉）
監　事　　　菊地貞造

中条正臣
４月 矢板高等女子学院（現矢板中央高）創立
４月24日 光明寺

梅沢　明、手塚正教　幹事引継ぐ
５月７日 大越　筆退会

昭和31年５月２日～昭和32年５月７日
同年４月20日　県歯（小山支部入会済）

10日 御殿山会館
社保指導講習会（上都賀、今市支部合同）開催
簗瀬県歯会長、成田保険課長、戸塚源三審査委員
県保険課員３名出席

27日 金子公明　退会　於喜楽　送別会
昭和28年５月29日～昭和32年５月27日
宇都宮市宮本町62－59へ転出

６月６日 口腔衛生講演会　高橋木履
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

６月30日、７月１日 一泊　川治温泉　柏屋ホテル
支部旅行　参加者22名（丸笠氏を含む）

７月１日 全員で五十里ダム見学、竜王峡見物
畑、丸笠、中条、村本の４人は竜王峡を見ずに帰る

８月25日 御殿山会館
健康保険個人並びに集団指導（県歯主催）
簗瀬県歯会長、基金幹事長、保険課員（３名）
黒崎、大橋、吉田審査員　来鹿

10月４日 ソ連、人工衛星スプートニク１号打上げ成功
11日 埼玉銀行

上都賀支部臨時総会　出席21名
資料参考

15日 県歯科医師会提供による16mm口腔衛生フィルム
鹿沼北小（750人）、中央小（800人）、東中（930人）、東小（550人）、南摩小（280人）
にて上映
今市支部へ今市貨物にて送付す

24日 第5回カナダ国際ゴルフ大会（川越市）で中村寅吉優勝
ゴルフブーム起こる

11月５日 日本歯科医師会1点単価問題総決起大会開催
上都賀代表　今井、石川出席

17日 宇都宮女子高講堂
栃木県健保療養担当者総決起大会開催

11月 富士重工宇都宮製作所、国産ジェット機第１号を完成
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

資料

健保法改正反対運動について
昭和30年当初以来、保険医総辞退届まで用意して闘った健康保険法改正反対運動により31年６

月参議院で廃案になったが32年になると、政府は、再び法案を国会に提出した。
県歯科医師会、県医師会、県薬剤師会は共闘して下記のスローガンを掲げ32年３月９日に宇都宮
女子高等学校講堂に参集した。

五十里ダム（昭和31年・藤原町） 昭和25年9月から同31年8月まで5
年11か月の歳月と、総工費48億1,200万円を費して完成した。洪水調節・
発電・かんがいなどのための多目的ダムである。
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

１．健保法改悪反対
２．社保診療報酬支払基金法改悪反対
３．１点単価の適正引上要求
４．健保療養給付費の２割国庫負担要求
以上を宣言、決議し、終了後、会場より県庁前広場までデモ行進を行った。さらに３月18日、両
国国際スタジアムで健保改悪絶対反対全国医師・歯科医師総決起大会が開催された。

本県より医師80名、
歯科医師45名が
参加した

にもかかわらず、３月31日法案は国会を通過、保健医、医療機関の二重指定は５月、一部負担の
増額は７月より実施されることとなった。
健保法改正後、しばらく開店休業の状態にあった医療保険審議会が７月１日再開され、社会保険
診療報酬が審議されたが、その内容を不満として８月２日日本医師会は委員を引き揚げた。日本歯
科医師会も同調し、８月７日、鹿島俊雄、中村　嘉委員の辞表を提出した。
９月11日になって政府は中医協の場で厚生省案として
１．１点単価は10円とする
２．点数表は甲乙２表とし、病院診療所は自由に選択する
３．甲表は従来の点数表を根本的に変更する
４．乙表は現行のものをそのまま引き継ぐ
以上の原案を示した。
これに対して日歯は直ちに反対を表明し、歯科医業経営実態調査の結果を元に一点単価の算定を
行い、中医協に提出した。
このとき、日本医師会もまた独自の資料により算出し、提出した。
日歯　１点単価案　19円40銭
日医　１点単価案　18円46銭



146

１．上都賀歯科医師会の軌跡

本支部も日歯の方針を支持し、10月11日臨時総会を開催した。
決議
１．厚生省の１点単価10円案に絶対反対
１．日本歯科医師会の１点単価19円40銭案を支持する
１．日本歯科医師政治連盟会費（300円）を今回の単価運動に使用することに賛成する
以上決議す
昭和32年10月11日
栃木県歯科医師会上都賀支部

於埼玉銀行、出席21名

次いで11月17日　　宇都宮女子高等学校講堂
栃木県保療養担当者総決起大会開催さる
１．１点単価即時引上
２．国民医療をまどわす厚生省案絶対反対
３．社会保険医療費大幅国庫負担要求
以上　満場一致で可決する。
出席902名　内医師会員562名
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◎物　価　カレー（新宿、中村屋）180円　デミ・コーヒー付き
かけそば　30～35円

◎映　画　明治天皇と日露大戦争、幕末太陽伝、喜びも悲しみも幾歳月
◎流行語　よろめき、パートタイム、何と申しましょうか　ケ・セラ・セラ
◎流行歌　有楽町で逢いましょう、バナナボート、東京だよおっ母さん
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和33年（1958）

１月６日 小野喜市入会　西大芦医療生活協同組合診療所
11日 新年懇親会　　喜楽

全員出席24名　来賓、簗瀬県歯会長、市長他７名　計31名
15日 喜楽

森山欽司衆議院議員、社労委員長に就任
医師会と合同で祝賀会

15日 アメリカ、人工衛星エクスプローラー１号打上げ成功
25日 日本歯科医師会館落成式

２月26日 会計監査　川島歯科
３月21日 埼玉銀行

定期総会　出席22名　委任状４名
・決算、予算の承認を求むる件
・その他西方村国保（補綴）実施について

３月 関門トンネル開通
４月 東北本線上野－宇都宮間電化完成
５月19日 常会　埼玉銀行

１．国保問題
１．良い歯の学校コンクール
審査員　鹿沼地区　岸野、青木達

粟野地区　今井
西方地区　中田
郡市区　　福田

福島　茂、青木道子幹事引継ぐ
６月17日 １点単価の引上げと厚生省告示問題について陳情に上京（県歯科医師会と共に）

総員45名
本会より福田利示、川島光五郎、石川　亘、駒橋秀光出席

24日 無料口腔検診実施（鹿沼市庁舎）全員出席
25日 昭和27年（1952）口腔衛生強調週間（国の方針）

昭和31年（1956）口腔衛生週間（正式に）
昭和33年（1958）歯の衛生週間（航空と発音がまぎらわしいので）

30日 社会保険診療報酬告示
新点数　甲．乙．２表　10月１日実施
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

１点単価問題については医師会と歩調をあわせてきたが、甲、乙２表では、医師会
は乙表を修正して、歯科医師会は甲表を修正して採用した。この時期を境に医師会
との間に多少の溝が生じたものと思われる。

７月１日 母と子のよい歯のコンクール審査実施　　市庁舎
審査員　手塚筆、新島貫、岸野、駒橋
日歯においては27都府県が参加し
８月29日　審査し５組決定
９月19日　厚生省で実地審査、日本一、準日本一を決定
20日　表彰式　厚生大臣賞、日本歯科医師会長賞を贈呈

８月19日 臨時常会　埼銀　出席23名、欠席６名
１．国保契約について
補綴を除いて契約することに決議、この旨福田支部長より簗瀬会長に文書にて
申入れ

30日 社会保険講習会（10月１日から点数改正実施に伴い）
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

９月27日 臨時総会、埼銀　出席20名
１　国保問題について
同夜下都賀支部長落合秀雄宅訪問（国保補綴について）
石川　亘、川島、駒橋秀、畑

29日 県歯会事務所
国保契約について県歯会長と交渉
福田、駒橋寅、新島貫、岡本、今井、中田６名出席
６時より埼玉銀行において
上記６名と他の理事及び茂呂県歯副会長を交え、緊急理事会開催
県歯会長案を認めることとする

30日 緊急臨時総会　埼銀
出席14名
１、国保問題について
県歯会長案をやむを得ず認める

10月３日 日比谷公会堂
国民健康保険法施行20周年記念
国保中央会長表彰　茂呂　登

24日 全国学校歯科医大会
25日 鬼怒川温泉公会堂　栃木県歯科医師会主催

当支部より19名出席
11月１日 特急こだま運転開始
11月 矢板市制施行
12月 神戸三宮に主婦の店ダイエー開店

（以後スーパーマーケット増加）
・一万円札発行
・フラフープ流行

12月12日 宇都宮－宝積寺間電化完成
27日 国民健康保険法（全面改正‐新法）公布

国民健康保険制度の確立、昭和34年１月１日施行

栃歯月報　昭和33年９月30日発行
（第77号）
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１．上都賀歯科医師会の軌跡
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◎物　価　封切映画150円、大卒初任給１万３千円
◎映　画　楢山節考、炎上、裸の大将、私は貝になりたい（TV）
◎流行語　ご清潔でご誠実、団地族、イカす
◎流行歌　オーイ中村君、星はなんでも知っている、嵐を呼ぶ男
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和34年（1959）

１月１日 メートル法実施。宇都宮積雪22cm
13日 新年宴会　大沢楼　出席22名

来賓　簗瀬県歯会長、鈴木金一郎市長、河野辺文吉議長
浅井総務課長、中本保険課長、丸笠氏

14日 南極基地に１年間放置のカラフト犬の生存確認
２月15日 常会　埼玉銀行

１．次期県歯代議員、予備代議員推薦の件
代議員　　　石川　亘
予備代議員　駒橋秀光

２月 黒部トンネル貫通
３月 関門国道トンネル開通
３月１日 監査会　福田支部長宅
15日 総会

・決算、予算の承認を求むる件可決
・支部役員
会　長　駒橋寅春
副会長　手塚筆四郎、越路孝七
理　事　会計　岸野栄七郎

庶務　村本　光、矢口　修、石川権左衛門
議　長　金子弁明
副議長　福島　茂

４月10日 今上天皇御成婚
５月21日 石川　亘、川島光五郎幹事引継ぐ
22日 東北本線宇都宮－黒磯間電化完成

６月９日 口腔衛生講演　農産加工研究所において
16日 水野蛙太郎厚生技官（水野施風）勇退し、社会保険支払基金審査連絡室次長に就任
21日 支部旅行
22日 塩原温泉　明賀屋本館　出席21名

銈
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

８月23日 臨時総会　埼玉銀行　出席20名　欠席11名
１．農商校医問題について
１．茂呂　登市会議員立候補について
簗瀬県歯会長、堀田市教育課長出席、挨拶あり
鹿沼市議会議員選挙

26日 茂呂　登、立候補　支部より陣中見舞→当選
９月26日 伊勢湾台風（明治以来最大の被害）
９月 国鉄日光線電化完成。日光号初運転
10月４日 ソ連、惑星間宇宙ステーション（ルーニク３号）打ち上げ成功

月の裏側の写真撮影に成功
11月11日 臨時総会　埼玉銀行　出席19名

１．栃歯理事（監事）に金子弁明推薦
（昭和34年11月12日～昭和38年３月31日）

１．簗瀬会長辞任し田野井重男会長に就任す
（昭和34年11月２日～昭和40年３月31日）

１．代議員　田野井重男辞任につき１名増員
代議員　　　川島光五郎
予備代議員　畑　二郎

１．茂呂　登県歯副会長辞任
（昭和26年４月１日～昭和34年11月９日）

◎ミッチーブーム（美智子妃殿下）でテレビ契約数100万台突破
◎岩戸景気
◎物　価　新聞月ぎめ330円
◎映　画　キクとイサム、野火、にあんちゃん、人間の条件、独立愚連隊
◎流行語　私の選んだ人、トランジスターグラマー、カミナリ族、ながら族
◎流行歌　黒い花びら（第１回日本レコード大賞）、南国土佐を後にして、東京ナイトクラブ
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和35年（1960）

１月18日 喜楽　出席　鹿沼19名　郡部４名　計23名
新年宴会　来賓　田野井重男県歯会長　市長他４名

３月15日 駒橋支部長宅
監査会

３月 東北本線宇都宮－福島間電化開通
３月30日 埼玉銀行

定時総会
４月 国学院大学栃木高創立。
４月６日 福田利示、菊地貞造幹事引継ぐ
25日 臨時理事会

１．農商高校医問題につき
川島光五郎辞任し、残留期間越路孝七に依頼す

５月22日 長寿会新那須旅行　　福寿荘
当支部より新島貫一、手塚筆四郎参加

28日 元日本兵２人、グァム島より帰国
29日 常会　埼玉銀行

１．本年度旅行計画について
６月26日　川治温泉ホテル１泊決定

１．納税組合設立の件決定
組合員　18名
駒橋（寅）、駒橋（秀）、岡本、川島、菊地、畑、村本、石川（亘）、福島、茂呂、
新島（貫）、新島（剛）、福田、岸野、青木（達）、青木（道）、金子、中条
未加入者　梅沢、越路、手塚（筆）、手塚（正）
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

５月 鹿沼市産業文化会館開館（平成４年１月解体）
６月１日 鹿沼歯科医師団納税組合　代表菊地貞造

鹿沼市役所届出
６日 川俣ダム起工式
９日 御殿山会館

保険集団指導
26日 支部旅行
27日 川治温泉ホテル　20名参加

1時20分発の東武電車
で出発す。
鬼怒川でバスに乗り川
治温泉に4時頃着く。

村本　光記

27日 「日歯ニュース」第１号発行　月２回
（昭和35年６月27日～昭和37年７月15日）
後「日歯広報」と改名する

９月 カラーテレビ放送開始
９月８日 新島貫一　御母堂死去

10日 カラーテレビ放送開始
10月１日 国勢調査（総人口9,341万8,501人）

栃木県1,513,624人　鹿沼市77,927人
２日 埼玉銀行

臨時総会
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

１．社会保険指導について
１．税に関する件
１．１点単価及診療報酬是正に関する陳情書提出の件
１．日歯連盟に関する件
１．粟野町国保請求書提出に関し鹿沼歯科医師会の執るべき行動に就て
１．慣行料金制定に就て

10月12日 社会党委員長浅沼稲次郎三党首立合演説会で右翼少年に刺殺さる
14日 東北本線野木駅新設完成

10月22日 小野喜市退会（昭和33年１月６日～昭和35年10月22日）
鹿沼市合併事業に関連して西大芦村医療生活協同組合が本県で最初に設立された。
昭和29年５月14日のことである。初代の歯科診療所長は新島　剛、古沢伝七組合
長に要請されたため

11月１日 常会　埼玉銀行
鹿沼歯科医師会規定（案）→協議、可決　　　　資料
出席者
岡本、茂呂、村本、畑、青木（達）、岸野、越路、梅沢、手塚（筆）、手塚（正）、
福田、新島（剛）、駒橋（秀）、石川（亘）、川島、菊地

12月20日 小野春吉入会
塩谷郡藤原町中三依273より西大芦診療所へ
（昭和35年12月20日～昭和37年12月４日）

27日 臨時常会　埼玉銀行
１．西大芦学校医の件→小野春吉
１．新年会の件

昭和35年５月29日
福田利示支部長のもと鹿沼地区納税組合が設立された
名称は鹿沼歯科医師団納税貯蓄組合
代表は菊地貞造
６月１日　鹿沼市役所届出
11月１日　鹿沼歯科医師会規定（案）を協議可決
これは昭和４年５月改正
鹿沼歯科医師団協定書に基づくもので鹿沼市内の歯科医師を以て組織し、１年間と定め当番幹事２
名で会務を処理することは今迄と同様であるが慶弔規程は全額を引上げている
昭和30年２月20日
今市支部と分離してからも幹事２名は大正14年（1925）からずっと存在しており、上都賀支部単
独でその年度から旅行が開始された。又支部には別に役員が存在し、幹事は旅行担当の役割が主と
なり、そのための規定改正と思われる。
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１．上都賀歯科医師会の軌跡
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１．上都賀歯科医師会の軌跡
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

◎ダッコちゃん（黒ん坊人形大流行）、インスタント時代（コーヒー、ラーメン）
◎物　価　・上野動物園入園料　大人50円、小人10円

・スーパーカブC100（49cc）55,000円～
◎映　画　豚と軍艦、裸の島、人間みな兄弟
◎流行語　声なき声、三種の神器、低姿勢、インスタント
◎流行歌　誰よりも君を愛す、潮来笠、ありがたや節、アカシアの雨がやむ時

鹿
沼
の
文
学
碑

画
伯
靄
嚶
高
久
徴
先
生
碑

都
へ
旅
た
た
む
と
す
る
別わ

か
れ

に

工た
く
み

な
き
お
の
か
筆
に
も
も
し
ほ
草

か
き
あ
つ
め
こ
む
写う

つ
し

絵え

の
道

諸
人

も
ろ
び
と

の
情
を
深
み
鹿
沼
か
た
　
し
は
し
別
れ
も

袖
ぬ
ら
す
ら
む

高
久
靄
嚶
は
谷
文
晁
に
師
事
し
、
渡
辺
崋
山
を
画
友
と
す
る
画
家
。

黒
磯
出
身
。
青
春
時
代
、
鹿
沼
で
絵
の
勉
強
に
励
み
、
天
保
六
年

（
一
八
三
五
）、
西
遊
す
る
時
に
書
遺
し
た
も
の
で
あ
る
。
山
口
安

良
の
隠
居
に
滞
在
。
昭
和
三
十
八
年
、
靄
嚶
百
二
十
年
祭
記
念
に

故
竹
沢
茂
三
郎
が
建
立
。

今宮神社鐘楼前
高久靄嚶



159

１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和36年（1961）

１月21日 喜楽
新年懇親会　鹿沼18名　郡部４名　出席
来賓　鹿沼市長、助役他２名

田野井県歯会長　　　　計５名
24日 栃木県教育会館

栃木県歯科医師保険医総決起大会
上都賀会員全員出席
１日休診　緊急診療所－駒橋歯科医院

県下会員400名参加
厚生省は１月６日に病院16％、診療所６％という格差のある平均10％引上げ事務
局案を発表。１月18日予算を決定した為日歯は保険医総辞退を含む実力行使を行う
態勢を整えた。２月３日河村　弘日歯会長は武見太郎日本医師会長と懇談、共闘を
約束、２月19日に全国一斉休診を行うことを決めた。

２月19日 （日曜日）全国一斉休診決行　緊急診療所－越路歯科医院
21日 日活スター赤木圭一郎事故死
24日 役員会開催

１．各種保険医辞退に関する辞表提出の件
１．緊急対策資金徴収の件
日歯500円　栃歯500円　計1,000円

24日 越路、村本タクシーにて石川（権）、矢口理事訪問
上記の件連絡方依頼、市内は回覧にて通報
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

２月25日 旧市内全会員招集、辞退の件、資金徴達の件協議
全会一致協同、辞表提出、資金拠出を決定
２月20日　全国一斉休診の翌日、午前10時から東京九段会館で医療保険改革全国
歯科医師総決起大会が開催、2,000名が参加した。本県から50名本会から越路、矢
口、新島（剛）、菊地の４名が参加。この大会をうけてさらに第２回の一斉休診を
日本医師会と協同して行うことを決めた

この一斉休診、保険総辞退の実力行使に驚愕した政府・自民党は、日歯、日医と２
月～３月初めにわたり８回の会議をもった。３月３日の第８次会談において自民党
三役との間に妥結をみた
１．制限診療の撤廃
２．７月から単価で１円数十銭を引き上げる
３．入院料、往診療、歯科補綴についても速やかに措置する
４．健保法の抜本改正を行う
５．医療内容については医学会に一任する
６．残余の問題は引続き検討する

ここにおいて、日歯、日医両会の共同声明を左の通り発
表した。
これをきっかけに日本歯科医師会・日本医師会・日本薬
剤師会の三団体は、それぞれの常務理事による定時的な
連絡を図るため「三志会」を復活することになった。

３月５日 日歯より一日休診中止の指令あり
３月 日光東照宮境内薬師堂全焼
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

３月19日 埼玉銀行
定時総会　出席21名、委任状２名
１．会務報告
１．決算、予算の承認
１．役員の改選
支部長　　手塚筆四郎
副支部長　越路孝七
副支部長　岸野栄七郎
会　計　　新島　剛
理　事　　駒橋秀光（庶務）

鰕原悦郎
石田酉三
村本　光

議　長　　金子弁明
副議長　　福島　茂
監　事　　川島光五郎

畑　二郎
３月30日 埼銀　常会

１．学校歯科医辞任の件
１日　市内学校歯科医全員辞任提出す

４月 愛知学院大学歯学部開設
４月10日 青木達三郎、畑　二郎幹事引継ぐ

１．鹿沼歯科医師納税組合長
菊地卓造より畑　二郎引継ぐ

１．納税組合より昭和35年度報奨金交付さる
7,955円

１．菊地組合長へ市より500円
上記金額を常会費に繰入

12日 ソ連の宇宙船ボストーク１号（ガガーリン搭乗）地球一周飛行に成功
４月 足利工大附属高校創立
４月20日 臨時常会　埼玉銀行

校医の輪番制決定す。後年プール制が実現することの一つの根幹となる。校医の担
当医と学校が円盤で作られており学校が外側に固定され、担当医が２年に１人づつ
ずれる様にできている

４月 ドドンパ大流行
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

５月13日 日比谷公園野外音楽堂
公約促進全国医師・歯科医師大会開催　定員3,000名の音楽堂に8,000名の医師が全
国から参集した。３月３日に日医との共闘で自由民主党三役との間でまとめた考え
方に対し、厚生省は中央医療協議会改組と併せて臨時医療報酬調査会法案を発表し
た。それは、意見一致をみた内容と全く異っておりこの大会が開かれた

６月８日 このような情勢にもかかわらず政府は原案の成立を図ったが改正案は国会で廃案と
なった。これに対し三志会は共同声明を出して古井厚生大臣の責任を追及した

20日 共同声明を無視するかのように単価引上げに点数操作をからませ、３月３日の公約
を骨抜にしようとした。そのため三志会は再度共同声明を発した

22日 奥山美雄医師夫人死去　青木、畑幹事会葬す
25日 支部旅行
26日 那須高原ホテル１泊　参加者22名

雨ふる。午前12時に雨の中を市役所前に集合す。
畑、中条と車を待っていると手塚のトヨペットコロナが来る。
助手席にハッテ行く。後の席に福田、菊地貞、手塚筆と五人。
４時頃那須に着く。柏戸が佐田ノ山に初日に負けたのをテレビでみる。宴会で茂呂登

の裸おどり。手塚筆、岡本英と３人で早く寝る
（村本光記）
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

７月１日 日本医師会と日本歯科医師会は都道府県会長に対して、もし単価の引上げがないま
ま告示された場合、一部負担金の窓口徴収は、単価11円50銭で計算するよう通知
した

８日 厚生省は、単価は10円として、点数の手直しによる医療費全体の引上げを含んだ内
容を７月８日に告示した

16日 川島光五郎御尊父死去
19日 自民党三役と両医師会との公約は７月８日の厚生大臣告示により実質的に破壊され

たので、両医師会は社会保険診療についての一切の契約を解除して、保険医を辞退
することを８月１日から実施することを決め、全員に通知した

31日 臨時総会
１．８月１日　保険医総辞退決行の件について
中止、支部長より説明あり

31日 中央では、
大野副総裁、前尾、赤城、田中の党三役、灘尾厚相と会見
田中角栄政調会長が示した「申し合せ」を了承、灘尾、田中、武見、河村４氏がそ
れぞれ調印し、総辞退は一応回避した。

31日 上記の合意４原則に関し審議する場がないので、灘尾厚相提案になる「医療懇談会」
が設けられた

31日 日本最古の市電、京都のＮ
ノロ

電廃止
８月13日 東ドイツ、東西ベルリンの境界に壁を構築
９月17日 臨時総会　16名出席

１．会費値上げの件
１．予算更生案承認の件　　　　会員賛成可決　会費3,000円となる

10月１日 東北本線に初の特急
30日 臨時総会

１．鹿沼市国保に補綴を入れるかどうか
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

11月８日 協議会
１．三才児童検診の件
１．保険医総辞退届返還の件
１．指導監査の件
１．新点数表の件
１．保険講習会開催の件

12月８日 常会
１．鹿沼市国保に補綴を入れる件
出席21名、大多数　反対に決す

15日 東京・宝積寺間複線化なる

資料（校医の輪番制）

昭和36年４月20日

◎物　価　トリスバー大盛況、 ハイボール１杯50円
◎映　画　用心棒、名もなく貧しく美しく、ウエストサイド物語
◎流行語　プライバシー、不快指数、わかっちゃいるけどやめられない
◎流行歌　君恋し、上を向いてあるこう、スーダラ節、銀座の恋の物語
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和37年（1962）

１月14日 喜楽
新年宴会　出席28名　欠席４名
来賓　鈴木鹿沼市長他３名　計４名　県歯会長欠席

２月 東京常住人口　　１千万人突破
２月３日 常会

１．鹿沼市国民健康保険補綴について
補綴を次の条件で認む（出席者20名）
・有床義歯のみとする
・市より10万円を交付する

20日 １．２月６日国保運営委員会に於て有床義歯だけ保険に入れる事の承認を得る
①有床義歯を入れる
②研究費は事務費として10万円　会に交付する
③４月１日より実施

20日 アメリカ、初の人間衛星フレンドシップ７号打上げ成功
３月１日 テレビ契約数　1,000万台突破
22日 喜楽　監査会
31日 埼銀　定時総会

出席20名　欠席　委任状提出者５名
４月 岸野忠明入会
４月10日 金子弁明、中条正臣幹事引継ぐ
12日 当鹿沼市に於ては歯科補綴に金属冠を給付せぬ故、各会員に自粛協

力方を要請しても違法にならぬと県保険課に問い合わせた処違反に
ならぬと確認を得た。よって県歯に各会員に通知するよう要請した

18日 歯科補綴に有床義歯のみと告知せぬとはよくないというので中村課
長に抗議した

６月13日 鹿沼産業文化会館
今市支部と合同
１．保険医集団指導
１．医療改善対策会議を行う

18日 竹中恒夫参議院選挙の標旗を持って鹿沼市全員出動、鹿沼市街及び西沢、粟野方面
に出動、街頭演説をなす
午後12時30分発、日光市岡道士宅に届けた。

７月１日 参議院選挙投票日　竹中恒夫420,001票獲得
全国区41位で当選

７月15日 「日歯エース」（昭和35年６月より発行）７月15日の第31号より「日歯広報」とする
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

７月15日 支部旅行　伊香保温泉
16日 いつもは６月に旅行の予定が、竹中恒夫の参議院選挙のためこの日になった。

岡本、金子、中条、村本は東武→両毛線で、他は全員自家用車で出発した。参加者22名

朝10時１分の東武で岡本（英）、金子
（弁）、中条（正）の４人で出かける。他
の人は全部自家用自動車で出発する。素
人の運転はこわい。栃木で両毛線はこむ。
伊香保に３時頃につく。一番のり。お湯
はにごっている。６時半より宴会、駒橋
（寅）と一緒にねる。

旅館を出発 榛名湖畔
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

４人でケーブルにのり、馬車にのる。榛名湖で自動車隊と合流　湖を10時30分頃
バスで発つ。高崎駅で昼食す。
１時30分位の汽車で高崎を発つ。３時30分頃鹿沼に帰る。

村本　光記

鹿沼歯科医師会は４月１日からの国民健
康保険で補綴給付について有床義歯のみ
であるという意志を貫ぬこうとした。12
月６日に配布された歯科診療の手引は県
歯会で作成したものである。
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

昭和37年４月　国民皆保険は達成され、実施に際して社会保険の種類により歯科医療の給付範囲が
異なった。社会保障制度の中核をなす医療保険は、数次にわたる点数改正により、ますます複雑化
し取扱上、充分理解し難く不便をきたしている。この当時も本県の社会保険歯科診療の１件当り点
数は、全国平均を可成り下廻っていた。
７月　厚生省外局社会保険庁が設置された。

７月30日 埼銀
１．慣行料金改正の件について
西方地区、粟野地区に通知

８月 県章、県民歌制定
８月30日 国産旅客機YS11 試験飛行に成功
９月５日 国鉄スワローズ　金田正一投手、三振奪取3,541の世界新記録
26日 ラジオ栃木創設
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

10月１日 抗生物質の使用基準全面改正実施
22日 ケネディ大統領、キューバにソ連ミサイル基地建設中と発表

キューバ海上封鎖を声明
28日 ソ連フルシチョフ首相、キューバからの「攻撃的武器」の撤去を命令、キューバ危

機収束
29日 関東地区歯科医学大会　前橋市貿易会館

全員約15名出席
11月 鹿沼市長に古沢俊一就任
11月11日 埼銀　常会

１．衆議院選挙の件（森山、船田候補推薦決定）
１．関東地区歯科医学会無事終了の感謝
１．再診療設定及ラバーダム装置点数設定の件
１．善意銀行の件
１．宇都宮支部に於て懇親囲碁会開催の件

12月６日 県歯会館、支部長会議
１．個人指導の件
１．オリンピック募金の件　１人100円会費より支出
１．医政会費割戻の件
１．保険診療手引、改正点数表を全員に配布
１．会館建設の件　再提出
１．国保より1,000分の5を拠出すること（会費として）

15日 国道４号線宇都宮バイパス完成

この年　全国高校野球選手権大会で作新学院春夏連続優勝
◎物　価　・朝日30円　・新生40円、ホープ10本40円　・ハイライト40円
◎映　画　切腹、キューポラのある町、世界残酷物語
◎流行語　人づくり、無責任時代
◎流行歌　いつでも夢を、王将、可愛いベイビー、遠くへ行きたい
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和38年（1963）

１月11日 金精トンネル貫通
23日 埼銀

１．国保報酬統一支払に就ては当支部は反対していたが統一支払基金ができてしま
った。２月１日から実施

１．衛生士の問題
１．互助会設置の件
１．上野高明氏県議選に出馬により後援会を作り
一人会費500円とす

１．会費値上げの件
２月４日 埼銀

国保問題につき殊に念書提出の件
３月５日 埼銀

３月31日 喜楽
監査会

３月 烏山八雲神社の山あげ祭、国選択民俗資料に指定
３月 吉展ちゃん事件
３月30日 栃木会館本館完成
４月 ラジオ栃木開局

１．学校医の問題
中央小－中条
北押原小－菊地
鹿高－川島
加園小
久我小｝－茂呂
東小－越路
加蘇中
石裂小｝－福島
北小－村本
東大芦（酒の谷）
引田、下沢小 ｝－手塚

東大芦中
日向小 ｝－畑
西中－岸野
東中－新島
北犬飼小
石川小 ｝－青木道津田小
板荷中、小－梅沢
西大芦－診療所の歯科医
農商－福田
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

４月７日 埼銀
定時総会　出席者27名　委任状提出者３名
役員改選
支部長　　手塚筆四郎　　　庶務　　　駒橋秀光　　　監事　　　岡本英忠
副支部長　菊地貞造　　　　理事　　　越路孝七　　　監事　　　川島光五郎
副支部長　新島　剛　　　　理事　　　鰕原悦郎　　　議長　　　福島　茂
会計　　　畑　二郎　　　　理事　　　中田静嘉　　　副議長　　鰕原悦郎

27日 越路孝七、村本　光幹事引継ぐ
現金105,832円　埼銀預金帳788円

29日 安生　貢　葬儀　会員出席す
（明治27年11月25日～昭和38年４月26日　享年68才
大正14年１月25日　楡木357に開業、昭和28年６月　楡木324に移転）

５月17日 埼銀　出席17名
１．口腔衛生週間について
１．金冠料金改正の件
１．旅行の件

６月４日 １．工場検診を新島　剛に依頼
１．小児歯科ポスター配布

13日 明生会　鬼怒川温泉「星のや」岡本、金子、手塚出席
16日 明生会　鬼怒川星の屋旅館に於て開催
20日 米ソ間に直通通信（ホットライン）協定調印

６月 黒四ダム完成
６月23日 支部旅行
24日 川治温泉ホテル

出席者　川島、茂呂、岡本、菊地、梅沢、手塚、手塚（正）、福島、矢口、福田、
新島、新島（剛）、青木、青木（道）、金子、駒橋、駒橋（秀）、畑、石川、
岸野、鰕原、越路、村本　以上23名
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

７月12日 閣議　生存者叙勲の復活を決定
24日 埼銀　常会　出席14名　支部長会議の報告

１．日本歯科医師会機構改革について
社団法人としての機構について検討
Ａ方式－個人を基本とする現行のもの
Ｂ方式－法人である都道府県歯科医師会を基礎としてつくるいわゆる連合会方式
Ｃ方式－法人と個人とを基礎とするいわゆる混成方式
この結果、Ｂ、Ｃ方式は実現されなかった。

１．栃歯全国保の値上げの件について
１．関東地区歯科医学会について
９月29日　本県担当　栃木会館

１．互助会の件について
昭和38年４月１日から発足　会費　月額200円

１．全国学校歯科医大会の件について
10月4・5・6日　山形市県民会館

１．保険医の指導及び監査について
１．栃木県歯科医師会館建築の件

９月５日 埼銀　常会　出席18名
手塚支部長より支部長会議の報告
１．地域差撤廃について
８月26日の中央医療協議会の答申をまって９月１日実施
改正要点は歯科点数表について、乙地についても甲地と同様現行点数により計
算された総額に1.05を乗じてえた額を請求額とする

１．栃歯国保の値上げについて（本人900円、家族200円）
石川　亘、川島光五郎国保委員より報告

１．関東地区歯科医学会について
１．茂呂　登市会議員立候補について

５日 東京地下鉄京橋駅で草加次郎と署名の手製時限爆弾爆発
18日 鹿沼市議会議員選挙で茂呂　登1,056票獲得し、上位当選

10月18日 森山会館に於て森山欽司議員に再診料の件につき陳情す
出席12名

11月11日 埼銀　常会
１．関東地区歯科医学大会の盛会につき会長よりの礼状
９月29日　栃木会館ホールで開催され15名の来賓と県内外500有余名参加

１．善意銀行の件について
１．囲碁懇親会について
１．今回の衆議院議員選挙に森山欽司、船田中氏を推薦する
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

17日 栃歯ゴルフクラブ結成　第１回大会　日光ゴルフ場
川島光五郎４位入賞

22日 ケネディアメリカ大統領、テキサスダラスで暗殺される
12月８日 プロレスラー　力道山刺される

９日 埼銀　常会　出席13名
１．県、保険指導について
１．保険講習会を１、２月中に開催の予定
１．故神原欣三技官の遺児育英資金について
１．オリンピック募金について
１．栃歯月報の原稿募集について
１．県歯科医師会より2,750円の還付金について
１．茂呂市会議員を国会の連絡員に推薦
１．鹿沼市歯科医師会の会計問題について
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・朝日新聞社「1,000万懸賞小説」募集
39年７月発表、主婦、三浦綾子「氷点」が入選
◎物　価　・セイコーチャンピオン男性用19石　4,500円
◎映　画　武士道残酷物語、にっぽん昆虫記、史上最大の作戦
◎流行語　流通革命、ハッスル、カギっ子
◎流行歌　こんにちは赤ちゃん、高校３年生、島のブルース、出世街道
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和39年（1964）

１月16日 喜楽
新年宴会　来賓５名、出席者22名　欠席者５名

２月３日 小野春吉　死去
（昭和25年４月20日～昭和39年２月３日　享年71才
昭和35年12月～昭和37年12月４日西大芦医療組合診療所）

３月10日 埼銀
緊急臨時総会
１．栃歯39年度歳入、歳出予算及事業計画の内示した件につき再検討す
１．緊急事項として
鹿沼市国保の補綴給付制限について協議

１．新入会員茂呂　允紹介
16日 埼銀　常会

出席者鹿沼在住の会員（団より召集を行う）
鹿沼市が一方的に公約を破った事に対し申し入れ
更に補綴給付のSP冠を加えず有床義歯のみというのを再確認してもらう。栃歯に対
し、又審査員、国保連合会に

23日 市役所
手塚支部長、菊地、新島副支部長、市長と補綴問題で話し合う。公文書は出させな
いという市側の意見

29日 栃歯総会
茂呂　登、国保問題で会長と問答
会長に補綴問題を依頼せるも快い返辞なし

４月１日 日本国際通貨基金（IMF）８条国に移行
４月 神奈川歯科大学　開設
４月３日 歯科補綴問題について手塚、菊地、新島（剛）３人

今市支部　岡　道士会長宅訪問、栃歯月報に掲載方を要求した。要求は入れられなかった
（県歯副会長　大塚禎、黒崎理事も同行）

12日 埼銀
定時総会　出席21名、欠席10名　委任状提出者　４名

27日 埼銀　常会
１．上都賀郡医師会准看護婦養成所講師に青木達三郎推薦
１．鹿沼市国保の金属冠問題につき鹿沼市役所より福富助役及中村国保課長出席し
説明する
福島　茂、岸野忠明　幹事引継ぐ

５月 佐野日本大学高校創立
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

６月６日 午前10時北小学校で映画実施（６年生210人）
９日 歯の衛生週間事業所検診及び講話　大沼鉄工所
14日 支部旅行
15日 塩原温泉　米屋ホテル

朝 9：50発の国鉄で行く。
12時頃雨の中塩原温泉
こめやにつく。
茂呂氏欠席のため宴会興
なし（村本　光記）

出席者
福島、福田、新島、新島（剛）、駒橋、駒橋（秀）、川島、村本、岡本、畑、青木、
菊地、手塚（正）、石川、矢口、金子、岸野（忠）、鰕原　以上19名

16日 新潟地震　午後１時頃、新潟市内会員130名中50余名が被害をうけた。
19日 御殿山会館

保険個人指導
７月14日 福島　茂　御尊父茂司氏葬儀（７月12日死去）
９月 社団法人日本歯科医師会の定款一部改正

都道府県歯科医師会を法人会員とすること
９月 東北本線上野－福島間電化複線化完成
９月６日 巨人軍王貞治ホームラン53本の日本記録
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

12日 大越　筆死去（大正９年～大正14年３月31日　昭和31年５月～昭和32年４月20日）
享年70才
明治27年11月20日～昭和39年９月12日

10月１日 東海道新幹線、営業開始
8～9日 粟野町発光路　特別へキ地歯科巡回診療

部落長宅　10時30分～11時30分
鰕原悦郎　実施す

10日 第18回オリンピック東京大会開幕
19日 茂呂　登葬儀

（明治44年９月14日～昭和39年10月16日　享年53才　昭和９年11月開業）
11月３日 栃木会館地下ホール

栃木県歯科医学会開催
菊地副支部長受付
駒橋秀光　研究発表「吾が家の不正咬合について」

15日 埼銀　臨時総会
栃歯国保赤字処置の件について協議した結果
昭和39年12月より40年３月迄４ケ月間
本人2,000円
家族2,800円 ｝を納入することを承認した。

11月 公明党結成
12月18日 常会　医療費9.5％アップの件報告

27日 国立小山工業高等専門学校新設決定
28日 工藤元宏　栃歯入会

◎この年交通事故死亡者１万３千人突破
◎物　価　ＮＨＫ受信料月額330円
◎映　画　白日夢、赤い殺意、砂の女
◎流行語　オレについてこい、ウルトラＣ
◎流行歌　愛と死をみつめて、東京五輪音頭、アンコ椿は恋の花、お座敷小唄
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和40年（1965）

１月21日 喜楽　新年会
２月７日 米軍機　北ベトナム爆撃を開始
21日 今市　岡　道士支部長宅

手塚支部長、斉藤建彦代議員議長、手塚会長、菊地、新島副会長
会議に出席、日歯会長も立寄られた

26日 臨時総会
１．栃木県歯科医師会　国保組合の保険料改定の件
本人1,200円
家族1,400円

３月４日 喜楽　監査会
12日 臨時総会　各委員推薦の件

１．代議員　　　　　石川　亘
川島光五郎

１．予備代議員　　　畑　二郎
駒橋秀光

１．栃歯国保組合員　福田利示
鰕原悦郎

25日 埼銀
定時総会
１．役員改選
支部長　　青木達三郎
副支部長　鈴木幸雄、菊地貞造
会計理事　村本　光
庶務理事　畑　二郎
支部理事　今井一郎、鈴木幸雄
監事　　　新島貫一、駒橋秀光
議長　　　福島　茂
副議長　　鰕原悦郎
県理事　　川島光五郎

４月１日 県歯会長に大塚　禎就任
１日 小高正男入会　西大芦診療所

４月 岩手医大、広島大、東北大、新潟大に歯学部開設
４月13日 新島　剛、駒橋秀光幹事引継ぐ
24日 国立小山工業高等専門学校

県立農業短期大学校　　　　　　　創立
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

４月28日 県立体育館落成
５月１日 緊急臨時総会　　出席19名

大塚県歯会長出席
保険医総辞退について協議

11日 作新学院講堂　　出席200余名
栃木県歯科医師政治連盟設立総会
鹿島俊雄参議院議員、満岡文太郎日歯政連理事長
船田小常、相馬助治　来会
栃歯政連発足

23日 駒橋秀光県歯代議員に当選
石川　亘辞任につき

30日 埼銀　出席21名
臨時総会
１．保険医総辞退問題について
賛成20名　保留１名

１．参議院選挙について
鹿島俊雄候補

１．ムシ歯予防デー
事業所検診依頼あり
サノヤ産業Ｋ.Ｋ. 新島　剛、手塚正教に依頼（６月９日）

６月 那須高原有料道路完成
６月３日 栃歯会館　臨時代議員会

１．保険医総辞退　決議
１．弔慰会　任意加入が当然加入となる

９日 歯の衛生週間事業所検診　サノヤ産業Ｋ.Ｋ. 250名
16日 鹿島選挙応援　午前11時産業文化会館前集合

菊地、福田、新島（剛）、駒橋（秀）、畑、自動車で市内巡回、壬生町まで行く
18日 鹿沼相互信用金庫

社保講習会
川島光五郎、臼井良夫講師
鹿島俊夫候補来鹿挨拶

22日 日韓基本条約、漁業・請求権・在日韓国人の法的地位・文化協力の４協定、首相官
邸で調印
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

６月27日 鹿島選挙応援　標旗を持ち、市内～粟野～西方－栃木へ渡す

７月４日 鹿島俊雄参議院議員選挙に当選　508,433票　30位
栃木県13,453票、鹿沼792票、粟野129票、西方80票

11日 支部旅行
12日 蔵王エコーライン　上山温泉、川島旅館　出席23名

一等車で白石につく。
バスで蔵王山頂迄行く。
雨、雨
例年は農繁期に行う旅
行が鹿島選挙で７月に
のびた。

７月22日 塩原バレーライン開通
８月22日 明生会　鬼怒川温泉　星のや　出席31名

駒橋寅春、新島貫一、手塚筆四郎、青木達三郎出席
県歯役員５名

上山駅 白石駅
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

９月16日 県歯　個人指導
９月 国鉄みどりの窓口設置
10月１日 国勢調査　総人口9,872万4,961人

栃木県1,521,656人　鹿沼市　77,240人
６日 金精道路、第２いろは坂開通
21日 川俣ダム完工
21日 朝永振一郎、ノーベル物理学賞受賞決定
26日 厚生省　個人指導行わる

11月３日 山本有三（栃木市出身、「路傍の石」）文化勲章を受章
10日 青木支部長宅

川島県歯副会長辞表提出の件
12月19日 久地井眞人（宇都宮）、川島光五郎（上都賀） 県歯副会長辞任

26日 県歯副会長に小倉正朝（大田原）、臼井良夫（宇都宮）
監事は上都賀支部から選出することとし、支部に一任する

鹿沼市旧市庁舎（昭和40年頃・鹿沼市）
昭和33年に、現在の庁舎が新築された後、同43年まで図書館として利用されていた。

◎物　価　コカコーラ60円
◎映　画　赤ひげ、日本列島、東京オリンピック
◎流行語　期待される人間像、しごき、マジメ人間
◎流行歌　柔、女心の唄、まつの木小唄、函館の女、愛して愛して愛しちゃったのよ、涙の連絡船
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和41年（1966）

１月16日 埼銀　臨時総会　出席19名
１．日歯年金について
１．県歯監事選出について（川島光五郎副会長辞任のため）
梅沢　明に決定

２月 日歯年金制度発足
２月４日 全日空機、羽田沖に墜落　死者133人
３月４日 カナダ航空機、羽田空港で防波堤に激突炎上　死者64人

５日 BCAC機、富士山麓に墜落、死者124人
３月 総人口１億人突破
３月12日 喜楽

監査会　役員会、14名出席
26日 埼銀　出席18名、委任状６名、欠席７名

定時総会
１．会務報告
１．歳入、歳出決算案　可決
１．来年度予算案　　　可決
１．その他
席上　石川　亘より宇都宮転出の挨拶あり
昭和30年10月～昭和41年４月１日宇都宮へ
鹿沼市西沢町396→宇都宮市宿郷町739

４月１日 石田酉三死去
明治30年１月25日～昭和41年４月１日　享年69才
昭和21年３月西方村金崎336に開業

４月 国学院大学栃木短期大学創立
４月４日 ＮＨＫテレビ「おはなはん」放送開始
５月２日 上都賀地区教育委員会主催

歯科講習会（小、中養護教員）青木支部長講演す
４日 茂呂　允、手塚正教幹事引継ぐ
15日 栃歯月報第153号より縦書き、右開きより横書き左開きに
20日 埼銀　常会

１．保険個人指導の件（上都賀６月　２名）
１．口腔衛生週間行事について
１．学術委員会について（越路孝七説明す）

６月 敬老の日９月15日、体育の日10月10日新設
６月４日 歯の衛生週間事業所検診及び講話　帝国製麻K.K. 88名
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

６月12日 明生会　鬼怒川温泉　春岡荘
該当会員105名　出席30名
駒場寅春、青木達三郎出席

15日 県木にトチノキ、県獣にカモシカ、県鳥にオオルリ制定
18日 支部旅行
19日 鬼怒川温泉　星のや　出席20名

６月26日 社会保険集団指導　足利銀行鹿沼支店　38名出席
講師　臼井副会長

28日 ビートルズ　来日
７月４日 閣議、新東京国際空港の建設地を千葉県成田市（三里塚）に決定

５日 支部選出代議員補欠選挙
福田利示無投票当選す

13日 県高校入試課目、英数国社理に決定
27日 堅山南風、日光東照宮薬師寺の天井絵鳴竜を完成

８月６日 那須黒磯トンネル事故支援金、支部より１名100円一括本会へ
18日 中国紅衛兵ら北京で文化大革命勝利100万人集会
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

９月25日 栃歯文化祭
例年行ってきた支部対抗親善野球大会等の親善レクリエーションについて今年は会
員、家族、従業員を含めたものとし、国保組合と共催で行うことにした。
当支部より新島貫一が仕舞、八島を踊った

10月８日 日本歯科医学会総会　於東京文化会館大ホール
皇太子殿下、同妃殿下開会式に御出席
本県より260名出席

11月１日 埼銀　常会
１．栃歯学会に駒橋秀光発表あり大挙出席されたし
１．社保個別指導の結果
カルテをよく整備すること

１．政連（日歯、県歯）の会計年度が変わるので
各会費500円づつ計1,000円を11月中に

１．栃歯政連副会長２名指名の件
１．東洋信託と融資協定（足利銀行と同様）

11月３日 栃木会館地下ホール
栃木県歯科医学会
鋳造冠について　駒橋秀光研究発表

12月６日 金子弁明夫人死去
９日 建国記念の日を２月11日と政令公布

12月23日 常会
１．県歯定款改正案について
１．鹿沼市国保７割実施について
１．料金改訂について

26日 埼銀
１．慣行料金改訂作業を行う
１．茂呂　周入会申込あり

◎物　価　東京営団地下鉄初乗り40円
◎映　画　こころの山脈、人類学入門、白い巨塔、市民ケーン、戦争と平和
◎流行語　ケロヨン、シェー、びっくりしたなぁもう
◎流行歌　バラが咲いた、骨まで愛して、君といつまでも、星のフラメンコ、困っちゃうな、霧氷
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和42年（1967）

１月21日 埼銀　臨時総会
１．県歯定款改正に関する件
１．慣行料金改訂案可決
１．鹿沼市国保運営委員推薦の件
青木達三郎、越路孝七に決定
終了後５時より、喜楽において新年宴会
来賓　古沢市長、助役、河野辺委員長、市議会副議長、県歯大塚会長　以上５名
会員23名出席

２月 建国記念の日（２月11日）
２月13日 足利銀行、本店を足利市より宇都宮市に移転
３月２日 大沢楼

会計監査、役員会開催
12日 於埼銀

定時総会　出席19名　委任状11名
１．会務報告
１．本年度決算案　可決
１．役員改選
支部長　　　越路孝七
副支部長　　駒橋秀光、鰕原悦郎
庶務理事　　手塚正教
会計理事　　村本　光
地方理事　　矢口　修、石川権左衛門
監事　　　　金子弁明、畑　二郎
県歯代議員　福田利示、川島光五郎
予備代議員　新島　剛、菊地貞造
県歯理事　　梅沢　明
議長　　　　福島　茂
副議長　　　鰕原悦郎

１．来年度予算案可決
無歯科医村診療　４月より実施
鹿沼加蘇地区　青木達三郎
粟野発光路　　鰕原悦郎
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

３月12日 総会終了後、学校歯科医交替について
福田利示－西中
岸野忠明－粟中
新島貫一・剛－北犬飼小、石川小、津田小、池の森小
青木－中央小
川島－東小
越路－北小
村本－農商
畑－菊沢中、西小
金子－東大芦中、日向小
梅沢－北犬飼中、茂呂小
駒橋－北押原中、小
菊地－加園小、久我小
茂呂－加蘇中、菊沢東小
中条－鹿高
福島－酒の谷、引田、下沢小
戸塚－板荷中、小

29日 埼銀
中条正臣、青木道子幹事引継ぐ

４月 足利工業大学、作新学院女子短期大学、宇都宮短期大学創立
４月15日 東京都知事に美濃部亮吉が当選
５月６日 「原爆の図」の丸木美術館、埼玉県東松山市に開館
18日 埼銀

臨時総会
１．保険診療内容調査について（歯科医業経営調査の結果について）
１．歯科助手講習会について
１．歯科衛生士の実習診療所について
１．政連役員会について
１．県、市の選挙について
１．個人指導（社保）について
１．医療対策協議会
１．会館建設について
１．11月の栃歯学会発表について
１．旅行の件
６月24、25日　大野観光に依頼する

８日 歯の衛生週間事業所検診及び講話
サノヤ産業株式会社　257名
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

６月25日 支部旅行
26日 那須ホテル　出席13名

於乃木神社
マイクロバスで行く。ガイドも大変だ、一日中歌いっぱなし。
４時頃に着く。雨ふる。ガスのため見えぬ。大野観光が宴会に出るので梅沢明、越
路孝が文句を言う。（村本　光記）

６月 北海道大、九州大学歯学部開設
７月 県立野沢養護学校創立
７月 日本の人口１億人突破
７月１日 高根沢町の御料牧場用地買収解決
７月16日 埼銀

臨時総会
１．代議員の要請事項（会館建設）について
会館建設は時期尚早とし、建設の件につき代議員会を開催することに反対の決議
総会終了後支部役員会開催
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

９月27日

27日 常会　　15名出席
１．政治連盟について
満岡文太郎後援会
10月末日までに50名の後援会費を集め、提出すること

１．学会について
１．文化祭について
１．10月10日の代議員会について

10月14日 埼銀　臨時総会
１．会館建設について
大塚会長、小滝代議員会議長、横塚同副議長出席し説明あり

10月 梅沢東洋　入会
10月18日 ミニスカートの女王、ツイッギーが来日

21日 栃歯文化祭　於栃木会館地下ホール

岡　道士　　新島貫一
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

10月21日 米のワシントンで10万人参加の反戦集会
11月12日 第20回栃木県歯科医学会　朝日生命ビル６階ホール

・顎骨に生じた中心性線維性腫瘍と思われる一症例について
茂呂　允発表す

20日 臨時総会　埼銀　出席14名
１．日歯、日薬協定処方集一覧表配布
１．技工料値上げについて
１．満岡文太郎著「医療保障のあり方」の宣伝ポスター配布
両代議員より23日の代議員会について説明あり
会館建設反対の態度で代議員の判断に任せること

11月 国鉄野岩線　栃木県側着工
11月23日 臨時代議員会

栃歯会館建設議決さる
30日 臨時常会　　14名出席

福田、川島両代議員より11月23日の代議員会について報告、芳賀、塩谷、足利支
部等の代議員と同調し準備委員会を作る様に修正案に賛成し、11対８で否決され、
特別建設委員会に関する上程案に対し全て反対した

12月15日 埼銀
臨時総会　14名出席
１．会館建設委員会委員推薦について（12月16日までに）
塩谷、芳賀支部と同調し、委員推薦を見送る

１．政連会費の件　１人目1,000円、２人目500円
１．会館建設特別委員会費（12月20日まで）
1人目600円、２人目300円　納付を見合せることとす

１．会員歓送迎会について（20日予定）
20日 喜楽

石川　亘、茂呂　周、梅沢東洋の歓送迎会及び茂呂　允の学位取得のお祝と忘年会
も併せて行う

31日 テレビ契約数　2,000万人を突破

◎物　価　電話住宅用　月額基本料770円
◎映　画　あかね雲、黒部の太陽、アルジェの戦い、若者たち
◎流行語　ハプニング、昭和元禄、フーテン、星の王子様、ボイン
◎流行歌　小指の思い出、困っちゃうな、世界は二人のために　ブルーシャトー
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和43年（1968）

１月９日 マラソン選手円谷幸吉、もう走れないと自殺
30日 喜楽　新年宴会

２月 鹿沼工業団地完成
２月20日 在日朝鮮人金嬉老、静岡県寸又峡に籠城し民族差別を訴える
24日 日光市内東武鉄道日光軌道電車廃止

３月３日 那須山麓有料道路完成
９日 埼銀

臨時常会
１．代議員の代議員会出席の可否について
出席すべきであると決定す（３月17日予定）

１．声明書について
３月17日 栃木県歯科医師会館

定時代議員会　議事録の一部
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

会館建設の前途多難さが伺われる議事録の一部である。

３月26日 喜楽
会計監査

30日 埼銀　　出席19名、委任状７名
定時総会
◎会館建設委員選出は大塚会長の説明を聞いてから態度を行うことになる
越路支部長（会館建設特別委員）辞意を表明し途中退席す

４月４日 米、黒人運動の指導者キング牧師、暗殺さる
15日 埼銀

臨時総会
金子弁明より支部長辞意撤回の報告
越路支部長の希望により建設委員選出を決定し詮衡委員より駒橋寅春、金子弁明の
推薦を受け、これを承認決定す
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

４月30日 喜楽
理事会　全理事出席
５月８日或いは11日に大塚会長来鹿により臨時総会を開く予定とする
三支部（塩谷、芳賀、上都賀）会合を近日中に鹿沼で開く様予定する

５月８日 埼銀
理事会　全理事及幹事出席
１．歯科助手認定、小集団保険指導（５月30日今市にて）について支部長報告
１．５月13日臨時総会開催決定
１．５月14日三支部会合を決定
１．慣行料金について協議改定案を決定
Ａ）金冠料金改正（各3,000円値上げ）
前歯　　08,000円
小臼歯　09,000円
大臼歯　10,000円

Ｂ）SP冠　　02,500円に改正
13日 埼銀　臨時総会　19名出席

１．報告
１．政連について
１．学会について
１．小集団指導について
１．幼稚園医について
１．歯科助手講習会について
１．慣行料金改定

・政連連絡員、石川　亘、矢口、岸野、中条、茂呂
・建設委員　　駒橋寅春辞退のため駒橋秀光推薦決定
・大塚会長来鹿　説明

その頃芳賀支部では小異を捨て、大同
団結協力と決定
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

５月30日 今市社会保険事務所
社保小集団指導（今市支部と共に）

６月１日 鹿沼相互銀行
塩谷、芳賀、上都賀三支部合同協議会
塩谷、芳賀支部各３名来鹿

６月８日 口腔衛生週間中
事業所検診　鈴木鉄工所　33名実施

８日 米、ロバート・ケネディ上院議員暗殺さる
15日 文部省に文化庁設置（初代長官　今　日出海）
16日 支部旅行　雨のち晴
17日 塩原温泉　ホテル塩原ガーデン　快晴

参加者19名　欠席者７名

於ホテル塩原ガーデン
２時に新島　剛の車に乗せてもらい那須に向う。天気よし。緑が美しい。茂呂　登、
岸野　栄と一緒に寝る。新島　剛の車で日塩道路を通り帰る。途中今市の並木そば
を食べる　　村本　光記
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

６月25日 産文会館前集合
満岡文太郎全国区参院選挙のため自動車を午後２時30分栃木支部より引継ぎ３時
30分市内巡回後今市田野井支部長に引渡した

29日 産文会館前集合
午後１時標旗を今市支部より引受け各所に街頭演説を行い、石橋町伊沢歯科に引渡した。

７月１日 郵便番号制度実施
７日 全国区参議院議員選挙

満岡文太郎　落選　得票429,903票
栃木県9,609票、上都賀443票

会館建設　敷地部会委員に駒橋秀光
資金部会委員に金子弁明
建築設計部会委員に越路孝七

９月３日 埼銀
臨時総会　21名出席
１．個人指導　厚生省指導　４名　９月中に
県歯指導　上都賀今市支部４名　10月中

１．会館建設　出来るだけ最小の負担ですむ様に
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

９月29日 明生会（明治百年記念）

出席者34名　県歯役職員８名
当支部より　手塚筆四郎　駒橋寅春　新島貫一　出席す

10月１日 両毛線電化完成
16日 埼銀

臨時総会　出席17名
１．歯科医学大会の件（12月８日）
１．会館建設の件
金子弁明委員より説明
できるだけ費用を少くする様
具体的に金額を明示しない様

10月17日 川端康成、ノーベル文学賞受賞決定
25日 浜田庄司、文化勲章受章決定
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11月20日 埼銀
臨時総会　　出席20名
１．栃歯歯科医学大会について　出席者数報告のこと
１．会館建設
金子弁明委員より説明
・建築の基本が決定してから金額は決める
その前に５年計画で準備資金を2,000円、3,000円、4,000円（１ケ月）で積
立てる様委員会として決定。いつから積立てを開始するか、積立金は何程か
を金子委員より審議される様要求
・準備資金は月1,000円を３ケ年、来年１月より積立開始と決定
・川島光五郎より決議文を作る様提案　可決
建築は総額2,000万円として決議文は支部長、副部長、委員、代議員　鈴木
幸雄を起草委員として一任
三支部会合の提案可決
鹿沼で26日前に開催する様に決める

23日 埼銀
要望書起草　三支部連絡会
出席者　塩谷支部　　園田、小池

芳賀支部　　大貫
上都賀支部　越路、金子、福田、川島、村本、矢口、鰕原、手塚

１．要望書起草
１．三支部連絡会
準備金積立は未だ委員会確定ではなく、芳賀支部より任意に支部毎に積立ては
どうかという前の委員会における芳賀、菊地支部長（委員）の発言段階である
との説明により要望書並びに積立金月1,000円の件は26日委員会に提出を見合
わせることとなる。
但し決議は生きていることを確認する

12月10日 東京府中市で三億円事件発生
15日 東野鉄道路線廃止

◎物　価　封切り映画入場料450円
◎映　画　絞死刑、緋牡丹博徒、初恋地獄篇
◎流行語　ズッコケ、失神、大衆団交、ハレンチ
◎流行歌　帰ってきたヨッパライ、天使の誘惑、花の首飾り、夕べの秘密、花と蝶、ブルーライトヨコハマ
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■昭和44年（1969）

１月９日 埼銀　　出席15名
・税務講習会　今市と合同開催
・国保運営協議会委員選出の件
青木達三郎、越路孝七選出さる

17日 喜楽
新年宴会　来賓　大塚県歯会長他　４名　出席21名

18日 全共闘系学生による東大安田講堂などの占拠に対し警官隊が攻撃
19日 解除

２月18日 野岩線難所山王トンネル貫通
２月 鹿沼工業団地竣工
３月５日 喜楽　監査会
３月15日 埼銀

定時総会
・役員改選
支部長　　　菊地貞造
副支部長　　鈴木幸雄

川島光五郎
庶務理事　　新島　剛
会計理事　　手塚正教
県歯代議員　川島光五郎

手塚正教
予備代議員　福田利示

新島　剛
理事　　　　中田静嘉

鰕原悦郎
青木達三郎

県歯理事　　畑　二郎
国保会議員　越路孝七
議長　　　　福島　茂
副議長　　　矢口　修
・公衆衛生に貢献した個人を推薦のこと
越路孝七推薦決定
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

３月15日 総会終了後
学校医交替
福田　　　　　菊沢中、菊沢西小
岸野　　　　　板荷中、小
畑　　　　　　東中
金子　　　　　東大芦中、茂呂小
梅沢（明） 中央小
梅沢（東洋） 西方村　中、小
青木　　　　　北押原中、小
駒橋　　　　　鹿高
中条　　　　 （加園小、久我小）→農商（交換）
菊地　　　　　東小
川島　　　　　加蘇中、菊沢東小
茂呂　　　　　北校
越路　　　　　東大芦、酒の谷、引田、下沢
福島　　　　 （農商）→　加園小、久我小（交換）
村本　　　　　北犬飼、石川小、津田小、池の森小（交換）
手塚　　　　　西中

23日 県歯定時代議員会
福田利示、川島光五郎　出席

27日 埼銀
理事会
１．会館建設委員　　手塚正教選出

４月14日 青木道子、福田利示幹事引継ぐ
23日 西武百貨店　宇都宮進出決定

５月12日 埼銀
１．旅行の件
出席者少数のため回覧に付して下記３コースの中より希望コースを取決めるこ
ととす
１．第12回日本歯科医学会総会（大阪）
２．富士、芦の湖めぐり
３．鬼怒川

26日 東名高速道路全線開通
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５月28日 埼銀
臨時総会　出席16名
１．予備代議員辞任の件
１．会務報告
１．学術講演　　川島光五郎

31日 刀川（現梅沢）道子入会
６月 中条佐智子　入会
６月８日 歯の衛生週間中事業所検診　大平光学工業Ｋ.Ｋ. 118名実施

14日 於鬼怒川温泉、春岡荘
明生会　対象会員122名中　出席34名
本会より　新島貫一、手塚筆四郎、駒橋寅春

21日 社保講習会　　全員出席
臼井社会保険部長

７月４日 役員会
１．会館建設、土地部会の件
１．公衆衛生の件

16日 米、宇宙船アポロ11号打上げ。７月20日人類初の月面着陸に成功。７月24日生還
17日 臨時総会　　出席17名

８月１日 東北自動車道起工式、鹿沼インター北入口で行う
12日 役員会　７名出席

１．会館建設問題　資金部会の件
16日 臨時総会

１．会館建設の件
18日 全国高校野球決勝戦で三沢高対松山商　延長18回引分け

９月６日 埼銀
臨時総会
１．会館建設の件

12日 於埼銀　役員会
10月１日 県花にヤシオツツジ決定

８日 プロ野球西鉄の永易投手、八百長で永久追放
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10月10日 第12回日本歯科医学会を兼ねて支部関西旅行　出席13名
11日 春日ホテル泊
12日 俵や旅館泊 ）２泊３日

18日 太子会館
第１回　塩谷、上都賀合同総会
１．会館建設の件について

11月５日 機動隊の出動で宇都宮大学封鎖解除さる
６日 太子会館

第２回　塩谷、上都賀合同総会
１．会館建設の件について

11月 沖縄1972年（昭和47年）返還決定、佐藤栄作・ニクソン会談で
30日 朝日生命ビル６階ホール

第22回　栃木県歯科医学会　開催
本会より　５．真空埋没について　川島光五郎の研究発表あり

12月14日 鹿沼中央公民館　午前10時
臨時総会　　全員出席
１．会館建設問題について
大塚会長の説明あり

23日 埼銀　午後７時
臨時総会
１．第２組合（第１歯科医師会）の件　否決
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

◎差額徴収について

◎物　価　灯油1.8r 330円
◎映　画　男はつらいよ（シリーズ第１作）、少年、橋のない川
◎流行語　ニャロメ、モーレツ
◎流行歌　友よ、機動隊ブルース、恋の季節、戦争を知らない子供たち、黒ネコのタンゴ、

ブルーライトヨコハマ、いいじゃないの幸せならば
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■昭和45年（1970）

１月18日 大沢楼
新年宴会
来賓　大塚県歯会長、古沢鹿沼市長　出席

２月９日 かりふぉるにあ丸６万2,147トン、千葉沖で沈没
11日 東大宇宙研、日本初の国産人工衛星「おおすみ」打上げ成功

３月４日 真岡線より蒸気汽関車廃止
14日 大阪で万国博覧会開幕
16日 待望の栃木県交響楽団誕生
31日 赤軍派学生ら９人日航機よど号を乗っとり　４月３日北朝鮮の平壤へ

４月 城西歯科大学開設
４月11日 定時総会　埼銀
５月 八方ヶ原観光道路開通
５月 鶴見大学歯学部開設
５月11日 福田利示宅

越路孝七、村本　光幹事引継ぐ
６月４日 歯の衛生週間事業所検診　白石物産Ｋ.Ｋ. 94名実施

24日 支部旅行を６月28日、29日土湯温泉方面に予定していたが、本日、不参加者３名
あり、全員で10名の参加になった。余りに少人数故に参加者全員に電話すると、そ
れでは親睦旅行の意味がなくなるとの意見が大多数をしめたので本年度中止か無期
延期にした。取消手数料として全国観光公社に21,000円支払う

７月20日 天皇、皇后両陛下、御料牧場へ
24日 埼銀

臨時総会
８月２日 東京の繁華街（銀座、新宿、池袋、浅草）で初の歩行者天国実施
９月24日 県歯と栃木県技工士会と技工料金について協定した
10月 宇都宮市人口30万人に達す
10月１日 国勢調査（沖縄含む人口総数）１億466万5,171人

栃木県1,580万21人　鹿沼市77,746人
22日 大場政夫　ＷＢＡ世界フライ級チャンピオンになる
23日 埼銀　　臨時総会
26日 保健健康教育

菊沢西小　福田利示
粕尾小　　鰕原悦郎
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10月28日 保健健康教育
粟野第一小　鰕原悦郎

30日 保健健康教育
菊沢東小　川島光五郎

11月 県立がん検診センター完成
11月12日 壬生町に独協医科大学設置決定

25日 三島由紀夫楯の会メンバー４人と市ヶ谷駐屯地で自衛隊員にクーデターを訴え、失
敗して割腹自殺

12月16日 駒橋寅春夫人死去

会館がすでに落成した後に入会し、当時のことは諸先輩、先生方からしか伝聞していない者とし
て、残された資料を元にまとめてみた。
昭和42年７月17日　県下11支部長より会館建設要望書提出さる
昭和42年11月23日　第60回代議員会で会館建設決定
昭和43年６月２日　敷地・資金・建築設計の３部会発足
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

昭和44年９月25日　宇都宮市一の沢町508－1
昭和44年11月23日　栃木県食品工業指導所敷地の使用許可通知来る
昭和44年11月23日　建築設計を東京都港区青山　中山安三氏に依頼
昭和44年11月23日　会館建設負担金１人20万円　退会死亡のとき75％返還する
昭和44年12月７日　肢体不自由児歯科診療並びに口腔保健相談事業併設決定
昭和44年11月23日　宇都宮支部負担金350万とす
昭和45年１月27日　県歯科医師会が分裂　第２組合（第一歯科医師会）問題　マスコミに公表さる
昭和44年６月16日　起工式
昭和44年11月23日　建築は宇都宮市松原　修和建設株式会社に依頼
昭和44年12月６日　臨時代議員会で所謂第一歯科医師会問題は決着
昭和46年１月26日　竣工記念式典
所謂第一歯科医師会の設立を望んだ人達の目的や動機が余りよくわからない。新聞によると１つ
は会館建設負担金の問題、１つは人事問題で分裂したと書いてある。人事問題とはいったい何の事
なのか。県歯と両者の間に何があったのか…。
難産の末、会館は建設されたが、建設した業者は倒産し、後年、手抜工事が判明、近年は何年間
も会館施設の維持のために年間1,000万円もの費用を要したことは事実である。この問題には当支
部の先輩も関与し、最後迄活躍した。その後、本会は約10年間、エアーポケットに突入した感があ
る。通年残されてきた資料がほとんど蓄積されていない。

◎物　価　はがき10円、封書20円
◎映　画　戦争と人間、エロス＋虐殺、日本解放戦線三里塚
◎流行語　ハイジャック、ウーマンリブ、ヘドロ、エコノミックアニマル
◎流行歌　圭子の夢は夜ひらく、手紙、希望、走れコータロー、今日でお別れ、知床旅情
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■昭和46年（1971）

１月23日 新年会　喜楽
来賓　県歯会長、市保健課など３名　会員出席13名

26日 栃木県歯科医師会館竣工記念式典

昭和42年７月、会館建設の話がスタートし、建設途上幾多の困難をのり越え待ちに
待ったこの日を迎えた。
着工は昭和45年６月１日、上棟が10月９日、竣工は昭和45年12月末日である

２月５日 保健所　保健教育実施　講師　川島光五郎
16日 金子弁明　告別式　全員会葬

（明治34年２月８日～昭和46年２月13日　享年70才　大正10年11月開業）
17日 京浜安保共闘の大学生、栃木県真岡市の鉄砲店に押入、銃11丁と実弾約2,000発を

強奪
３月８日 監査会
20日 定時総会

・歳入、歳出　決算、予算の承認を求むる件
・役員改選
支部長　　　菊地貞造
副支部長　　鈴木幸雄
庶務理事　　村本　光
会計理事　　畑　二郎
地方理事　　鰕原悦郎
代議員　　　福田利示、駒橋秀光
予備代議員　茂呂　允、中条正臣
国保会議員　越路孝七
監事　　　　福田利示、新島　剛
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

３月30日 福島　茂、梅沢東洋幹事引継ぐ
４月 日大松戸歯学部、岐阜歯科大学開設
４月 菊地　誠入会　金子英明入会
５月10日 宇都宮市塙田町に県立図書館が開館
19日 栃歯保険医総辞退

全会員の保険医登録抹消
請求書及び委任状一通を
提出する。
左記の審議用メモが一連
の流れで保険医総辞退へ
とつき進む原因となった。

19日 保険医総辞退全国歯科医師大会　　東京九段会館
全国より1,500人、栃歯会各支部より25名が参加
１．医療保険制度の近代化、抜本改革の即時実施に関する件
２．健康保険医登録抹消請求に関する件を承認した後、宣言及び決議を採択した
日本歯科医師会は６月28日午前10時を期し全国一斉に保険医登録抹消の請求書

を知事宛に提出するよう指示したが、栃木県歯科医師会は、６月27日の参議院鹿島
選挙の翌日28日緊急理事会、29日臨時代議員会、支部代表者会議を開催、７月１
日午前11時、横川栃木県知事に提出した。
７月５日現在で会員34,342名中33,225（97％）名分がまとめられ、８月１日の

発効をまった
６月11日 県歯で肢体不自由児歯科診療開所式を行った。10月５日より診療開始
17日 宇都宮に地上８階、地下１階の西武百貨店オープン
28日 参議院選挙

鹿島俊雄　570,628票で当選（栃木県17,568票　上都賀支部946票）
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７月９日 常会　埼銀
８月２日より保険医の辞退について
７月29日に至って、厚生大臣より歯科の特異性をみとめる旨の回答が得られたので
８月１日からの発効は撤回することになった。
登録抹消届はそのまま都道府県歯科医師会長のところにあずかることとなった。
本県では７月30日に取り下げし461名分（会員外14名）県歯で保管中である

18日 支部旅行
19日 鬼怒川あさやホテル１泊　17名出席
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

７月30日 岩手県雫石町で全日空機と訓練中の自衛隊機が空中衝突、全日空機の162人全員が
死亡

８月23日 県下最長741.4ｍの柳田大橋が鬼怒川に完成
９月 鹿沼、奈佐原文楽、国選択民俗資料に指定
10月２日 常会

栃木県歯科医師会国民健康保険証の新旧の交換あり
11月23日 栃歯旧会館　宗教法人来日聖徒イエスキリスト教会日本伝導部と賃貸契約

28日 宇都宮駅で東北新幹線の起工式
12月16日 常会　埼銀

老人医療費を助成する制度の説明あり
19日 日本政府、10ケ国蔵相会議の決定に基づき１ドル308円の為替レートを決定
19日 岸野栄七郎死去

明治30年５月８日－昭和46年12月19日　享年73才
大正10年10月開業

鹿
沼
の
文
学
碑

石お

裂ざ
く

の
札
所
一
番
円
明
寺

百
鳥

も
も
と
り

の
響と

よ

み
山
よ
り
聞
ゆ
　
　
白
潮

「
石
裂
」
―
鹿
沼
市
上
久
我
、
石
裂
山
（
八
七
九
・
四
メ

ー
ト
ル
）
に
、
加
蘇
山
神
社
の
奥
社
、
麓
に
下
社
が
あ
る
。

そ
こ
ま
で
の
道
中
に
三
十
六
の
札
所
が
あ
る
。

昭
和
三
十
九
年
、
鹿
沼
北
小
学
校
長
を
最
後
に
退
職
し
、

昭
和
五
十
一
年
に
窓
日
主
宰
清
水
比
庵
氏
没
後
、
同
歌
会

の
主
宰
と
な
っ
た
。

昭
和
五
十
一
年
四
月
、
白
潮
歌
碑
建
設
委
員
会
建
立
。

市内酒野谷円明寺
江連白潮

◎物　価　マクドナルドが銀座に１号店オープン、ハンバーガー80円
◎映　画　儀式、曼陀羅
◎流行語　ニアミス、がんばらなくっちゃ、ピース、書を捨てよ町へ出よう
◎流行歌　知床旅情、また逢う日まで、さらば恋人、傷だらけの人生、わたしの城下町、おふくろさん
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和47年（1972）

１月17日 新年会　喜楽
来賓　鹿沼市長　保健課長及び係長、大塚県歯会長　計４名
会員18名出席

24日 元日本兵、横井庄一グァム島の密林で発見
２月3～13日 第11回冬季オリンピック札幌大会開幕
13日 岸野栄七郎夫人死去
21日 ニクソン米大統領、中国訪問、米中国交回復
28日 連合赤軍、浅間山荘事件決着。警察官２人死亡

３月15日 山陽新幹線、新大阪－岡山間開業
17日 保険医登録抹消届、会員に返却
19日 中条正臣死去

大正９年２月２日－昭和47年３月19日
昭和17年３月10日開業　　享年52才

29日 常会　埼銀
岸野忠明、中条佐智子幹事引継ぐ

４月13日 自治医科大学開校
15日 定時総会　埼銀
16日 川端康成、逗子のマンションでガス自殺　享年72才

４月 日本歯科大学新潟歯学部、松本歯科大学、東北歯科大学開設
５月15日 沖縄返還協定が発効、沖縄県が発足
26日 常会　埼銀

１．共済グループ保険について
１．医師賠償保険の申込みについて
１．老人医療の事務の煩雑さについて
１．技工料、公定料金について
１．個人指導、出頭拒否について

６月11日 田野井重男前栃歯会長　叙勲　於宇都宮市馬場町「新うえの８階」
勲五等瑞宝章受章記念祝賀会

７月 栃歯月報200号発刊（表紙カラー　樟
くす

の木）
７月５日 日歯広報299号から日歯公報と改称したが昭和49年（1974）６月号から再び日歯広

報と改称した
８月18日 中禅寺湖有料道路完成
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

９月４日 常会　　埼銀
１．政連会費　井上　裕後援会費徴収さる
１．健保研修会　注意事項
１．表彰　第１回医療功労賞（読売新聞社主催）
那須南支部　佐藤国雄

１．医療監視
１．梅沢東洋、道子夫妻退会転出
河内郡上三川町上三川4912の３へ（宇都宮支部）
（昭和42年10月－昭和47年８月）

１．フッ素塗布
10月400名分　鹿沼幼稚園（青木先生園医）

25日 日中国交正常化
田中角栄、大平正芳中国訪問。周恩来首相と共同声明に調印

10月１日 日塩もみじライン完成（塩原町と藤原町を結ぶ28.1キロ）
24日 那須－甲子道路開通

11月２日 常会　於埼銀
１．脱保険
１．11月５日　社保、税務講習会
１．老人保険事務簡素化申請した所、基金と国保へ請求との事
１．衆議院選挙　　一区　森山、渡辺美智雄

二区　小平、藤尾
１．脱保険、計画診療の推進について
（保険是認しながら患者の了解の
うえで行う）
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

昭和47年５月10日の日歯代議員会で脱保険臨時委員会が設けられ、委員長と
して斉藤静三、副委員長として岩谷　緑が当たり具体的な対応について方針及
び企画をきめ、10月26日都市センターホールで全国の担当理事、関係者に説
明会を開催した。
このときの「脱保険の施策に関するおぼえ書」が上記の内容である

11月２日 県立美術館開館
５日 上野動物園　パンダ初公開（カンカン・ランラン）
13日 東北自動車道、宇都宮－岩槻間開通92.5キロ

12月５日 常会　埼銀
１．青色申告のすすめ　税務署員の話
協力態度を示した

１．連絡事項　衆議院選挙
１．技工士学院　後援会に加入の件
加入会員は12月10日PM3：00より技工研修会を行う

１．沖縄国保→基金へ
１．昭和48年１月28日午後９時から栃木県歯科医学会

11日 新島貫一葬儀　西鹿沼雄山寺　全員会葬
明治23年12月７日－昭和47年12月９日　享年82才
大正６年10月１日開業
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

12月28日 常会　埼銀
１．老人医療の取扱いの変更
一部負担を患者にしてもらい領収証明書を発行する
（県の方からの印刷物）

１．歯科診療所調査票（従事者の名称を入れること）
１．国保運営委員　鈴木幸雄
１．国保審査委員　新島　剛
１．上都賀支部新年会　１月26日（火）の予定

鹿
沼
の
文
学
碑

入
あ
ひ
の
か
ね
も
き
こ
え
ず
は
る
の
く
れ
　
　
風
羅
坊

元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
三
月
二
十
九
日
、
俳
聖
松
尾
芭

蕉
が
「
奥
の
細
道
」
の
途
上
、
鹿
沼
に
泊
る
と
曽
良
日
記

に
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
宿
泊
先
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

今
宮
神
社
か
ら
近
い
、
西
鹿
沼
の
小
鼓
山
と
い
う
小
高
い

山
の
中
腹
に
曹
洞
禅
寺
の
〝
古
風
山
光
太
寺
〞
と
い
う
寺

が
あ
る
。
芭
蕉
が
、
こ
の
寺
に
泊
っ
た
折
に
古
い
編
笠
と

草
鞋
を
残
し
て
行
き
、
後
に
芭
蕉
の
死
を
伝
え
聞
い
た
寺

の
者
が
、
そ
の
編
笠
を
埋
め
て
塚
「
芭
蕉
塚
」
を
作
り
供

養
し
た
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、「
鐘
つ
か
ぬ
里

は
何
を
か
春
の
暮
　
風
羅
坊
」
の
二
句
が
曽
良
の
『
俳
諧

書
留
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

建
碑
は
平
成
二
十
一
年
三
月
、
鹿
沼
史
談
会
に
よ
る
。

掬翠園
風羅坊

（芭蕉の別称）

◎物　価　標準価格米10kg 1,480円
民間大卒初任給　54,000円

◎映　画　密約、忍ぶ川
◎流行語　恥ずかしながら、総括、ヘンシーン、お客様は神様です
◎流行歌　瀬戸の花嫁、せんせい、喝采、旅の宿、ひなげしの花
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和48年（1973）

１月16日 新年会　喜楽
来賓　古沢市長、保健所長、課長、市保険課長、係長、大塚県歯会長　以上６名
会員出席20名

２月10日 東京外国為替市場閉鎖
２月14日１ドル277円から変動相場制に移行

23日 保険講習会　埼銀
差額徴収の件について　特に上都賀地区は叱咤をうける

28日 足尾銅山が正式に閉山。四百余年の歴史に幕を閉じた
３月14日 監査会
24日 定時総会　埼銀

１．学校医交代の件
・60才以上は除く
・支部長は免除
・郡部は郡部で（南摩、楡木、大芦地区）

１．役員改選
支部長　　　菊地貞造
副支部長　　鈴木幸雄
副支部長　　駒橋秀光
会計理事　　新島　剛
庶務理事　　中田静嘉
地方理事　　鰕原悦郎
監事　　　　川島光五郎
監事　　　　手塚正教

１．違法差額の問題について
１．無資格治療の問題（芳賀地区）

４月 福岡歯科大学開設
４月 振り替休日実施
４月 独協医科大学開校
４月27日 ウォーターゲート事件（米民主党本部盗聴でニクソン大統領が司法長官と大統領補

佐官らを辞任させた）
５月20日 福田利示母告別式
６月 オイルショック始まる
６月９日 事業所検診　佐野屋鉄工所　菊地支部長
15日 県制百年記念式典挙行
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

７月３日 常会　埼銀
１．慣行料金の件
１．日本歯科医学会　９月23・24日
鹿沼歯科医師団の旅行をかねる

11日 真岡市井頭公園に１万人プールオープン
12、13日 国保視察　千葉県館山ガーデン

出席　菊地支部長、鈴木副支部長
17日 保健所所長と無資格診療について懇談

７月 東武日光線全線複線化完成
８月４日 フッ素塗布　鹿沼幼稚園200名

８日 金大中事件
来日中の韓国新民党の金大中、東京飯田橋のホテルから拉致され８月13日ソウルで
所在判明

９日 東北自動車道の宇都宮－矢板間17.2キロ開通
31日 上都賀支部保険講習会

大塚会長、鎌田、臼井副会長、小川技官、篠原専務理事、高田常務理事　来鹿
９月12日 清原工業団地起工式

18日 三才児検診　北犬飼　菊地支部長出席
22日 支部旅行　　帝国ホテル
23日 日本歯科医学総会

開会式　９月22日（土） 帝国ホテル
シンポジウム　日比谷公会堂
デンタルショー22日　晴海展示場
ハトバス遊覧す

10月23日 江崎玲於奈ノーベル物理学賞受賞決定
29日 田代山スーパー林道完成

11月８日 矢口　修　告別式
大正２年２月11日－昭和48年11月６日　享年59才
昭和23年６月開業

10日 主婦、各地でトイレットペーパー、洗剤、砂糖の買いだめに殺到
15日 ３才児よい歯のコンクール　於保健所　菊地支部長出席
27日 保険個別指導

12月12日 広報委員会開催　粟野町
鰕原悦郎広報編集室次長、菊地支部長出席

19日 常会
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

オイルショックの替歌　元歌〈君恋し〉で炭恋し

石油がつまれば　悩みは涯し
さびれる暮しに　儲けるは誰が影
炭恋し　てまひまかかれど　涙はあふれて
サンマの焦げゆく

◎物　価　ビール大瓶160円
◎映　画　人間革命、朝やけの詩、仁義なき戦い
◎流行語　ユックリズム、ぐうたら、日本沈没、ちょっとだけよ
◎流行歌　草原の輝き、女のみち、危険なふたり、てんとう虫のサンバ、神田川、夜空
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和49年（1974）

１月９日 税務説明会　埼銀
24日 国保運営協議会　市役所　菊地、鈴木出席
27日 宇都宮平松交番に火炎ビン

２月26日 県内で６件発生した連続爆弾事件で、県警本部は殺人未遂などの容疑で真岡農業高
３年生を全国指名手配、主犯の高校生３人を逮捕

３月11日 常会　　埼銀
青木達三郎、上都賀看護学校の講師辞任申入れ

12日 フィリピン　ルバング島から元陸軍少尉小野田寛郎28年ぶりに帰国
20日 保険小集団指導

県歯より鎌田副会長、高田常務　来鹿
まおか文太郎　来鹿

30日 鑑査会　　菊地支部長宅
30日 ミヤコタナゴ国天然記念物に指定

４月３日 支部総会　埼銀
11日 粟野町出身のガッツ石松がボクシング世界ライト級チャンピオンに
13日 自治医科大学附属病院開院式
15日 岡本全宏開業

４月 白鴎女子短期大学開校
５月13日 常会　　埼銀

鹿沼歯科医師団の上都賀支部への円満な合併をなす。幹事の制度消滅す。
17日 手塚筆四郎　告別式

明治27年１月26日～昭和49年５月14日　享年80才
昭和２年４月開業

６月７日 事業所検診　　中西機械
９日 第１回当り年（寅年生れ）懇親会、宇都宮グランドホテルにおいて開催
15日 常会　　埼銀
26日 満岡選挙カー来鹿　於産業文化会館

７月 独協医科大学病院開院
７月２日 大塚会長、遅沢常務　来鹿、 菊地支部長宅　　一斉休診

７日 まおか文太郎参議院選挙　落選す　全国438,721票
栃木県11,234票　上都賀734票　63位

18、19日 国保視察　松本市　菊地、鈴木出席

鷗
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

７月21日 明生会　鬼怒川グリーンパレス
会に先立ち座談会、当支部駒橋寅春出席
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

８月15日 朴正熙韓国大統領、在日韓国人に狙撃され、夫人が死亡、ソウルで反日デモ激化
30日 常会　　埼銀
30日 三菱重工本社で時限爆弾爆発、大惨事

９月17日 常会　　埼銀
10月８日 常会　　埼銀

14日 長嶋茂雄、読売巨人軍引退
18日 佐藤栄作元首相、日本人初のノーベル平和賞受賞決定
19日 フッ素塗布　鹿沼幼稚園

畑、青木、菊地、村本　出席
11月１日 岸野忠明退会

昭和37年４月～昭和49年11月退会　宇都宮へ
14日 ３才児よい歯のコンクール表彰式　　保健所　　菊地支部長出席
17日 栃歯学会　栃歯会館
24日 支部旅行　鬼怒川温泉ホテル
30日 今市支部創立20周年記念式典　あさや　　菊地支部長出席

（正式には昭和30年２月20日より上都賀支部より分離、独立したと思うのですが）
12月10日 大塚県歯会長　文部大臣表彰

宇都宮　中村支部長出席
20日 東北自動車道、矢板－白河間開通
23日 常会　埼銀

◎物　価　・タクシー料金　東京２km 220円
・地下鉄　初乗り60円

◎映　画　望郷、砂の器、襤褸の旗
◎流行語　ストリーキング、金脈、超能力、巨人軍は永遠に不滅です
◎流行歌　なみだの操、うそ、襟裳岬、あなた、悲しみもよう、母に捧げるバラード、ひと夏の経験



昭和50年～平成20年

年　表

   



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和50年（1975）

１月14日 役員会　菊地支部長宅
21日 税務申告説明会、地区別保険講

習会、新年会　喜楽
26日 支部役員連絡協議会

県歯会館
２月10日 国保運営協議会　於市役所
27日 「歯の110番」開設さる
28日 常会　埼玉銀行

３月19日 総会　埼玉銀行
菊地貞造　支部長に選任さる

６月14日 フッ素塗布　中央小学校
618名に実施

７月17日 中田嘉之
西方村本郷396に開業入会

７月21日 足利銀行栃木支店の女性行員
（23才）２億1千万円横領で逮捕

11月15日 第２回フッ素イオン導入
中央公民館

12月25日 国道50号線足利－佐野バイパス
全面開通

◎物　価　清酒1.8r 1,680円
◎映　画　金環蝕、祭の準備、エマニエル夫人、タワーリングインフェルノ、ジョーズ
◎流行語　オヨヨ、バカうけ、複合汚染、あんたあの娘の何なのさ
◎流行歌　シクラメンのかほり、昭和枯れすすき、ロマンス、時代、時の過ぎゆくままに

220



■昭和51年（1976）

４月１日 鈴木清文　上野町303－３　今
市支部より入会

12日 鹿沼デンタルスタディーグループ
（K.D.S.G）研修会　丸笠歯科商会
駒橋秀光　会長に選任さる

17日 総会　埼玉銀行
学位取得した梅沢　明、鰕原悦
郎両氏に記念品贈呈

５月11日 常会　埼玉銀行
15日 学術講演会　埼玉銀行

講師　独協医大口腔外科教授　
朝倉昭人

５月28日 臨時総会　埼玉銀行
鹿沼市予防歯科研究会
（K.P.D.R.G）発足

７月11日 鹿沼デンタルスタディーグループ研修会
丸笠歯科商会
講師 新潟歯科大学教授 草刈　玄

17日 フッ素イオン導入
中央小体育館
就学前児童対象　500名

29日 保険個人、小集団指導
差額徴収廃止の説明あり

11月15日 フッ素イオン導入　中央公民館
12月21日 宇都宮－日光間バイパス開通

◎物　価　食パン一斤　100円
◎映　画　愛のコリーダ、犬神家の一族、

カッコーの巣の上で、タクシードライバー
◎流行語　黒いピーナッツ、記憶にございません、

はしゃぎすぎ、チカレタビー
◎流行歌　北の宿から、およげたいやきくん、

木綿のハンカチーフ、ペッパー警部
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１．上都賀歯科医師会の軌跡



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和52年（1977）

３月 菊地貞造　支部長に選任さる
４月１日 小高章愛入会　緑町１－176

今市支部より
越路昭夫入会　末広町1925

24日 当り年懇親会（巳年生）
宇都宮グランドホテル
小高正男出席

５月22日 鹿沼デンタルスタディーグループ研修会
丸笠歯科商会
講師　京橋開業　村岡　博

７月13日 「栃木国体」正式決定
10月１日 鰕原公子入会

粟野町口粟野896
11月３日 社団法人栃木県歯科医師会創立

30周年記念式典　県歯会
梅沢　明、福田利示表彰さる

20日 栃歯学会
30日 保険医　個人指導、小集団指導

埼玉銀行

◎物　価　東京地下鉄初乗り運賃　80円
◎映　画　八甲田山、幸福の黄色いハンカチ、ロッキー、ネットワーク
◎流行語　たたりじゃ、よっしゃよっしゃ、お母さん僕の帽子どうしたでしょうね、

飛んでれら、死んでれら
◎流行歌　青春時代、ウォンテッド、勝手にしやがれ、北国の春、あんたのバラード
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■昭和53年（1978）

３月26日 支部役員連絡協議会
各支部の慶弔費及び入会金について

30日 日光市細尾町と足尾町地蔵滝間
の日足トンネル開通

５月３日 当り年懇親会
新うえの８階ホール

７月１日 厚生省、日本の平均寿命が男
72.69才、女が77.95才で世界一
の長寿国と発表

９日 明生会　鬼怒川温泉あさや
青木達三郎出席

８月29日 小高正男逝去　行年73才
11月12日 栃歯学会　栃歯会館

演題６　西方小学校に於けるウ
蝕予防活動について（第一報）
中田嘉之発表

21日 作新学院の江川　卓「空白の１日」
で読売ジャイアンツと電撃契約

◎物　価　新幹線　東京－新大阪9,100円
◎映　画　愛の亡霊、鬼畜、スターウォーズ、未知との遭遇
◎流行語　あんたが主役、ナンチャッテ、ミジメミジメ、フィーバー、アーウー
◎流行歌　UFO、君の瞳は一万ボルト、時には娼婦のように
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１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和54年（1979）

２月15日 栃木県歯科保健賞設置、第１回
推薦締切日

３月24日 新島　剛　支部長に選任さる
25日 支部役員連絡協議会　栃歯会館

各支部入会金調べ
４月１日 川島仁一入会　麻苧町1578

１日 村本　明入会　西鹿沼町90

５月19日 日光華厳の滝128日ぶりに落水
27日 当り年懇親会　宇都宮グランドホテル

村本　光出席
６月１日 福田貞男入会　戸張町2485
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

◎物　価　銭湯　大人入浴料170円
◎映　画　銀河鉄道999、復讐するは我にあり、スーパーマン、ディアハンター
◎流行語　えびぞる、省エネ、エガワル、ギャル、たいしたたまげた、天中殺
◎流行歌　夢追い酒、おもいで酒、魅せられて、関白宣言

６月27日 第１回歯科保健賞授賞式
栃木会館
個人の部　鹿沼市役所保健婦
永田都賀子受賞

７月 座談会「女性歯科医大いに語る」
中条佐智子出席

８月30日 駒橋寅春逝去　行年80才

９月７日 鈴木清文逝去　行年51才
23日 栃歯臨時代議員会　栃歯会館

・適正配置委員会設置規則案
・独協医大歯学部設置反対決議

11月１日 小林幹夫入会　仲町1290
29日 モニター通信　虫歯予防推進公

開研究発表会　菊沢東小



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和55年（1980）

２月27日 歯科保健指導者講習会　栃歯会
館　保健婦、養護教諭対象
「幼児から学童期におけるむし
歯予防について」
栃木県歯科医師会
学校歯科委員長　中田嘉之

「よい歯を育てるために」
栃歯会常務理事　鰕原悦郎

４月19日 総会　喜楽
27日 当り年懇親会　宇都宮グランドホテル

中田嘉之出席
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

６月22日 衆参両院議員選挙、参議院全国区
関口恵三931,070票で当選

７月18日 支部定款成立
27日 明生会　鬼怒川温泉ニュー岡部

福田利示出席
８月１日 梅沢富獄入会　府中町194

９月13日 越路孝七逝去　行年67才
10月４日 有料学術研修会　歯周外科実習
11月20日 川治温泉の川治プリンスホテル

全焼　宿泊客45人が死亡

◎物　価　週刊朝日200円
◎映　画　影武者、ツィゴイネルワイゼン、クレイマークレイマー、地獄の黙示録
◎流行語　それなりに、カラスの勝手でしょ、ナウい、トカゲのしっぽ
◎流行歌　雨の慕情、ダンシングオールナイト、贈る言葉、昴、TOKIO



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和56年（1981）

１月１日 手塚正教、国保審査委員に委嘱さる
３月28日 新島　剛、支部長に選任さる
29日 支部役員連絡協議会　栃歯会館
30日 役員会　喜楽

４月10日 適正配置委員会　西岡寛久入会
について　埼玉銀行

５月15日 臨時総会　埼玉銀行

５月20日 健康大学開講式　保健センター
31日 当り年懇親会　宇都宮グランドホテル

新島　剛出席
６月10日 保険小集団指導　埼玉銀行
７月19日 安佐支部休日急患診療所視察
24日 鹿沼市と休日診療所開設について

打合わせ会
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S56.5.31 当り年懇親会　宇都宮グランドホテル
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

７月26日 明生会　鬼怒川温泉あさやホテ
ル観山館　菊地貞造出席

10月10～11日 有料学術研修会　栃歯会館
14日 知事表彰　鰕原悦郎　衛生大会長

表彰　菊地貞造　栃木県教育会館
11月 福田貞男退会　下都賀支部へ
11月５日 フッ素イオン導入　保健センター

11月18日 玉井克典入会　鳥居跡町1420
29日 栃歯学会　栃歯会館　駒橋秀光、

中田嘉之発表
12月13日 税務講習会　講師　河原邦彦

◎物　価　都バス初乗り　大人130円
◎映　画　泥の河、駅STATION、エレファントマン、ブリキの太鼓
◎流行語　ぶりっ子、るんるん、なめんなよ、ハチの一刺
◎流行歌　ルビーの指輪、ギンギラギンにさりげなく、長い夜、もしもピアノが弾けたなら



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和57年（1982）

１月31日 青木達三郎逝去　行年84才
２月21日 当り年懇親会　宇都宮グランドホテル
３月27日 総会　御殿山会館
28日 支部役員連絡協議会　栃歯会館

各支部の入会金について

４月１日 佐川徹三入会　寺町1346
菊地　香入会　東末広町1934

９日 鹿沼地区休日急患診療所開所式　万町
４月11日（日）より休日診療開始

５月１日 箱島光一入会　上野町303 鈴木歯科
29日 臨時総会　プール制について
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S57.7.11 明生会　菊地　福田　鬼怒川ホテルニュー岡部
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

６月23日 東北新幹線　大宮－盛岡間開通
24～25日 フッ素イオン導入　保健センター

７月１日 田辺　章入会　坂田山町2－53
11日 明生会　鬼怒川温泉ホテルニュー岡部

菊地貞造、福田利示出席

７月14日 第１回市民健康大学　保健センター
講師　岡本全宏

８月１日 茂呂　兀入会　仲町1595
31日 新入会員研修会

10月7～8日 支部旅行　鬼怒川温泉ニュー岡部
12月19日 学術講演会　御殿山会館

◎物　価　東京大学授業料21万6,000円（年間）
◎映　画　蒲田行進曲、さらば愛しき大地、アレキサンダー大王、炎のランナー、E.T
◎流行語　ほとんどビョーキ、逆噴射、ネクラ、気配り、心身症
◎流行歌　北酒場、聖母たちのララバイ、シルエットロマンス、待つわ、チャコの海岸物語



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和58年（1983）

２月３日 新年会　喜楽
３月26日 総会　新島　剛支部長に選任さる

プール制承認可決さる（校医手
当を会費としてプールする制度）

４月１日 鈴木節雄入会　茂呂上の原2209
笠原昭二入会　上石川字植竹1526－52
笠原紀子入会　上石川字植竹1526－52
石崎　誠入会　東町３－４－９
菊地　均入会　東末広町1934
鰕原悦郎　栃歯会常務理事に就任

４月７日 県立鹿沼東高で第１回入学式
18日 学校歯科医グループ検診開始

６月24、25日 フッ素イオン導入　保健センター
29日 市民健康大学　保健センター

講師　小高章愛
７月９日 保険講習会　御殿山会館
16、17日 学術研修会　御殿山会館

８月19日 学校研修会　市役所302会議室
９月13日 昭和58年度歯科保健指導者講習会

栃歯会館
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昭和58年度　歯科保健講習会



◎物　価　山手線初乗り運賃120円　東京－大阪間運賃6,600円
◎映　画　戦場のメリークリスマス、樽山節考、ソフィーの選択、

ガンジー
◎流行語　おしん、辛抱、いいとも、タコ、ロンヤス、不沈空母
◎流行歌　矢切の渡し、越冬つばめ、釜山港へ帰れ、さざんかの宿、

氷雨
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

９月15日 終身会員（70才以上）６名に
慰労金を贈った

17日 学術講演会　休日診療所
10月5、6日 支部研修旅行　鬼怒川温泉ホテル

ニュー岡部　地区別保険講習会
15日 第１回福祉大会ボウリング大会

鹿沼パークレーン
10月18日 鹿沼税務署長より校医手当を会

費として納入する場合の税法上
の取扱についての回答書届く

10月29日 第１回成人病検診実施　独協医大第２内科
30日 栃歯学会　栃歯会館　駒橋秀光発表

11月１日 川治ダム（藤原町と栗山村にま
たがる）完成竣工式

12月28日 緊急理事会　御殿山会館　校医
手当（鹿沼市分）均等化について

S58.10.15 ボウリング大会

福祉大会　囲碁　蝦原先生



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和59年（1984）

１月20日 斉須わか子入会　西方村大字
金崎334（平成６年西方町）
宇都宮支部より

２月２日 税務説明会、保険講習会、新年会
19日 当り年懇親会　宇都宮グランド

ホテル　福田利示、畑　二郎、
茂呂　允出席

３月15日 市川市保健センター視察
31日 総会　御殿山会館

４月１日 新島康夫入会　久保町1699
福島隆夫入会　上材木町1835

５月１日　　木村立男入会　奈佐原町337－3
６月２日 総会　保険講習会　御殿山会館
29、30日 フッ素イオン導入　保健センター

７月11日 市民健康大学　市役所302会議室
講師　金子智英

21日 移動編集会議　古峯ヶ原　迎賓館
26日 工藤元宏逝去　行年62才
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◎物　価　上野動物園入園料　大人200円、小人無料、中国北京からパンダ「ホアンホアン」来園
◎映　画　火宅の人、コミック雑誌なんかいらない、カラーパープル、バック・トゥ・ザ・フューチャー
◎流行語　オシンドローム、まるきん、まるび、くれない族、鈴虫発言
◎流行歌　北の漁場、仮面舞踏会、時の流れに身をまかせ、熱き心に、愛燦燦、DESIRE
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

８月22日 学校歯科研修会　保健センター
９月12日 知事表彰　新島　剛

衛生大会長表彰　福島　茂
15日 終身会員（70才以上）６名に対し

慰労金贈呈（第１回）
10月１日 30年間有料だった「日光いろは

坂」無料となる

10月７日 第１回三支部（宇都宮、上都賀、
今市）合同学術研修会
鬼怒川「松や」
休日診療所　万町「旧保健所」
から「市民文化センター」に移転

13日 ボウリング大会　鹿沼パークレーン
11月４日 学術講演会　厚生年金センター

講師　大谷　満
12月1、2日 支部研修旅行　山梨



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和60年（1985）

１月１日 国保審査員　手塚正教退任
新島　剛新任

２月７日 新年会
17日 当り年懇親会　宇都宮グランドホテル

鰕原悦郎、駒橋秀光出席
３月30日 総会　御殿山会館　新島　剛支

部長に選任さる
４月１日 箱島光一退会　宇都宮支部へ
26日 野岩線「会津鬼怒川線」と決定

５月１日 木下素子入会　上野町303 鈴木歯科
田代高志入会　上野町228－5

23日 監査会　喜楽
29日 市民健康大学　保健センター

講師　駒橋秀光
６月１日 岸野忠明再入会　御成橋町2－295－3

30日 第２回三支部合同学術研修会
ハッピー会館

７月１日 相馬英人入会　日吉町金山下611
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S60.8.23 第1回幼稚園・保育所合同歯科研修会　市保健センター



◎物　価　国立美術館、博物館入場料金　大人300円、学生100円、小人50円
◎映　画　それから、乱、ビルマの竪琴、アマデウス、刑事ジョンブック目撃者
◎流行語　おにゃんこクラブ、新人類、やらせ、ダッチロール、いじめ
◎流行歌　ミ・アモーレ、セーラー服を脱がさないで、飾りじゃないのよ涙は、俺ら東京さ行くだ、卒業、恋におちて
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

７月5、6日 フッ素イオン導入　保健センター
14日 明生会　鬼怒川温泉ホテルニュー岡部

８月23日 第１回幼稚園・保育所合同歯科
研修会　保健センター

31日 アシスタント研修会　中央公民館
９月15日 終身会員に慰労金を贈る
10月12日 本県女性の平均寿命が78.03才と

全国一短命であることが厚生省
の調査で判明

10月26、27日 支部旅行　長野県戸倉上山田方
面バス旅行

29～31日 成人病検診　独協医大健康管理科
11月10日 学術研修会　鹿沼相互信用金庫
12月25日 上都賀歯科医師会就業規則配布



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和61年（1986）

２月６日 新年会
16日 当り年懇親会　宇都宮グランドホテル
22、23日 栃歯有料学術研修会　栃歯会館
23日 予防研修会　市民文化センター

３月27日 総会　御殿山会館
５月１日 狐塚行弘入会　粟野町口粟野639－8
６月１日 石澤隆之入会　上殿町大内宿238－1

６月４日 市民健康大学　保健センター　
講師　菊地　香

13、14日 フッ素イオン導入　保健センター
７月6、7日 明生会　ホテルニュー岡部

福田利示、菊地貞造、村本　光出席
20日 第３回四支部合同学術研修会

ニュー板屋（今年度より芳賀支部と共に）
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◎物　価　宝くじ１枚300円
最高当選金8,000万円、前後賞1,500万円

◎流行語　激辛、プッツン、究極、家庭内離婚、ハイレグ
◎流行歌　北の漁場、仮面舞踏会、時の流れに身をまかせ、熱き心に、愛燦燦
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

７月30日 東北自動車道　浦和－青森間が
全線開通

８月１日 佐藤演由入会　上野町303 鈴木歯科
９月11日 刷掃指導用ビデオ検討会　中央小

20日 慰労会　石ばし
10月17日 木下素子退会　下都賀支部へ

18日 ボウリング大会　鹿沼パークレーン
11月16日 栃歯学会　給食後の刷掃指導用

ビデオの効果についての調査
第一報　相馬英人
第二報　金子　實

11月30日 成人の為の歯の健康相談　保健
センター

12月１日 金子　實入会　朝日町1141－3
21日 支部研修旅行　あさや八番館

学術研修会



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和62年（1987）

１月１日 小川哲弥入会　上材木町1820
29日 予防視察研修会　船橋市中央保

健センター
２月11日 当り年懇談会　宇都宮グランドホテル

川島仁一出席
３月28日 総会　市民文化センター
４月11日 鈴木宏彦入会　上殿町124-1
５月26日 社会福祉協議会、民主部との会議室

借用契約に関し、契約した
５月27日 給食後の刷掃指導用ビデオの効果

についての調査　中央小と懇談会

６月３日 市民健康大学　市役所302会議室
講師　田辺　章

４日 石川権左衛門逝去　享年79才
12・13日 フッ素イオン導入　保健センター
15日 コシヒカリや益子焼など｢とちぎ

百選｣を県が発表
27日 給食後の刷掃指導用ビデオの効果

についての実地調査　みなみ小
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◎映　画　マルサの女、女
ぜ

衒
げん

、プラトーン、
スタンド・バイ・ミー

◎流行語　フリーター、朝シャン、マルサ、
円高、ドル安、サラダ記念日

◎流行歌　愚か者、人生いろいろ、愛しき日々、
百万本のバラ、命くれない

◎物　価　塩　1袋620g 75円
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

７月12日 明生会　鬼怒川温泉ホテルニュー岡部
福田利示、菊地貞造、村本光出席
県央四支部学術研修会　真岡市
青年婦人会館

８月22日 学術研修会　福祉センター
25日 第2回幼稚園保育所合同歯科研修会

９月13日 小林幹夫　鹿沼市議会議員
選挙初当選

15日 学術研修会　福祉センター
22日 藹藹会（慰労会をあいあい会と

改称）石ばし

９月26日 第4回ボウリング大会　鹿沼パークレーン
30日 佐藤演由退会

10月18・19日 支部研修旅行　宮城方面　バス旅行
11月８日 栃歯学会　給食後の刷掃指導用

ビデオの効果についての調査
第1報　相馬英人　第2報　金子實

14日 福島　茂逝去　享年70才
22・23日 学術研修会　福祉センター

第4回　ボウリング大会



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和63年（1988）

１月23日 予防研修会　福祉センター
28日 新年会　喜楽

２月4・5日 栃歯有料学術研修会　栃歯会館
11日 当り年懇親会　宇都宮グランドホテル

菊地貞、菊地均、鰕原公出席
14日 アシスタント研修会　福祉センター
21日 栃木県歯科医師会　大塚禎会長

急逝　享年74才
３月19日 総会　福祉センター　岡本全宏

支部長に選任さる

４月１日 駒橋一永入会　今宮町1608-2
山本　浩入会　栃窪字仁神堂1164-42

６月１日 市民健康大学　保健センター
講師　佐川徹三

17・18日 フッ素イオン導入　保健センター
18日 保険研習会　保健センター
22日 刷掃指導用ビデオの効果についての

調査はじまる　みなみ小　中央小
７月17日 明生会　鬼怒川温泉ホテルニュー岡部

学術研修会　福祉センター
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◎映　画　となりのトトロ、火垂
ほ た る

の墓、ラストエンペラー、危険な情事
◎流行語　しょうゆ顔、ソース顔、オバタリアン、ドーピング、ハナモク、5時から男
◎流行歌　乾杯、雪国、パラダイス銀河、がきの頃のように、セシル、TATOO
◎物　価　醤油上等1r入　284円
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

７月26日 今市・上都賀合同保険講習会
今市市保険福祉センター

31日 従業員研修会　福祉センター
８月25日 学校歯科研修会　福祉センター
９月15日 税務講習会　福祉センター

20日 藹藹会　石ばし
23日 県央四支部合同研修会

今市木村屋ホテル
９月30日 ｢イートピアとちぎ88｣が開幕

10月13日 栃歯会創立80周年記念座談会
菊地　均出席

23日 アシスタント研修会　福祉センター
29日 ボウリング大会　鹿沼パークレーン

11月13日 学術講演会　福祉センター
20日 栃歯学会（創立80周年記念学会）

12月18日 支部旅行、保険講習会　鬼怒川
温泉金谷ホテル

ボウリング大会 アシスタント研修会



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■昭和64年・平成元年（1989）

１月７日 昭和天皇崩御。平成の年号は史
記の｢内平らかに外成る｣、書経
の｢地平らかに天成る｣からの引
用である。歴史上はじめて元号
法に基づいて政府が公布したが、
これは江戸時代の｢慶応｣の改元
時にボツになったものである。

２月２日 新年会
21日 当り年懇親会　宇都宮ロイヤルホテル

越路昭夫、佐川徹三、駒橋一永出席
３月１日 手塚正教逝去　享年59才

３月25日 総会
26日 支部役員連絡協議会　栃歯会館

４月１日 大畑　栄入会　粟野町深程638-1
鈴木裕之入会　上野町303-3

８日 栃木県と49市町村が第2、第4土曜日
を閉庁とする土曜閉庁を一斉スタート

20日 予防視察研修会　東京都立老人
医療センター及び養育院、板橋

６月17・18日 第2回みんなの健康まつり
23・24日 母と子のむし歯予防教室（フッ素

イオン導入を改称）保健センター
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◎映　画　黒い雨、魔女の宅急便、
ダイハード、レインマン

◎流行語　おたく、セクハラ、トレンディ、
ぬれ手で粟、みつぐ君

◎流行歌　淋しい熱帯魚、ふりぬけばヨコハマ、
川の流れのように、とんぼ、Diamonds

◎物　価　ビール大瓶(350ml)1本300円
うち税金82円4銭
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

７月５日 市民健康大学　保健センター
講師　鈴木節雄

15日 明生会　鬼怒川温泉あさやホテル八番館
16日 学術研修会　福祉センター
30日 従業員研修会　福祉センター

８月24日 幼稚園保健所等合同歯科指導者講習会
９月14日 中田静嘉逝去　享年82才

15日 県央四支部学術研修会
県厚生年金休暇センター

21日 藹藹会　石ばし

10月１日 手塚忠雄入会　府所町185
12日 歯科保健賞表彰式　栃歯会館　

個人の部　鹿沼市役所保健婦　細島チイ
11月23日 栃歯学会
26・27日 支部研修旅行　山形方面バス旅行



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■平成２年（1990）

１月31日 玉井克典退会　新潟県へ
２月１日 田島雅哉入会　鳥居跡町1,420（山川薬局内）

県内全域に45年ぶりの大雪情報
宇都宮で積雪26cm
税務説明会　福祉センター
保険講習会　福祉センター
新年宴会　喜楽

３月24日 定時総会　福祉センター
25日 第16回支部役員連絡協議会開催　栃歯会館

５月10日 在宅寝たきり老人等歯科医療対策につ
いての説明会《第1回》 福祉センター

５月31日 今市・上都賀合同保険講習会
福祉センター

６月3・15日 藍綬褒章受章鰕原悦郎祝賀会
宇都宮グランドホテル・石ばし

4・11・l8・25日 栃木放送"歯の時聞"の放送
17日 予防研修会　福祉センター
20日 市民健康大学講座　保健センター

22・23日 母と子のむし歯予防教室　保健センター
７月１日 田口浩美入会　千渡字新田1212－3

畑　健一入会　下田町1－1205－2
14日 明生会　あさやホテル・八番館
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◎物　価　森永ミルクキャラメル12粒　100円
◎映　画　夢、櫻の園、フィールド・オブ・ドリームズ、ゴースト
◎流行語　バブル、アッシー君、イタめし、あげまん、おやじギャル
◎流行歌　恋唄綴、踊るポンポコリン、愛されてセレナーデ、会いたい、壊れかけのRadio
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

７月29日 学術研修会　福祉センター
８月23日 学校歯科研修会　福祉センター

26日 従業員研修会　市民文化センター
９月１日 世界選手権自転車競技大会ロー

ド競技がアジアで初めて宇都宮
市の森林公園周回コースで開催

９日 県央4支部合同学術研修会
センチュリー平安

12日 栃木県よい歯の学校等コンクール特選
日本学校歯科医会表彰　図画・ポスターの部
最優秀賞　松崎友香（中央小6年）

９月22日 藹藹会（慰労会） 石ばし
10月17日 医療廃棄物の処理及び立入り検査

についての説明会　福祉センター
27日 福祉ボウリング大会（第8回）

鹿沼パークレーン
11月23日 栃木県歯科医学会発表　栃歯会館
12月２日 学術研修会　鬼怒川グランドホテル

2・3日 支部旅行　鬼怒川グランドホテル



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■平成３年（1991）

１月31日 税務説明会　商工会議所
31日 新年宴会　喜楽

２月13日 第1回三師会　橋田旅館
３月20日 定時総会　福祉センター

岡本全宏支部長に専任さる
４月１日 畑　和美　入会　下田町1－1205－2
6月
1・8・15・22日 栃木放送"歯の時間"の放送
15日 第26回母と子のむし歯予防教室

保健センター

６月19日 臨床研修会（学術） 福祉センター
７月12日 リハビリ講座　保健センター
18日 市民健康大学講座　保健センター

日光市光徳と群馬県片品村を結ぶ
「奥鬼怒スーパー林道」（46,6km）
が着工から20年で全面開通

28日 学術・医療管理合同研修会
鹿沼商工会議所

８月19日 幼稚園・保育所等合同指導者歯科
研修会　福祉センター
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◎物　価　太田胃酸　分包22包570円、缶160g1,150円
◎映　画　息子、八月の狂想曲（ラプソディー）、ダンス・ウィズ・ウルブス、羊たちの沈黙
◎流行語　僕は死にましぇーん、じゃ,あーりませんか、損失補填、バツイチ
◎流行歌　情けねえ、SAY,YES、愛は勝つ、北の大地
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

８月23日 大貫　真裕　入会　万町963－8
９月４日 栃木県よい歯の学校等コンクール特選

日本学校歯科医会表彰　図画・ポスターの部
最優秀賞　鈴木紅美（南押原小3年）

15日 敬老の日に慰労金を下記会員に支給
21日 藹藹会（慰労会） 石ばし

10月12・13日 鹿沼市みんなの健康まつり
福田屋百貨店

26日 福祉ボウリング大会（第9回）
鹿沼パークレーン

11月７日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会設
立準備会　石ばし

10日 西方村健康まつり　西方村保健センター
23日 粟野町健康まつり　粟野町中央公民館

12月1・2日 支部旅行　新潟方面バス旅行
14日 今市・上都賀合同保険講習会

今市市木村屋ホテル



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■平成４年（1992）

１月１日 藤栄昇次入会　日吉町839－1
本島栄人入会　府中町392-35

15日 学術研修会　福祉センター
31日 新年宴会　橋田旅館

２月13日 税務説明会　福祉センター
17・18・19日 成人病検査　宇都宮東武ホテル

グランデ ピエラクラブ
24日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会

設立総会　福祉センター

２月25日 三師会　橋田旅館
３月28日 定時総会　福祉センター
４月27日 鹿沼市の稲川市長が再選を果たし、

当選の告示を受けた3時間後に死去
６月
1・8・15・22・29日 栃木放送“歯の時間”の放送
13日 学術研修会　福祉センター
27日 母と子のむし歯予防教室　保健センター

７月15日 市民健康大学講座　保健センター
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◎物　価　トクホン普通判40枚　475円
◎映　画　シコふんじゃった、紅の豚、JFK、美しい諍い女
◎流行語　冬彦さん、きんさん,ぎんさん、ほめ殺し、ミンボー
◎流行歌　白い海峡、君がいるだけで、部屋とYシャツと私、

悲しみは雪のように、晴れたらいいね

251

１．上都賀歯科医師会の軌跡

８月１日 公衆衛生視察研修会　仙台市歯科医師会
５日 今市・芳賀・上都賀合同保険講習会

栃歯会館
21日 歯科保健指導者講習会　福祉センター

９月３日 栃木県よい歯の学校等コンクール特選
日本学校歯科医会表彰　図画・ポスターの部
優秀賞　粟野第2小6年　畠山　直子

15日 敬老の日に慰労金を支給
22日 藹藹会（慰労会） 石ばし

10月24・25日 鹿沼市みんなの健康まつり　保健センター
31日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会総会　福祉センター

11月８日 西方村健康まつり　西方村保健センター
９日 梅沢　明逝去　享年83才
22日 ふる里粟野まつり「健康まつり」

粟野町中央公民館
25日 栃木県歯科医学会発表　栃歯会館
29・30日 支部旅行　那須温泉“山楽”

藹藹会

視察研修会

支部旅行　那須温泉「山楽」



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■平成５年（1993）

１月28日 税務説明会　福祉センター
新年宴会　橋田旅館

２月19日 三師会　橋田旅館
15～18日 成人病検査　宇都宮東武ホテルグランデ
３月27日 定時総会　福祉センター
28日 第16回支部役員連絡協議会開催　栃歯会館

６月
7・14・21・28日 栃木放送“歯の時間”の収録及び放送

6月8・29日・7月26日
福祉センター中会議室使用に関する
覚書作成協議会　福祉センター

26日 母と子のむし歯予防教　保健センター
７月７日 市民健康大学講座　保健センター
17日 従業員研修会　福祉センター
18日 学術研修会　福祉センター

８月１～20日 本県で全国高校総体（インター
ハイ）が開幕

18日 幼稚園・保育所等合同歯科指導者研修会
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◎物　価　虎屋の羊羹　大棹1,5kg 4,200円
◎映　画　月はどっちに出ている、お引越し、許されざる者、ジュラシック・パーク
◎流行語　ブルセラ、コギャル、イエローカード、天の声、リストラ
◎流行歌　無縁坂、影法師（日本歌謡大賞、本年で終了）ロード、YAH,YAH,YAH、エロティカセブン

253

１．上都賀歯科医師会の軌跡

９月15日 敬老の日に慰労金を支給
22日 藹藹会（慰労会） 石ばし
26日 県央四支部合同学術研修会

栃木厚生年金休暇センター
10月２日 福祉ボウリング大会（第10回）

鹿沼トーヨーボウル
９日 鹿沼市政45周年記念式典

市民文化センター
21日 今市・上都賀合同保険講習会

今市市保健福祉センター

11月３日 栃木県歯科医学会発表　栃歯会館
７日 西方村健康まつり　西方村保健センター
12日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会総会

（警察官対象研修会）
鹿沼警察署会議室

21日 ふる里粟野まつり「健康まつり」
粟野町中央公民館

28・29日 支部旅行　群馬方面バス旅行
“伊香保温泉”

県央4支部合同学術研修会 支部旅行　伊香保温泉「福一」



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■平成６年（1994）

１月27日 今市・上都賀支部合同税務説明会
福祉センター大会議室

29日 税務講習会　福祉センター
鹿沼地区歯科医師警察連絡会研修会
福祉センター
新年会　橋田旅館

２月14～18日 成人病検査　宇都宮東武ホテルグランデ
17日 とちぎ歯の健康センター開館記念式典

開館記念パ－ティ－
プラザインクロカミ

23日 三師会と行政との懇談会
鹿沼ハッピ－会館

２月25日 鹿沼市の国民健康保険の現状に
ついての講話　福祉センター
鈴木　幸雄　逝去　享年81才

25日 納税組合会会議　福祉センター
３月５日 調査委員会慰労会　きよみず
10日 臨床研修会　福祉センター
26日 総会で岡本全宏支部長に選出

福祉センター
31日 栃木新聞廃刊

４月１日 鰕原悦郎県歯副会長に就任
エフエム栃木開局

５月24日 市民健康大学講座　保健センター
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◎物　価　郵便料金　葉書50円　封筒80円
◎映　画　平成狸合戦ぽんぽこ、居酒屋ゆうれい、ピアノレッスン、シンドラーのリスト
◎流行語　フェミオくん、アンナパパ、同情するなら金をくれ、コギャル、茶髪
◎流行歌　イノセントワールド、夜桜お七、空と君の間に
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

6月13・20・27日・7月4日
栃木放送“歯の時間”放送

16日 図画ポスタ－審査会
22日 作文・標語審査会
25日 母と子のむし歯予防教室　保健センター
30日 今市・上都賀合同保険講習会

福田屋コンベンションホ－ル
７月17日 学術研修会　福祉センター
８月18日 歯科保健指導者講習会

福祉センター
９月15日 敬老の日に慰労金を支給

22日 藹藹会（慰労会） 石ばし

９月24日 県央四支部合同学術研修会
ホテルニュ－イタヤ

10月29日 福祉ボウリング大会（第11回）
鹿沼トーヨーボウル
懇親会　福田屋コンベンションホ－ル

11月13日 西方村健康まつり　西方村保健センター
15日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会総会

福田屋コンベンションホ－ル
20日 ふる里粟野まつり「健康まつり」

粟野町中央公民館
12月４日 支部旅行　鬼怒川温泉ホテル あさや

学術研修会　鬼怒川温泉ホテル あさや



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■平成７年（1995）

１月26日 税務講習会　鹿沼商工会議所催事ホール
26日 新年宴会　橋田旅館
26日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会

（歯科医師対象の研修会）鹿沼商工会議所
30日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会

（警察官対象の研修会）鹿沼警察署
２月７日 公衆衛生視察研修会　東京都心

身障害者口腔保健センター
15日 三師会と行政との懇談会　橋田旅館

３月25日 定時総会　福祉センター
31日 大畑　栄退会　県外転出　

４月１日 岸野昌彦入会　上奈良部2－285

４月１日 県北初の４年制大学・国際医療
福祉大学開校

11日 学校保健法改正に伴う検診説明会
福祉センター

４月26日～12月20日（10回）
「仮称歯科ドック」検討小委員会
福祉センター

6月2日、8月2日 「仮称歯科ドック」行政との打合せ会
福祉センター

６月７日 市民健康大学講座　保健センター
17日 母と子のむし歯予防教室　保健センター
26日 今市・上都賀合同保険講習会　今市市“あさの”
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◎物　価　地下鉄初乗り運賃　160円
◎映　画　午後の遺言状、写楽、フォレスト・ガンプ、

ショーシャンクの空に
◎流行語　サリン、ポア、ダ・ヨ・ネ、トルネード、

官官接待、がんばろう神戸
◎流行歌　ラブ・ラブ・ラブ、

ウォー・ウォー・トゥナイト、
オーバーナイト・センセーション
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

７月９日 学術研修会　福祉センター　
18日 臨床研修会　福祉センター
26日 岸野忠明逝去　享年 61才

８月24日 歯科保健指導者講習会　福祉センター　
９月15日 県央四支部合同学術研修会

真岡市グランドホテル静風
22日 藹藹会（慰労会） 石ばし

10月５日 従業員研修会　福祉センター　
７日 日光市と群馬県片品村を結ぶ「金精道路」が無料に
28日 福祉ボウリング大会（第12回）

鹿沼トーヨーボウル
11月12日 西方村健康まつり　西方村保健センター

11月13日、12月８日
鹿沼市在宅寝たきり老人歯科保健
推進事業打合せ会　保健センター

15日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会　総会
特別講演　福田屋コンベンションホール

19日 ふる里粟野まつり「健康まつり」
粟野町中央公民館

26・27日 支部旅行　箱根方面　湯河原温泉 山翠楼
12月10日 学術研修会　福祉センター　

26日 第１回鹿沼市在宅寝たきり老人歯科保
健推進事業準備委員会　保健センター

支部旅行　湯河原温泉「山翠楼」



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■平成８年（1996）

1月10日、2月16日 鹿沼市市民環境部との歯科ドック事業
打合せ会　保健センター

22日 新年宴会　橋田旅館
22日 税務講習会　鹿沼商工会議所催事ホール
22日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会

（歯科医師対象の研修会）鹿沼商工会議所
25日 鹿沼市福祉部との在宅寝たきり老

人歯科保健推進事業準備委員会
保健センター

2月8日、3月6日 歯科ドック小委員会　福祉センター
２月14日 三師会と行政との懇談会　橋田旅館
３月13日 臨床研修会　ホテル京屋
29日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会

（警察官対象の研修会）鹿沼警察署
30日 定時総会　福祉センター

３月31日 ゴルフコンペ・大久保技官、大橋技官を
囲む会　鹿沼カントリークラブ　石ばし

４月１日 鈴木定幸入会　栄町2－10－1
10日 宇都宮環状道路（宮環）が全線開通
24日 鹿沼ケーブルテレビ開局記念式典

商工会議所催事ホール
30日 鹿沼市国民健康保険歯科ドック（お口の人間

ドック）推進事業　調印式　保健センター
６月15日 母と子のむし歯予防教室　保健センター
７月７日 明生会　鬼怒川温泉　ホテルニュー岡部
12日 在宅寝たきり老人歯科保健推進事業

調印式　保健センター
17日 市民健康大学講座　保健センター　
14日 学術研修会　福祉センター
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支部旅行　鬼怒川温泉「ホテルあさや八番館」



◎物　価　宝くじ単価500円「阪神・淡路大震災復興
協賛宝くじ」で一等賞金初の1億円

◎映　画　Shall we ダンス？、キッズ・リターン、
ミッション・インポッシブル

◎流行語　自分で自分をほめたい、住専処理、
チョベリバ、ストーカー

◎流行歌　Donﾕt wanna cry、アジアの純真、
DEPARTURES、あなたに逢いたくて
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

７月30日 今市・芳賀・上都賀合同保険講習会
宇都宮市 護国会館

８月21日 歯科保健指導者講習会　福祉センター
25日 県央四支部合同学術研修会

ホテル ニューイタヤ
９月１日 鹿沼市国民健康保険歯科ドック（お

口の人間ドック）健診事業スタート!!
28日 老人福祉施設「クローバー」開所記

念式典　老人福祉施設「クローバー」
28日 藹藹会（慰労会） 石ばし

10月１日 菊地　均　開業（新規診療所開院）
東町3－6－19

19日 広報編集室移動編集会議開催後
の懇親会設営並びに参加　

26日 福祉ボウリング大会（第13回）

鹿沼トーヨーボウル
11月７日 日光杉並木オーナー制度の契約第１号調印

８日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会総会
特別講演　福田屋コンベンションホール

10日 西方町健康まつり　西方町保健センター
16日 自治医科大学口腔外科開設20周

年祝賀会 ホテル ニューイタヤ
17日 ふる里粟野まつり「健康まつり」

粟野町勤労者体育センター
29日 鹿沼市温泉検討委員会　市役所
30日 老人保健施設「かみつが」開設式

老人保健施設「かみつが」
12月１日 学術研修会　鬼怒川温泉　ホテルあさや
1・2日 支部旅行　鬼怒川温泉 ホテルあさや八番館
25日 菊地貞造逝去　享年 80才



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■平成９年（1997）

１月１日 手塚史雄入会　西茂呂3－16－4
30日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会

（歯科医師対象の研修会）福祉センター
30日 新年宴会　橋田旅館

２月５日 視察研修会
日本歯科大学 高齢者歯科診療科

15日 鹿沼市「健康づくりのつどい」
市民文化センター

20日 市長に陳情〔歯科医師会事務室設置
についての要望〕鹿沼市役所市長室

25日 臨床研修会　ホテル榎
25日 三師会と行政との懇談会

３月22日 定時総会　福祉センター
瓦井昭二支部長に選任さる

31日 鰕原悦郎　県歯副会長退任

４月１日 岡本全宏　県歯常務理事就任
８日 新旧役員引継ぎ式　福祉センター

５月23日 臨時総会　福祉センター
27日 茂呂教授がメンデル賞受賞

６月18日 市民健康大学講座　保健センター
21日 母と子のむし歯予防教室　保健センター

７月13日 学術研修会　福祉センター
８月１日 駒橋　武入会　千渡1671

１日 茂木町に「ツインリンクもてぎ」オープン
20日 歯科保健指導者講習会

市民文化センター大会議室　
９月１日 金子泰英入会　西茂呂2－19－20
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◎物　価　タクシー東京初乗り２km 660円、加算270m 毎80円
◎映　画　うなぎ、もののけ姫、インディペンデンス・デイ、

ジュラシック・パーク
◎流行語　ガーデニング、じゃないですか、パパラッチ、透明な存在
◎流行歌　CAN YOU CELEBRATE？、硝子の少年、ひだまりの詩
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

９月５日 栃木県公衆衛生学会発表
栃木県総合文化センター　

17日 藹藹会（慰労会）石ばし
28日 第14回県央四支部合同学術研修会

（上都賀担当）栃木厚生年金休暇センター
“歯科界の今後の動向について”
野村総合研究所 医療・福祉研
究室室長　宮崎 慶三

10月３日 ２歳児検診についての打合せ会　福祉センター
25日 福祉ボウリング大会　鹿沼トーヨーボウル
25日 小山歯科医師会創立50周年記念

式典　小山市 和田屋新館
11月６日 上都賀・今市合同保険講習会

福田屋コンベンションホール

11月９日 西方町健康まつり〔いきいきふれ
あい祭り〕西方町保健センター

13日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会　総会
特別講演　福田屋コンベンションホール

16日 栃木県歯科医学会発表　栃歯会館
16日 粟野町健康まつり〔ふる里粟野まつり〕

粟野町中央公民館
11月30日・12月１日

支部旅行　新潟方面　新潟市イタリア軒
12月14日 鰕原悦郎勲五等双光旭日章受章・

日本歯科医師会会員有功章受賞祝
賀会　宇都宮グランドホテル

19日 鰕原悦郎勲五等双光旭日章受章・日本
歯科医師会会員有功章受賞祝賀会
石ばし



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■平成10年（1998）

１月29日 税務講習会、鹿沼地区歯科医師警察連絡会研修会
（歯科医師対象の研修会）新年会　開催
鹿沼市商工会議所催事ホール

30日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会
（警察対象の研修会）鹿沼警察署３階　大会議室

２月９日 歯科ドック打ち合わせ会議
鹿沼市庁舎新館501会議室

19日 公衆衛生研修会　福祉センター大会議室
２月23日～３月５日

成人病検査　関湊記念会クリニック
24日 臨床研修会　ホテル榎
26日 三師会　福田屋コンベンションホール

３月28日 定時総会　福祉センター大会議室
５月１日 保険説明会　福祉センター大会議室

５月21日 従業員研修会　福祉センター大会議室
22日 納税組合会会議　福祉センター中会議室
26日 粟野町歯科ドック事業の契約締結

福祉センター中会議室
６月３日 第19回市民大学講座　講師：新島康夫

保健センター
20日 母と子の虫歯予防教室　保健センター
24日 鹿沼市在宅寝たきり老人歯科保

健推進事業機器説明会
保健センター　機能訓練室

７月6～17日 B型肝炎ウイルス検査　上都賀総合病院
13日 医療管理講習会　福祉センター大会議室

８月20日 歯科保健指導者講習会
福祉センター大会議室
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◎物　価　サントリー新角1,416円
◎映　画　HANA-BI、踊る大捜査線、タイタニック、メンインブラック
◎流行語　貸し渋り、ハマの大魔神、だっちゅーの、ショムニ
◎流行歌　夜空ノムコウ、誘惑、my graduation、

長い間、Wanna Be a Dreammaker
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

８月26日 歯科ドック事業機器説明会
福祉センター中会議室

９月16日 藹藹会　石ばし
27日 学術研修会　福祉センター大会議室

10月6日～H11年3月26日
B型肝炎ワクチン接種　上都賀総合病院

８日 鹿沼市介護認定審査会委員連絡会議（第1回）
市民文化センター大会議室

20日 鹿沼市介護認定審査会（5回）
保健センター

24日 福祉大会ボウリング（15回）
鹿沼トーヨーボウル

26日 帝国繊維㈱歯科健康教育　講師：越路昭夫
帝国繊維㈱鹿沼工場

11月８日 西方町いきいき健康ふれあい祭り
講師：中田嘉之　西方町保健センター

８日 粟野町健康祭り　講師：鰕原公子
粟野町勤労者体育センター

12日 障害児口腔衛生指導研修会　講師：金子實
12日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会総会

福田屋コンベンションホール
26日 鹿沼市役所歯科健康教育

講師：鈴木節夫　斉須わか子
保健センター

29日 学術研修会　ホテル鬼怒川御苑
29日 支部旅行　ホテル鬼怒川御苑

12月10日 上都賀・今市合同保険講習会
今市市　ホテルつたや

よい歯のコンクール
図画・ポスターの部

母と子の虫歯予防教室



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■平成11年（1999）

１月28日 税務講習会　福祉センター大会議室
28日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会

（歯科医師対象の研修会）
福祉センター大会議室

28日 新年会　橋田旅館
29日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会（警察官対象の研修会）

鹿沼警察署３階大会議室
２月11日 「健康づくりのつどい」

講師：駒橋一永・手塚史雄　鹿沼市市民文化センター
18日 公衆衛生視察研修会　仙台市福祉プラザ

22日～3月4日 成人病検査　関湊記念会クリニック
25日 栃木放送「歯の話」の収録及び放送　放送

担当者：菊地　均　宇都宮市栃木会館
３月1・8・15・22・29日放送

３月11日 臨床研修会　ホテル榎
27日 定時総会　福祉センター大会議室

４月１日 上都賀歯科医師会ホームページ開設
28日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会（第１回役員会）石ばし

５月20日 従業員研修会　福祉センター大会議室
６月９日 第20回市民健康大学講座

講師：鈴木裕之　保健センター
17日 障害児口腔衛生指導研修会

講師：金子　實　あおば学園
19日 母と子のむし歯予防教室　保健センター
27日 学術研修会　福祉センター大会議室

７月31日～8月1日
支部旅行　東京・横浜バス旅行
（隅田川花火大会をメインとして）
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◎物　価　総理大臣給与　230万４千円
◎映　画　鉄道員（ぽっぽや）、アルマゲドン、マトリックス
◎流行語　リベンジ、ブッチホン、iモード、カリスマ、癒し
◎流行歌　だんご三兄弟、Automatic、ウインター・アゲイン
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

８月19日 歯科保健指導者講習会　福祉センター大会議室
９月９日 今市市より在宅寝たきり老人歯科保

健推進事業先進地視察　鹿沼市役所
12日 小林幹夫、市議会議員選挙当選（4選を果たす）
14日 藹藹会　石ばし
29日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会（第２回役員会）石ばし
30日 鹿沼警察署被害者支援連絡協議会設立総会

鹿沼警察署３階会議室
10月15日 帝国繊維㈱歯科健康教育　帝国繊維㈱鹿沼工場

23日 鹿沼市民情報センター竣工式典　市民情報センター
25日 鹿沼市・粟野町合同歯科ドック事業

機器説明会　福祉センター中会議室
25日 鹿沼相互信用金庫健康教育

講師：相馬英人・石澤隆之・鈴木宏彦

10月26日 臨床研修会　福祉センター中会議室
30日 福祉大会ボウリング（第16回）鹿沼トーヨーボウル

懇親会　福田屋百貨店コンベンションホール
11月９日 障害児口腔衛生指導研修会　講師：金子　實

11日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会（総会）
14日 西方町健康まつり　講師：斉須わか子

西方町保健センター
16日 鹿沼市役所歯科健康教育　講師：山本　浩・畑　健一
21日 粟野町健康福祉まつり　講師：狐塚行弘

西方町勤労者体育センター
12月11日 公衆衛生・学術合同研修会　福祉センター大会議室



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■平成12年（2000）

１月28日 税務講習会　福祉センター大会議室
鹿沼地区歯科医師警察連絡会
（歯科医師対象の研修会）福祉センター大会議室
新年宴会　橋田旅館

31日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会
（警察官対象の研修会）鹿沼警察署3階　大会議室

２月３日 栃木放送「歯の話」の収録及び放送
14～24日 成人病検査　関湊記念会クリニック
16～24日 B型肝炎ウイルス検査　上都賀総合病院
15日 鹿沼地区三師会新年懇親会

福田屋コンベンションホール

３月９日 臨床研修会　ホテル 榎
25日 定時総会　福祉センター大会議室

瓦井昭二、支部長に選任される
４月１日 岡本全宏先生、県歯常務理事に就任
６月17日 母と子のむし歯予防教室

市民情報センター
20日 第21回市民健康大学講座・講演「知っ

ておきたい歯の話」講師　木村立男
市民情報センター

29日 今市支部・上都賀支部合同社保講習会
福田屋コンベンションホール
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親子むし歯予防教室

藹藹会



◎物　価　日光金谷ホテル、２食付き１万３千円、税別
◎映　画　ナビィの恋、雨あがる、シックス・センス、グリーンマイル
◎流行語　ＩＴ革命、おっはー、めっちゃ悔しい、わたし的には
◎流行歌　TSUNAMI、箱根八里の半次郎
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

７月16日 学術研修会　福祉センター大会議室
８月22日 歯科保健指導者講習会　福祉センター大会議室
９月４日 田島雅哉が診療所を移転（医院名変更）

聚寶堂田島歯科医院→田島歯科医院
鳥居跡町1240→上殿町765－5

14日 藹藹会（慰労会） 石ばし
10月１日 支部名ではなく上都賀歯科医師会となる

３日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会（役員会） 石ばし
25日 臨床研修会　市民情報センターEUC学習室
28日 福祉大会ボウリング（第17回） 鹿沼トーヨーボウル

福田屋コンベンションホール（懇親会）

11月26日 粟野町健康福祉まつり　講師　鰕原公子
粟野町勤労者体育センター

29日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会（総会）
12月３日 学術・医療管理・調査合同研修会

ホテル鬼怒川御苑
３日 支部旅行　ホテル鬼怒川御苑
10日 鹿沼市ヤンチャまつり　講師　大貫真裕

市民情報センター
12日 臨床研修会　福田屋コンベンションホール

支部旅行　ホテル鬼怒川御苑



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■平成13年（2001）

１月24日 税務講習会　福祉センター
鹿沼地区歯科医師警察連絡会
（歯科医師対象の研修会）福祉センター
新年宴会　橋田旅館

２月１日 公衆衛生視察研修　東京医科歯科大学
６日 三師会新年懇親会　福田屋コンベンションホール
13日 鹿沼市健康教室　鹿沼東部地区公民館

２月18日 健康づくりのつどい　市民情報センター

２月28日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会
（警察官対象の研修会）鹿沼警察署

３月10日 臨床研修会　市民情報センター
14日 臨床研修会　ホテル榎
24日 総会　福祉センター

５月31日 障害児口腔衛生指導研修会　あおば学園
６月16日 親子虫歯予防教室　市民情報センター
７月５日 医療管理研修会　福祉センター
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従業員研修会（医療管理）

ボウリング大会

よい歯のコンクール
図画・ポスター審査会

藹藹会



◎物　価　スーパーカブ　155,000円
◎映　画　千と千尋の神隠し、バトルロワイヤル、

トラフィック、山の郵便配達
◎流行語　聖域なき改革、抵抗勢力、米百俵、塩爺
◎流行歌　Dearest、海鳴り
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

８月９日 今市、上都賀歯科医師会合同社保講習会
今市市つたやホテル

23日 歯科保健指導者講習会　福祉センター
９月２日 西方町成人歯科検診　西方町保健センター

14日 藹藹会　石ばし
10月 ホームページ管理、運営小委員会設置
10月７日 第18回県央四郡市歯科医師会合同学術研修会

厚生年金休暇センター
27日 福祉大会ボウリング（第18回）鹿沼トーヨーボウル

11月14日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会総会
厚生年金休暇センター

11月22日～12月20日
施設巡回診療
知的障害者通所授産施設「あいりん」

24日 鹿沼市ヤンチャまつり　鹿沼商工会議所
25日 粟野町健康福祉まつり

粟野町勤労者体育センター
29日 栃木放送“歯の話”の収録及び放送



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■平成14年（2002）

１月24日 税務講習会、鹿沼地区歯科医師警察連絡会
（歯科医師対象の研修会）福祉センター
新年宴会　橋田旅館

２月８日 三師会新年懇親会
福田屋コンベンションホール

10、11日 支部旅行　札幌・小樽方面
札幌雪まつり

17日 健康づくりのつどい　市民情報センター
２月28日 公衆衛生研修会　福祉センター

鹿沼地区歯科医師警察連絡会

（警察官対象の研修会）鹿沼警察署
３月13日 臨床研修会　ホテル榎
30日 定時総会　福祉センター

５月16日、10月３日
障害児口腔衛生指導研修会　あおば園

30日 医療管理研修会　福祉センター
６月15日 親子むし歯予防教室　市民情報センター
７月11日 今市・上都賀歯科医師会合同社保講習会

福田屋コンベンションホール
20日 福田利示逝去　享年 90才
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◎物　価　正露丸100錠850円　　200錠1500円　
◎映　画　たそがれ清兵衛、猫の恩返し、

ロード・トゥ・パーディション、
ハリーポッターと賢者の石

◎流行語　タマちゃん、Ｗ杯（中江津村）、
貸し剥し、ムネオハウス、拉致

◎流行歌　地上の星、Voyage、大きな古時計、
ワダツミの木
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

８月７日 在宅寝たきり老人歯科保健推進事業
機器説明会　市民情報センター

22日 歯科保健指導者講習会　福祉センター
９月１日 学術研修会　福祉センター

13日 藹藹会　石ばし
10月19日 栃歯広報編集室移動編集会議接待

古峰ヶ原迎賓館
26日 福祉大会ボウリング（第19回）

鹿沼トーヨーボウル

10月29日 研修会（調査委員会担当）
市民情報センター

11月７日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会総会
福田屋コンベンションホール

11日 臨床研修会　福祉センター
12月1、2日 支部旅行　盛岡・秋田方面

８日 鹿沼市ヤンチャまつり　商工会議所

藹藹会札幌　クラーク像の前で

小岩井農場から岩木山を望む



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■平成15年（2003）

１月23日 税務講習会　福田屋コンベンションホール
鹿沼地区歯科医師警察連絡会
（歯科医師対象の研修会）新年宴会

２月16日 健康づくりのつどい　市民情報センター
17日 介護支援専門員連絡会研修会

市民情報センター
26日 駒橋秀光逝去　享年77才
27日 公衆衛生研修会　福祉センター

３月３日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会
（警察官対象の研修会）鹿沼警察署

３月27日 総会　福祉センター
瓦井昭二　会長に就任

４月１日 岡本全宏　県歯常務理事に就任
５月29日、12月11日

医療管理研修会　福祉センター
６月12日、10月30日

障害児口腔衛生研修会　あおば園
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藹藹会



◎物　価　タバコ　新生170円、セブンスター・ピース280円、ハイライト・マイルドセブン270円
◎映　画　座頭市、赤目四十八瀧心中未遂、戦場のピアニスト、ラスト、サムライ
◎流行語　毒まんじゅう、なんでだろう？、マニフェスト、勝ちたいんや
◎流行歌　さくら、世界に一つだけの花、白雲の城、No way to say
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

６月21日 楽しく学ぶ親子むし歯予防教室
市民情報センター

25日 歯科ドック事業機器説明会
福祉センター

７月６日 学術研修会　福祉センター
７月16日、10月27日

調査委員会担当研修会　福祉センター
８月21日 歯科保健指導者講習会　市民文化センター
９月12日 藹藹会　石ばし

10月25日 福祉大会ボウリング　鹿沼トーヨーボウル
11月５日 高齢者に対する歯つらつモデル事業

粟野町　特別養護老人ホーム「粟野荘」
12日 高齢者に対する歯つらつモデル事業

西方町「ふれあいプラザ」
13日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会総会

市民文化センター
12月７日 鹿沼市ヤンチャまつり

鹿沼商工会議所

臨床研修会（一戸先生）

臨床研修会（中村先生）

新警察署内覧会



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■平成16年（2004）

１月29日 税務講習会、鹿沼地区歯科医師警察連絡会
（歯科医師対象の研修会）、新年会
福田屋コンベンションホール

２月11日 学術・公衆衛生合同研修会
福田屋コンベンションホール

17日 鹿沼地区三師会　新年懇親会
福田屋コンベンションホール

24日 研修会〔調査委員会担当〕 福祉センター
27日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会

（警察官対象の研修会）
鹿沼警察署会議室

３月８日 鹿沼市歯周疾患検診検討会　市民情報センター
９日 臨床研修会　福田屋コンベンションホール
29日 定時総会　福田屋コンベンションホール

４月１日 岡本真利入会　下材木町1359－1
４日 岡本全宏逝去　享年57才
20日 歯周疾患検診説明会　市民情報センター
23日 小林幹夫　県政報告会

福田屋コンベンションホール
27日 粟野町２歳児教室　粟野町保健センター

５月18日 鹿沼市２歳児教室　市民情報センター
25日 歯周疾患検診説明会　市民情報センター

６月１日 茂呂祐康入会　仲町1595－10
茂呂英運入会　仲町1595－10

４日 西方町２歳児健診　西方町２歳児健診
15日 第24回市民健康講座　市民情報センター
13日 佐川徹三県歯理事に就任

〔岡本全宏常務死去のため〕

274

藹々会

新年会（二次会）

三師会　新年会

尚古集成館より
桜島を望んで

支部旅行　球磨川下り



◎物　価　トマトケチャップ500ｇ　チューブ入り　315円
◎映　画　誰も知らない、血と骨、ミスティック・リバー、殺人の追憶
◎流行語　チョー気持いい、たかが選挙、気合だ！、負け犬
◎流行歌　瞳をとじて、マツケンサンバ、Sign、愛よ愛よ
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

６月19日 楽しく学ぶ「親子むし歯予防教室」
鹿沼市民情報センター

７月１日 医療管理研修会　福祉センター
５日 西方町三師会　西方　稲安
４日 学術研修会　福祉センター
13日 第24回市民健康講座　市民情報センター
23日 歯科ドック事業機材説明会　福祉センター
26日 研修会〔調査委員会担当〕 福祉センター

８月３日 臨床研修会　鹿沼商工会議所４階中会議室
26日 歯科保健指導講習会　市民情報センター

９月５日 第21回県央四郡市歯科医師会合同学術研修会
10日 藹藹会　鹿沼市　石ばし
30日 障害児口腔衛生指導研修会　あおば園

10月３日 明生会　宇都宮グランドホテル

10月13日 第24回市民健康講座　市民情報センター
30日 福祉大会〔ボウリング〕開催

鹿沼トーヨーボウル（第21回）
11月４日 壬生口腔外科連携医療懇話会

10日 第24回市民健康講座　市民情報センター
18日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会総会

福祉センター
21日 粟野町健康福祉まつり

粟野町勤労者体育センター
24日 研修会〔調査委員会担当〕 福祉センター
28日 歯科医師会旅行　鹿児島・熊本方面

12月５日 鹿沼市ヤンチャまつり
鹿沼商工会議所催時ホール



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■平成17年（2005）

１月27日 税務講習会、鹿沼地区歯科医師
警察連絡会、新年会
福田屋コンベンションホール

２月６日 学術・調査合同研修会　福祉センター
17日 鹿沼地区三師会新年懇親会
21日 上都賀衛生士会研修会

市民情報センター
23日 壬生口腔外科連携医療懇話会
27日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会

（歯科医師対象の研修会）
福田屋コンベンションホール

28日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会
（警察官対象の研修会）
鹿沼警察署会議室

３月１日 介護認定審査会委員全体研修会
市民情報センター

２日 学術・調査合同研修会　福祉センター
10日 公衆衛生研修会　福祉センター
23日 介護認定審査会委員全体研修会　上都賀庁舎3Ｆ
26日 定時総会　福祉センター

４月４日 鹿沼市介護認定審査員委属状伝達式
及び研修会　市民文化センター

25日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会　鹿沼市　若駒
５月25日 歯周疾患説明会　第２回　市民情報センター
６月２日 医療管理研修会　福祉センター
14日 第25回市民健康講座　市民情報センター
18日 楽しく学ぶ「親子むし歯予防教室」

市民情報センター
29日 学術・調査合同研修会　福祉センター
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◎物　価　新幹線　東京―大阪間
こだま 8,510円　　特急料金 5,240円
ひかり 〃 〃
のぞみ 〃 5,540円

◎映　画　パッチギ！、ALWAYS三丁目の夕日、
ミリオンダラー・ベイビー、大統領の理髪師

◎流行語　想定内〔外〕、クールビズ、ブログ、
もったいない、刺客、

◎流行歌　青春アミーゴ、Nomore Cry、
五能線、Butter Fly
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

７月12日 第25回市民健康講座　市民情報センター
13日 在宅寝たきり老人歯科保健推進

事業機器説明会
25日 研修会〔調査委員会担当〕 福祉センター

８月４日 歯科保健指導者講習会　市民情報センター
９月４日 第22回県央四市郡歯科医師会合

同学術研修会〔上都賀担当〕
“咬合・咀嚼が創る健康長寿”
鹿沼市 ウェルサンピア栃木
日本歯科大学　歯学部歯科補綴学
第一講座教授　小林義典先生

13日 藹藹会〔慰労会〕 石ばし
30日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会〔役員会〕鹿沼市　若駒

10月１日 国政調査　人口1億2,775万6,815人
１年前より1万9,000人減少

10月13日 第25回市民健康講座　市民情報センター
22～23日 移動編集会議in古峯ヶ原　古峯神社
29日 福祉大会ボウリング〔第22回〕 鹿沼トーヨーボウル

11月９日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会総会
福田屋コンベンションホール

10日 第25回市民健康講座　市民情報センター
11日 西方町三師会　稲安
20日 粟野町健康福祉まつり　粟野町勤労者体育センター
21日 粟野町健康福祉まつり　粟野町勤労者体育センター
27日 歯科医師会旅行　山陽・四国方面

12月４日 鹿沼市ヤンチャまつり　鹿沼商工会議所
11日 学術・調査合同研修会　市民情報センター

学術調査合同研修会

支部旅行　山陽・四国方面



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■平成18年（2006）

１月26日 税務講習会、鹿沼地区歯科医師警察連絡会
（歯科医師対象の研修会）
新年会　福田屋コンベンションホール

３月８日 村本光逝去　享年 86歳
14日 鹿沼地区三師会新年懇親会

福田屋コンベンションホール
20日 田口浩美退会
26日 学術・公衆衛生合同研修会　市民情報センター
27日 鹿沼市・粟野町合併記念式典

市民文化センター
３月２日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会　鹿沼警察署

（警察官対象の研修会）
15日 研修会〔調査委員会担当〕 福祉センター
25日 定時総会　平成18年度郡市歯科

医師会事業計画紹介
佐川徹三　会長に選任さる

３月27日 鹿沼市・粟野町合併記念式典
４月１日 瓦井昭二　県歯常務理事に就任

茂呂允　県歯監事に就任
19日 上都賀歯科医師会史聞き取り調査　新島剛
28日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会

５月１日 医療管理研修会　市民情報センター
６月１日 医療管理研修会　福祉センター

５日 「よい歯のコンクール」歯の衛生
週間行事　福祉センター

12日 第1回鹿沼地区保健医療協議会総会
市民情報センター

13日 第26回市民健康講座　開校式
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ボウリング大会

支部旅行　下関「春帆楼」

支部旅行　萩市「松陰神社」



◎物　価　ブルドッグソース　500ml 330円
◎映　画　フラガール、武士の一分、父親たちの星条旗、

硫黄島からの手紙
◎流行語　イナバウアー、品格
◎流行歌　一剣、夢のうた
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

市民情報センター
６月17日 楽しく学ぶ「親子むし歯予防教室」

市民情報センター
７月６日 日光・上都賀合同地区別社保講習会

福田屋コンベンションホール
９日 学術研修会　福祉センター
９日 上都賀歯科医師会史聞き取り調査

鈴木節雄宅〔ご母堂様〕
17日 第26回市民健康講座　閉校式

市民情報センター
８月11日 公正取引委員会との懇談会　福祉センター

24日 歯科保健指導者講習会　福祉センター
９月３日 第23回県央四市郡歯科医師会合同学術研修会

13日 藹藹会〔慰労会〕 石ばし

９月20日 臨床研修会〔調査委員会担当〕 福祉センター
10月５日 石井みどり氏を囲む会　とちぎ歯の健康センター

17日 調査研修会〔救急薬品の配布〕 福祉センター
26日 栃木県歯科口腔外科研究会　獨協大学
28日 福祉大会ボウリング〔第23回〕 鹿沼トーヨーボウル

11月９日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会総会
福田屋コンベンションホール

10日 上都賀歯科医師会史聞き取り調査　鰕原悦郎
24日 臨時総会　上都賀歯科医師会規定集、

申し合わせ事項一部改正可決
29日 時局講演会　福祉センター
30日 犯罪被害者支援研修会　栃木県警察学校

12月３日 歯科医師会旅行　下関・門司方面
12日 歯科ドック検討小委員会〔見直し〕 福祉センター

学術・公衆衛生合同研修会



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■平成19年（2007）

１月９日 保険相談会　福祉センタ－
９日 歯科ドック事業検討小委員会

福祉センタ－
16日 鹿沼市２才児教室
25日 税務講習会　福田屋コンベンションホール
25日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会

（歯科医師対象の研修会）
福田屋コンベンションホール

25日 新年宴会　福田屋コンベンションホール
新年挨拶

31日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会
（警察官対象の研修会）鹿沼警察署

２月４日 「健康づくりのつどい」
市民情報センター

７日 保険相談会　市民情報センター

２月７日 歯科ドック事業検討小委員会
市民情報センター

10日 小林幹夫県議会議員「新春の集い」
日晃そば

13日 上都賀歯科医師会史聞き取り調査
茂呂歯科医院

20日 鹿沼地区三師会新年懇親会
福田屋コンベンションホ－ル

22日 鹿沼市新米パパママ学級
市民情報センター

25日 公衆衛生・学術合同研修会
福祉センタ－大会議室

３月２日 時局講演会
福祉センタ－大会議室

７日 保険相談会
福祉センタ－中会議室
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

３月７日 歯科ドック事業検討小委員会
福祉センター中会議室

12日 上都賀歯科医師会史聞き取り調査
高崎道子先生宅

13日 選挙事務所訪問〔推薦状・為書・陣中
見舞持参〕 小林幹夫選挙事務所

13日 鹿沼市２才児教室　市民情報センター
14日 県議選の為の会員宅個別訪問
14日 臨床研修会〔学術委員会担当〕

福祉センタ－生きがい広場
20日 臨床研修会〔調査委員会担当〕

福祉センタ－大会議室
24日 定時総会

福祉センター大会議室
27日 上都賀歯科医師会史編纂小委員会

福祉センタ－中会議室

３月30日 小林幹夫出陣式　小林幹夫選挙事務所
30日 小林幹夫事務所訪問〔当選〕

小林幹夫選挙事務所
４月４日 上都賀歯科医師会史聞き取り調査

金子智英宅
６日 保険相談会　福祉センタ－
24日 在宅寝たきり老人歯科保健推進事業

機器説明会　市民情報センター
５月７日 保険相談会　福祉センター

７日 上都賀歯科医師会史編纂小委員会
福祉センター

14日 上都賀歯科医師会史聞き取り調査
中條歯科医院

15日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会　石ばし
17日 障害児口腔衛生指導研修会　あおば園

古峯神社「古峯園」



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■平成19年（2007）

６月６日 臨床研修会〔学術委員会担当〕
福祉センター生きがい広場

７日 医療管理研修会
福祉センター大会議室

８日 保険相談会　福祉センター
８日 上都賀歯科医師会史編纂小委員会

福祉センター中会議室
16日 “楽しく学ぶ「親子むし歯予防教室」”

市民情報センター
18日 上都賀歯科医師会史聞き取り調査

アイデンタルこまはし（駒橋一永のご母堂様）
26日 上都賀歯科医師会史編纂小委員会

福祉センター中会議室
７月１日 公衆衛生・学術合同研修会

福祉センター大会議室
６日 保険相談会　福祉センター

７月10日 第27回市民健康講座
“良く噛んで歯周疾患やメタボを予防しよう”
《講師》田島雅哉

８月１日 斉藤由昭　入会
７日 保険相談会　福祉センター
９日 歯科保健指導者講習会

福祉センター大会議室
27日 臨床研修会〔調査委員会担当〕

福祉センター大会議室
９月７日 保険相談会

11日 上都賀歯科医師会史聞き取り調査
中田嘉之宅

14日 藹藹会（慰労会） 石ばし
26日 西方町成人歯科健診事後指導会

10月２日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会　石ばし
６日 保険相談会　福祉センター
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

10月10日 西方町成人歯科健診事後指導会
16日 上都賀歯科医師会史編纂小委員会　みつわ
18日 障害児口腔衛生指導研修会　あおば園
21日 拡大臨床研修会〔学術委員会担当〕

市民情報センター子育て情報室Ｂ
27日 福祉大会ボウリング（第24回）

鹿沼トーヨーボウル
31日 西方町成人歯科健診事後指導会

11月７日 保険相談会　市民情報センター
８日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会

福田屋コンベンションホール
22日 臨時総会

福祉センター大会議室
29日 公衆衛生視察研修会

日本歯科大学附属病院
12月2、3日 歯科医師会旅行　京都方面

12月７日 保険相談会
福祉センター中会議室

９日 口腔ケア研修会（鹿沼市・上都賀歯科医
師会共催） 鹿沼市消防本部大会議室

19日 警察官受診優先システム小委員会
福祉センター中会議室

◎物　価　国民年金保険料　１万4,000円
◎映　画　それでもボクは、やってない、

天然コケコッコ－、
しゃべれども、しゃべれども、
長江哀歌

◎流行語　どげんかせんといかん、ハニカミ王子
◎流行歌　蕾、時の描片～トキノカケラ



１．上都賀歯科医師会の軌跡１．上都賀歯科医師会の軌跡

■平成20年（2008）

１月７日 保険相談会　福祉センター
15日 鹿沼市２才児教室　市民情報センター
24日 税務講習会　福田屋コンベンションホール
24日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会

（歯科医師対象の研修会）
福田屋コンベンションホール

24日 新年宴会　福田屋コンベンションホール
27日 学術・公衆衛生合同研修会

福祉センタ－大会議室
２月１日 《警察官受診優先システム》の実施　実施協力医 48名

３日 鹿沼市「健康づくりのつどい」 市民情報センター
６日 保険相談会　福祉センタ－
６日 上都賀歯科医師会史編纂小委員会

福祉センタ－
12日 臨床研修会〔調査委員会担当〕

福祉センタ－生きがい広場
19日 鹿沼地区三師会新年懇親会

福田屋コンベンションホ－ル

２月21日 鰕原悦郎　自宅火災
佐川徹三会長・菊地均副会長・
大貫真裕副会長が近火見舞

28日 鹿沼市新米パパママ学級　市民情報センター
29日 西方町三師会

３月５日 保険相談会　福祉センタ－
５日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会

（警察官対象の研修会）鹿沼警察署会議室
９日 臨床研修会〔調査委員会担当〕

福祉センタ－大会議室
11日 鹿沼市２才児教室　市民情報センター
27日 上都賀歯科医師会史編纂小委員会

福祉センタ－
29日 定時総会　福祉センター大会議室
31日 小高章愛退会

４月１日 村本　創入会
７日 保険相談会　福祉センター
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４月７日 上都賀歯科医師会史編纂委員会
福祉センター

30日 臨床研修会〔 学術委員会担当 〕
福祉センター大会議室

５月７日 保険相談会　福祉センター
７日 上都賀歯科医師会史編纂委員会

福祉センター
15日 医療管理研修会　福祉センター大会議室
19日 在宅寝たきり老人歯科保健推進事業・

歯科ドック事業機器説明会　市民情報
センターマルチメディア講義室

６月３日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会
６日 保険相談会　福祉センター
６日 上都賀歯科医師会史編纂委員会

福祉センター
10日 鹿沼地区保健医療協議会　市民情報センター
11日 歯科ドック検討小委員会　福祉センター
18日 障害児口腔衛生指導研修会　あおば園

６月21日 “楽しく学ぶ「親子むし歯予防教室」”
市民情報センター

26日 日光・上都賀合同地区別社保講習会　つたやホテル
27日 臨床研修会〔調査委員会担当〕

福祉センター大会議室
７月１日 金子智英　移転
７日 保険相談会　福祉センター
７日 上都賀歯科医師会史編纂委員会

福祉センター
13日 公衆衛生・学術合同研修会

福祉センター大会議室
16日 歯科ドック検討小委員会　福祉センター

８月３、４日 歯科医師会旅行　青森方面〔青森ねぶた祭り〕
６日 保険相談会　福祉センター
６日 上都賀歯科医師会史編纂委員会

福祉センター
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■平成20年（2008）

８月10日 新井　武 栃木県歯科医師会会長 告別式
《8月5日逝去》（日）午後０時30分
場所）佐野市 ホクサンハーモニホール赤坂

12・13日 公衆衛生・学術合同研修会　古峰神社
21日 歯科保健指導者講習会

福祉センター大会議室
27日 歯科ドック検討小委員会　福祉センター

９月５日 西方町成人歯科健診事後指導会
８日 保険相談会保険相談会　福祉センター
８日 上都賀歯科医師会史編纂委員会

福祉センター
11日 東部地区健康教育　市民情報センター

９月12日 藹藹会（慰労会） 石ばし
25日 健康づくり講演会　市民情報センター
30日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会　石ばし

10月２日 障害児口腔衛生指導研修会　あおば園
５日 鹿沼市市制60周年記念市民公開講座

市民情報センターマルチメディアホール
６日 保険相談会　福祉センター
６日 上都賀歯科医師会史編纂委員会

福祉センター
10日 西方町成人歯科健診事後指導会
14日 歯科ドック検討小委員会　福祉センター
18日 移動広報編集室会議　古峯神社

286

公衆衛生・学術合同研修会



◎物　価
◎映　画　おくりびと、ぐるりのこと、

トウキョウソナタ、歩いても歩いても
◎流行語　アラフォー、グー！
◎流行歌　T:Amo、海雪
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10月19日 鹿沼市制60周年記念式典　市民文化センター
25日 福祉大会ボウリング（第25回） 鹿沼トーヨーボウル
30日 川島光五郎逝去　享年85才
31日 西方町成人歯科健診事後指導会

11月７日 保険相談会　福祉センター
７日 上都賀歯科医師会史編纂委員会

福祉センター
12日 西方町成人歯科健診事後指導会

西方町保健センタ－
13日 鹿沼地区歯科医師警察連絡会《総会》

福田屋コンベンションホール
20日 北犬飼地区健康教育　鹿沼市職業訓練センター

11月25日 歯科ドック検討小委員会　福祉センター
26日 臨床研修会〔調査委員会担当〕

福祉センター生きがい広場
12月７日 栃木県歯科医師会創立100周年記念

式典並びに会館落成式　栃歯会館
８日 保険相談会　福祉センター
８日 上都賀歯科医師会史編纂委員会

福祉センター
16日 歯科ドック検討小委員会

福祉センター中会議室
21日 訪問歯科保健指導のための歯科衛生士養成研修会

宇都宮市とちぎ福祉プラザ（日）午後 2:00



公衆衛生委員会

昭和57年
身障者歯科医療研修会
日 時）昭和57年10月22日（金）、23日（土）
場 所）自治医科大学

昭和58年
学校歯科研修会
日 時）昭和58年２月18日（金）
場 所）保健センター

昭和59年
市川市保健センター視察「母と子のムシ歯予防教室」見学
日 時）昭和59年３月15日（木）
場 所）市川市保健センター

予防研修会
日 時）昭和63年1月23日（土）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“刷掃用器具の基礎知識”
講 師）花王第1研究所副主任 辻田 敏先生

講習会・研修会等開催状況
支部関連事業
予防視察研修会
日 時）平成元年4月20日（木）
場 所）東京都立老人医療センター及び養育院
視察目的）老人歯科医療及び老人歯科保健事業について
テ ー マ） “寝たきり老人歯科医療の実際について”
講 師）東京都立老人医療センター歯科口腔外科部長 渡辺郁馬先生

予防研修会
日 時）平成2年6月17日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）高齢者（寝たきり老人を含む）の歯科医療
講 師）東京都立老人医療センター歯科口腔外科部長 渡辺郁馬先生
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ホ 事業紹介



在宅寝たきり老人等歯科医療事業
在宅寝たきり老人等歯科医療対策についての説明会
在宅寝たきり老人等歯科医療体制検討会
在宅寝たきり老人等実態調査協力医公募
日 時）平成2年9月5日（水）
協力医）岡本全宏・小高章愛・村本 明・小林幹夫・佐川徹三・菊地 香・田辺 章・茂呂 兀

鈴木節雄・瓦井昭二・菊地 均・田代高志

在宅寝たきり老人等実態調査担当医説明会
日 時）平成2年9月14日（金）

在宅寝たきり老人等実態調査

三師会結成準備委員会
日 時）平成2年9月21日（金）

第1回三師会
日 時）平成3年2月13日（水）
場 所）橋田旅館

幼稚園・保育所等合同指導者歯科研修会
日 時）平成3年8月19日（月）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“咬むことについて”
講 師）藤田保健衛生大学口腔外科 桑原未代子先生

公衆衛生視察研修会
日 時）平成４年８月１日（土）
場 所）仙台市歯科医師会
視察目的）“寝たきり老人等在宅歯科診療事業について”

歯科保険指導者講習会
日 時）平成４年8月21日（金）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）～学校における歯科保健～
講 師）宇都宮市立明保小学校教諭 鈴木由利子先生
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公衆衛生視察研修会
日 時）平成4年8月1日（土）
場 所）仙台市歯科医師会
視察目的）～寝たきり老人等在宅歯科診療について～

幼稚園・保育所等合同歯科指導者研修会
日 時）平成5年7月18日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）～子供の歯の発達と虫歯予防～
講 師）上都賀歯科医師会 金子 實先生

鹿沼市の国民健康保険の現状についての講話
日 時）平成６年２月25日（金）
場 所）福祉センター大会議室
講 師）鹿沼市民環境部保険年金課 柴垣係長

講習会・研修会等開催状況
支部関連事業
公衆衛生視察研修会
日 時）平成７年２月７日（火）
視察場所）東京都心身障害者口腔保健センター

「仮称歯科ドック」検討小委員会
日 時）平成７年４月26日（水）・５月22日（月）・６月２日（金）・７月14日（金）・７月18日（火）

８月1日（木）・９月４日（月）・９月11日（月）・11月14日（木）・12月20日（水）
場 所）福祉センター中会議室

「仮称歯科ドック」行政との打合せ会
日 時）平成７年６月２日（金）・８月２日（水）
場 所）福祉センター中会議室

歯科保健指導者講習会
日 時）平成７年８月24日（木）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“子供のそしゃく能力と食生活”
講 師）日本大学歯学部小児歯科学教室 講師 中島一郎先生
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鹿沼市市民環境部との歯科ドック事業打合せ会
《第１回》

日 時）平成８年１月10日（水）
場 所）保健センター

《第２回》
日 時）平成８年２月16日（金）
場 所）保健センター

公衆衛生委員会歯科ドック準備会
《第１回》

日 時）平成８年１月16日（火）
場 所）大貫歯科医院

《第２回》
日 時）平成８年２月29日（木）
場 所）福祉センター中会議室

歯科ドック小委員会
《第１回》

日 時）平成８年２月８日（木）
場 所）福祉センター中会議室

《第２回》
日 時）平成８年３月６日（水）
場 所）福祉センター中会議室

西方町三師会
日 時）平成8年1月24日（木）
場 所）松波

三師会と行政の懇談会
日 時）平成8年2月14日（水）
場 所）橋田旅館

鹿沼市国民健康保険歯科ドック（お口の人間ドック）推進事業
調印式
日 時）平成８年４月30日（火）
場 所）保健センター302会議室
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マニュアル説明会
日 時）平成８年５月29日（水）・６月７日（金）
場 所）福祉センター中会議室

実地研修会
日 時）平成８年６月12日（水）・13日（木）・14日（金）
場 所）福祉センター中会議室

打合せ会
日 時）平成８年６月26日（水）
場 所）石ばし

最終説明会
日 時）平成８年８月23日（金）
場 所）福祉センター大会議室

在宅寝たきりり老人歯科保健推進事業
調印式
日 時）平成８年7月12日（金）
場 所）保健センター201会議室

メンテナンス機器打ち合わせ会
日 時）平成８年8月7日（水）
場 所）保健センター201会議室

説明会
日 時）平成８年8月26日（月）・27日（火）
場 所）保健センター中会議室

機械説明会
日 時）平成８年9月11日（水）・12日（木）・13日（金）
場 所）保健センター101会議室

衛生士会研修会
日 時）平成８年10月18日（金）
場 所）保健センター・御殿山会館
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視察研修会
日 時）平成９年２月５日（水）
場 所）日本歯科大学高齢者歯科診療科

市に陳情［歯科医師会事務室設置についての要望］
日 時）平成９年2月10日（木）
場 所）鹿沼市役所 市長室

歯科ドック推進事業打合せ会
日 時）平成９年６月12日（木）
場 所）保健センタ－302会議室

歯科保健指導者講習会
日 時）平成９年８月20日（水）
場 所）市民文化センター大会議室
テーマ）“乳幼児の口腔内環境について”
講 師）昭和大学歯学部小児歯科学教室 向山賢一郎先生

第35回栃木県公衆衛生学会発表
日 時）平成９年９月５日（金）
場 所）栃木県総合文化センター
演 題）“歯科ドック（お口の人間ドック）のめざすもの”
演 者）大貫真裕

第50回栃木県歯科医学会発表
日 時）平成９年11月16日（日）
場 所）栃歯会館
演 題）“歯科ドック（お口の人間ドック）のめざすもの”
演 者）駒橋一永

公衆衛生研修会
日 時）平成10年２月19日（木）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“天然素材甘味料キシリトールの可能性”
講 師）日本歯科大学高齢者歯科診療科 助教授 鈴木 章先生
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歯科ドック（お口の人間ドック）打合せ会議
日 時）平成10年２月９日（月）
場 所）鹿沼市庁舎新館５階 501会議室

粟野町歯科ドック（お口の人間ドック）事業の契約締結
日 時）平成10年５月26日（火）
場 所）福祉センター中会議室

歯科保健指導者講習会
日 時）平成10年８月20日（木）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“学校歯科保健 －CO，GOを中心に－”
講 師）栃木県歯科医師会 学校歯科担当常務理事 岡本全宏先生

歯科ドック事業機器説明会
日 時）平成10年８月26日（水）
場 所）福祉センター中会議室

三師会
西方町三師会
日 時）平成11年2月3日（水）
場 所）西方町 稲安

鹿沼地区三師会新年懇親会
日 時）平成11年2月16日（火）
場 所）福田屋コンベンションホール

公衆衛生視察研修会
日 時）平成11年２月18日（木）
視察場所）仙台市福祉プラザ
視察目的）仙台歯科医師会障害者・休日夜間歯科診療所見学、その他
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歯科保健指導者講習会
日 時）平成11年８月19日（木）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“乳幼児へのブラッシング指導”

実習「ブラッシング指導のポイント」
講 師）栃木県衛生福祉大学校 佐藤栄子先生・久保井久子先生・佐藤妙子先生・小川洋子先生

鹿沼市・粟野町合同歯科ドック事業機器説明会
日 時）平成11年10月25日（月）
場 所）福祉センター中会議室

臨床研修会
日 時）平成11年10月26日（火）
場 所）福祉センター中会議室
テーマ）“歯科におけるコンピュータの利用法”
講 師）上都賀歯科医師会 総務理事 田代高志

公衆衛生・学術合同研修会
日 時）平成11年12月11日（土）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“21世紀に向かっての老人問題を考える”－いかに老人問題をノーマライズするか－
講 師）医療法人北斗会 宇都宮東病院 理事長 尾崎史郎先生

歯科保健指導者講習会
日 時）平成12年８月22日（火）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“キレる理由は歯にあった～美しい歯と心を育てる子育て意思を目指して～”
講 師）歯科医師（東京都開業）倉冶ななえ先生

公衆衛生視察研修会
日 時）平成13年２月１日（木）
視察場所）東京医科歯科大学歯学部付属病院
視察内容）１）高齢者歯科治療について

２）障害者歯科治療について
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歯科保健指導者講習会
日 時）平成13年８月23日（木）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）子育て歯科で美しい歯を育てましょう

～パーフェクト歯磨きレッスンとキシリトールを使った新しい虫歯予防～
講 師）歯科医師 倉冶ななえ先生（東京都開業）

歯科ドック機器説明会
日 時）平成13年８月29日（水）
場 所）福祉センター中会議室

公衆衛生研修会
日 時）平成14年２月28日（木）
場 所）福祉センター
テーマ）「最近のフッ化物応用の考え方」
講 師）日本歯科大学衛生学教室 助教授 福田雅臣先生

歯科保健指導者講習会
日 時）平成14年８月22日（木）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“生きる力と学校歯科保健活動”－歯・口腔から学ぶ児童生徒等の健康づくり－
講 師）明海大学歯学部口腔衛生学講座 教授 安井利一先生

鹿沼市在宅寝たきり老人歯科保健推進事業機器説明会
日 時）平成14年８月７日（水）
場 所）市民情報センター子育て情報室Ｂ

鹿沼市
西方町介護保険計画等策定委員会
日 時）平成15年1月15日（水）

介護認定審査委員現任研修会
日 時）平成15年2月14日（水）
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公衆衛生研修会
日 時）平成15年２月27日（木）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）「健康日本21と歯科保健」―成人歯科保健活動の進め方・とらえ方―
講 師）日本歯科大学衛生学講座 助教授 福田雅臣先生

歯科ドック事業機器説明会
日 時）平成15年６月25日（水）
場 所）福祉センター中会議室

宮崎市郡東諸県郡歯科医師会保健事業（歯科ドック）視察への対応
日 時）平成15年７月17日（木）
場 所）鹿沼市役所介護認定審査会室

学術・公衆衛生合同研修会
日 時）平成16年２月11日（水）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）「注意して欲しい顎口腔疾患」―口腔疾患の鑑別を中心に―
講 師）自治医科大学歯科口腔外科学講座 教授 草間幹夫先生

歯科ドック事業機器説明会
日 時）平成16年７月23日（金）
場 所）福祉センター中会議室

公衆衛生研修会
日 時）平成17年３月10日（木）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）「動物由来感染症について」
講 師）鹿沼市 キンダーケア動物病院 獣医師 村井 妙先生
出席者）鹿沼市健康課：２名 歯科医師：13名

学術・公衆衛生合同研修会
日 時）平成18年２月26日（木）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）「命をねらう歯周病」―歯周病と全身疾患との関わり。全身の健康は口の中から―
講 師）日本歯科大学 歯学部 歯周病学講座 教授 沼部幸博先生
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歯科ドック事業機器説明会
日 時）平成18年７月10日（月）
場 所）福祉センター中会議室

公衆衛生・学術合同研修会
日 時）平成19年２月25日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）「新しい介護保険は口腔に何を求めているのか？」
講 師）日本歯科大学歯学部助教授 口腔介護リハビリセンター センター長 菊谷 武先生

公衆衛生・学術合同研修会
日 時）平成19年７月１日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“明日から導入できる顎機能の診査・診断システム”

－チェアサイドで行う簡便で有効な顎関節と筋触診法の実際－
講 師）日本歯科大学新潟生命歯学部歯科補綴学第１講座主任教授

日本歯科大学大学院新潟生命歯学研究科機能性咬合治療学教授 小出 馨先生

公衆衛生視察研修会
日 時）平成19年11月29日（木）
集合場所）文化活動交流館駐車場
視察場所）日本歯科大学附属病院
視察目的）“歯科人間ドック視察”

学術・公衆衛生合同研修会
日 時）平成20年１月27日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）「後期高齢者医療がもとめる口腔の役割―その評価と対応―」
講 師）日本歯科大学歯学部准教授 口腔介護リハビリセンター センター長 菊谷 武先生

公衆衛生・学術合同研修会
日 時）平成20年７月13日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“チェアサイドで行う簡便で有効な顎関節と筋触診法の実際 実技編”
講 師）日本歯科大学新潟生命歯学部歯科補綴学第１講座主任教授

日本歯科大学大学院新潟生命歯学研究科機能性咬合治療学 教授 小出 馨先生
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学術・公衆衛生合同研修会
日 時）平成21年１月25日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）「ドライマウスから考える全身のアンチエイジング医学」
講 師）鶴見大学歯学部口腔病理学講座 教授 斎藤一郎先生
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昭和61年
「刷掃指導用ビデオ」検討会
《第１回》

日 時）昭和61年9月11日（木）
場 所）中央小

《第２回》
日 時）昭和61年11月4日（火）
場 所）中央小

昭和62年
調査委員会 21回 4月24日～12月23日
ビデオの効果の為の調査開始
学校との懇談会
☆中央小☆
日 時）昭和62年5月27日（水）
場 所）中央小

☆みなみ小☆
日 時）昭和62年6月27日（土）
場 所）みなみ小

実地調査
《第１回》

日 時）昭和62年6月17日（水）
場 所）中央小

《第２回》
日 時）昭和62年7月19日（金）
場 所）中央小

《第３回》
日 時）昭和62年7月10日（金）
場 所）みなみ小

《第４回》
日 時）昭和62年7月15日（水）
場 所）みなみ小
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《第５回》
日 時）昭和62年10月5日（月）
場 所）みなみ小

《第６回》
日 時）昭和62年10月14日（水）
場 所）中央小

《第７回》
日 時）昭和62年10月21日（水）
場 所）中央小

《第８回》
日 時）昭和62年10月23日（金）
場 所）みなみ小

栃歯学会発表
日 時）昭和62年11月8日（日）
場 所）栃歯会館
演 題）☆第一報☆調査方法《演者》相馬英人

☆第二報☆模型印記法の採用にあたって《演者》金子 實

スタッフ慰労会
日 時）昭和62年11月12日（木）
場 所）“サンパレス富士”

昭和63年
調査委員会 37回 1月20日～11月17日
ビデオの効果の為の実地調査
《第１回》

日 時）昭和63年2月5日（金）
場 所）中央小5年2組

《第２回》
日 時）昭和63年2月9日（火）
場 所）中央小2年2組

《第３回》
日 時）昭和63年2月17日（水）
場 所）みなみ小5年2組
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《第４回》
日 時）昭和63年2月24日（水）
場 所）みなみ小2年1組

《第５回》
日 時）昭和63年6月22日（水）
場 所）中央小

《第６回》
日 時）昭和63年6月29日（金）
場 所）中央小

《第７回》
日 時）昭和63年7月8日（金）
場 所）みなみ小

《第８回》
日 時）昭和63年7月12日（火）
場 所）みなみ小

《第９回》
日 時）昭和63年11月2日（水）
場 所）中央小

《第10回》
日 時）昭和63年11月8日（火）
場 所）中央小

《第11回》
日 時）昭和63年11月22日（火）
場 所）みなみ小

《第12回》
日 時）昭和63年11月29日（火）
場 所）みなみ小

花王K.K.との懇談会
日 時）昭和63年5月23日（水）
場 所）福祉センター
テーマ）“歯ブラシの開発について”

歯みがきビデオ撮影会
日 時）昭和63年7月21日（木）・28日（木）
場 所）福祉センター小会議室

１．上都賀歯科医師会の軌跡
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調査校への説明懇談会
日 時）昭和63年5月26日（木）
場 所）福祉センター大会議室

栃木県歯科医学会発表（創立80周年記念学会）
日 時）昭和63年11月20日（日）
場 所）栃歯会館
演 題）☆第三報☆

給食後の刷掃指導用ビデオの効果についての調査
“被験歯列の特徴について”
《演者》狐塚行弘

平成元年
調査委員会 18回 1月11日～11月13日
ビデオの効果の為の実地調査
《第１回》

日 時）平成元年2月14日（火）
場 所）中央小2年2組

《第２回》
日 時）平成元年2月21日（火）
場 所）中央小5年1組

《第３回》
日 時）平成元年2月22日（水）
場 所）みなみ小5年2組

《第４回》
日 時）平成元年2月28日（火）
場 所）みなみ小2年1組

栃木県歯科医学会発表
日 時）平成元年11月23日（木）
場 所）栃歯会館
演 題）☆第四報☆

給食後の刷掃指導用ビデオの効果についての調査
“被験歯列の分析”

演 者）石澤隆之
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平成2年
調査委員会 19回 1月11日～11月20日
学校歯科研修会
日 時）平成２年8月23日（木）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）1）“小学生の歯列の特徴について”

《講師》中條佐智子
2）“上都賀歯科医師会統一ブラッシング法について”（デモ）
《衛生士会》

3）討論

栃木県歯科医学会発表
日 時）平成２年11月23日（金）
場 所）栃歯会館
演 題）給食後の刷掃指導用ビデオの効果についての調査

☆第五報“歯垢付着状態の分析にあたって”☆
《演者》新島康夫

平成3年
調査委員会 10回 1月11日～12月17日

平成４年
調査委員会 26回 1月14日～10月21日
栃木県歯科医学会発表
日 時）平成４年11月25日（日）
場 所）栃歯会館
演 題）給食後の刷掃指導用ビデオの効果についての調査

☆第六報“歯垢付着状態の分析 ～その１～”
演 者）石崎 誠
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平成５年
調査委員会 19回 1月12日～10月29日
栃木県歯科医学会発表
日 時）平成５年11月３日（水）
場 所）栃歯会館
演 題）食後の刷掃指導用ビデオの効果についての調査

☆第六報“歯垢付着状態の分析～その２～”《演者》手塚忠雄
☆第七報“歯垢付着状態の分析～その３～”《演者》畑 健一

平成６年
調査委員会 ６回 1月14日～7月5日

平成７年
調査委員会 ２回 1月13日、4月14日
調査委員会打合せ会
日 時）平成７年４月26日・７月26日・９月27日（水）
場 所）福祉センター中会議室

平成８年
調査委員会 ２回 1月11日、4月10日
調査委員会打合せ会
日 時）平成８年２月13日（火）・２月21日（水）・３月15日（金）・４月17日（水）・11月13日（水）

・11月19日（火）
場 所）福祉センター中会議室

平成９年
調査委員会 ３回 1月10日、1月22日、4月16日
調査委員会打合せ会
日 時）平成９年２月12日（水）・５月30日（金）・６月27日（金）
場 所）福祉センター中会議室

平成10年
調査委員会 ２回 1月12日、4月14日
調査委員会打合せ会
日 時）平成10年６月10日（水）
場 所）福祉センター中会議室

１．上都賀歯科医師会の軌跡
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平成11年
調査委員会 ２回 1月11日・4月14日
調査委員会小委員会
日 時）平成11年５月14日（金）・６月11日（金）
場 所）福祉センター中会議室

臨床研修会
日 時）平成11年10月26日（火）
場 所）福祉センター中会議室
テーマ）“歯科におけるコンピュ－タの利用法”
講 師）上都賀歯科医師会総務理事 田代高志

平成12年
調査委員会 ２回 1月11日、4月17日
調査委員会小委員会
日 時）平成12年５月25日（木）
場 所）福祉センター中会議室

臨床研修会
日 時）平成12年10月25日（水）
場 所）市民情報センターＥＵＣ学習室
テーマ）“パソコン講座 第２回”－パソコンの操作と実践－
講 師）上都賀歯科医師会 田代高志・鈴木裕之

学術・医療管理・調査合同研修会
日 時）平成12年12月３日（日）
場 所）ホテル鬼怒川御苑
テーマ）“有病者の歯科治療において起こりやすい偶発事故と対処法”
講 師）都立荏原病院 口腔外科 医長 佐野晴男先生

１．上都賀歯科医師会の軌跡
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臨床研修会
日 時）平成12年12月12日（火）
場 所）福田屋コンベンションホール
研修会）1）製品紹介 ファイザー製薬株式会社

“15員環マクロライド系抗生物質製剤”－ジスロマック錠－
2）特別講演
“急性菌性感染症の外科的処置と抗菌薬の使い方”－15員環マクロライドを中心に－
《講師》足利赤十字病院口腔外科部長 山根伸夫先生

平成13年
調査委員会 ２回 1月10日、4月13日
臨床研修会
日 時）平成13年３月10日（土）
場 所）市民情報センター
テーマ）“パソコン講座第３回”－Ｗordの操作とインターネット接続－
講 師）田代高志・鈴木裕之

調査委員会小委員会
日 時）平成13年８月21日（火）
場 所）福祉センター中会議室

臨床研修会
日 時）平成13年５月23日（水）
場 所）市民情報センターＥＵＣ学習室
テーマ）“パソコン講座 第４回”－エクセルの操作とインターネット接続－
講 師）上都賀歯科医師会 田代高志・鈴木裕之

調査・学術合同研修会
日 時）平成13年12月２日（日）
場 所）福祉センター大会議室・和室
テーマ）“救急蘇生のとらえ方とその実践”
講 師）足利赤十字病院口腔外科部長 山根伸夫先生

平成14年
調査委員会 ２回 1月15日、4月12日
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栃木県学校保健学会
日 時）平成14年８月29日（木）
場 所）宇都宮市 護国会館
研究発表）「学校における歯科外傷について」
座 長）岡本全宏
発 表 者）相馬英人・畑 健一・田代高志

研修会（調査委員会担当）
日 時）平成14年10月29日（火）
場 所）市民情報センター子育て情報室Ｂ
テーマ）“高血圧症について”
講 師）小野内科循環器科医院 小野彰史先生

臨床研修会
日 時）平成14年11月11日（月）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“パソコン講座 第５回”－PowerPointを使ったスライドの作り方－
講 師）上都賀歯科医師会 総務理事 田代高志

平成15年
調査委員会 ２回 1月15日、4月18日
研修会〔調査委員会担当〕
日 時）平成15年２月17日（月）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）「心電図の読み方・考え方」
講 師）鹿沼市 小野内科循環器科医院 小野彰史先生

研修会（調査委員会担当）
日 時）平成15年７月16日（水）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“糖尿病について”
講 師）上都賀総合病院 内科 中村 晋先生

１．上都賀歯科医師会の軌跡
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研修会〔調査委員会担当〕
日 時）平成15年10月27日（月）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“Ｂ型・Ｃ型肝炎について”
講 師）上都賀総合病院 副病院長 一戸 彰先生

調査委員会研修会打合せ会
日 時）平成15年12月17日（水）
場 所）鹿沼市 石ばし
出席者）医師会：４名 役員：５名

平成16年
調査委員会 ２回 1月13日、4月14日
研修会〔調査委員会担当〕
日 時）平成16年２月24日（火）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）「知っておきたい性行為感染症」
講 師）鹿沼市 小林産婦人科医院 院長 小林一彦先生

研修会〔調査委員会担当〕
日 時）平成16年７月26日（月）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“老人の特性について”－痴呆を中心に－
講 師）鹿沼病院 院長・理事長 駒橋 徹先生

臨床研修会
日 時）平成16年８月３日（火）
場 所）鹿沼商工会議所４階中会議室
研修会）１）製品紹介 藤沢薬品工業株式会社

“ケトライド系抗菌剤 ケテック錠”
２）特別講演

“歯性感染症の急性増悪期に対する包括的治療法”
《講師》足利赤十字病院 口腔外科部長 山根伸夫先生

１．上都賀歯科医師会の軌跡



310

研修会〔調査委員会担当〕
日 時）平成16年11月24日（水）
場 所）福祉センター生きがい広場
テーマ）“脳卒中について”
講 師）池田脳神経外科 院長 池田俊一郎先生

平成17年
調査委員会 ３回 1月12日、4月12日、10月31日
学術・調査合同研修会
日 時）平成17年２月６日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）「救急蘇生法のとらえ方とその実践」―除細動器の考え方・取り扱い方―
講 師）足利赤十字病院 口腔外科部長 山根伸夫先生

学術・調査合同研修会
日 時）平成17年６月29日（水）
場 所）福祉センター生きがい広場
研修会）１）製品説明 フクダ電子北関東販売㈱ 学術

『ＡＥＤ（自動体外式除細動機器）～ハートスタートＦＲ２～』
２）講演 『ガイドライン2000に基づく―Ｂasic life support（BLS）―について』

～Ａutomated external defibrillator（AED）の有用性並びに使用法～
《講師》獨協医科大学 救急医学 松島久雄先生

研修会〔調査委員会担当〕
日 時）平成17年７月25日（月）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“中高年が注意しなければならない心疾患”
講 師）上都賀総合病院 内科部長 駒場 明先生

学術・調査合同研修会
日 時）平成 17年12月11日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“日常臨床で気をつけたい薬について”―救急医薬品の使用法について―
講 師）足利赤十字病院 口腔外科部長 山根伸夫先生
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平成18年
調査委員会 ２回 1月11日、4月13日
研修会〔調査委員会担当〕
日 時）平成18年３月15日（水）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）「加齢に伴う眼疾患について」
講 師）鹿沼市 吉沢眼科医院 院長 吉沢 徹先生

臨床研修会〔調査委員会担当〕
日 時）平成 18年９月20日（水）
場 所）福祉センター生きがい広場
テーマ）“血液疾患について”
講 師）鹿沼市 奥山医院 院長 奥山明彦先生

調査研修会
日 時）平成18年10月17日（火）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“歯科診療における救急処置と救急薬品の使い方”
講 師）足利赤十字病院 口腔外科 部長 山根伸夫先生

＊調査委員会に於いて救急薬品セットを整備（山根先生監修）会員に配布した。

調査研修会に於ける講師陣慰労会
日 時）平成18年12月19日（火）
場 所）鹿沼市 若駒

上都賀歯科医師会史聞き取り調査
《第１回》日 時）平成18年４月19日（水）

場 所）新島 剛先生宅
《第２回》日 時）平成18年７月９日（日）

場 所）鈴木節雄先生宅（ご母堂様）
《第３回》日 時）平成18年11月10日（金）

場 所）鰕原悦郎先生（粟野 西村）
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平成19年
調査委員会 ２回 1月16日、4月13日
臨床研修会〔調査委員会担当〕
日 時）平成19年３月20日（火）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）「皮膚疾患について」
講 師）鹿沼市 藤沢皮膚科医院 院長 藤沢崇行先生

臨床研修会〔調査委員会担当〕
日 時）平成19年８月27日（月）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“耳鼻咽喉科の疾患について（歯科関係）”

－歯性上顎洞炎・睡眠時無呼吸症候群について－
講 師）鹿沼市 細川医院 細川朋子先生

第１回 上都賀歯科医師会史編纂小委員会
日 時）平成19年３月27日（火）
場 所）福祉センター中会議室
出席者）村本 明・佐川徹三・福島隆夫・鈴木裕之・田島雅哉・手塚史雄・駒橋 武・茂呂英運

上都賀歯科医師会史編纂小委員会
日 時）平成19年５月７日（木）・６月８日（月）・６月26日（火）
場 所）福祉センター中会議室
日 時）平成19年10月16日（木）
場 所）宇都宮市 みつわ

上都賀歯科医師会史聞き取り調査
《第４回》日 時）平成19年２月13日（火）

場 所）茂呂歯科医院
《第５回》日 時）平成19年３月12日（月）

場 所）高崎道子先生宅
《第６回》日 時）平成19年４月４日（水）

場 所）金子智英先生宅
《第７回》日 時）平成19年５月14日（月）

場 所）中條歯科医院
《第８回》日 時）平成19年６月18日（月）

場 所）アイデンタルこまはし（駒橋一永先生のご母堂様）
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《第９回》日 時）平成19年９月11日（火）
場 所）中田嘉之先生宅

平成20年
調査委員会 ２回 1月15日、4月14日
臨床研修会〔調査委員会担当〕
日 時）平成20年２月12日（火）
場 所）福祉センター生きがい広場
テーマ）「腎不全患者の歯科治療」
講 師）鹿沼市 竹村内科腎クリニック 院長 竹村克己先生

臨床研修会〔調査委員会担当〕
日 時）平成20年３月９日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）《講演》「日常行われる小手術の実際と救急蘇生について」

《実習》「心肺蘇生・ＡＥＤ・血管確保について」
講 師）足利日本赤十字病院 口腔外科部長 山根伸夫先生

臨床研修会〔調査委員会担当〕
日 時）平成20年６月27日（金）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“夏に向かってよく見る小児疾患”－顎・顔面領域を中心に－
講 師）鹿沼市 いとうこどもクリニック 院長 伊藤直実先生

歯科保健指導者講習会
日 時）平成20年８月21日（木）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“学校歯科保健の発展のためのアプローチ”－学校保健委員会等のあり方について－
講 師）前東京都中央区立泰明小学校校長 現東京都教職員研修センター研修指導員

木暮義弘先生

臨床研修会〔調査委員会担当〕
日 時）平成20年11月26日（水）
場 所）福祉センター生きがい広場
テーマ）“スポーツ医学”
講 師）鹿沼市 鹿沼整形外科 院長 大西正康先生
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上都賀歯科医師会史編纂小委員会
日 時）平成20年２月６日（木）・３月27日（木）・４月７日（月）・５月７日（水）・６月６日（金）・

７月７日（月）・８月６日（水）・９月８日（月）・10月６日（月）・11月７日（金）・12月８日（月）
場 所） 福祉センター中会議室

平成21年
調査委員会 １回 1月13日
調査・学術合同研修会
日 時）平成21年３月１日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）「医療安全管理と最近のトピックス」－改正医療法で求められる医療安全対策を踏まえて－
講 師）獨協医科大学口腔外科学講座 教授 今井 裕先生

上都賀歯科医師会史編纂委員会
日 時）平成21年１月７日（水）・２月６日（金）・３月６日（金）
場 所）福祉センター中会議室
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昭和57年
身障者歯科医療研修会
日 時）昭和57年10月22日（金）、23日（土）
場 所）自治医科大学

学術講演会
日 時）昭和57年12月19日（日）

昭和58年
学校歯科研修会
日 時）昭和58年２月18日（金）
場 所）保健センター

学術研修会
日 時）昭和58年７月11日（月）
場 所）休日診療所

学術講演会
日 時）昭和58年９月17日（土）

昭和59年
学術講演会
日 時）昭和59年２月18日（土）
場 所）御殿山会館
テーマ）「フッ素について」
講 師）神奈川歯科大学口腔衛生学教授 飯塚喜一先生

臨床研修会
日 時）昭和59年７月21日（土）
場 所）御殿山会館
テーマ）1）初診時のカルテ記載方法について 木村立男

2）鋳造、修復について 福島隆夫
3）ペリオについて 笠原昭二
4）外科について 新島康夫
5）老人義歯について 小林幹夫
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学術講演会（学術委員会主催）
日 時）昭和59年11月４日（日）
場 所）厚生年金センター
テーマ）「最近の歯内療法の考え方」
講 師）日本歯内療法会会長 大谷 満先生

昭和60年
学術講演会（予防委員会担当）
日 時）昭和60年２月23日（土）
場 所）ホテルサンライズ
テーマ）「Ｃｏｓｔ ａｎｄ Ｂｅｎｅｆｉｔ」
講 師）新潟大学歯学部 境 修先生

臨床研修会
日 時）昭和60年７月24日（水）
場 所）御殿山会館大会議室
テーマ）1）ペリオの改正点について 小高章愛

2）ペリオの改正点について 木下素子
3）根管治療について 笠原昭二
4）その他改正後に気付いた点について 佐川徹三

アシスタント研修会
日 時）昭和60年８月31日（土）
場 所）中央公民館2階講義室
テーマ）「期待されるスタッフ像」
講 師）産能大講師・人材育成研究所所長 藤田紀美枝先生

学術研修会
日 時）昭和60年11月10日（日）
場 所）鹿沼相互信用金庫本店6階大会議室
テーマ）「接着性レジンの臨床への応用について」
講 師）柏田聴明先生
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昭和61年
臨床研修会
日 時）昭和61年7月12日（土）
場 所）御殿山会館
テーマ）（a）前装鋳造冠ブリッジについて《講師》石澤隆之

（b）歯槽膿漏症(Ｉ)・(Ⅱ)の変更について《講師》狐塚行弘
（c）指導料について《講師》相馬英人
（d）ブリッジ修理について《講師》田代高志
（e）義歯修理について《講師》斉須わか子
（f）返戻例について討論《司会》田辺 章

学術講演会
日 時）昭和61年12月21日（日）
場 所）鬼怒川温泉 ホテルあさや
テーマ）“一般的な歯科用薬剤の作用機序と使い方”
講 師）東京歯科大学 川口 充助教授

昭和62年
学術委員会 3回 4月23日、9月11日、11月19日

視察研修会
日 時）昭和62年1月29日（木）
場 所）船僑市保健センター
視察目的）船橋市の初妊婦教室及び保健事業について

研修会
日 時）昭和62年8月22日（土）
場 所）福祉センター中会議室
テーマ）“全身疾患と歯科治療”
講 師）独協医科大学口腔外科 笠倉達雄講師

臨床研修会
日 時）昭和62年9月16日（水）
場 所）福祉センター中会議室
テーマ）（a）“小児疾患について”《講師》金子 實

（b）“保存について”《講師》石澤隆之
（c）“補綴について”《講師》小川哲弥
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学術講演会
日 時）第1回 昭和62年9月15日（火）

第2回 昭和62年11月22日（日）・23日（月）
場 所）福祉センター中会議室
テーマ）“日常の臨床においてMTMをどのように応用していくか”
講 師）日本歯科大学 増田豊助教授

昭和63年
学術委員会 3回 4月19日、7月12日、10月31日

予防研修会
日 時）昭和63年1月23日（土）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“刷掃用器具の基礎知識”
講 師）花王第1研究所副主任 辻田 敏先生

保険研修会
日 時）昭和63年6月18日（土）
場 所）福祉センター中会議室
テーマ）（a）歯周病

“治療計画書に基づく診療から計画書なしへの移行について”
《講師》駒橋一永

（b）口腔外科
“歯周外科におけるアパタイト、パック等特定薬剤を使用するものについて”
《講師》山本 浩

（c）補綴
“歯周疾患のある歯牙の固定を含めた多数歯のBridgeについて”

《講師》鈴木宏彦

学術研修会
〈第1回〉

日 時）昭和63年7月17日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“抗生物質と抗炎症剤の現在の動向フォローアップコース”
講 師）東京歯科大学 川口 允助教授
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〈第2回〉
日 時）昭和63年11月13日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“総義歯の臨床ポイント～総義歯の勘どころ～”
講 師）染谷成一郎先生

平成元年
学術委員会 4回 1月18日、3月28日、7月19日、9月8日

予防視察研修会
日 時）平成元年4月20日（木）
場 所）東京都立老人医療センター及び養育院
視察目的）老人歯科医療及び老人歯科保健事業について
テ ー マ） “寝たきり老人歯科医療の実際について”
講 師）東京都立老人医療センター歯科口腔外科部長 渡辺郁馬先生

学術研修会
日 時）平成元年7月16日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“総義歯の臨床ポイント各論編”

－難症例の印象採得・その考え方と実際－
講 師）東京都新宿区開業 染谷成一郎先生

臨床研修会
日 時）平成元年10月23日（月）
場 所）福祉センター中会議室
テーマ）“Dr.シュライヒのデンチャーシステムについて"

平成2年
学術委員会 4回 1月22日、3月28日、7月27日、11月30日

予防研修会
日 時）平成2年6月17日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）高齢者（寝たきり老人を含む）の歯科医療
講 師）東京都立老人医療センター歯科口腔外科部長

渡辺郁馬先生
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学術研修会
日 時）平成2年7月29日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“総義歯の考え方とその実際”

―デモを交えたDrシュライヒの考え方と実践－
講 師）静岡県三ヶ日町開業 近藤 弘先生

学術研修会
日 時）平成2年12月2日（日）
場 所）鬼怒川グランドホテル
テーマ）“Perioの病理”
講 師）東京歯科大学病理学教室主任 下野正基助教授

平成3年
学術委員会 1回 1月22日

臨床研修会
日 時）平成3年6月19日（水）
場 所）福祉センター中会議室
テーマ）①“歯周疾患ガイドラインに準拠した歯周治療マニュアル”

－7月28日（日）開催の学術研修会（鴨井久一先生）の予備知識として－
“歯科診療になぜ東洋医学的療法が必要か”

学術・医療管理合同研修会
日 時）平成3年7月28日（日）
場 所）鹿沼商工会議所大会譲室
テーマ）第1部（AM9：00～PM12：00）「歯周病の今後の動向」－最新情報を交えて－

第2部（PM1：00～PM4：30）「ペリオのⅠ型・Ⅱ型の考え方」－如何に取り組むか－
講 師）日本歯科大学教授 鴨井久一先生

平成4年
学術委員会 3回 1月14日、1月20日、4月14日
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学術研修会
日 時）平成４年１月15日（水）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“調査診断とプラークコントロール”
講 師）奥羽大学歯周病教室 教授 岡本 浩先生

学術研修会
日 時）平成４年６月13日（土）・14日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）13日 ：“歯周疾患における治癒機序”

14日午前：“歯周外科テクニックの実際”
14日午後：“歯周外科実習（豚の骨を使用）”

講 師）奥羽大学歯周病学教室 教授 岡本 浩先生

公衆衛生視察研修会
日 時）平成４年８月１日（土）
場 所）仙台市歯科医師会
視察目的）“寝たきり老人等在宅歯科診療事業について”

平成5年
学術委員会 2回 1月14日、4月15日

臨床研修会
日 時）平成５年７月18日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“困難な埋伏歯の処置について”
講 師）日本歯科大学口腔外科学教室 助教授 熊沢康雄先生

平成6年
学術委員会 2回 1月12日、4月18日

臨床研修会
日 時）平成６年３月10日（金）
場 所）福祉センター大会議室
テ－マ）『歯科領域における内服抗生剤の選択』
講 師）㈱藤沢薬品工業 北関東支店 和久井学術課長
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学術研修会
《第１回》

日 時）平成６年７月17日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“口腔外科小手術〔切開・縫合・固定等〕”
講 師）日本歯科大学口腔外科学教室第二講座 助教授 熊沢康雄先生

《第２回》
日 時）平成６年12月４日（日）
場 所）鬼怒川温泉 ホテルあさや
テーマ）“ 口腔癌の手術（その診断と治療の将来展望）”
講 師）東京医科大学口腔外科学教室 教授 千葉博茂先生

平成7年
学術委員会 2回 1月11日、4月17日

公衆衛生視察研修会
日 時）平成７年２月７日（火）
視察場所）東京都心身障害者口腔保健センタ－

学術研修会
《第１回》

日 時）平成７年７月９日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“歯科診療室における救急処置”
講 師）日本歯科大学歯学部歯科麻酔学教室 助教授 住友雅人先生

《第２回》
日 時）平成７年12月10日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“ペインコントロ－ルについて〔局所麻酔を中心として〕”
講 師）日本歯科大学歯学部歯科麻酔学教室 助教授 住友雅人先生

臨床研修会
日 時）平成７年７月18日（火）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“消炎鎮痛剤について”
講 師）三共株式会社東京第二支店学術推進課 野田幸男先生
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平成8年
学術委員会 2回 1月17日、4月12日

臨床研修会
日 時）平成８年３月13日（水）
場 所）ホテル京屋
研修会）1）製品紹介 第一製薬株式会社 学術課

“クラビット錠・細粒の有用性・安全性”
2）特別講演
“歯科領域感染症における抗菌剤の使い方”
講師 東海大学医学部口腔外科教授 佐々木次郎先生

学術研修会
《第１回》

日 時）平成８年７月14日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“在宅老人訪問診療の考え方”
講 師）日本歯科大学高齢者歯科診療科 助教授 鈴木 章先生

《第２回》
日 時）平成８年12月１日（日）
場 所）鬼怒川温泉 ホテルあさや
テーマ）“感染を引き起こさない消毒と手術の実践”
講 師）ブロ－ネマルクオッセオインテグレイションセンタ－

小宮山弥太郎先生

平成9年
学術委員会 2回 1月13日、4月14日

視察研修会
日 時）平成９年２月５日（水）
場 所）日本歯科大学 高齢者歯科診療科
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臨床研修会
日 時）平成９年２月25日（火）
場 所）ホテル榎
研修会）1）製品紹介 第一製薬株式会社 学術課

“クラビット錠・細粒の有用性・安全性”
2）特別講演
“他科投薬との相互作用”
講師 東海大学医学部口腔外科教授 佐々木次郎先生

学術研修会
日 時）平成９年７月13日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“早期口腔癌の診断要点”
講 師）奥羽大学歯学部初診科 教授 大根光朝先生

平成10年
学術委員会 2回 1月14日、4月10日

公衆衛生研修会
日 時）平成10年２月19日（木）
場 所）福祉センタ－大会議室
テ－マ）“天然素材甘味料キシリト－ルの可能性”
講 師）日本歯科大学 高齢者歯科診療科 助教授 鈴木 章先生

臨床研修会
日 時）平成10年２月24日（火）
場 所）ホテル榎
研修会）1）製品紹介 第一製薬株式会社 学術課

“抗生物質クラビットについて”
2）特別講演
“舌癌の初期発見と診療の実際”
《講師》東海大学医学部口腔外科助手 太田嘉英先生
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学術研修会
《第１回》

日 時）平成10年９月27日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“高齢者における食べる事の問題”
講 師）日本歯科大学高齢者歯科診療科 講師 菊谷 武先生

《第２回》
日 時）平成10年11月29日（日）
場 所）ホテル鬼怒川御苑
テーマ）“接着修復の可能性と限界”
講 師）日本大学歯学部保存学教室修復学講座 宮崎真至先生

平成11年
学術委員会 2回 1月13日、4月12日

公衆衛生視察研修会
日 時）平成11年２月18日（木）
視察場所）仙台市福祉プラザ

臨床研修会
日 時）平成11年３月11日（木）
場 所）ホテル榎
研修会）1）製品紹介 第一製薬株式会社 学術課

“広範囲経口抗菌製剤 －クラビットについて－”
2）特別講演
“口腔領域の感染症 －特に歯周炎の病因に関連して－”
《講師》鹿児島大学歯学部歯科保存学第一講座 松下健二先生

学術研修会
日 時）平成11年６月27日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“救急蘇生のA・B・Cを行わないための実践的救急処置”
講 師）足利赤十字病院口腔外科部長 山根伸夫先生
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臨床研修会
日 時）平成11年10月26日（火）
場 所）福祉センター中会議室
テーマ）“歯科におけるコンピュ－タの利用法”
講 師）上都賀歯科医師会 総務理事 田代高志

公衆衛生・学術合同研修会
日 時）平成11年12月11日（土）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“21世紀に向かっての老人問題を考える”－いかに老人問題をノ－マライズするか－
講 師）医療法人北斗会宇都宮東病院 理事長 尾崎史郎先生
出席者）鹿沼市保健福祉部：７名 歯科医師：19名 衛生士：７名

平成12年
学術委員会 2回 1月14日、4月14日

臨床研修会
日 時）平成12年３月９日（木）
場 所）ホテル榎
研修会）1）製品紹介 第一製薬株式会社 学術課

“広範囲経口抗菌製剤 －クラビット錠について－”
2）特別講演
“抗菌薬と感染症 －ニュ－キノロンの臨床意義を中心に”
《講師》足利赤十字病院 口腔外科部長 山根伸夫先生

学術研修会
日 時）平成12年７月16日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“ホワイトニング（歯の漂白）”〔実習付き〕
講 師）フォーラムデンタルクリニック 院長 坪田健嗣先生

臨床研修会
日 時）平成12年10月25日（水）
場 所）市民情報センター ＥＵＣ学習室
テーマ）“パソコン講座 第２回”－パソコンの操作と実践－
講 師）上都賀歯科医師会 田代高志・鈴木裕之
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学術・医療管理・調査合同研修会
日 時）平成12年12月３日（日）
場 所）ホテル鬼怒川御苑
テーマ）“有病者の歯科治療において起こりやすい偶発事故と対処法”
講 師）都立荏原病院口腔外科 医長 佐野晴男先生

臨床研修会
日 時）平成12年12月12日（火）
場 所）福田屋コンベンションホール
研修会）1）製品紹介 ファイザー製薬株式会社

“15員環マクロライド系抗生物質製剤”－ジスロマック錠－
2）特別講演
“急性菌性感染症の外科的処置と抗菌薬の使い方”－15員環マクロライドを中心に－
講師 足利赤十字病院口腔外科 部長 山根伸夫先生

平成13年
学術委員会 2回 1月12日、4月11日

公衆衛生視察研修会
日 時）平成13年２月１日（木）
視察場所）東京医科歯科大学歯学部付属病院
視察内容）1）高齢者歯科治療について

2）障害者歯科治療について

臨床研修会
日 時）平成13年３月10日（土）
場 所）市民情報センター
テ－マ）“パソコン講座第３回”－Ｗord の操作とインターネット接続－
講 師）田代高志・鈴木裕之

臨床研修会
日 時）平成13年３月14日（水）午後6：30
場 所）ホテル榎
研修会）1）製品紹介 ファイザー製薬株式会社

“ジスロマックについて”
2）特別講演“21世紀の経口抗菌薬”
《講師》東海大学医学部口腔外科 教授 佐々木次郎先生
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臨床研修会
日 時）平成13年５月23日（水）
場 所）市民情報センター ＥＵＣ学習室
テーマ）“パソコン講座 第４回”－エクセルの操作とインターネット接続－
講 師）上都賀歯科医師会 田代高志・鈴木裕之

調査・学術合同研修会
日 時）平成13年12月２日（日）
場 所）福祉センター大会議室・和室
テーマ）“救急蘇生のとらえ方とその実践”
講 師）足利赤十字病院口腔外科 部長 山根伸夫先生

平成14年
学術委員会 2回 1月11日、4月10日

公衆衛生研修会
日 時）平成14年２月28日（木）
場 所）福祉センタ－
テ－マ）「最近のフッ化物応用の考え方」
講 師）日本歯科大学 衛生学教室 助教授 福田雅臣先生

臨床研修会
日 時）平成14年３月13日（水）
場 所）鹿沼市ホテル榎
研修会）1）製品紹介 ファイザー製薬株式会社

“15員環マクロライド系抗生物質製剤 ジスロマック錠”
2）特別講演
“薬剤の相互作用”

学術研修会
日 時）平成14年９月１日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“臨床家のためのスポーツ歯学”
講 師）東京歯科大学スポーツ歯学研究室 主任教授 石上惠一先生
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研修会（調査委員会担当）
日 時）平成14年10月29日（火）
場 所）市民情報センター子育て情報室Ｂ
テーマ）“高血圧症について”
講 師）小野内科循環器科医院 小野彰史先生

臨床研修会
日 時）平成14年11月11日（月）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“パソコン講座 第５回”－ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔを使ったスライドの作り方－
講 師）上都賀歯科医師会 総務理事 田代高志

平成15年
学術委員会 2回 1月10日、4月16日

研修会〔調査委員会担当〕
日 時）平成15年２月17日（月）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）「心電図の読み方・考え方」
講 師）鹿沼市 小野内科循環器科医院 小野彰史先生

公衆衛生研修会
日 時）平成15年２月27日（木）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）「健康日本21と歯科保健」―成人歯科保健活動の進め方・とらえ方―
講 師）日本歯科大学衛生学講座 助教授 福田雅臣先生

臨床研修会
日 時）平成15年３月11日（火）
場 所）福田屋コンベンションホール
研修会）1）製品紹介 ファイザー製薬株式会社

“15員環マクロライド系抗生物質製剤 ジスロマック錠”
2）特別講演
“薬剤の相互作用 最近の話題について”
《講師》医薬情報研究所 ㈱エイ・アイ・シー

医薬情報部門責任者 堀美智子先生
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学術研修会
日 時）平成15年７月６日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“口臭測定と歯科人間ドック”
講 師）日本歯科大学歯学部附属病院 総合診療科 助教授 高橋健作先生

研修会（調査委員会担当）
《第１回》

日 時）平成15年７月16日（水）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“糖尿病について”
講 師）上都賀総合病院 内科 中村 晋先生
出席者）18名

《第２回》
日 時）平成15年10月27日（月）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“Ｂ型・Ｃ型肝炎について”
講 師）上都賀総合病院 副病院長 一戸 彰先生

平成16年
学術委員会 2回 1月9日、 4月12日

学術・公衆衛生合同研修会
日 時）平成16年２月11日（水）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）「注意して欲しい顎口腔疾患」―口腔疾患の鑑別を中心に―
講 師）自治医科大学歯科口腔外科学講座 教授 草間幹夫先生

研修会〔調査委員会担当〕
日 時）平成16年２月24日（火）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）「知っておきたい性行為感染症」
講 師）鹿沼市 小林産婦人科医院 院長 小林一彦先生
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臨床研修会
日 時）平成16年３月９日（火）
場 所）福田屋コンベンションホール
研修会）1）製品紹介 ファイザー製薬株式会社

“15員環マクロライド系抗生物質製剤 ジスロマック錠”
2）特別講演
“外来処方あれこれ”
《講師》東海大学医学部外科学系口腔外科 教授 金子明寛先生

学術研修会
日 時）平成16年７月４日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“睡眠障害について”－睡眠時無呼吸症候群との鑑別をふまえて－
講 師）獨協医科大学 口腔外科学講座 教授 今井 裕先生

研修会〔調査委員会担当〕
《第１回》

日 時）平成16年７月26日（月）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“老人の特性について”－痴呆を中心に－
講 師）鹿沼病院 院長・理事 駒橋 徹先生

《第２回》
日 時）平成16年11月24日（水）
場 所）福祉センター生きがい広場
テーマ）“脳卒中について”
講 師）池田脳神経外科 院長 池田俊一郎先生

臨床研修会
日 時）平成16年８月３日（火）
場 所）鹿沼商工会議所４階中会議室
研修会）1）製品紹介 藤沢薬品工業株式会社

“ケトライド系抗菌剤 ケテック錠”
2）特別講演
“歯性感染症の急性増悪期に対する包括的治療法”
《講師》足利赤十字病院 口腔外科部長 山根伸夫先生
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平成17年
学術委員会 2回 1月11日、4月11日

学術・調査合同研修会
日 時）平成17年２月６日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）「救急蘇生法のとらえ方とその実践」―除細動器の考え方・取り扱い方―
講 師）足利赤十字病院 口腔外科部長 山根伸夫先生

公衆衛生研修会
日 時）平成17年３月10日（木）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）「動物由来感染症について」
講 師）鹿沼市 キンダーケア動物病院 獣医師 村井 妙先生

学術・調査合同研修会
《第１回》

日 時）平成17年６月29日（水）
場 所）福祉センター生きがい広場
研修会）1）製品説明 フクダ電子北関東販売㈱ 学術

『ＡＥＤ（自動体外式除細動機器）～ハートスタートFR2～』
2）講演『ガイドライン2000に基づく―Basic life support（BLS）―について』

～Ａutomated external defibrillator（AED）の有用性並びに使用法～
〔講師〕獨協医科大学 救急医学 松島久雄先生

《第２回》
日 時）平成17年12月11日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“日常臨床で気をつけたい薬について”―救急医薬品の使用法について―
講 師）足利赤十字病院 口腔外科部長 山根伸夫先生

研修会〔調査委員会担当〕
日 時）平成17年７月25日（月）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“中高年が注意しなければならない心疾患”
講 師）上都賀総合病院 内科部長 駒場 明先生
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平成18年
学術委員会 2回 1月10日、4月10日

学術・公衆衛生合同研修会
日 時）平成18年２月26日（木）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）「命をねらう歯周病」―歯周病と全身疾患との関わり。全身の健康は口の中から―
講 師）日本歯科大学歯学部歯周病学講座 教授 沼部幸博先生

研修会〔調査委員会担当〕
日 時）平成18年３月15日（水）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）「加齢に伴う眼疾患について」
講 師）鹿沼市 吉沢眼科医院 院長 吉沢 徹先生

学術研修会
日 時）平成18年７月９日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“知っておきたい口腔粘膜疾患”
講 師）東京歯科大学オーラルメディシン・口腔外科学講座 教授 山根源之先生

臨床研修会〔調査委員会担当〕
日 時）平成18年９月20日（水）
場 所）福祉センター生きがい広場
テーマ）“血液疾患について”
講 師）鹿沼市 奥山医院 院長 奥山明彦先生
出席者）17名

調査研修会
日 時）平成18年10月17日（火）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“歯科診療における救急処置と救急薬品の使い方”
講 師）足利赤十字病院口腔外科 部長 山根伸夫先生

平成19年
学術委員会 2回 1月12日、4月16日
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公衆衛生・学術合同研修会
日 時）平成19年２月25日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）「新しい介護保険は口腔に何を求めているのか？」
講 師）日本歯科大学歯学部 助教授

口腔介護リハビリセンター センター長 菊谷 武先生

臨床研修会〔学術委員会担当〕
日 時）平成19年３月14日（水）
場 所）福祉センター生きがい広場
テーマ）「口腔内装置（マウスガード、スプリント、ドラッグデリバリートレー、etc）作製の為

のサーモフォーミング機器説明」
講 師）株式会社ＧＣ社員・株式会社りんかい社員

臨床研修会〔調査委員会担当〕
日 時）平成19年３月20日（火）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）「皮膚疾患について」
講 師）鹿沼市 藤沢皮膚科医院 院長 藤沢崇行先生

臨床研修会〔学術委員会担当〕
日 時）平成19年６月６日（水）
場 所）福祉センター生きがい広場
テーマ）“三金 歯科用根管拡大装置Ｘ－スマート使用説明と模型上実技”
講 師）三金社員

公衆衛生・学術合同研修会
日 時）平成19年７月１日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“明日から導入できる顎機能の診査・診断システム”

－チェアサイドで行う簡便で有効な顎関節と筋触診法の実際－
講 師）日本歯科大学新潟生命歯学部歯科補綴学第１講座主任教授

日本歯科大学大学院新潟生命歯学研究科機能性咬合治療学教授 小出 馨先生
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臨床研修会〔調査委員会担当〕
日 時）平成19年８月27日（月）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“耳鼻咽喉科の疾患について（歯科関係）”

－歯性上顎洞炎・睡眠時無呼吸症候群について－
講 師）鹿沼市 細川医院 細川朋子先生

拡大臨床研修会〔学術委員会担当〕
日 時）平成19年10月21日（日）
場 所）市民情報センター子育て情報室Ｂ
テーマ）“レーザーの基礎とNd：YAG レーザー・パワーパルス１の紹介”
講 師）株式会社エス・エル・ティ・ジャパンより派遣 歯科医師 杉原成良先生

公衆衛生視察研修会
日 時）平成19年11月29日（木）
集合場所）文化活動交流館駐車場
視察場所）日本歯科大学附属病院
視察目的）“歯科人間ドック視察”

口腔ケア研修会（鹿沼市・上都賀歯科医師会共催）
日 時）平成19年12月９日（日）午後1：30
場 所）鹿沼市消防本部大会議室
テ－マ）“口は元気の素”
講 師）日本歯科大学生命歯学部 准教授

口腔介護・リハビリセンター センター長 菊谷 武先生

平成20年
学術委員会 2回 1月11日、4月11日

学術・公衆衛生合同研修会
日 時）平成20年１月27日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テ－マ）「後期高齢者医療がもとめる口腔の役割 ―その評価と対応―」
講 師）日本歯科大学歯学部 准教授

口腔介護リハビリセンター センター長 菊谷 武先生
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臨床研修会〔調査委員会担当〕
日 時）平成20年２月12日（火）
場 所）福祉センター生きがい広場
テ－マ）「腎不全患者の歯科治療」
講 師）鹿沼市 竹村内科腎クリニック 院長 竹村克己先生

臨床研修会〔調査委員会担当〕
日 時）平成20年３月９日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テ－マ）《講演》「日常行われる小手術の実際と救急蘇生について」

《実習》「心肺蘇生・ＡＥＤ・血管確保について」
講 師）足利日本赤十字病院 口腔外科部長 山根伸夫先生

臨床研修会〔 学術委員会担当 〕
日 時）平成20年４月30日（水）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“口腔接着剤（スーパーボンド・ハイブリットコート）機器説明”
講 師）サンメディカル株式会社 社員

臨床研修会〔調査委員会担当〕
《第１回》

日 時）平成20年６月27日（金）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“夏に向かってよく見る小児疾患”－顎・顔面領域を中心に－
講 師）鹿沼市 いとうこどもクリニック 院長 伊藤直実先生

《第２回》
日 時）平成20年11月26日（水）
場 所）福祉センター生きがい広場
テーマ）“スポーツ医学”
講 師）鹿沼市 鹿沼整形外科 院長 大西正康先生

公衆衛生・学術合同研修会
日 時）平成20年７月13日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“チェアサイドで行う簡便で有効な顎関節と筋触診法の実際 実技編”
講 師）日本歯科大学新潟生命歯学部歯科補綴学第１講座主任教授

日本歯科大学大学院新潟生命歯学研究科機能性咬合治療学教授 小出 馨 先生
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鹿沼市市制60周年記念市民公開講座（鹿沼市・上都賀歯科医師会共催）
日 時）平成20年10月５日（日）
場 所）市民情報センターマルチメディアホール
テ－マ）“口をまもる。暮らしをまもる。生命をまもる口腔ケア”－口の中から全身の健康を考える－
講 師）日本歯科大学生命歯学部 准教授

附属病院口腔介護・リハビリセンター センター長 菊谷 武先生

平成21年
学術委員会 2回 1月9日、4月10日

学術・公衆衛生合同研修会
日 時）平成21年１月25日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）「ドライマウスから考える全身のアンチエイジング医学」
講 師）鶴見大学歯学部口腔病理学講座 教授 斎藤一郎先生

調査・学術合同研修会
日 時）平成21年３月１日（日）午後1：30
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）「医療安全管理と最近のトピックス」

－改正医療法で求められる医療安全対策を踏まえて－
講 師）獨協医科大学口腔外科学講座 教授 今井 裕先生
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昭和57年
支部旅行
日 時）昭和57年10月7日（木）、8日（金）
場 所）鬼怒川 ホテルニュー岡部

昭和58年
保険講習会
日 時）昭和58年１月30日（日）
場 所）県歯科医師会館

税務説明会
日 時）昭和58年２月３日（木）
場 所）埼玉銀行

保険研修会
日 時）昭和58年７月９日（土）
場 所）御殿山会館

ゴルフ
日 時）昭和58年10月５日（水）
場 所）日光カントリークラブ

ボウリング大会
日 時）昭和58年10月15日（土）
場 所）鹿沼パークレーン

懇親会
日 時）昭和58年10月15日（土）
場 所）ハッピー会館

成人病検査実施
日 時）昭和58年10月29日（土）より
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昭和59年
上都賀支部新年会
日 時）昭和59年１月21日（土）

税務説明会
日 時）昭和59年２月２日（木）
場 所）埼玉銀行
テーマ）｢昭和59年度税務制改正について」
講 師）鹿沼税務署 古沢統括官

保険講習会
日 時）昭和59年２月２日（木）
場 所）埼玉銀行
テーマ）「老人保険について」
講 師）国保専任審査委員

税務講習会
日 時）昭和59年２月10日（金）
場 所）休日診療所

税務講習会
日 時）昭和59年２月10日（金）
場 所）喜楽
テーマ）「昭和58年度の青色申告の決算申告について」
講 師）県歯顧問税理士 安納 昌先生

保険講習会
日 時）昭和59年６月２日（土）
場 所）御殿山会館
テーマ）「社会保険診療一般について」《講師》高田常務理事

）「国保診療一般について」《講師》湯沢国保専任

成人病検査
日 時）昭和59年10月３日（水）
場 所）独協医科大学病院第2内科
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ボウリング大会（医療管理委員会主催）
日 時）昭和59年10月13日（土）
場 所）鹿沼パークレーン

昭和60年
税務説明会
日 時）昭和60年２月７日（木）

保険講習会
日 時）昭和60年２月７日（木）
場 所）埼玉銀行
講 師）高田常務理事、湯沢国保専任

新年会
日 時）昭和60年２月７日（木）
場 所）喜楽 県歯 大塚会長、槇石副会長、高田常務、柴田常務、湯沢国保専任

保険講習会
日 時）昭和60年５月８日（水）
場 所）埼玉銀行3階大会議室

アシスタント研修会
日 時）昭和60年８月31日（土）
場 所）中央公民館2階講義室
テーマ）「期待されるスタッフ像」
講 師）産能大講師・人材育成研究所所長 藤田紀美枝先生

税務講習会
日 時）昭和60年９月21日（土）
場 所）いしばし
テーマ）「みなし法人について」
講 師）県歯顧問税理士 安納 昌先生

ボウリング大会
日 時）昭和60年10月19日（土）
場 所）鹿沼パークレーン
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成人病検査
日 時）昭和60年10月29日（火）、30日（水）、31日（木）
場 所）独協医科大学病院健康管理科

支部ゴルフ大会
日 時）昭和60年12月30日（月）
場 所）下野カントリークラブ

懇親会 西村（粟野町）

昭和61年
B型肝炎ウイルス検査
日 時）昭和61年７月25日（金）

ボウリング大会（第4回）
日 時）昭和61年10月18日（金）
場 所）鹿沼パークレーン

成人病検査
日 時）昭和61年10月27日（月）・28日（火）・29日（水）
場 所）独協医科大学病院2階健康管理科

昭和62年
税務説明会
日 時）昭和62年２月５日（木）
場 所）埼玉銀行3階会議室

保険講習会
日 時）昭和62年２月５日（木）
場 所）埼玉銀行3階会議室

医療管理委員会
日 時）昭和62年４月23日（木）

B型肝炎予防接種 抗原・抗体検査
日 時）昭和62年9月16日（水）・17日（木）
場 所）上都賀病院健康管理科
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ボウリング大会（第5回）
日 時）昭和62年9月26日（土）
場 所）鹿沼パークレーン

ワクチン接種
第１回
日 時）昭和62年9月29日（火）・30日（水）

第２回
日 時）昭和62年10月27日（火）・28日（水）
場 所）上都賀病院健療管哩科

成人病検査
日 時）昭和62年10月12日（月）～16日（金）
場 所）独協医科大学病院2階健康管埋科

スタッフ慰労会
日 時）昭和62年11月12日（木）
場 所）サンパレス富士

支部ゴルフコンペ
日 時）昭和62年12月30日（水）
場 所）グレンピークマナーゴルフクラブ

支部忘年会
日 時）昭和62年12月30日（水）
場 所）石ばし

昭和63年
税務説明会
日 時）昭和63年1月28日（木）
場 所）埼玉銀行3階会議室

保険講習会
日 時）昭和63年1月28日（木）
場 所）埼玉銀行3階会議室
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アシスタント講習会
日 時）昭和63年2月14日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“期待されるスタッフ像－その2－”アドパンスコース
講 師）人材育成研究所所長 藤田紀美枝先生

B型肝炎ウイルスワクチン接種
日 時）昭和63年2月22日（月）・23日（火）
場 所）上都賀総合病院健康管理科

医療管理委員会
日 時）昭和63年４月19日（火）

B型肝炎ウイルス検査
日 時）昭和63年5月9日（月）・10日（火）
場 所）上都賀総合病院健康管理科

今市・上都賀合同保険講習会
日 時）昭和63年7月26日（火）
場 所）今市市保健福祉センター

従業員研修会
第１回
日 時）昭和63年7月31日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“期待されるスタッフ像－その3－”患者への応対について～基礎から応用まで1～
講 師）人材育成研究所所長 藤田紀美枝先生

第2回
日 時）昭和63年10月23日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“期待されるスタッフ像－その4－”患者への応侍について～基礎から応用まで2～
講 師）人材育成研究所所長 藤田紀美枝先生
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税務講習会
日 時）昭和63年9月15日（木）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“必要経費について”～ドタターサイドの節税を行うには?～
講 師）デンタル・ピジネスマネジメントセンターチーフコンサルタント 辻中保夫先生

ボウリング大会（第6回）
日 時）昭和63年10月29日（土）
場 所）鹿沼パークレーン

保険講習会
日 時）昭和63年12月18日（日）
場 所）鬼怒川温泉 金谷ホテル

平成元年
医療管理委員会 1月18日、3月28日

税務説明会
日 時）平成元年2月2日（木）
場 所）埼玉銀行5階会議室

保険講習会
日 時）平成元年2月2日（木）
場 所）埼玉銀行3階会議室

成人病検査
日 時）平成元年3月15日（水）～29日（水）
場 所）上都賀総合病院健康管理科

納税組合会
日 時）平成元年7月28日（金）
場 所）福祉センター中会議室

１．上都賀歯科医師会の軌跡



345

１．上都賀歯科医師会の軌跡

従業員研修会
日 時）平成元年7月30日（日）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“期待されるスタッフ像－その5－”

患者への応対について～言葉使い・挨拶・電話応対など～
講 師）足利銀行人事部研修課 小池 雄先生・北条律子先生

ボウリング大会（第7回）
日 時）平成元年10月28日（土）
場 所）鹿沼パークレーン

平成２年
医療管理委員会 1月22日、３月28日

税務説明会
日 時）平成2年2月1日（木）
場 所）福祉センター大会議室

保険講習会
日 時）平成2年2月1日（木）
場 所）福祉センター大会議室

納税組合会
日 時）平成2年5月25日（金）
場 所）福祉センター中会議室

今市・上都賀合同保険講習会
日 時）平成2年5月31日（木）
場 所）福祉センター大会議室

従業員研修会
日 時）平成2年8月26日（日）
場 所）市民文化センター中会議室
テーマ）“期待されるスタッフ像－その6－

患者への応対について～応用編～（言葉使い・挨拶・電話応対など）
講 師）足利銀行人事部研修課 小池 雄先生・福田恭子先生
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福祉ボウリング大会（第8回）
日 時）平成2年10月27日（土）
場 所）鹿沼パークレーン

平成３年
税務説明会
日 時）平成3年1月31日（木）
場 所）商工会議所3階会議室

納税組合会
日 時）平成3年2月22日（金）
場 所）福祉センター

医療管理委鍛会 4月24日、7月26日

学術・医療管理合同研修会
日 時）平成3年7月28日（日）
場 所）鹿沼商工会議所大会譲室
テーマ）第1部 「歯周病の今後の動向」－最新情報を交えて－

第2部 「ペリオのⅠ型・Ⅱ型の考え方」－如何に取り組むか－
講 師）日本歯科大学教授 鴨井久一先生

福祉ボウリング大会（第9回）
日 時）平成3年10月26日（土）
場 所）鹿沼パークレーン

納税組合会
《第1回》

日 時）平成3年4月19日（金）
場 所）福祉センター中会議室

《第2回》
日 時）平成3年7月26日（金）
場 所）福祉センター中会議室

今市・上都賀合同保険講習会
日 時）平成3年12月14日（土）
場 所）今市市 木村屋ホテル

１．上都賀歯科医師会の軌跡
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平成４年
医療管理委員会 1月20日、４月14日

税務説明会
日 時）平成４年２月13日（木）
場 所）福祉センター

成人病検査
日 時）平成４年２月17日（月）・18日（火）・19日（水）・20日（木）
場 所）宇都宮東武ホテルグランデ５階ピエラクラブ

今市・芳賀・上都賀合同保険講習会
日 時）平成４年８月５日（水）
場 所）栃歯会館

平成５年
税務説明会
日 時）平成５年１月28日（火）
場 所）福祉センター大会議室

成人病検査
日 時）平成５年２月15日（月）～18日（木）
場 所）宇都宮東武ホテルグランデ

納税組合会会議
日 時）平成５年２月26日（金）
場 所）福祉センター中会議室

医療管理委員会 4月13日

納税組合会
日 時）平成５年５月28日（金）
場 所）福祉センター中会議室

福祉センター中会議室使用に関する覚書作成協議会
日 時）平成５年６月８日（火）・29日（火）・７月26日（月）
場 所）福祉センター中会議室



348

従業員研修会
日 時）平成 ５年７月17日（土）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“信頼されるスタッフ像”《その１》

患者への応対について～基礎編～（言葉使い・挨拶・電話応対・患者応対等など）
講 師）足利銀行人事部 山口則久先生

福祉ボウリング大会（第10回）
日 時）平成５年10月２日（土）
場 所）鹿沼トーヨーボウル

今市・上都賀合同保険講習会
日 時）平成５年10月21日（木）
場 所）今市市保健福祉センター

平成６年
医療管理委員会 ２回 1月12日、4月15日

今市・上都賀支部合同税務説明会
日 時）平成６年１月27日（木）
場 所）福祉センター大会議室

税務講習会
日 時）平成６年１月29日（土）
場 所）福祉センター大会議室
講 師）安納攸昌 顧問税理士

新年宴会
日 時）平成６年１月29日（土）
場 所）橋田旅館

成人病検査
日 時）平成６年２月14日（月）～18日（金）
場 所）宇都宮東武ホテルグランデ

１．上都賀歯科医師会の軌跡
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納税組合会会議
日 時）平成６年２月25日（金）
場 所）福祉センター中会議室

今市・上都賀合同保険講習会
日 時）平成６年６月30日（木）
場 所）福田屋コンベンションホ－ル

福祉ボウリング大会（第11回）
日 時）平成６年10月29日（土）
場 所）鹿沼トーヨーボウル
懇親会）日時：10月29日（土）

場所：福田屋コンベンションホ－ル

平成７年
医療管理委員会 ２回 1月11日、4月17日

税務講習会
日 時）平成７年１月26日（木）
場 所）鹿沼商工会議所催事ホ－ル
講 師）安納攸昌 顧問税理士

新年宴会
日 時）平成７年１月26日（木）
場 所）橋田旅館

成人病検査
日 時）平成７年２月13日（月）～23日（木）
場 所）宇都宮東武ホテルグランデ

納税組合
納税組合会会議
日 時）平成７年５月26日（金）
場 所）福祉センター中会議室
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「仮称歯科ドック」行政との打合せ会
日 時）平成７年６月２日（金）、８月２日（水）
場 所）福祉センター中会議室

今市・上都賀合同保険講習会
日 時）平成７年６月26日（月）
場 所）今市市 あさの

従業員研修会
日 時）平成７年10月５日（木）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“信頼されるスタッフ像”《その２》患者への応対について ～基礎編～

（言葉使い・挨拶・電話応対・患者応対等など）
講 師）足銀暮らしと経営の相談センター

経営コンサルタント 藍田新一先生
マナーインストラクター 七久保陽子先生

福祉ボウリング大会（第12回）
日 時）平成７年10月28日（土）
場 所）鹿沼トーヨーボウル

平成８年
医療管理委員会 ２回 1月17日、4月12日

税務講習会
日 時）平成８年１月22日（月）
場 所）鹿沼商工会議所催事ホール
講 師）安納攸昌 顧問税理士

新年宴会
日 時）平成８年１月22日（月）
場 所）橋田旅館

成人病検査
日 時）平成８年２月19日（月）～22日（木）
場 所）宇都宮東武ホテルグランデ

１．上都賀歯科医師会の軌跡
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納税組合
納税会議
日時）平成８年２月22日（木）
場所）福祉センター大会議室

納税組合
納税組合会会議
日 時）平成８年５月30日（金）
場 所）福祉センター中会議室

今市・芳賀・上都賀合同保険講習会
日 時）平成８年７月30日（火）
場 所）宇都宮市 護国会館

保険説明会
日 時）平成８年９月27日（金）
場 所）福祉センター大会議室

福祉ボウリング大会（第13回）
日 時）平成８年10月26日（土）
場 所）鹿沼トーヨーボウル
懇親会）日時：10月26日（土）

場所：福田屋コンベンションホ－ル

平成９年
医療管理委員会 ２回 1月13日、4月14日

税務講習会
日 時）平成９年１月30日（木）
場 所）福祉センター大会議室
テ－マ）“わたしたちの税制 －知っておきたい税情報－”
講 師）安納攸昌 顧問税理士

新年宴会
日 時）平成９年１月30日（木）
場 所）橋田旅館
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成人病検査
日 時）平成９年２月17日（月）～27日（木）
場 所）宇都宮東武ホテルグランデ

納税組合
納税組合会会議
日 時）平成９年２月20日（木）
場 所）福祉センター中会議室

納税組合会会議
日 時）平成９年５月23日（金）
場 所）福祉センター中会議室

福祉ボウリング大会（第14回）
日 時）平成９年10月25日（土）
場 所）鹿沼トーヨーボウル
懇親会）日時：10月25日（土）

場所：福田屋コンベンションホール

上都賀・今市合同保険講習会
日 時）平成９年11月６日（木）
場 所）福田屋コンベンションホール

平成10年
医療管理委員会 ２回 1月14日、4月10日

税務講習会
日 時）平成10年１月27日（木）
場 所）鹿沼商工会議所催亊ホール
テ－マ）1）わたしたちの税制

2）決算にあたり留意すべき事項及び税法の取扱い
3）税の情報

講 師）安納攸昌 顧問税理士

新年宴会
日 時）平成10年１月29日（木）
場 所）橋田旅館

１．上都賀歯科医師会の軌跡
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成人病検査
日 時）平成10年２月23日（月）～３月５日（木）
場 所）関湊記念会クリニック
検査項目）胸部Ｘ線撮影・胃透視・心電図・尿検査・血液一般検査

肝・腎機能検査・エコー・内科検診

納税組合
納税組合会会議
日 時）平成10年２月20日（金）常会終了後
場 所）市民文化センター中会議室

保険説明会
日 時）平成10年５月１日（金）
場 所）福祉センター大会議室

納税組合
納税組合会会議
日 時）平成10年５月22日（金）常会終了後
場 所）福祉センター中会議室

従業員研修会
日 時）平成10年５月21日（木）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“信頼されるスタッフ像”患者への応対について ～基礎編～
講 師）あしぎん暮らしと経営の相談センター

マナーインストラクター 玉田陽子先生

Ｂ型肝炎ウイルス検査及びワクチン接種
《Ｂ型肝炎ウイルス検査》

日 時）平成10年７月６日（日）～ 17日（金）
場 所）上都賀総合病院
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医療管理講習会
日 時）平成10年７月13日（月）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“経営分析の基礎知識〔講演・質疑応答〕”
講 師）㈱塩山経営研究所 代表取締役

中央大学大学院法学研究科 講師 塩山博之先生

《ワクチン接種》
日 時）平成10年10月６日（火）～平成11年３月26日（金）
場 所）上都賀総合病院

福祉大会ボウリング（第15回）
日 時）平成10年10月24日（土）
場 所）鹿沼トーヨーボウル
参加者）136名 25医院
懇親会）日時：10月24日（土）

場所：福田屋コンベンションホール

支部旅行
日 時）平成10年11月29日（日）・30日（月）
場 所）ホテル鬼怒川御苑

上都賀・今市合同保険講習会
日 時）平成10年12月10日（木）
場 所）今市市 ホテルつたや

平成11年
医療管理委員会 ２回 1月13日、4月12日
税務講習会
日 時）平成11年１月28日（木）
場 所）福祉センター大会議室
テ－マ）1）税制改正について（所得税関係）

2）知っておきたい税情報（国税庁）
3）財政構造改革を考える（大蔵省）

講 師）安納攸昌 顧問税理士

１．上都賀歯科医師会の軌跡
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新年宴会
日 時）平成11年１月28日（木）
場 所）橋田旅館

成人病検査
日 時）平成11年２月22日（月）～３月４日（木）
場 所）関湊記念会クリニック
検査項目）胸部Ｘ線撮影・胃透視・心電図・尿検査・血液一般検査

肝、腎機能検査・エコー・内科検診

納税組合
納税組合会会議
日 時）平成11年２月26日（金）常会終了後
場 所）福祉センター中会議室

従業員研修会
日 時）平成11年５月20日（木）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“社会人としてのマナー”
講 師）あしぎん暮らしと経営の相談センター係長

マナーインストラクター 釜井友美先生

納税組合
納税組合会会議
日 時）平成11年５月25日（水）常会終了後
場 所）福祉センター中会議室

支部旅行
日 時）平成11年７月31日（土）・８月１日（日）
場 所）東京・横浜バス旅行〔隅田川花火大会をメインとして〕

屋形船：駒形 宿泊地：両国パ－ルホテル 昼食場所：横浜中華街 四五六菜館本館

福祉大会ボウリング（第16回）
日 時）平成11年10月30日（土）
場 所）鹿沼トーヨーボウル
懇親会）日時：10月30日（土）

場所：福田屋コンベンションホ－ル
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平成12年
医療管理委員会 ２回 1月14日、4月17日

講習会・研修会等開催状況
支部関連事業

税務講習会
日 時）平成12年１月28日（金）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）1）わたしたちの税制

2）税制改正について（所得税関係）
3）知っておきたい税情報

講 師）安納攸昌 顧問税理士

新年宴会
日 時）平成12年１月28日（金）
場 所）橋田旅館

成人病検査
日 時）平成12年２月14日（月）～２月24日（木）
場 所）関湊記念会クリニック
検査項目）胸部Ｘ線撮影・胃透視・心電図・尿検査・血液一般検査・肝、腎機能検査

エコー・内科検診・Ｂ型肝炎ウイルス検査 その他希望によりオプション検査

Ｂ型肝炎ウイルス検査及びワクチン接種
Ｂ型肝炎ウイルス検査
日 時）平成12年２月16日（水）～２月24日（金）
場 所）上都賀総合病院

ワクチン接種
日時）平成12年３月～
場所）上都賀総合病院

１．上都賀歯科医師会の軌跡
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納税組合
納税組合会会議
日 時）平成12年２月25日（金）常会終了後
場 所）福祉センター中会議室
〔平成12年３月31日付けで上都賀歯科医師会納税組合を解散〕

今市支部・上都賀支部合同社保講習会
日 時）平成12年６月29日（木）
場 所）福田屋コンベンションホール

福祉大会ボウリング（第17回）
日 時）平成12年10月28日（土）
場 所）鹿沼トーヨーボウル
参加者）92名 18医院
懇親会）日時：10月28日（土）

場所：福田屋コンベンションホール

学術・医療管理・調査合同研修会
日 時）平成12年12月３日（日）
場 所）ホテル鬼怒川御苑
テーマ）“有病者の歯科治療において起こりやすい偶発事故と対処法”
講 師）都立荏原病院口腔外科 医長 佐野晴男先生

支部旅行
日 時）平成12年12月３日（日）・４日（月）
場 所）ホテル鬼怒川御苑

平成13年
医療管理委員会 ２回 1月12日、4月13日
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税務講習会
日 時）平成13年１月24日（水）
場 所）福祉センター
テーマ）1）わたしたちの税制

2）税制改正について（所得税関係）
3）知っておきたい税情報
4）財政の現状と今後のあり方

講 師）安納攸昌 顧問税理士

新年宴会
日 時）平成13年１月24日（水）
場 所）橋田旅館

Ｂ型肝炎ウイルス検査及びワクチン接種
１）Ｂ型肝炎ウイルス検査
日 時）平成13年２月13日（火）～２月23日（金）
場 所）上都賀総合病院

成人病検査
日 時）平成13年２月15日（木）～３月14日（水）
場 所）関湊記念会クリニック
検査項目）胸部Ｘ線撮影・胃透視・心電図・心エコー・血液一般検査

肝、腎機能検査・尿検査・内科検診・Ｂ型肝炎ウイルス検査
その他希望によりオプション検査

医療管理研修会
日 時）平成13年７月５日（木）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“愛されるスタッフ・選ばれる医院”－患者様第一主義の定着と実践－
講 師）JALアカデミー株式会社 接遇インストラクター 山脇あき子先生

今市歯科医師会・上都賀歯科医師会合同社保講習会
日 時）平成13年８月９日（木）
場 所）今市市 つたやホテル
講 師）栃木県歯科医師会

保険担当常務理事 大久保雅順先生
保険担当理事 角田国義先生

１．上都賀歯科医師会の軌跡
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福祉大会ボウリング（第18回）
日 時）平成13年10月27日（土）
場 所）鹿沼トーヨーボウル
参加者）92名 15医院
懇親会）日時：10月27日（土）

場所：福田屋コンベンションホール

平成14年
医療管理委員会 ２回 1月11日、4月12日

税務講習会
日 時）平成14年１月24日（木）
テーマ）1）わたしたちの税制

①税のはなし
②平成13年分所得税の主な税制改正について

2）財産をもらったとき
3）財産を相続したとき 鹿沼市総合福祉センター

講 師）安納 攸昌 顧問税理士

新年宴会
日 時）平成14年１月24日（木）
場 所）鹿沼市 橋田旅館

医療管理研修会
日 時）平成14年５月30日（木）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“患者様のニーズを満たす応対の実現”

1）視点を変えた患者応対
2）患者接遇応対シミュレーション
3）プラス・ストローク

講 師）JALアカデミー株式会社 接遇インストラクター 川村悦子先生



360

今市歯科医師会・上都賀歯科医師会合同社保講習会
日 時）平成14年７月11日（木）
場 所）福田屋コンベンションホール
講 師）栃木県歯科医師会

保険担当常務理事 大久保雅順先生
保険担当理事 角田国義先生

福祉大会ボウリング
日 時）平成14年10月26日（土）
場 所）鹿沼トーヨーボウル

平成15年
医療管理委員会 ２回 1月10日、4月18日

税務講習会
日 時）平成15年１月23日（木）
場 所）福田屋コンベンションホール
テーマ）1）税務行政を巡る最近の課題

2）所得税について（事例）
3）暮らしの税情報

1）財産をもらったとき（贈与税）
2）財産を相続したとき（相続税）

講 師）安納攸昌 顧問税理士

新年宴会
日 時）平成15年１月23日（木）

医療管理研修会
《第１回》

日 時）平成15年５月29日（木）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“愛されるスタッフ・選ばれる医院”－患者様第一主義の定着と実践－
講 師）JALアカデミー株式会社 接遇インストラクター 山脇あき子先生

福祉大会ボウリング
日 時）平成15年10月25日（土）
場 所）鹿沼トーヨーボウル

１．上都賀歯科医師会の軌跡
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医療管理研修会
《第２回》

日 時）平成15年12月11日（木）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“患者様のニーズを満たす応対の実現”
講 師）JALアカデミー株式会社 接遇インストラクター 山脇あき子先生

平成16年
医療管理委員会 ２回 1月9日、4月12日

税務講習会
日 時）平成16年１月29日（木）
テーマ）1）青色申告決算書作成事前準備について

2）税制改正について
1）所得税関係について（事例）
2）資産税
3）消費税

講 師）安納攸昌 顧問税理士

新年宴会
日 時）平成16年１月29日（木）
場 所）福田屋コンベンションホール

医療管理研修会
日 時）平成16年７月１日（木）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“３人の自分を知る”
講 師）JALアカデミー株式会社 接遇インストラクター 船戸美幸先生

今市・上都賀歯科医師会合同地区別社保講習会
日 時）平成16年７月15日（木）
場 所）今市市 つたやホテル
講 師）栃木県歯科医師会

保険担当常務理事 大久保雅順先生
保険担当理事 角田國義先生
保険担当理事 奈良泰明先生
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福祉大会ボウリング
日 時）平成16年10月30日（土）
場 所）鹿沼トーヨーボウル

平成17年
医療管理委員会 ２回 1月12日、4月11日

税務講習会
日 時）平成17年１月27日（木）
場 所）福田屋コンベンションホール
テーマ）1）青色申告決算書作成事前準備について

2）所得税について
1）質疑事例について
2）税制改正について
3）消費税について
4）その他

講 師）安納攸昌 顧問税理士

新年宴会
日 時）平成17年１月27日（木）
場 所）福田屋コンベンションホール

医療管理研修会
日 時）平成17年６月２日（木）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“接遇＆マナー”
講 師）ANAラーニング インストラクター 伊藤佳恵子先生

福祉大会ボウリング（第22回）
日 時）平成17年10月29日（土）
場 所）鹿沼トーヨーボウル
懇親会）日時：10月29日（土）

場所：福田屋コンベンションホール

平成18年
医療管理委員会 ２回 1月18日、4月10日

１．上都賀歯科医師会の軌跡



税務講習会
日 時）平成18年１月26日（木）
場 所）福田屋コンベンションホール
テーマ）1）青色申告決算書作成事前準備について

2）所得税について
1）質疑事例について
2）税制改正について
3）消費税について〔別冊〕
4）その他

講 師）安納攸昌 顧問税理士

新年宴会
日 時）平成18年１月26日（木）
場 所）福田屋コンベンションホール

成人病検査
日 時）平成18年２月８日（木）～３月９日（木）
場 所）関湊記念会クリニック
検査項目）胸部Ｘ線撮影・胃透視・心電図・尿検査・血液一般検査・内科検診

肝、腎機能検査・エコー（上腹部）・Ｂ型肝炎ウイルス検査
その他希望によりオプション検査

Ｂ型肝炎ウイルス検査及びワクチン接種
1）Ｂ型肝炎ウイルス検査
日 時）平成18年２月13日（月）～２月17日（金）
場 所）上都賀総合病院

2）ワクチン接種
日 時）平成18年３月末～
場 所）上都賀総合病院

医療管理研修会
《第１回》

日 時）平成18年５月１日（月）
場 所）市民情報センター学習室
テーマ）“保険点数改正に対する解釈と説明について”
講 師）栃木県歯科医師会 常務理事 奈良泰明先生
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《第２回》
日 時）平成18年６月１日（木）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“接遇マナー研修 ステップアップ編”
講 師）ANAラーニング インストラクター 伊藤佳恵子先生

日光・上都賀合同地区別社保講習会
日 時）平成18年７月６日（木）
場 所）福田屋コンベンションホール
講 師）栃木県歯科医師会

保険担当常務理事 奈良泰明先生
保険担当常務理事 角田國義先生
保険担当理事 増山知徳先生

福祉大会ボウリング（第23回）
日 時）平成18年10月28日（土）
場 所）鹿沼トーヨーボウル
懇親会）日時：10月28日（土）

場所：福田屋コンベンションホール

平成19年
医療管理委員会 ２回 1月12日、4月16日

税務講習会
日 時）平成19年１月25日（木）
場 所）福田屋コンベンションホール
テーマ）1）所得税

1）青色申告決算書作成事前準備について
2）平成18年分所得税関係の改正について

2）資産税
1）贈与税 財産をもらった時
2）相続税 財産を相続した時

3）その他
講 師）安納攸昌 顧問税理士
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新年宴会
日 時）平成19年１月25日（木）
場 所）福田屋コンベンションホール

成人病検査
日 時）平成19年２月５日（木）～３月１日（木）
場 所）関湊記念会クリニック
検査項目）胸部Ｘ線撮影・胃透視・心電図・尿検査・血液一般検査・内科検診・肝、腎機能検査・

エコー（上腹部）・Ｂ型肝炎ウイルス検査・その他希望によりオプション検査

Ｂ型肝炎ウイルス検査及びワクチン接種
1）Ｂ型肝炎ウイルス検査
日 時）平成19年２月５日（月）～２月15日（木）
場 所）上都賀総合病院

2）ワクチン接種
日 時）平成19年３月末～
場 所）上都賀総合病院

医療管理研修会
日 時）平成19年６月７日（木）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“接遇マナー研修 ステップアップ編”
講 師）ANAラーニング インストラクター 伊藤佳恵子先生

福祉大会ボウリング（第24回）
日 時）平成19年10月27日（土）
場 所）鹿沼トーヨーボウル
懇親会）日時：10月27日（土）

場所：福田屋コンベンションホール

成人病検査〔脳ドック〕
日 時）平成19年６月７日（木）～11月29日（木）
場 所）池田脳神経外科
検査項目）脳ＭＲＩ・ＭＣファン その他希望によりオプション検査（眼底検査）
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平成20年
医療管理委員会 ２回 1月11日、4月11日

税務講習会
日 時）平成20年１月24日（木）
場 所）福田屋コンベンションホール
テーマ）1）所得税

1）医療費控除の対象となる医療費について
2）医療費控除における介護関係について
3）青色申告決算書作成事前準備について
4）平成19年分所得税の改正のあらまし

2）資産税
1）財産をもらった時（贈与税）
2）財産を相続した時（相続税）
3）その他

講 師）安納攸昌 顧問税理士

新年宴会
日 時）平成20年１月24日（木）
場 所）福田屋コンベンションホール

Ｂ型肝炎ウイルス検査及びワクチン接種
1）Ｂ型肝炎ウイルス検査
日 時）平成20年２月４日（月）～２月８日（金）
場 所）上都賀総合病院

2）ワクチン接種
日 時）平成20年３月末～
場 所）上都賀総合病院

成人病検査
日 時）平成20年２月６日（水）～２月28日（木）
場 所）宇都宮市 関湊記念会クリニック
検査項目）胸部Ｘ線撮影・胃透視・心電図・尿検査・血液一般検査・内科検診・

肝、腎機能検査・エコー（上腹部）・Ｂ型肝炎ウイルス検査
その他希望によりオプション検査
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医療管理研修会
日 時）平成20年５月15日（木）
場 所）福祉センター大会議室
テーマ）“実践！診療室のアロマテラピーを学ぶ”

－ハーブティーの効用と癒しのスプレー作りを交えて－
講 師）英国ITEC認定 アロマテラピスト／リフレクソロジスト

英国IAIM公認 ベビーマッサージ インストラクター
栃木県カウンセリング協会々員
Ｎature Ｃare 日本校代表 村田真由美先生

日光・上都賀合同地区別社保講習会
日 時）平成20年６月26日（木）
場 所）日光市 つたやホテル
講 師）栃木県歯科医師会

保険担当常務理事 奈良泰明先生
保険担当常務理事 角田國義先生
保険担当理事 増山知徳先生

福祉大会ボウリング（第25回）
日 時）平成20年10月25日（土）
場 所）鹿沼トーヨーボウル
懇親会）日時：10月25日（土）

場所：福田屋コンベンションホール

成人病検査〔脳ドック〕
日 時）平成20年６月19日（木）～10月23日（木）
場 所）池田脳神経外科
検査項目）脳ＭＲＩ・ＭＣファン

その他希望によりオプション検査（眼底検査）

367

１．上都賀歯科医師会の軌跡



平成21年
医療管理委員会 ２回 1月9日、4月10日

税務講習会
日 時）平成21年１月29日（木）
場 所）福田屋コンベンションホール
テーマ）1）青色申告決算書作成事前準備について

2）租税特別措置法10条の３の適用誤りについて
3）平成20年分所得税の改正のあらまし
4）暮らしの税情報中７問

講 師）安納攸昌 顧問税理士

新年宴会
日 時）平成21年１月29日（木）
場 所）福田屋コンベンションホール

成人病検査
日 時）平成21年２月４日（水）～３月12日（木）
場 所）宇都宮市 関湊記念会クリニック
検査項目）胸部Ｘ線撮影・胃透視・心電図・尿検査・血液一般検査・内科検診・

肝、腎機能検査・エコー（上腹部 ）・Ｂ型肝炎ウイルス検査
その他希望によりオプション検査

Ｂ型肝炎ウイルス検査及びワクチン接種
1）Ｂ型肝炎ウイルス検査
日 時）平成21年２月２日（月）～２月９日（月）
場 所）上都賀総合病院

2）ワクチン接種
日 時）平成21年３月末～
場 所）上都賀総合病院

368

１．上都賀歯科医師会の軌跡



369

１．上都賀歯科医師会の軌跡

明治36年
1903
明治41年
1908
大正2年
1913
大正4年
1915
大正5年
1916
大正6年
1917

大正8年
1919
大正9年
1920
大正10年
1921

大正11年
1922
大正12年
1923
大正14年
1925

大正15
1926

年 次
05.26

11.08

09.00

10.01

12.01

11.01

11.07

07.31

11.00

03.31

04.19

11.25

05.00

07.30

小野重三郎
鹿沼町1699 開業

駒橋 寅春
鹿沼町1638 開業
小野重三郎
宇都宮市池上町 転出

大越 筆
鹿沼町1915 開業
新島 貫一
鹿沼町1700 開業
岡本 英忠
鹿沼町1359-1 開業

市川 政一
鹿沼町1836 開業
中条正左衛門
鹿沼町1622 開業
金子 弁明
鹿沼町1609 開業
青木達三郎
鹿沼町1019 開業
甲田 賢二
鹿沼町1913 開業
大越 筆
国分寺村小金井2852 転出
上都賀郡歯科医師会発会式総会
於 上都賀郡役所
甲田 賢二
転出 上京
岸野栄七郎
鹿沼町吾妻町1874
移転 開業 入団
新川 庄一
鹿沼町2246 入団

08.01

05.25

03.20

01.15

07.15

11.01

05.10

03.21

湯沢菊四郎
今市町490 開業

山本千代松
日光町下鉢石町992 開業

岸野栄七郎
粟野町886 開業
橋口 近義
日光電気精銅所病院歯科
安生 貢
南押原村楡木324 開業
田野井重男
今市町136 開業
岡 道士
日光市下鉢石町935-2 開業
小杉 眞治
粟野町口粟野880-6 開業
上都賀郡歯科医師会開催

10.27

04.14

04.20

05.14
01.15

12.22

04.18
00.19
00.20
00.21
05.15

栃木県歯科医師会創立
県知事より認可さる

県歯副会長 小野重三郎
県歯理事 駒橋 寅春

県歯副会長 小野重三郎
県歯理事 駒橋 寅春

伊香保温泉旅行
幹事 甲田 賢二

新島 貫一
幹事 青木達三郎

駒橋 寅春

丸笠氏宅
熱海・十国峠・修善寺泊
三保松原・久能山・藤沢泊
江の島・鎌倉大仏・有楽町泊
幹事 市川 政一

岡本 英忠

月日 鹿沼歯科医師団（会） 月日 上都賀郡関係 月日 その他

ヘ データ 会員の動向
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昭和2年
1927

昭和3年
1928

昭和4年
1929
昭和5年
1930

昭和6年
1931
昭和7年
1932
昭和8年
1933
昭和9年
1934

昭和10年
1935
昭和11年
1936
昭和12年
1937

昭和13年
1938

昭和14年
1939
昭和15年
1940

年 次
04.27

07.08

03.21

05.16

03.16

11.01

02.00

08.10

07.00

手塚筆四郎 鹿沼町下府所185
入団（昭和元年12月30日開業中）
駒橋 寅春
鹿沼町1608-2 上棟式 移転

安生 夘吉
鹿沼町1623-6 入団
市川 政一
北海道へ転出
会費２円50銭

安生夘吉逝去

茂呂 登
鹿沼町1535 入団

新川 庄一
鹿沼町上材木町1836-1に移転

青木達三郎
鹿沼町仲町1297 移転
鹿沼歯科医師団
印章購入１円20銭

岡本 大七
鹿沼町1359-1 入団

06.22

08.30

01.08

02.02

08.02

0

4.00

07.01

03.00

08.15
0

4.01

高遠 三省
今市町467-1 開業
宮川 勇
日光町清滝202-2 開業

山崎 正
日光町92 開業
天谷 準作
粟野町口粟野821 開業
鈴木 三男
今市町櫻木町 開業

中田 静嘉
西方村本郷396 開業

菅沼 清
西方村金崎336 開業

石川権左衛門
南押原村楡木489 開業
支部長 金子 弁明

支部長 岡本 英忠

04.06
00.07
00.08
00.09
04.14

04.01
04.19
04.27

04.27

03.28
04.27

05.20

04.18

04.10

03.02
03.26

05.20
03.25

03.27

04.12

04.07
05.01

04.25

04.18

04.01
04.22

丸笠氏宅
両国・誕生寺・鯛の浦・勝浦
銚子・犬吠崎・佐原・瀬来泊
鹿島神社・成田不動尊・帰宅
幹事 中条正左衛門

岸野栄七郎
県歯評議員 岡本 英忠
会津若松・東山温泉泊
幹事 金子 弁明

新島 貫一

幹事 駒橋 寅春
新川 庄一

理事 金子 弁明
幹事 青木達三郎

手塚筆四郎
幹事 中条正左衛門

岸野栄七郎
幹事 岡本 英忠

新島 貫一
幹事 金子 弁明

駒橋 寅春
県歯監事 駒橋 寅春
幹事 手塚筆四郎

新川 庄一
箱根、熱海泊
幹事 青木達三郎

岡本 英忠
幹事 茂呂 登

中条正左衛門
県歯理事 金子 弁明
日歯会議員 岡本 英忠
三原山旅行
幹事 新島 貫一

新川 庄一
幹事 手塚筆四郎

岸野栄七郎

幹事 金子 弁明
駒橋 寅春

県歯理事 金子 弁明
幹事 青木達三郎

岡本 英忠

月日 鹿沼歯科医師団（会） 月日 上都賀郡関係 月日 その他
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

昭和16年
1941

昭和17年
1942

昭和18年
1943

昭和19年
1944

昭和20年
1945

昭和21年
1946

昭和22年
1947

年 次
02.26
04.00

11.01

11.01

11.07

01.10

04.12
05.10

09.10

09.19

06.00

11.10

12.10

01.11

02.00

03.10
04.00

5月より
10月より
10.10

11.10

岡本 大七 応召
福島 茂
鹿沼町1835 開業
菊地 貞造
鹿沼町1904 入団

新島 剛
鹿沼町1699 入団
中条 正臣
鹿沼町1622 入団
福島 茂 入団

下条長太郎 入団
岸野 シゲ
鹿沼町吾妻町1874
岸野栄七郎歯科勤務
福田 利示
鹿沼町戸張町2485 入団
下条長太郎
名古屋へ転出
村川 ふさ
鹿沼町西鹿沼町234 開業
越路 孝七
鹿沼町1925 入団
坂口 孝
鹿沼町19.82
帝国繊維歯科診療所から入団
手塚 操
鹿沼町下府所185 入団
川島光五郎
麻苧町1578 開業 移転
川島信四郎 上京 転出
畑 二郎
寺町1017 開業 入団
会費 10円
会費 20円
村本 光
西鹿沼町90 入会
手塚 操 退会 上京

01.01

10.01

10.10

01.10

02.01

03.01

04.01
06.01

鈴木 幸雄
南押原村磯224 開業
支部長 新島 貫一

川島信四郎
北押原村村井191
開業 入団

川島光五郎
北押原村村井191 入団
梅沢 明
菊沢村栃窪683 開業
石田 酉三
西方村金崎326 開業
支部長 茂呂 登
矢口 修
南摩村油田614-2 開業

04.10

04.01

04.10

04.10

04.03

04.10
04.12

01.01
04.12

04.14

4.1～
04.10

07.04

10.31

幹事 中条正左衛門
茂呂 登

日歯代議員 駒橋 寅春
県歯理事 岡本 英忠
幹事 新川 庄一

新島 貫一
幹事 菊地 貞造

手塚筆四郎

幹事 青木達三郎
岸野栄七郎

県歯理事 岡本 英忠
幹事 駒橋 寅春

岡本英忠
→福島茂
応召のため

県歯理事 岡本 英忠
幹事 金子 弁明

川島信四郎
西方村金崎花見

県歯副会長 駒橋 寅春
幹 事 福田 利示

新川 庄一
鹿沼歯科医師会之印
購入115円
県歯理事 新島 貫一

月日 鹿沼歯科医師団（会） 月日 上都賀郡関係 月日 その他
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

昭和23年
1948

昭和24年
1949

昭和25年
1950

昭和26年
1951

昭和27年
1952

昭和28年
1953

昭和29年
1954

昭和30年
1955

年 次

02.10

10月より
03.30

5月より
09.12

10.16
11.25

09.13

02.13
04.01
09.02

02.12

6月より
11.21

05.29
11.02

04.01
05.01

10.23

金子 弁明
久保町1619-1 移転
茂呂 登
仲町1595-1 移転
石塚要次郎
中田町1257 開業入会
会費30円
岸野 シゲ
麻苧町1587 開業

会費50円
村川 ふさ
西鹿沼町234 入会
中条正左衛門 逝去68才
岸野 シゲ
東京三鷹へ転出
駒橋 秀光 入会

村川 ふさ 退会
坂口 孝 退会
畑 二郎
下田町1-1205-1 移転
梅沢 明
府中町194 入会
会費100円となる
新川 庄一 逝去53才

金子 公明 入会
石塚要次郎
長野県筑摩郡四賀村へ転出

今市支部と分離
手塚 正教
府中町185 入会
石川 亘
西沢町396 入会

栃木県歯科医師会上都賀支部

01.21

01.25

11.00

04.01

04.01

04.21
12.23

6月より

4月より

04.01

天谷 準作 逝去47才

鰕原 悦郎
粟野町口粟野896 開業
石川 亘
南摩村西沢1491 開業
支部長 青木達三郎

支部長 金子 弁明

小杉 眞治 逝去60才
今井 一郎
粟野町口粟野880
旧小杉眞治診療所に開業
旅行積立金200円となる

旅行積立金200円
常会費 100円
支部長 福島 茂

04.12

10.10

04.25

04.13

04.11

09.22
04.12

11.01

04.01

04.12

05.15
06.02

10.01

04.01
04.30

06.25
07.28
08.10

幹事 新島 貫一
福島 茂

鹿沼市制施行
人口32,759人
初代市長 鈴木金一郎

幹事 越路 孝七
川島光五郎

幹事 村本 光
畑 二郎

幹事 中条 正臣
新島 剛

岩山ピクニック
幹事 手塚筆四郎

菊地 貞造
古峰原ハイキング

県歯副会長 茂呂 登

幹 事 石塚要次郎
村本 光

那須温泉山楽
幹事 梅沢 明

駒橋 秀光
一市七ケ村（東大芦、菊沢、板荷、
北押原、西大芦、加蘇、北犬飼）
合併鹿沼市発足
県歯副会長 茂呂 登
幹 事 福田 利示

中条 正臣
鬼怒川温泉ホテル20名
鹿沼市 南摩村と合併
〃 南押原村と合併

月日 鹿沼歯科医師団（会） 月日 上都賀郡関係 月日 その他
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

昭和31年
1956

昭和32年
1957

昭和33年
1958

昭和34年
1959

昭和35年
1960

昭和36年
1961

昭和37年
1962

昭和38年
1963

昭和39年
1964

年 次
03.30
05.02

07.01

04.20

05.28

01.06

10.22
12.10

04.00

12.04

04.26

03.10

10.06
12.08

菅沼 清 逝去47才
大越 肇
西方村金崎336
菅沼清診療所入会
青木 道子
仲町1297 入会
大越 肇
小山支部へ転出
金子 公明
宇都宮支部へ転出
小野 喜市
西大芦医療生活協同組合
診療所入会

小野 喜市 上京 退会
小野 春吉
西大芦診療所 入会

岸野 忠明
銀座1-1874 入会
小野 春吉
今市支部へ退会
安生 貢 逝去68才

茂呂 允
仲町1595 入会
茂呂 登 逝去53才
工藤 元宏
上殿町24108

04.01

04.01

11.01

04.01

支部長 福田 利示

支部長 駒橋 寅春

鹿沼歯科医師会規定可決

支部長 手塚筆四郎

06.18・19
06.15

04.01
6.30・7.1
04.24

05.19

10.24・25

05.21

06.21・22
11.09
11.12
04.06

04.20
06.26・27
04.01
04.10

06.25・26
04.10

07.15・16

04.01
04.27

06.23・24
04.27

06.14・15

鬼怒川温泉春岡荘 21名
幹事 畑 二郎

金子 弁明

県歯副会長 茂呂 登
川治温泉柏屋ホテル 22名
幹事 梅沢 明

手塚 正教
幹事 福島 茂

青木 道子
学校歯科医大会
鬼怒川温泉公会堂 19名
幹事 石川 亘

川島光五郎
塩原温泉明賀屋 21名
県歯副会長 茂呂 登 辞任す
県歯監事 金子 弁明
幹事 菊地 貞造

福田 利示
学校医の円盤完成
川治温泉ホテル 20名
県歯監事 金子 弁明
幹事 青木達三郎

畑 二郎
那須高原ホテル 22名
幹事 金子 弁明

中条 正臣
伊香保温泉 22名

県歯監事 越路 孝七
幹事 越路 孝七

村本 光
川治温泉ホテル 23名
幹事 福島 茂

岸野 忠明
塩原温泉こめかホテル 19名

月日 栃木県歯科医師会上都賀支部 月日 その他
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

昭和40年
1965

昭和41年
1966

昭和42年
1967

昭和43年
1968

昭和44年
1969

昭和45年
1970
昭和46年
1971

昭和47年
1972

年 次
04.01

03.26

01.05

06.00

10.01

03.29

06.03

06.11

02.13
04.00
04.01

05.01

12.19

小高 正男
草久951 西大芦診療所入会

石川 亘
宇都宮支部へ退会

茂呂 周
仲町1595 入会
菊地 貞造
東末広町1934へ移転
梅沢 東洋
府中町194 入会
岡本 英忠 逝去80才

梅沢 道子
府中町194 入会
中条佐智子
今宮町1622 入会

金子 弁明 逝去70才
青木道子→高崎道子と改姓
菊地 誠
末広町1934 入会
金子 英明
久保町1619 入会
岸野栄七郎 逝去73才

04.01

04.01

04.01

04.01

支部長 青木達三郎

支部長 越路 孝七

支部長 菊地 貞造

支部長 菊地 貞造

04.01

04.15

07.11・12
01.16
05.04

06.18・19
04.09
04.17

06.25・26

04.13

06.16・17
04.01

04.14

10.10

10.11
05.11

01.26

03.30

04.01

07.18・19
04.15

県歯副会長 川島光五郎
12.19辞任
幹事 新島 剛

駒橋 秀光
山形上の山温泉23名
県歯監事 梅沢 明
幹事 手塚 正教

茂呂 允
鬼怒川温泉星のや20名
県歯監事 梅沢 明
幹事 中条 正臣

青木 道子
那須ホテル13名

幹事 川島光五郎
菊地 貞造

ホテル塩原ガーデン19名
県歯理事 畑 二郎
県歯監事 梅沢 明
幹事 青木 道子

福田 利示
大阪歯科医学会
春日ホテル
俵や旅館13名
幹事 越路 孝七

村本 光
栃木県歯科医師会会館
落成記念式典
幹事 福島 茂

梅沢 東洋
県歯理事 鰕原 悦郎
県歯監事 梅沢 明
鬼怒川あさやホテル18名
幹事 岸野 忠明

中条佐智子

月日 栃木県歯科医師会上都賀支部 月日 その他
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

昭和48年
1973

昭和49年
1974

昭和50年
1975
昭和52年
1977

昭和53年
1978
昭和54年
1979

昭和55年
1980

年 次
03.19
05.15
05.25

08.00

11.06
12.09
04.01
05.14
11.01

04.01

04.01

04.01

10.01

08.29

04.01

04.01

06.01

08.30
09.07
09.13
11.01

08.01

中条 正臣 逝去52才
菊地 誠 宇都宮支部へ転出
金子 英明 久保町1619
上田町1890へ移転
梅沢 東洋 宇都宮
梅沢 道子 上三川へ 退会
矢口 修 逝去59才
新島 貫一 逝去82才
岡本 全宏 材木町1359
手塚筆四郎 逝去80才
岸野 忠明 宇都宮支部へ転出

鈴木 清文 今市支部より入会
上野町303-3
小高 章愛 今市支部より入会
緑町1-176
越路 昭夫 入会
末広町1925
鰕原 公子 入会
粟野町口粟野896
小高 正男 逝去73才

川島 仁一 入会
麻苧町1578
村本 明 入会
西鹿沼町90
福田 貞男 入会
戸張町2485
駒橋 寅春 逝去80才
鈴木 清文 逝去51才
越路 孝七 逝去67才
小林 幹夫 入会
仲町1290
梅沢 富嶽 入会
府中町194

04.01

04.01

04.01

04.01

支部長 菊地 貞造

支部長 菊地 貞造

支部長 菊地 貞造

支部長 新島 剛

03.00
0
4.01

05.13

09.22
00.23
04.01

09.23

幹事 駒橋 秀光
金子 英明

県歯理事 鰕原 悦郎
県歯監事 梅沢 明

鹿沼歯科医師会の上都賀支部
への円満な合併をなす
幹事制度なくなる
日本歯科医学総会
ハトバス遊覧
県歯理事 鰕原 悦郎
県歯監事 梅沢 明
県歯理事 鰕原 悦郎
県歯監事 梅沢 明

県歯常務理事 鰕原 悦郎

月日 月日 その他栃木県歯科医師会上都賀支部
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

昭和56年
1981

昭和57年
1982

昭和58年
1983

昭和59年
1984

昭和60年
1985

年 次
11.01

11.00

04.01

04.01

05.01

07.01

08.01

01.31
04.01

04.01

04.01
04.01

04.01

01.20

03.18

03.27

05.01

07.26
04.01

05.01

05.01

06.01

07.01

玉井 克典 入会
鳥居跡町1420
福田 貞男 退会
下都賀支部へ
佐川 徹三 入会
寺町1346
菊地 香 入会
東末広町1934
箱島 光一 入会
上野町303
田辺 章 入会
坂田山2-5-3
茂呂 兀 入会
仲町1595
青木達三郎 逝去84才
鈴木 節雄 入会
茂呂上の原2209
笠原 昭二 入会
上石川字植竹1526-52
笠原 紀子 入会 同上
石崎 誠 入会
東町3-4-9
菊地 均 入会
東末広町1934
斉須わか子 入会（宇都宮より）
西方村金崎334-2
新島 康夫 入会
久保町1699
福島 隆夫 入会
上材木町1835
木村 立男
入会（安佐支部より）
工藤 元宏 逝去
箱島 光一 退会
宇都宮支部へ
木下 素子 入会
上野町303 鈴木歯科
田代 高志 入会
上野町228-5
岸野 忠明 再入会
御成橋町2-295-3
相馬 英人 入会
日吉町金山下611

04.01

04.01

支部長 新島 剛

支部長 新島 剛

04.01

03.26

04.01

04.01

県歯常務理事 鰕原 悦郎

支部総会
プール制承認可決さる
県歯常務理事 鰕原 悦郎

県歯常務理事 鰕原 悦郎

月日 月日 その他栃木県歯科医師会上都賀支部
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

昭和61年
1986

昭和62年
1987

昭和63年
1988

平成元年
1989

平成2年
1990

年 次
05.01

06.01

08.01

10.17

12.01

01.01

04.01

06.04
09.30
11.14
04.01

04.01

03.01
04.01

04.01

09.14
10.01

01.01

02.01

07.01

07.01

狐塚 行弘 入会
粟野町口粟野639-8
石澤 隆之 入会
上殿町大内宿238-1
佐藤 演由 入会
上野町303 鈴木歯科
木下 素子 退会
下都賀支部へ
金子 實 入会
朝日町1141-3
小川 哲弥 入会
上材木町1820
鈴木 宏彦 入会
上殿町124-1
石川権左衛門 逝去79才
佐藤 演由 退会
福島 茂 逝去70才
駒橋 一永 入会
今宮町1608-2
山本 浩 入会
栃窪字仁神堂1164-42
手塚 正教 逝去59才
大畑 栄 入会
粟野町深程638-1
鈴木 裕之 入会
上野町303-3
中田 静嘉 逝去82才
手塚 忠雄 入会
府所町185
玉井 克典 退会
新潟県へ
田島 雅哉 入会
鳥居跡町1420
田口 浩美 入会
千渡字新田1212-3
畑 健一 入会
下田町1-1205-2

04.01 支部長 岡本 全宏 04.01 県歯常務理事 鰕原 悦郎

月日 月日 その他栃木県歯科医師会上都賀支部
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平成3年
1991

平成4年
1992

平成6年
1994
平成7年
1995

平成8年
1996

平成9年
1997

平成12年
2000

平成14年
2002
平成15年
2003

年 次
04.01

08.01

01.01

01.01

11.11
02.23

04.01

03.31

07.26
06.01

10.01

12.25
01.01

08.01

09.01

07.20

02.26

畑 和美 入会
下田町1-1205-2
大貫 真裕 入会
万町963-8
藤栄 昇次 入会
日吉町839-1
本島 栄人 入会
府中町392-35
梅沢 明 逝去83才
鈴木 幸雄 逝去81才

岸野 昌彦 入会
上奈良部町2-285
大畑 栄 退会
県外転出
岸野 忠明 逝去62才
鈴木 定幸 入会
栄町2-10-1
菊地 均 開業
東町3-6-19
菊地 貞造 逝去80才
手塚 史雄 入会
西茂呂3-16-4
駒橋 武 入会
千渡1671
金子 泰英 入会
西茂呂2-19-20

福田 利示 逝去90才

駒橋 秀光 逝去77才

04.01

04.01

04.01

04.01

10.01
より

04.11

岡本 全宏

岡本 全宏

支部長 瓦井 昭二

支部長 瓦井 昭二

会長 瓦井 昭二
栃木県内各郡市支部が
各歯科医師会となる

会長 瓦井 昭二

04.01

04.01

03.31

04.01

04.01

04.01

県歯常務理事 鰕原 悦郎
県歯理事 小高 章愛

県歯副会長 鰕原 悦郎

県歯理事 小高 章愛 退任
歯科技術学部長就任のため

県歯常務理事 岡本 全宏

県歯常務理事 岡本 全宏

県歯常務理事 岡本 全宏

月日 月日 その他

上都賀歯科医師会

栃木県歯科医師会上都賀支部
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

平成16年
2004

平成18年
2006
平成19年
2007
平成20年
2008

平成21年
2009

年 次
04.01

04.04
06.01
06.01

02.08
02.20
08.01

03.31
04.01
07.01

10.30
03.09
04.01

04.01

04.01

岡本 真利 入会
下材木町1359-1
岡本 全宏 逝去
茂呂 祐康 入会
茂呂 英運 入会
仲町1595-10
村本 光 逝去86才
田口 浩美 退会
斉藤 由昭 入会
鳥居跡町1007
小高 章愛 退会
村本 創 入会
金子 智英 移転
西茂呂2-19-2
川島光五郎 逝去86才
鰕原 悦郎 逝去83才
星 雅朗 入会
下田町1-854-1
鰕原 治子 入会
口粟野896
三浦 秀憲 入会
中田町1354-11

04.01

04.01

会長 佐川徹三

会長 佐川徹三

06.13

04.01

04.01

県歯理事 佐川 徹三
4.4 岡本全宏常務理事
死去のため

県歯監事 茂呂 允
県歯常務理事 瓦井 昭二

県歯常務理事 瓦井 昭二

月日 月日 その他上都賀歯科医師会
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

年 度

会員数の推移 No.1

明治35年度

明治36年度

明治37年度

明治38年度

明治39年度

明治40年度

明治41年度

明治42年度

明治43年度

明治44年度

明治45年度

大正１年度

大正２年度

大正３年度

大正４年度

大正５年度

大正６年度

大正７年度

大正８年度

大正９年度

大正10年度

大正11年度

大正12年度

大正13年度

大正14年度

大正15年度

上都賀
歯科医師会

3

4

5

6

6

11

12

15

16

18

20

22

鹿沼歯科
医師団

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

3

3

3

6

7

8

9

9

9

10

栃木県
歯科医師会

13

12

13

14

13

12

22

47

80

104

122

137

161

143

年 度

昭和２年度

昭和３年度

昭和４年度

昭和５年度

昭和６年度

昭和７年度

昭和８年度

昭和９年度

昭和10年度

昭和11年度

昭和12年度

昭和13年度

昭和14年度

昭和15年度

昭和16年度

昭和17年度

昭和18年度

昭和19年度

昭和20年度

昭和21年度

昭和22年度

昭和23年度

昭和24年度

昭和25年度

昭和26年度

昭和27年度

昭和28年度

昭和29年度

上都賀
歯科医師会

27

28

29

36

38

48

57

鹿沼歯科
医師団

11

9

10

12

13

15

17

栃木県
歯科医師会

172

212

237

245

205

215

200

212

238

256

253

280

279

271

431

426

420

421

401

385

383

350

351
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

年 度

会員数の推移 No.2

昭和30年度

昭和31年度

昭和32年度

昭和33年度

昭和34年度

昭和35年度

昭和36年度

昭和37年度

昭和38年度

昭和39年度

昭和40年度

昭和41年度

昭和42年度

昭和43年度

昭和44年度

昭和45年度

昭和46年度

昭和47年度

昭和48年度

昭和49年度

昭和50年度

昭和51年度

昭和52年度

昭和53年度

昭和54年度

昭和55年度

昭和56年度

昭和57年度

栃木県歯科医師会
上都賀支部

28

32

30

30

30

31

31

31

30

31

32

31

33

32

34

34

28

27

28

32

31

32

32

32

36

栃木県歯科医師会

354

357

386

395

400

405

414

425

429

434

443

439

443

444

447

451

454

458

464

463

480

489

511

525

534

546

567

595

年 度

昭和58年度

昭和59年度

昭和60年度

昭和61年度

昭和62年度

昭和63年度

平成１年度

平成２年度

平成３年度

平成４年度

平成５年度

平成６年度

平成７年度

平成８年度

平成９年度

平成10年度

平成11年度

平成12年度

平成13年度

平成14年度

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成19年度

平成20年度

栃木県歯科医師会
上都賀支部

44

44

47

52

49

50

51

54

58

57

56

56

55

56

58

58

58

58

58

56

56

58

57

56

56

57

上都賀歯科医師会

栃木県歯科医師会

635

666

707

743

764

801

827

849

870

889

916

931

946

967

978

979

994

1006

1004

1013

1013

1018

1016

1018

1015

1019
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

会費の変遷

会 名 年 度 会費・年額 法人会費 入会金 福祉共済
負 担 金

上都賀郡関係
会費：年額

米
円・10kg

1.32
1.24
1.20
1.39
1.52
1.40
1.19
1.16
1.53
1.79
1.93
1.47
1.15
1.21
1.72
2.70
3.86
3.92
2.80
3.19
2.88
3.09
3.37
3.16
2.95
2.47
2.53
2.38
1.62
1.81
1.85
2.21
2.51
2.61
2.79
3.02
3.25
3.25
3.25
3.32
3.32
3.32
6.00
6.65
19.50
36.35
99.70
149.60

鹿沼歯科医師団（会）
月額 1円50銭

30円00銭
25円00銭
6円00銭
12円00銭

18円00銭
24円00銭

13.8.15 上都賀支部
36円00銭

不明00銭
46円00銭

100円00銭

50銭

団体 3円

01円20銭

大2
大3

01円15銭

01円20銭

01円80銭

01円

01円50銭

01円20銭

03円
04円
不明

不明・追加10円
銭

60円20銭

明治36
37
38
39
40
41
42
43
44
45

大正02
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

昭和02
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

22

大
日
本
歯
科
医
会

日
本
聯
合
歯
科
医
会

日
本
聯
合
歯
科
医
師
会

日
本
歯
科
医
師
会（
第
一
次
）

日
本
歯
科
医
師
会（
第
二
次
）

年 度

明治36
37
38
39
40
41
42
43
44
45

大正02
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

昭和02
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
21
21
22
22

団体20名まで3円、50名まで5円、100名まで10円、100名以上15円
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

会 名 年 度 会費・年額 法人会費 入会金 福祉共済
負 担 金

上都賀郡関係
会費：年額

米
円・10kg

266
357
405
445
545
620
620
680
765
765
790
850
850
850
850
850
955
955
955
1,110
1,215
1,395
1,510
1,510
1,510
1,510
1,590
1,590
2,100

2,495

2,740

3,000

3,000
3,125

3,235
3,275
3,350
3,482
3,482
3,628
3,764
3,867
3,867

210円00銭

500円00銭
1,200円00銭
800円00銭

900円00銭
2,400円00銭
3,600円00銭

30.4.1 今市支部と分離

6,000円00銭
12,000円00銭

36,000円00銭

会費 プール制となる

現在に至る

2,400円
4,800円

6,000円
7,200円
8,400円
9,600円
14,400円

27,600円

43,200円

72,000円

86,400円

102,000円

3,000円

10,000円

50,000円

20,000円

26,000円

30,000円

33,000円

200円00銭

500円00銭
700円00銭

1,200円00銭

1,500円00銭
2,000円00銭
2,500円00銭
2,800円00銭

3,200円00銭
3,800円00銭

4,300円00銭
4,800円00銭
6,000円00銭

7,300円00銭
7,800円00銭

14,000円00銭
15,000円00銭
17,000円00銭
21,000円00銭

（1,0000円学会会費含）
28,000円00銭

（2,0000円学会会費含）
34,000円00銭

（4,0000円学会会費含）
35,000円00銭

（5,0000円学会会費含）

38,000円00銭
（5,0000円学会会費含）

昭和23

24
25
26

27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49

50

51

52

53
54

55
56

57
58
59
60
61
62

社

団

法

人

日

本

歯

科

医

師

会

年 度

昭和23
23
24
25
26
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49

50

51

52

53
54

55
56
56
57
58
59
60
61
62



平成16年、調査委員会では予てからの課題であった上都賀歯科医師会史の資料整備に取り掛かった。
はじめの取り組みとして上都賀歯科医師会の歴史を築き上げてきた先達たちへの聞き取り調査をおこ
なった。
第１回は第15代の支部長を務められた当会の長老、新島 剛先生。期待と多少の緊張とを伴って始
まった聞き取り調査であったが、若かりし頃の話題が進むに連れ大先生の顔が輝きを増し、我々も引
き込まれるように座は熱を帯びていった。
当初の緊張はどこへやら、今後の聞き取り調査が楽しみになる様な有意義な時間であった。
以降、第９回まで貴重なお話をご提供いただいた諸先生方に感謝するとともに、目が御不自由にな
られても明晰な記憶をもとに理路整然とお話くださった、故鰕原悦郎先生のご冥福を心よりお祈り申
し上げます。

第１回 新島 剛先生宅 2006,04,19

村本、佐川、新島 （康）、相馬、福島 記録 駒橋 武

第２回 鈴木 幸雄先生令夫人宅 2006,07,09

村本、佐川、大貫、福島、鈴木（節） 記録 茂呂 英運

第３回 鰕原 悦郎先生（割烹にしむら） 2006,11,26

村本、佐川、福島 記録 駒橋 武

第４回 茂呂 允先生診療所 2007,02,13

村本、佐川、大貫、茂呂（英）、福島 記録 手塚 史夫

第５回 高崎 道子先生診療所 2007,03,12

村本、佐川、菊地（均）、相馬、福島 記録 茂呂（英）

第６回 金子 智英先生宅 2007,04,04

村本、佐川、大貫、福島、金子（泰） 記録 駒橋（武）

第７回 木村 佐智子先生診療所 2007,05,24

村本、佐川、菊地（均）、鈴木（裕）、福島 記録 手塚（史）

第８回 駒橋 秀光先生令夫人宅 2007,06,18

村本、佐川、大貫、福島、駒橋（一） 記録 駒橋（武）

第９回 中田 嘉之先生宅 2007,09,11

村本、佐川、菊地（均）、福島 記録 茂呂（英）

（福島隆夫 記）
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ト エピソード 上都賀歯科医師会史聞き取り調査



■平成18年4月19日 第1回聞き取り調査 於）新島剛先生宅

新島歯科医院 大正6年10月1日から開業
鹿沼で一番古いのは、新島先生の記憶では、小野先生。
歯科医籍番号
小野重三郎先生 704
駒橋寅春 歯科医籍番号1800
栃木県で一番古い先生は、青山清三郎123番
小野重三郎704（鹿沼）宇都宮、石橋で開業→審査会にいた小野先生のご子息が5代目
初代会長 大根田國吉 歯科医籍番号128

新島先生は日本歯科大の31回生。福島先生の父上の後輩

上都賀郡理事 福田春吉さんとは誰だ？ たぶん駒橋寅春先生

楡木の駅の所に石川権左衛門先生がいた。

新島先生は、上都賀郡初代会長は、駒橋寅春先生
新島先生の上都賀歯科医師会入会は、昭和18年11月1日
中条正臣先生昭和18年11月20日入会
福島先生のお父様は、昭和19年1月に入会。輸送船ごと沈められて、駆逐艦に助けられた。

大学時代、戦争へは行っていない。昭和16年12月8日が日本歯科の卒業式だった。
日本が新高山登れで宣戦布告したとき。本当は17年3月卒業のはずだったが、繰上げになって卒

業した。理科系は、割合戦地に行かないでよかった。
新島先生は12月8日に卒業した後は、昭和17年、宇賀春吉先生（口腔外科）の教室の研究科にいた。
その頃は、毎日抜歯していた。その頃、薫さんがいた。（薬理）食べるものがだんだんなくなってきた。
昭和17年の春頃、徴兵検査を麹町小学校で行った。そこで、第二補充兵になった。召集が来ると
思っていたが、昭和18年の8月頃に鹿沼に帰って来ても、こなかった。
11月に歯科医師会に入会した。福島先生のお父上は、招集されたり帰ってきたりを３度繰り返し
ていた。
大正6年から新島歯科医院は開業していた。
福島先生のお父上は、ラバウルへ行く途中、海の中へ放り出された。駆逐艦に拾われて助かった。
衛生兵だった。前線ではなかった。
新島先生のご友人で軍艦に乗っていて、それが沈んで1000人中3人が助かったが、そのうちの一

人だった。
昔は（19年頃）今市支部と鹿沼支部は一緒だった。皆酒飲みだった。
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戦争中、新島先生のお父上が支部長をやっていた。よく、新島先生の家で支部会をしていた。昔
は鹿沼歯科医師団と言っていた。
昭和18年頃、抜髄医療50銭以上、前歯金冠15円だった。
新島先生はお父上が歯医者をやっているのを見て、あまり歯医者は良いと思わなかった。昼間は

技工をしているか、野球をしていた。御殿山で行っていた。鹿沼の野球は硬式でやっていた。新島
先生のお父上はセンターだった。夕方まで野球をしていて、夕方から9時か10時まで患者を見てい
た。戦争中も患者はたくさんいたが、お金がなかったので、炭や米で払っていた。戦争中はゴム床
義歯があった。レジン床義歯は昭和15年頃はじめて出てきた。ゴム床は320℃まで釜の温度を上げ
て作った。レジンを詰めるようにゴムを詰める。新島先生の所には石油コンロがあって、目視しな
がら温度を上げていった。安全弁が開かないと、釜の蓋が吹っ飛ぶことがあった。安生歯科から、
火が出たことがあった。
タービンはフイゴを足で押しながら廻した。

■平成18年7月9日 第2回聞き取り調査 鈴木由利子様宅（故 幸雄先生の奥様、節雄先生のお母様）

鈴木幸雄先生
大正2年生まれ
奥様（由利子様）
大正9年生まれ
昭和17年開業（自宅前にて）
同18年長女誕生この年百日咳流行
同19年3月6日戦争に出征（幹部候補生だったため階級は少尉で無線兵として戦争に行った）
同20年10月ごろ復員してきた

●戦争中診療所はどうしていたのか
ユニットなどの道具は、みんな蔵にしまい診療所は、都会から疎開してきた人に貸していました。

そのため復員してきてもすぐに仕事を始まれなかった、それに主人は結核で体を壊してしまいしばら
くは仕事をしませんでした。

●昔の歯科医師会について
私もここに来て歯医者と知って嫁いで来ましたがこのとおり農家と歯医者をやっているので私の思
い出としては、農家の仕事をしていた思い出のほうが多いです。まあ思い出といえば、歯科医師会の
お花見で金崎に行くときにうちでどぶろくを作って預かり中田先生や材料屋の丸笠さんのお母さんや
娘さんと一緒になっていきました。
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●歯科医師会の会合は持ち回りでやっていたと聞きましたが
うちでやったことはないですが、町のほうでは、あったかもしれませんがよくは知りません。鹿沼

で会合があるときは、亀和田の小島さん（レセプト請求なども頼んでやってくれていた）や鰕原先生
に車に乗せてもらっていきました、場所は喜楽、大沢楼、若松楼などだったと思います。
●開業してからユニットは何台でやっていましたか
１台です。そのころの歯医者さんはみんな１台でやっていたと思います

●いつぐらいから患者さんが込みだしましたか
昭和35,6年ごろから患者さんが増えてきて子供が夏休みのときなどはたくさん来て忙しかったです。
そのころは、診療所の前で整理券みたいなものを配っていたのを覚えています。

●当時の患者さんとの付き合い方は
うちの主人は、囲碁が趣味だったため待合室の掘ゴタツにあたりながら患者さんを待たしておいて、
碁を打っていました。それでもお昼になると、患者さんの分も店屋物などを取って待合室で食べてい
ましたよ。

●戦後いつごろから仕事を始めましたか
主人は、結核で体を壊していたためすぐにはできませんでしたが、当時青木道子先生が手伝いに来

てくれてそのため少し収入がありましたね。

●戦前の保険がなかったころ患者さんがお金を払えないときはどうしていましたか
食べ物などを持ってきた人などもいましたが、戦後保険ができてからは、そんなこともなくなった
と思います。

●技工物などはどうしていましたか
材料屋さんの丸笠さんを通じて出していたが義歯の重合などは自分でもやっていたみたいです。

●いつごろから歯科医師団から歯科医師会に変わったんですか
わたしはわかりません。昭和22年頃からだったと思います。

■平成18年11月26日　第3回聞き取り調査　鰕原先生

昭和23年に卒業して国家試験を受けた。
昭和24年の1月25日に入会した。

岸野シゲさん⇒岸野先生のお父様の妹さん。麻苧町で開業したことがある。独り者でべっぴんさん
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だった。
昭和20年に入会して、24年に麻苧町で開業した。25年の11月25日に退会した。県のほうは、26年
の1月19日に退会した。

手塚操さん、横浜に行ってしまった。手塚正教先生の姉。中條正臣先生と同じころに入会。

昭和9年に茂呂先生が入会した。茂呂登先生は、一番最後の検定で歯医者になった。梅沢明先生も検
定。
その頃は、会費などは無かった時代。飲み会をしながら、不定期で会費の徴収があった。（新年会等）
その頃の会費は、昭和4年で2円37銭5厘　昭和21年で5円。

今市の会員さんは、鹿沼へ来て交流していた。田野井重男先生と、茂呂登先生が喧嘩をした。
あっちこっちで喧嘩をしていた。取っ組み合いで、物騒なくらいの騒ぎだった。それがあって、鹿

沼と今市は分かれた。でも本当は保健所単位で分かれたんだよ。花見の時に、登先生と、弁明先生が
喧嘩をした。
支部旅行の時に、駒橋秀光先生と小高先生がけんかをした。

鰕原先生は、40年代に県の理事になった。

社団法人の問題がある。宇都宮歯科医師会は3億円のストックがある。
使わないと没収になる。佐川会長が入会した次の年に入会した人から、100万円の入会金を払って

いる。
村川先生、西鹿沼に開業していた。25年9月開業、26年2月にやめた。26年駒橋秀光先生入会。25

年に中條正左衛門先生が死去。川島先生の兄で、信四郎先生は、今の関東バスの車庫の辺りで歯医者
をしていた。
22年に信四郎先生は、東京にいった。石川亘先生は、歯科医師会に入らず、野尻で歯医者をしてい
た。

昭和37年に岸野忠明先生が入会。栄七郎先生が5月に亡くなった。38年安城貢先生が亡くなった。
38年9月に茂呂先生が市議会議員に当選した。34年にも当選している。18年間もやっていた。允先生
が39年3月に入会した。その年10月に登先生が亡くなった。その年に工藤先生が入会。小高先生のお
父さんが西大芦診療所に昭和40年にやってきた。41年、石川亘先生が宇都宮に転出。石田酉三先生は
西方で開業していた。昭和42年に梅沢東洋先生が入会している。先日、御子息が亡くなった。

昭和43年3月30日、埼玉銀行で定時総会があり、その際、越路支部長が辞意を表明し退場した。こ
れは、第一歯科医師会館建設反対の意思表示であった。その時、鰕原先生は、駒橋光秀先生と副支部
長をしていた。24年の頃は、釜川沿いに歯科医師会の本部があった。
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11支部あるうち、3支部で第一歯科医師会建設の運動をしていた。塩谷、芳賀、上都賀。芳賀の菊
地先生は、当初反対していたが、最終的には賛成派になった。昭和44年6月に中條佐智子先生が入会。
昭和46年1月26日県歯科医師会の落成記念式典があった。
同2月に金子弁明先生が亡くなった。

学校歯科医と学校医との手当てに差があった。大塚会長の頃、この格差をなくそうとして、請願書
を提出しようとすると、嘆願書にしてくれという要請があった。要望書よりも、請願書の方が議会の
時に握りつぶしできなくなる。その上は嘆願書。法的問題にある。

足利は、医師と歯科医師との間の格差が大きい地域。

昭和46年岸野栄七郎先生が亡くなった。47年中條正臣先生が亡くなった。47年、梅沢東洋先生が上
三川に転出。
47年12月に新島貫一先生が亡くなった。

天谷準作先生が粟野にいらした。粟野小学校の前で開業していた。

古い時期の支部は、殆どが鹿沼歯科医師団だった。郡部の先生は新年会等の時にやってきて、会費
を支払った。
懲罰と除名は並列ではなく、懲罰の中に除名があるのが一般的。今後問題が生じたときは、理事会

で集まって相談する。

新島先生の奥様がお亡くなりになった後、佐川先生などが、遊びに行ったときの話。

・・・以後歓談・・・・

■平成19年2月13日　第4回聞き取り調査　茂呂先生診療所

茂呂　允
昭和11年4月10日生
日本大学歯学部卒
昭和39年9月入会　支部長は手塚筆四郎先生
入会当時は次の新入会員が来る迄は先輩先生方へのお茶当番。
上都賀支部は野球が盛んで新島貫一先生（投手）を中心に第1回郡市対抗戦で優勝している。
支部の中で私の大学の先輩は中田静嘉先生を初めとして岸野栄七郎・忠明先生親子、越路、梅沢、

石川　権、福田利示、矢口、茂呂　登。
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私は昭和37年から父親と一緒に診療し日大大学院（口腔外科）に在籍しておりました。
昭和39年10月　茂呂　登　他界　53才

■平成19年3月12日　第5回聞き取り調査　高崎道子先生宅

青木達三郎先生
氏家　上阿久津　出身
開業時期；大正11年７月
開業したとき近所の岡本歯科医院や駒橋歯科医院に挨拶に行った
岸野歯科医院にはよく行っていた（仲良しだった）

昔の歯科医師会と今の歯科医師会との違い
昔は宅回りだった。（歯科医師会の会合）
昔は、軒数が少なかったから関係がもっと密だった（家族ぐるみで付き合いがあった）
日光湯元の板屋によく行った（福島先生の親戚がいた）
郡部の先生はあまり鹿沼には来なかった

今の患者との違い
昔は、痛みをとればいいという感じで智歯抜歯のあとは薬もあまりなかったため
よく蜂窩織炎になったようである。

昭和5年道子先生が生まれたときに産婆さんが眼を指で傷つけ1年近く眼帯をしていた

昔の歯科会でうれしかったことや悲しかったこと
一日患者が来ない日が多々あり保険ができるまでは、出張のようなこともした

これからの歯科医師会に望むことは
電子カルテになったらやめようかなーなんて

■平成19年4月4日　第6回聞き取り調査　金子先生宅

金子弁明先生　　
東京歯科医専（現東京歯科）を出てから、横浜の大田歯科勤務後、開業試験（実地試験）を受け、

鹿沼で開業した。
学科試験を受け、卒業してから開業試験を受けていたらしい。
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その頃は文部大臣はおらず、文部次官（その当時のトップ）が開業許可を出していた。
（祭りの写真を見ながら）新島先生がいる。大正末期から昭和の始め頃の写真か？
久保町の商工会議所（現在郵便局のある場所）での写真らしい。
弁明先生は、大正10年4月に開業試験をし、5月4日、歯科医師免許を取得し、大正10年11月7日に

開業した。
開業場所は、安部判子屋のそば、長医院があった通り。
金子先生の現在住んでいる場所は、大谷先生が持っていた土地。鹿沼の土地は、大谷さん、柳さん、
山口さん、大橋さんが殆ど持っていた。
鹿沼で開業が一番早いのは、小野重三郎先生、次は駒橋寅春先生。
金子先生は、椎貝先生の所にも行っていた。
明治39年栃木県歯科医師会発足。
日大には夜間部があった。昔は国家試験が年2回あった。実習試験がなくなった変わりに、年1回に
なった。
金子弁明先生は、酒の席では後に残るほどの有名な話が幾つもある。3日で１升空けていた。金子先
生は弁明先生の酒の思い出が強烈に残っている。実家の長畑に行くと、はしごをして飲む。小学校の
頃泣きながらついていった。
その思い出があるので、金子先生は、あまり酒を飲まない。
横浜歯学館で、実地試験をしたのか？
足漕ぎ式のエンジンの写真を皆で見る。→焼き増しＯＲスキャナで取り込む。
金崎の花見事件・・・青木先生が日記を克明につけていた。金子先生と茂呂先生との喧嘩。金子先
生が先に手を出したとのこと。
昭和になってから初代支部長は金子弁明先生。13年と28年の２回支部長を行った。上都賀は、昭和
30年に今市と別れた。保健所の関係。
よく大井田先生が金子先生の所へやってきて飲んでいた。
歯科医師会の会合は、戦後上田町の光明寺で行われていた。その後埼玉銀行で行われた。
昭和45年に栃木県歯科医師会館が完成した。
アポロ歯科専門学校の近くに上都賀の先生が誰かいた。金子先生は中野にいた。佐川会長も中野に
いた。上高田。
金子ジュニアは高円寺にいた。
次回は、中条正左衛門先生の聞き取り。
昔は、鹿沼の中央では、会費を月謝のように毎月納めていた。郡部は新年会等で年会費のように徴

収していた。
今宮町の駒橋家は、昭和２年の建物。以前、新聞記事になった大正の建物というのは誤り。
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■平成19年5月24日　第7回聞き取り調査　木村先生宅

大正10年正左衛門先生開業（明治15年生まれ）
昔は書生から住み込んで、勉強していた。
正左衛門先生の奥さんは、うしのさん。
奥さんと一緒に古河から来た。仙台に比べれば、この辺は開拓地だった。
中條家は宮大工が先祖。中條の姓は鹿沼にもあるが、こんにゃく屋さんとは関係ない。
大正15年　中條氏令息　海兵隊に入隊
中條正臣氏ではない。正臣さんの兄の長男かも。
昭和17年９月に正臣さんは出征している。学校は繰り上げで、４年も勉強しないうちだった。
体が悪く、昭和18年11月20日に帰ってきた。その後は仕事をやっていた。
昭和22年9月10日　正左衛門先生は、病気で歯科医師会を退会。
昭和25年10月17日に、正左衛門先生は亡くなっている。
昭和47年に、正臣さんは50歳で亡くなった。
昭和41年木村佐智子先生　卒業
昭和44年歯科医師会入会　正臣先生と4～5年一緒に仕事をした。
中條歯科医院の院長は交代が激しく、20年、22年、29年。
佐智子先生は40年になる。
佐智子先生は、昔よく宇都宮の釜川沿いにある歯科医師会に連れて行かれた。
歯科医師会の資料は、風呂敷包みくらいしかなく、ダンボール１つも無かった。
中條先生が入会した時は、大塚会長だった。

昔の歯科医師会について
女の先生は高崎先生と２人だけだった。お茶くみをよくした。
すぐ上が岸野先生だった。岸野先生とはよく組んだ。
支部の会長は　菊地先生
正臣先生は、農商だった。鹿高は女子高だった。
昔はスタディーグループがあった。丸笠さんで発表した覚えがある。
研修会が無かったので、自分たちでやっていた。
岡田先生のところに外科を習いに行った。怖い先生で、髭を生やしていた。

昔の患者さんは？
今とは全然違う。
１日80人を診た時代。朝から患者が待っていた。
正臣先生から聞いた話では、入れ歯は　蒸和ゴム　で作っていた。
入れ歯の患者さんが来れば、１ヶ月食べていけた。
蒸和ゴムの模型がある。
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昔は、患者さんがお金を払えなかった。
昔は薬が無かった。膿を出すとすぐ治ってしまった。
子供の歯が悪かった。

昔の先生の付き合い方。家族との関係は？
入会の人がいなかった。
会としての親睦は、男の人は飲んだりしていたが、私は女性なのでそういうことはなかった。
昭和47年歯科が最高に良かった時、高額所得で出ていた。
差額徴収もあった。
甲乙の選択で、医科との差が出てきた。

昔のエピソード
昔はいじめられた。
女医なので目立っていた。
新しい事をやると、保険でよく呼び出された。
審査員の小山市の藤川先生は怖かった。会長に直訴した。
新しい事、珍しいことをすると、呼び出されていた。

新島先生が会長の時、湯元に行った。宴会２日目に喧嘩した。

これからの歯科医師会に望むこと
若い人が出やすいようにしてもらいたい。
縦横のつながりがもてる会が良い。
会に出てきてもらいたい。
役員の人は大変だ。感謝している。

■平成19年6月18日　第8回聞き取り調査　駒橋君子様宅（故 秀光先生の奥様、一永先生のお母様）

駒橋寅春さんは、現在アイデンタル駒橋歯科の地で開業する前、柳田さんという質屋さんの場所
（現在はプロパンガス屋さん）で、約10年（大正2年から、昭和2年まで）開業していた。阿久津社長
（あさや）が近くに住んでいた。

皆で写真を取り囲みながら話。
1972（昭和47）年、岡本先生入会。その頃、佐川先生は21歳。
越路先生と、鰕原先生の若い頃の顔が似ているらしい。
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村本先生が来ると、特定の灰皿を出す。その灰皿を光先生が好きだった。

石川亘先生は、41年に宇都宮支部に行った。石田酉三さん（西方）は41年になくなった。
石川権左衛門さんが写真に写っている。写真に写っている方々のうち、畑先生のみが健在。

寅春先生は、明治23年に生まれ、昭和54年に亡くなった。岡本英忠さんは43年、80歳で亡くなって
いる。
岡田先生の一門の写真の中に、村本明先生のお母様が写っている。

畑先生は、昔の人にしては身長が高く見える。

必ず聞く項目。駒橋君子様に対して。
①昔の歯科医師会に対して、どのような感想をもっているか？
・和気藹藹とやっていた。正月もよく集まった。昔、皆さん謡

うたい

（宝生流）をやっていた。
・三師会が昔からあった。一時なくなって、昭和54年から再開した。
・昔は歯科医師会館が無かったので、駒橋邸に集まってよく飲んでいた。村本先生、岡本先生、秀
光先生、小高先生で飲むと、秀光先生は寝てしまう事があった。君子さんは最後まで付き合った。
・駒橋家から、新島先生の所に電話して、よく議論していた。
・レベルアップしなければならないと、よく話していた。
・小高先生をおさえるのが大変なときがあった。
②昔の患者さんについての接し方、エピソード
・昔の患者さんはおとなしかった。
・歯医者が少なかったので、どこの歯医者も混んでいた。
・秀光先生は、一時保険診療をやめていた。君子夫人が県の歯科医師会に断りにいった。｢今時、保
険診療をやらなかったら患者さんは来ないよ。」といわれた。5年くらい自由診療のみでやってみ
ると、患者数が少し減少してきた。また、県の大塚会長に｢あまり県にたてつかない方が良いよ。」
といわれたのと、一永先生が帰ってきたこともあって、再び保険診療を再開した。それでも、昔
は歯科医師にとっては良い時代だったと思う。
・差額徴収があったほうが、患者さんにとっても良いと思う。
・上都賀歯科医師会は、最後まで保険診療の完全導入を拒んでいた。
・患者さんに納得してもらってからやらないと、まずい。君子さんは、インフォームドコンセント
役であった。
・秀光先生は、これと思ったらこれっきりやらない。てんとう虫の会に入っていた。
③今（これから）の歯科医師会に望むことは？
・時代が悪くなったので、求めても無理なのかもしれないが、歯科医師がこれはと思う様な診療を
できるようになりたい。
・もう少し、お金になるようにしたい。
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・再診療がもう少しあればよい。
・もう少し皆で団結し、声を大にしてやっていくべきだ。
・口腔内科を立ち上げ進めるべきだ。（佐川会長）

大正14年に上都賀歯科医師会支部設置が認められた。駒橋寅春先生が初代支部長に就任した。
会館問題は大変だった。川島先生と手塚先生は代議員除名になった。
昔は家族ぐるみで旅行にいったものだ。
（君子さんが、福島先生に）そばよろしくお願いします。
県歯の記録は、ほとんど東京歯科で調べてきた。
中條先生が言っていたが、県歯の記録は、風呂敷に入るくらいのものだったが、誰かが捨ててしま

った。

■平成19年9月11日　第9回聞き取り調査　中田先生宅

中田先生
日本大学卒（父）
西方で一番初めに開業したのは、中田先生のお父様、昭和８年に開業、初めは、父の妹夫婦がやる

予定で始まったのだが、結核で他界しそのせいで、湯島で仕事をしていた中田先生の父が、昭和８年
から西方で始まった。

県歯の記録にある、石田先生、菅沼先生は、疎開組みで高崎あたりで仕事はしていたが昔からいた
先生ではなかった。

中田家は、代々女系家族で、中田先生ができたときは、たいそう喜ばれたそうでした
郡部の先生は、新年会のときに会費を納めていたみたいです。
父は鈴木先生や楡木の安生先生と懇意にしていたみたいです

昔の歯科医師会についての感想
昔、父親と始まる前に駒橋先生のところで仕事をしていたので歯科医師会の方たちとの交流があっ
た、入会した当時は、菊地貞造先生が会長でみんな和気藹々としており、今の埼玉銀行の3階で会議を
していた、常会も、フリートーキングでとてもいい雰囲気であった

昔の患者さんはどうでしたか
フッ素の洗口を昭和50年から始めた
昔は、夜中の2時ころから待っていたあまりにも大変なので、患者さん同士でノートに書き込んで順
番を決めていたそうです
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昔の先生方の付き合い方は、また家族との付き合い方は
今よりは、親密に家族ぐるみで付き合っていたが、それぞれ考え方の違いはあったので先生同士で
けんかになることもあった。

昔の歯科医師会でうれしかったことや苦しかったこと
それぞれ先生同士（一部の先生O先生）で考え方の違いが元でけんかになったりしたことがあった

のでこれで歯科医師会と縁を切ろうと思ったこともあった。

昔と今との奥さんの役割の違いは
昔も今も奥さんがいないとレセプトは、奥さんがやっているので今のほうがコンピュータになった

分大変です

今の歯科医師会に望むことは
組織のために個人があるわけではなく、個人個人のいいところを出し合って会を盛り上げていくよ
うな会にしていってほしいと思います
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◎日本で初めて「歯科」を標榜したのは誰か？

小幡英之助である。嘉永３年（1850）豊前（大分県）中津殿町生れで、父の孫兵衛は藩の甲州流
軍学師範役であった。
武芸にすぐれ、15才で長州征伐に従軍した。明治２年（1869）東京に出て、芝新銭座にあった慶

応義塾に入学し英語を学んだ。福沢諭吉の片腕的存在であった小幡為次郎は英之助の叔父にあたり、
又彼の保証人でもあった。医師を志して横浜十全病院の近藤良薫に師事し、紹介によりアメリカ人歯
科医セント・ジョージ・エリオットに弟子入りした。歯科の研鑽を積むこと５年、開業試験を受ける
ことになった。明治７年（1874）８月に医制法が公布され、医師（内外科、専門内科、専門外科、
産科、眼科、口中科）になるには、国家試験（医術開業試験）を受けなければならなくなった。明治
８年（1875）東京医科大学（現東京大学医学部）に「口中科」ではなく「歯科」の科目を標榜すべ
く、受験願書を提出した。医科大学校長長与専斉は、歯科専門の受験生は前例がないため慎重を期し
た。赤星昴造、草郷清四郎、三宅秀、各教授を長与校長が陪席し試験を執行した。
試験内容は次の如し

１）歯鍵を示してその用途を問う
２）抜去大臼歯を示してその名称と左右の区別を問う
３）ハッチンソン氏歯について問う
英之助は、見事この試験に合格して明治８年（1875）10月２日、わが国最初の医師免許者28名中

第４号の免許証を取得した。したがって、小幡は公認資格としての「医師第４号」であるとともに
「歯科」医師第一号である。合格後、京橋妥女町医師隅川宗悦の家で開業したと伝えられる。

◎博士の学位を得た最初の歯科医は誰か？

花澤鼎である。彼は検定試験合格で歯科医師免許を取得し、東京歯科医学専門学校で病理学を教え
ていた。
主論文「象牙質に関する研究」によって大正12年（1923）に慶応義塾大学医学部から医学博士号

を授与された。

◎世界最古の歯科医学校の設立は？

天保10年（1839）メリーランド州に設立されたボルチモア歯科医学専門学校である。アメリカの
開業医、ホレース・Ｈ・ハイデンと同志のチャーピン・Ａ・ハリスやソリマン・ブラウン等がメリー
ランド大学に歯科学の講座を開設するように提議したが、大学側が経済的理由で拒否してしまった。
1839年彼等は設立計画を立て、翌1840年２月１日付をもって政府の許可を得た。同時にアメリカ歯
科医師会も設立した。
1867年、このボルチモア歯科医学専門学校とハーバード大学の歯科と提携してアメリカにおける

歯学部の元祖、ハーバード大学に歯学部が設置された。

歯学史エピソード
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◎日本最古の総義歯は？

和歌山市願成寺の尼僧佛
ほとけ

姫（俗名中岡テイ、76才　1538年没）の遺品、一木造りで木床堤に直接
歯の形を彫り込んである。表面は黒色でお歯黒（酸化第二鉄）が施されていた。
ついで、1673年に没した大阪海老江の住人、羽間弥次兵衛浄心のものである。
３番目が、東京都台東区稲荷町の円満山広徳寺の墓地より発見された柳生飛騨守宗冬の木床上下総
義歯。材料は黄楊

つ げ

の木で前歯に蝋石を彫刻し嵌
は

めこんである。ほとんど未使用、何個目かの入れ歯で、
延宝３年（1675）麹町５丁目の入れ歯師小野玄入作と推測されている。宗冬（1613～1675・61才）

◎日本で最初の婦人歯科医は誰？

高橋孝子である。父は富士松、祖父虎一は口中科医、15才で父業を継いだ。明治８年（1875）、
小幡英之助に入門、約２年間西洋歯学を勉強、その後、日本橋で開業。明治21年（1888）には、宮
内省の命により、高級女官の歯科治療に従事する。富士松は、竹沢国三郎、神

かみ

翁
お

金松等と共に日本で
初めて外国に高等な歯科機械、器具を注文した。
又、神翁金松、吉田仙らと共同出資のもとに明治22年（1889）、歯科矯和会を設立。後の日本歯

科医学専門学校のルーツとなる。
富士松の長女孝子は明治27年（1894）第１回歯科医術試験に合格し、日本初の歯科女医となった。

日本に来た外国人歯科医師

１）安政６年（1859）ヘンリー・ウィン　アメリカ
香港で開業後来日。後にエリオットに譲渡。横浜108番で開業。

２）万延元年（1860）ウィリアム・クラーク・イーストレーキ　アメリカ
・明治２年（1869）アメリカに帰国。オハイオ州の歯科大学でD.D.Sの学位を取得。その後ド
イツで学ぶ。
・明治13年（1880）再来日。
・弟子、長谷川保兵衛（保と改名）－佐藤重―佐藤運雄（養子）－東洋歯科医学校（日本大学歯
学部前身）の創設者

３）明治３年（1870）セント・ジョージ・エリオット　アメリカ
・明治７年（1874）11月上海－シンガポール－欧州各地、ロンドンで開業。ロンドンの歯科医
学校の教授－ニューヨークで開業。新島襄、西郷従道、木戸孝允に治療を施した。
・弟子、小幡英之助（医師第４号、歯科第１号）
・明治23年（1890）歯科研究会創設（歯科学会の始め）
・明治33年（1900）パリの第３回万国歯科会議で名誉会頭となる。

４）明治５年（1872）ベー・アレキサンドル　フランス
横浜で開業－築地、入舟町に移る
・〈失敗談〉
ある日猿楽町７番地に住む元村重之が拍動性疼痛でアレキサンドルの治療院で歯を引き抜い
た。その痛さといったら…。そして75銭を支払った。がいつまでたっても痛みが止まらなか
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った。鏡をのぞいてみると隣の歯がなくなっていた。文句を言いに行くと、彼は痛む歯をはっ
きり示さないからだと説明した。
・弟子　神翁金松、竹沢国三郎
歯科矯和会－歯科講義会－私立大日本歯科講義会－共立歯科医学校－日本歯科医学専門学校
（日本歯科大学）

５）明治７年（1874）ハラック・マンソン・パーキンス　アメリカ
エリオットの横浜の治療院を譲り受けて開業
明治14年（1881）上海→ロンドン
・弟子　黒田虎太郎、西村輔三

６）明治12年（1879）ギューリック　アメリカ
・弟子　佐治　職

つかさ

外国に行って歯科学を勉強した人々

１）明治２年（1869）長谷川保兵衛（後に保と改名）
イーストレーキと共に上海・香港に約３年半滞在
ついでドイツのベルリンに２年４ヶ月滞在
イーストレーキ診療所で、当時の駐ドイツ代理公使品川弥二郎と知り合い、品川と共に明治９年
（1876）３月帰国。本所横網町で開業

２）明治５年（1872）高山紀斉
英学を学ぶため私費でアメリカ留学中、はげしい歯痛におそわれ、サンフランシスコの一流の

歯科医ヴァンデン・ヴォルグに治療を受け、親交をかさね、そこで奉公するようになった。その
後先進的な歯科医学と医術の研修につとめ、アメリカの歯科医術開業試験に合格し、
明治11年（1878）滞米７年、帰国。芝伊皿子で開業
明治22年（1889）12月　高山歯科医学院　創設
明治23年（1900）１月　東京歯科医学院　改称
明治40年（1907）９月12日　私立東京歯科医学専門学校

３）明治10年（1877）黒田虎太郎
イギリスに渡り、明治14年（1881）帰国
パーキンスの通訳として門下に入り明治16年（1883）開業、免状を取得。日露戦争後、ロシア

のウラジオストックに出張し、ロシア将校をたくさん診療したため、スパイ容疑をかけられた。
４）明治18年（1885）佐治　職

明治７年（1874）エリオットに入門。エリオットが香港に行ったので、その後、パーキンスに学ぶ。
明治12年（1879）ギュリックが横浜に来ると、入門
明治18年（1885）ギュリックと共にアメリカへ
明治20年（1887）帰国、大阪京町堀で開業
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上都賀歯科医師会で、最初にゴルフを始めたのは川島光五郎先生で、日光CCのメンバーとしてプ
レーしていたそうです。その後昭和39年頃、鹿沼CCが開場し、川島先生は日光CCから鹿沼CCへ移
り、同時期新島剛先生・福島茂先生も鹿沼CCのメンバーとなり3人で一緒にプレーをしていたそうで
す。3人は当時3島（川島・新島・福島）として、ゴルフ以外にも茨城へ海水浴に出掛けるなど、と
ても仲が良かったそうです。また鰕原悦郎先生も、日光CC・鹿沼CCのメンバーで、新島剛先生とお
2人で、栃歯代表として、関東地区歯科医師親善ゴルフ大会（関ブロ）に参加され、狭山・袖ヶ浦・
大利根・戸塚・大洗などの名門コースでの競技で他県代表の選手とプレーをなさったそうです。
これら3人の先生方に、岡本全宏先生、中田嘉之先生が加わり、上都賀歯科医師会ゴルフクラブが

誕生し活動を始めたのことです。第1回のコンペは昭和54年頃に行われ岡本全宏先生が優勝されてい
ます。その後多くの先生方が参加され新島剛先生が優勝された平成元年10月の第15回の大会まで続
きました。
また大塚会長時代には、鰕原先生、新島先生が中心となり、福島県から小川技官を招待し会員との

親睦ゴルフを催し、プレー後には、粟野の西村にて懇親会を行ったそうです。
その後、新島先生が、支部長に就任されたのを機に新たにゴルフクラブを立ち上げようということ
で、KDGCと名称を変更し活動が始まりました。
第1回は、平成元年12月に開催され福島隆夫先生が優勝されています。平成2年のKDGC会員名簿

には24名の先生方が、翌年平成3年には29名の先生方の名前が記録されており、この頃から5年間程
が、最も多くの先生方がコンペに参加され、4組から5組のパーティーでプレーを楽しまれていたよ
うです。
また年末には、和食の店きよ水の2階を貸切りして、カラオケや、料理皿を箸でたたいてのドンチ

ャン騒ぎと店に出入禁止になるのではと思われる程の盛り上がりでした。その後は場所をすし処美勘、
あづま寿司と変えて、近年は蕎麦打ち4段の福島先生、3段の相馬先生の打って下さった蕎麦を堪能
しながら忘年会を行っています。
ここ数年は、ゴルフをする先生方が減少し1組しか集まらずコンペが成立しないことも稀にありま

すが、KDGCの歴史を断つことのないよう多くの先生方の御参加をお待ちしております。
最後になりますが、KDGCの歴史は、新島剛先生を抜きに語ることはできません。先生はKDGC発

足時より会長として会を支えて下さっています。殆ど毎回コンペに参加していただいています。日光
CCでは、現役として実際コースに出てプレーされる最年長（89歳）のゴルファーです。私も一緒に
ラウンドさせていただく時は、プレーなさる先生の姿に尊敬と憧憬の念をもって拝見し緑の中を歩く
先生のお姿に神々しささえ感じてしまいます。先生の年齢になるまでラウンドすることが我々の目標
になっているのではないかと思います。また御子息の新島康夫先生は毎年4月桜が満開での日光CCで
のコンペをセッティングして下さり、日光CCのメンバーとしてもまた、ジュニア育成委員会委員長
として尽力され、現在は最年少の理事としても御活躍なさっていらっしゃいます。
今後もお2人を中心に全員でKDGCがさらなる発展を遂げることを祈念いたします。

（畑　健一　記）

KDGCについて
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上都賀歯科医師会ゴルフクラブ歴代優勝者
第１回　岡本　全宏（昭和54年頃）
第２回　新島　　剛
第３回　中田　嘉之
第４回　岡本　全宏
第５回　村本　　明
第６回　田辺　　章
第７回　小林　幹夫
第８回　菊地　　均
第９回　箱島　光一
第10回　鈴木　節雄
第11回　石崎　　誠
第12回　不　明
第13回　梅沢　富嶽
第14回　菊地　　香
第15回　新島　　剛（平成元年10月）

KDGC
第１回　福島　隆夫（平成元年12月）
第２回　石崎　　誠（平成2年）
第３回　金子　　實
第４回　木村　立男
第５回　狐塚　行弘（平成3年）
第６回　相馬　英人
第７回　金子　　實
第８回　福島　隆夫
第９回　畑　　健一
第10回　石崎　　誠
第11回　狐塚　行弘（平成4年）
第12回　狐塚　行弘
第13回　中田　嘉之
第14回　田辺　　章
第15回　田島　雅哉
第16回　畑　　健一（平成5年）
第17回　手塚　忠雄
第18回　金子　　實
第19回　新島　　剛

第20回　狐塚　行弘（平成6年）
第21回　田島　雅哉
第22回　田島　雅哉
第23回　田島　雅哉
第24回　駒橋　秀光（平成7年）
第25回　岸野　昌彦
第26回　畑　　健一
第27回　石崎　　誠（平成8年）
第28回　新島　康夫
第29回　新島　康夫
第30回　新島　康夫
第31回　鈴木　　　（平成9年）
第32回　木村　立男（平成10年）
第33回　畑　　健一
第34回　大貫　真裕
第35回　畑　　健一（平成11年）
第36回　石崎　　誠
第37回　狐塚　行弘
第38回　木村　立男
第39回　鈴木　節雄（平成12年）
第40回　手塚　忠雄
第41回　新島　康夫
第42回　新島　康夫（平成13年）
第43回　畑　　健一
第44回　田島　雅哉
第45回　金子　　實（平成14年）
第46回　金子　　實
第47回　石崎　　誠（平成15年）
第48回　石崎　　誠
第49回　手塚　忠雄
第50回　畑　　健一（平成16年）
第51回　畑　　健一（平成18年）
第52回　新島　康夫
第53回　畑　　健一（平成20年）
第54回　畑　　健一（平成21年）
第55回　新島　康夫
（記録に残っているもののみ記載）

１．上都賀歯科医師会の軌跡
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昭和58年度から実施された「校医手当プール制」は公立の小中高校の校医手当を支部会費として
徴収してプールする、言い換えれば会員が全員校医を担当することによって会費納入とする全国でも
例の無い画期的な制度である。当時の会計を担当されていた中田先生が「一挙に十倍に膨らんだ予算
をどのような款項目で予算書作成するか非常に頭を痛めました。楽しい思い出です。」と記載されて
いるが豊富な予算を背景に先進的な新規事業を次々と展開していった。
現在の上都賀歯科医師会の根幹をなす制度であり、活発な活動の原動力となっていることは言うま
でもない。

プール制導入まで
本会では校医の大規模校と小規模校との格差を公平にする為に「校医の２年交代制」を昭和34年

から採用していた。昭和53年支部総会（菊池支部長）の席上、校医手当を支部会費として徴収して
プールしようと提案されたのが始まりである。
昭和57年5月9日　臨時総会に於いてプール制導入について審議された。

以下臨時総会にて配布された資料１「プール制について」よりの抜粋。
経過報告
昭53,3,31 支部総会（菊池支部長）で提案、趣旨には全員の賛成が得られ継続審議となる。

有志でプールすることは妨げない。（金子、高崎、中条，小高、岡本の５名でプ
ール開始。）

昭54,3,24 新島支部長選出
昭55,4,19 総会の席上支部長から理事会において賛成３、反対２でまとまらない旨報告。理

事会でまとめてから提出するよう提案された。以後、理事会、支部常会において
討議された。

昭55,7,18 上都賀支部定款　成立
昭56,3,28 2期新島支部長の再選を見、理事者2名

増員（支部長以下7名の理事者）のもとで定款の趣旨、目的にそうよう、各事業
面で積極的に推進してきた。

昭57,3,19現在　理事会を10回開催し討議、出席者全員賛成を得、常会を3回開いて報告した。
趣旨及び目的
本歯科医師会は医道の高揚、歯科医学の進歩発達と公衆衛生の普及向上に積極的に参加し社会（地域

社会）並びに会員の福祉のために努力してきました。歯科医師会を取り巻く社会環境は、ここ数年の間に
急激に変化し、税務、保険、医療管理、その他あらゆる面で風当たりが厳しくなって居ります。以上のよ
うな社会の時流に対し、会員がより一層の団結をし良い意味での防波堤を作ることを目的としています。
その為には、日歯、県歯の定款第4条、上歯定款を踏まえて事業を行いつつ、上都賀歯科医師会の和

の為に下記の各種にわたる事業を行いたいと痛切に思う次第です。

１．上都賀歯科医師会の軌跡

プール制について
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事業計画（案）
１. 支部会費に充当する。
２. 支部内における地域活動（広報、表彰等）に対する費用
３. 支部会員の親睦のための費用
４. 支部内の雑用に対する費用（パートの女性）
５. 支部会員の慶弔費用
６. 支部会員及びファミリー（家族、パラデンタル）の学術研修費
７. 支部会員及びファミリーの懇親会費
８. 支部会員及びファミリーの旅行費
９. 日歯、県歯の終身会員に対する年金（例　70歳　年　最低10万円位）
10. 日歯、県歯における研修、講習に対する懇親会費及び旅費日当、（県歯規定に準ずる）
以上の希望条件をすべて充分に満たした上、合議の上、会員に見合った集会所（年間維持費を考慮）
を建設する。
会費徴収方法（案）
鹿沼、粟野、西方の各教育委員会から教育委員会の取引銀行の支部プール制預金口座に振り込む。

振込明細書は個人別に銀行から通知をだす。
資料２　大先輩4名（梅沢、福田、鈴木、菊地）より執行部にあてた署名入り要望書の写し

審議討論後、議長アンケートを聞く。
原案賛成　18名（条件付き賛成　１名） 反対　７名　　保留　２名　委任状なし ５名
総計34名

今後はブロック別に分けてプール制を理事者が原案をもとにして説明するとした。

ここまで全員がプール制の趣旨には賛同するものの、校医は収入、患者数にも直結する重要なポス
トであり校医を譲る事は生活に影響するとの考え方もあった。既得権益の放棄も伴うであろう改革に
当たって、議論は長期に亘って白熱また混乱し、遂には大先輩諸氏から「郡歯科医師会の運営と会員
の親睦に重大な障害を招く恐れがあると憂慮する。今後の円滑な運営と親睦を希求する立場から執行
部の慎重にして思慮ある行動を懇願する。」を旨とする要望書が提出された中での臨時総会であった。
その後の執行部の熱意ある説明と説得が功を奏し、昭和58年3月26日総会に於いて、プール制の

58年度よりの実施承認を得た。
同年7月県歯大沢税務担当常務理事、顧問税理士安納氏にプール制について税務相談、10月18日税

務署長より「校医手当を会費として納入する場合の税法上の取り扱いについて」の回答書が届いた。
十分な議論を経て実現まで５年の歳月を要したプール制であるがその後の会務運営による業績に対
する評価が、大きな成果を収めてきたことを証明している。
ますます厳しさを増すこれからの歯科界に於いて地域社会のため、会員のためになる事業を展開し

ていくことが将来の上都賀歯科医師会及びプール制の更なる評価につながっていくと思われる。
（福島隆夫　記）
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上都賀歯科医師会での総務部ですが、専務、総務、庶務、会計の各理事4名からなり、総務部会開
催時に会長、副会長が加わり協議することもあります。業務としては、庶務会計事務の遂行、歯科医
師会事業の企画及び遂行、鹿沼市休日急患診療所の備品の整備・管理、歯科医師会ホームページの管
理・運営、広報懇話会、平成22年度からは法人化検討委員会も始まり、新たな事業や対外的な歯科
医師会の対応のたたき台、予備検討、役員会での決定事項の細部の詰めを行っています。
具体的には、例年行なわれる良い歯のコンクールの賞品の選定、入賞作品の上都賀歯科医師会ホー

ムページへの掲載から始まり、休日急患診療所の備品整備、新規診療ユニットの検討。備品購入や事
業の企画では、平成18年に研修会等で使用するパワーポイント関連機器購入の選定、上都賀歯科医
師会規定改定の検討、平成20年にコピー機及びファックスに対しての対応、FAX複合機機種の選定。
平成20年2月1日より実施された警察官受診優先システムでは小委員会を開いての検討、会員の証の
作成。そして、上都賀歯科医師会事務局の固定化に伴う事務業務の効率化のための歯科医師会専用封
筒作製、その後、平成21年には上都賀歯科医師会員の情報データの共有化、迅速化、ペーパーレス
などを考慮し、上都賀歯科医師会ホームページの充実を図るべく事務局へのインターネット回線の引
き込み、対応したパソコンの新規購入の検討。平成22年からインターネットの環境が整い、歯科医
師会ホームページのリニューアルを行いました。また長年VHSであった上都賀歯科医師会統一刷掃
法のビデオテープのDVD化を行いました。

総務部会関係主要業務
１．庶務会計事務の遂行
２．歯科医師会事業の企画及び遂行
３．鹿沼市休日急患診療所の備品の整備・管理
４．歯科医師会ホームページの管理・運営
５．広報懇談会
６．部会
７．その他

①鹿沼地区歯科医師警察連絡会役員会及び総会等の企画運営
②支部旅行時の運営
③新年会の企画運営
④三師会当番時の企画運営
⑤藹々会の企画運営
⑥市長を囲む会
⑦鹿沼市・西方町保健福祉部（課）並びに教育委員会との合同協議会
⑧鹿沼市保健福祉部との懇談会

（鈴木裕之　記）

総務部関係について
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休日に急患をいかに対応するか！歯科医師に課せられた大きな課題です。個人的に対応していては
休日に休めませんので、歯科医師会として交代で休日の診療に当たり、｢担当外の歯科医師は休日を
休めるように、また、日曜日は診療しないようにしよう｣という主旨で、休日急患歯科診療所開設の
声が昭和55年秋ころから生じました。行政に於いても、住民の救急医療対策は重要な課題ですので、
行政と歯科医師会が一致して、粟野町・西方町を含む鹿沼地区の休日急患歯科診療所開設に向けて動
き出しました。以下その流れを報告します。

昭和56年2月16日　支部役員会（新島・駒橋・川島・手塚・中田・福田議長）
初めて休日診療所の件を議題にする。医師会ではすでに実施している事から開設の方向で常会で検
討する事を決定。
昭和56年2月18日　支部常会
休日診療について話し合う。賛成多し。
昭和56年4月24日　休日診療所について行政と会議
行政から阿部民生部長、竹沢主幹、神山さん、豊田さん、歯科医師会から理事者（新島・駒橋・川
島・中田・金子・岡本・村本）が出席し話し合う。診療所は万町の旧保健所を改装して使う事が決定。
昭和56年5月15日　支部臨時総会
休日診療所開設の件は賛成多数で可決した。交渉、設計、備品等の検討は全て支部役員に一任された。
昭和56年7月19日
すでに休日急患歯科診療業務を実施している先進地として安佐支部、足利支部、小山支部を視察研
修した。上都賀支部会員だけでなく、鹿沼市、粟野町、西方町の担当者も参加した。
昭和56年7月以降、昭和57年4月11日の休日診療所のオープンまでに支部役員会を8回、常会を3回、
鹿沼市・粟野町・西方町の担当者との会議を3回実施し、委託契約書、診療所の設計、治療椅子の
配置、備品及び消耗材料の購入、歯科衛生士の公募、歯科医師会への補助金、担当歯科医への手当、
当番日割作成等を決めた。診療所の改装工事は鹿沼市の半貫工務店が360万円で落札し、治療椅子
や備品購入は丸笠歯科商会とアマガイで入札したが、丸笠が11,432,000円で落札した。改装工事
と機械備品の納入は3月末までに完成させる事になった。
昭和57年3月27日　支部定時総会
休日診療所に関する経過を報告し、支部会員の承認と協力を求めた。
昭和57年4月11日　休日診療を開始した。歯科衛生士については公募したが採用できず、当面の間上
都賀歯科衛生士会に協力を依頼した。
昭和57年6月18日　支部役員会
休日診療所は2年後坂田山の文化センター隣に新設移動する事が報告される。
昭和57年8月20日　支部役員会
休日診療所運営委員に駒橋・岡本先生が決まる。運営委員会の委員長は山口助役、副委員長は駒橋先生
昭和57年9月24日　予防委員会と衛生士会との合同委員会
休日診療への衛生士会の協力は今年限りとの申し入れあり。
昭和57年12月17日　支部役員会

休日急患歯科診療所の立ち上げと現在について
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公募していた歯科衛生士が4名採用された。大山純子・善林弥生・野田順子・福田恵枝さんで58年
1月1日より常勤衛生士が補助を担当した。

以上の経過で休日急患歯科診療所が立ち上がりましたが、昭和59年10月7日に現在の場所に新築移
転しました。ちなみに新築診療所の最初の担当医は石崎先生、2回目は瓦井先生で来院患者はゼロで
した。 （中田嘉之　記）
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昭和63年調査委員会は学術委員会から発展、分離するかたちで創設されたが、刷掃ビデオ効果の
調査と深く関係があるので、それらを中心に記す。
昭和62年、中央小学校より刷掃指導用ビデオの作成を依頼されたのを機に、｢より効果的で、生徒

が取り入れ易い方法｣を考え、上都賀歯科医師会統一刷掃法を作成した。上都賀衛生士会（沢田会長）
の協力のもと、そのビデオを作製し、それを各小学校に配布。
そこで、その効果の有無を調べるため“調査委員会”を立ち上げた。これが調査委員会創設の所以

である。実際にどのようにしてその効果を調べるか、岡本会長、菊地（香）先生等の意見で、次のよ
うにきめた。
対象校として、地域的特性を考慮し、みなみ小及び中央小（各小学校の理解と協力を得られて有難

かった）、混合歯列から永久歯列への移行期ということで、2年5年を選び、昭和62年63年の4月、10
月に給食後の昼休みを利用し資料採取をする事になった。
この際、各歯科医院の先生方、スタッフには大変お世話になった。この場をかりてお礼を述べさせ

て頂く。
口腔内の歯牙の歯垢付着状態をみるためアルジックスで印象しミロツルーを注ぎ模型に転記させる
方法、歯面を幾つかに分割し汚れの落ち具合を比較する方法、データ分析のためパソコンのソフトを
作成したetc、など、独自に考案した方法がある。
我々は、この研究を、栃木県歯科医学会に発表した（下記表）ので、詳細はそちらを参照して頂き

たい。学会発表に際し演者は勿論他の先生方も大変だった。パソコンがまだない時期、すべてが手作
業、原画を作り写真撮影、ジアゾ化、上手くいかないと深夜までかかった。いまの時代と隔世の感が
ある。この研究でビデオを用いた方が効果のある事が実証された。苦労が報われ、嬉しかった。
現在、調査委員会は多岐にわたる調査を行っている。上都賀歯科医師会85年誌の作成もそのひと

つであり、担当理事の福島先生も、私の時代とは違う苦労があると思うが更なる委員会の発展を祈念
している。
資料採取等、お世話になった初代委員会の先生、県歯科医学会で発表した先生に敬意の念を表し

下記に名前を記す。

初代委員会の先生
山本　　浩　　鈴木　宏彦　　小川　哲弥　　駒橋　一永　　相馬　英人　　金子　　實
石澤　隆之　　狐塚　行弘　　田代　高志　　新島　康夫　　菊池　　均　　石崎　　誠
木村佐智子　　佐川　徹三　　鈴木　節雄　　田辺　　章　　瓦井　昭二　　菊地　　香
村本　　明　　小高　章愛　　岡本　全宏　　新島　　剛

調査委員会の創設期と刷掃ビデオ効果の調査について
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

歯科医学会で発表した先生と事項
給食後の刷掃指導用ビデオの効果についての調査
昭和62年（1987）第40回　相馬英人　第１報　調査方法

金子　實　第２報　模型印記法の採用にあたって
昭和63年（1988）第41回 狐塚行弘　第３報　被験歯列の特徴について
平成元年（1989）第42回 石澤隆之　第４報　被験歯列の解析
平成２年（1990）第43回 新島康夫　第５報　歯垢付着状態の分析にあたって
平成４年（1992）第44回 石崎　誠　第６報　歯垢付着状態の分析―その1―
平成５年（1993）第45回 手塚忠雄　第７報　歯垢付着状態の分析―その2―
平成６年（1994）第45回 畑　健一　第８報　歯垢付着状態の分析―その3―

（鈴木節雄　記）
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

上都賀歯科医師会では、昭和62年当地区の鹿沼市立中央小より、刷掃指導用ビデオの作製を依頼
され“より効果的で生徒が取り入れ易い方法”をテーマに、上都賀歯科医師会統一刷掃法によるビデ
オを作製した。
さらにその刷掃指導用ビデオの効果を検索するために、上都賀歯科医師会統一刷掃法ビデオを主と
して使用し刷掃指導を行った中央小と調査の2年前の昭和60年より栃木県教育委員会から給食指導の
指定を受け給食後の刷掃指導を口腔保健教育として組み入れ、学校独自で作製したビデオを主として
使用したみなみ小のそれぞれ低学年2年生及び高学年5年生を対象とした調査を行ってきた。
その調査結果においては、先の栃木県歯科医学会に於いて、第1報＜調査方法＞、第2報＜模型印

記法の採用にあたって＞、第3法＜被検歯列の分析＞、第4報＜被検歯列の解析＞、第5報＜歯垢付着
状態の分析にあたって＞、第6報＜歯垢付着状態の分析その1＞、第7報＜歯垢付着状態の分析その
2＞、第8報＜歯垢付着状態の分析その3＞について一連の報告を行った。
その結果をもとに分析した結果

①刷掃指導媒体としてのビデオの有用性
②給食後の刷掃指導のあり方、指導時間の決定
③混合歯列期における効果ある刷掃方法の検索
④歯ブラシの選択

（菊地　香　記）

給食後の刷掃指導用ビデオの効果についての調査について
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

上都賀歯科医師会では、通院が困難な在宅寝たきり老人に対する歯科保健サービスを実施すること
により、在宅寝たきり老人の口腔状態の改善を図ることを目的として、鹿沼市と協議の上、鹿沼市か
らの委託を受ける形で、｢鹿沼市在宅寝たきり老人歯科保健推進事業｣を平成8年度より開始した。栃
木県内では、宇都宮市・足利市・小山市・大田原市に次いで5番目の実施となった。
事業の対象者は、市内に住所を有する65歳以上の者であって、在宅で寝たきりの者とする。ただ

し、市長が認めた場合はこの限りではない。事業を希望する者又はその介護者は、市へ申し込む。
市保健師及び歯科衛生士は、「在宅歯科保健調査票」により、対象者の全身及び口腔状態、家庭環

境等を把握するため事前調査を行う。
市は、事前調査終了後、｢在宅寝たきり老人歯科保健依頼書｣に申込書（写）、調査票（写）を添え

て、上都賀歯科医師会に依頼する。
歯科医師会は、市から依頼のあったものに対し保健指導及び訪問診療事業を実施する歯科医師を選
定し依頼する。
市は、対象者、担当歯科医師との日程を調整し初回訪問の日程等を決定する。担当歯科医師、歯科
衛生士等に市の保健師又は歯科衛生士が同行する。患者の一般状態により内科医等の主治医の意見書
が必要な場合は、家族が主治医に｢診療情報提供書｣を記入してもらう。担当歯科医師は、保健指導及
び訪問診療の結果を｢在宅歯科保健実施報告書｣に必要事項を記入し、歯科医師会長に報告する。
継続して診療が必要な場合は、2回目以降の診療の日程等を担当歯科医師が患者又はその介護者と

打合せの上、決定する。訪問診療回数は概ね5回とする。ただし継続的に診療が必要な場合はこの限
りではない。診療が一度終了した後に再度診療を希望する場合は、市を通して再度申し込みをする。
市が保管、管理する機器は、事業用リストのとおりであり（持ち運び可能なポータブルのタービン

も含まれる）担当歯科医師が使用する際には、市に連絡し、予約する。機器は、当日の事業に間に合
うように市が患者宅へ搬入し、修了後回収する。使用した機器の消毒、点検は市が行う。市が用意し
た機器の他に必要な薬剤や器具等については、担当歯科医師が各自用意する。
担当歯科医師は、業務を実施した後、報告書により治療の状況及び指導事項等を翌月10日までに

歯科医師会長に報告する。歯科医師会長は、報告書写しを月ごとに市に送付する。
事業の円滑な運営を図るため、別に定める鹿沼市在宅寝たきり老人歯科保健推進事業連絡調整委員
会を設置し、事業の企画立案、評価及び実施上の問題点の検討等を行うものとする。
平成8年から平成20年までの13年間では、年間の平均申し込み者14.1人、受診者数は11.8人でほ

ぼ横ばい、延べ回数の平均は3.71日となっている。
また、年に1回会員向けに、使用する機器、器材の説明会を開催している。鹿沼市民の福祉向上の

観点からも、是非とも継続したい事業である。 （大貫真裕　記）

在宅訪問診療の立ち上げと現在について
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

上都賀歯科医師会では、平成8年より、全国に先駆けて歯周病予防を念頭においた歯科ドック（お口の
人間ドック）検診事業を開始した。
この事業は、鹿沼市国民健康保険加入者で成人の希望者を対象に（健康保険税滞納者は除く）、定員50

名でスタートした。その後旧粟野町も平成10年より参加し、翌10年からはその対象を全町民とした。
毎年、歯科ドックの募集は、広報かぬま等に掲載したり、鹿沼ケーブルテレビ等も利用して行ってい

る。歯科ドック検診受診希望者は、鹿沼市保険年金課保険給付係に申し込みをする。その際、受診者に
希望の歯科医院があればその歯科医院で歯科ドック検診を受診できる様にしている。
歯科ドック検診の実施場所は、固定化されておらず、上都賀歯科医師会の会員の各協力歯科医院で行

っており、毎年歯科ドック検診に協力可能かどうかの確認を行っている。
歯科ドック検診事業を行うための、問診票、検診結果票、歯科ドックマニュアル本を上都賀歯科医師

会独自で作製した。また、検診事業に必要な機器、機材も独自で選定し、市職員が実施日に間に合うよ
うに各歯科医院に搬入し、終了後回収する。
歯科ドック検診の診査項目は、

（１）全身的診査　（問診票を活用）
（２）口腔内軟組織診査　（ポラロイドカメラ使用）
（３）画像診断　（パノラマ撮影orデンタル10枚法）
（４）唾液検査　（RDテスト・デントバフストリップ・サリバスター試験・オーラルPHテスト）
（５）口臭検査　（BBチェッカー→アテイン使用）
（６）咬合力検査　（Ｔ－スキャン→デンタルプレスケール使用）
（７）咬合検査
（８）現在歯・喪失歯の歯式
（９）歯周組織の精査　（4点法・歯垢染め出し）
（10）口腔外診査
という内容で行っている。検診終了後、受診者には市を通して、検診結果票を2週間以内に送付する。

平成8年からの受診者は、H8年51名、H9年46名、H10年39名、H11年16名、H12年33名、H13年24名、
H14年6名、H15年18名、H16年18名、H17年9名、H18年5名、H19年16名、H20年5名となっている。
歯科ドック実施には1時間半－2時間かかること、対象者が鹿沼市国民健康保険加入者に限定されてい

ること、リピーターが少ないこと、検診場所が固定化されていないこと等、開始13年目を経過して様々
な問題点も出て来ている。日本歯科大学付属病院でも歯科ドック検診を行っているというので、上都賀
歯科医師会として視察に行ったり、鶴見大学歯学部のドライマウス外来の斉藤一郎教授に講演していた
だいたり、日本歯科大学新潟生命歯学部の小出馨先生に、口腔外診査、触診法の講演、実習をしていた
だく等、歯科ドックに関連する様々な研修会を開催している。現在、歯科ドック小委員会において、検
診項目、内容の検討見直しを行っている。受診者の利便性等も考え、｢新しい歯科ドック｣にリニューア
ルする予定だ。 （大貫真裕　記）

歯科ドックの立ち上げと現在について
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

介護保険制度は高齢者が地域で安心して暮らし続ける為に導入されたものであり、平成12年4月1日よ
り全国一斉に開始された。それに先立ち平成11年4月より鹿沼市、旧粟野町、西方町においてそれぞれ介
護保険事業計画策定委員会が数回開催され、実施に向けての試行及び模擬審査会が行われた。
その後行政（主に介護準備室）と歯科医師会との間で懇談会を行い、私達も全面協力する事を確認し、

医師会や他の団体或いは介護に関係する専門職務の方々とのバランスを考慮し、鹿沼市においては8名の
審査委員を推薦する事となった。（合議体が8つのため）
9月になってその審査委員の為の認定審査会委員研修会が行われ、日本においては初の制度施行に向け

て真剣に取り組んだ事が今は懐かしい思い出である。平成11年10月1日には全審査委員に対しての辞令
交付及び研修会が鹿沼消防署において開催された。
平成22年4月をもってこの介護保険制度も満10年が経過した訳だが、その間認定調査項目、審査上の

基準、認知症に対しての考え方等、2年毎の改正によって幾多の変遷を遂げ、未だ手探りの状態であると
は云え、審査委員にとっては若干の戸惑いと混乱があったのも事実である。
平成18年4月から施行された改正介護保険法において制度の持続可能性、介護予防システムの構築、給

付の適正化等を目指し新予防給付が導入された。時を同じくして全国における介護度の決定や変更につ
いてのばらつきが指摘され、平準化が叫ばれるようになった。平成20年には要介護認定の基本設計が示
され、一次判定の吟味、基準時間と呼ばれる介護の手間の判断等、今までよりも介護度の決定がスムー
ズになされるようになったものと思われる。
何れにしても日本における高齢者は制度施行に比して想像以上に増加を遂げ、それに伴って要介護者

も年々増えている訳だが、平成21年現在、日本における平均寿命は女性86.05才（世界1位）、男性79.29
才（世界4位）で世界に冠たる長寿国ではあるが65才以上の人口が22%を超えている超高齢社会において、
このまま推移すると10年後には26%、45年後には40%に達すると云われており、この介護保険制度は
益々重要性を増すのではなかろうか。
結びにあたり、超高齢少子社会だからこそ、我々歯科医の口腔ケアに対する係わり或いはライフステ

ージを通じてのアプローチが絶対必要であり今後も介護の現場において、声を大にして歯科保健の重要
性を訴えていく所存である。 （佐川徹三　記）

介護認定審査会について
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

老後の健康保持と適切な医療の確保のため、疾病予防、治療、機能訓練などを総合的に実施し、もっ
て国民保健の向上及び老人福祉の向上を図ることを趣旨として、昭和57年に老人保健法が公布されまし
た。そんな中、歯肉炎、歯周炎を合わせた歯周疾患は単なる歯、歯ぐきのトラブルだけではなく、全身
の病気を引き起こす疾患であり、また40歳代を境に急速に歯がなくなる、これらのことから平成12年度
より40歳および50歳を対象にした｢節目検診｣（市区町村によっては独自の年齢設定をしています。）と
して歯周疾患検診が老人保健法に組み込まれました。また平成14年には急速な高齢化の進展及び疾病構
造の変化に伴い、国民の健康増進を図るために｢健康日本21｣が策定され、根拠法として健康増進法が公
布されました。この法律の中で歯科医師も保健指導に係わることになっており、国は歯科保健に関する
情報提供、歯科保健に関する目標値の設定を行い、都道府県は歯科保健計画を定める義務が、市町村で
はその計画を定める努力義務が規定されました。鹿沼市でもこの健康増進法（平成14年法律第103号）
に基づき、歯周疾患は単なる歯だけのトラブルだけではなく、食べる楽しみや、全身の病気を引き起こ
すこともあるので早期発見、早期予防を図ることを目的とし、平成16年より歯周疾患検診が始まりまし
た。内容は医療機関による個別検診方式で実施時期は5月～12月です。受診率は平成16年度 6.8%、平成
20年度 10.0%です。
全国的な歯周疾患の実施率を見ると1999年には5.0%であったのに対して、その後増加傾向にあるが

2002年度では市町村実施率は30.6%に過ぎず、基本健康診査やがん検診の実施率に較べて極めて低い状
態です。また受診率でみると｢平成14年度地域保健・老人保健事業報告｣では基本健康診査が42.6％、胃
がん検診13.0%、肺がん検診22.8%、大腸ガン検診17.1%、子宮がん検診14.6%、乳がん検診12.4%であ
るのに対しし歯周疾患検診は対象年齢の3.9%です。歯周疾患検診と同じ節目検診で行われている骨粗髭
症検診の受診者数は対象が女性のみであるにもかかわらず、その受信者総数は、歯周疾患検診よりも高
い状態にあります。鹿沼市の受診率は全国平均より高いと思われますが、これからの超高齢社会、鹿沼
市民ばかりでなく国民全体が8020運動をもっと知ってもらい、口腔の役割・大切さを再度認識してもら
い、受診率アップを望みたいと思います。 （相馬英人　記）

歯周疾患検診について
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

私が上都賀歯科医師会に入会したのが昭和46年です。｢親子むし歯予防教室｣は以前フッ素イオン導入
という名前で昭和50年頃立ち上げたのではないかと思われます。私は入会間もない時でしたのでくわし
い話はわかりませんが、昭和50年代は小児のムシ歯の全盛期で毎日、診療所では小児の治療に追われて
いた状態でした。この頃から予防歯科という事がさけばれ治療だけでは一向にムシ歯は減らず何んとか
予防の啓蒙をしなければという事で始められました。
最初の頃は県歯科医師会よりフッ素イオン導入器を借りて実施していました。システムも今実施してい

るシステムに近いものでスタートしていました。小学1、2年生を対象に歯磨き指導→フッ素イオン導入、
親への映画等による衛生教育、歯の相談コーナー、展示パネル等、歯科医師、歯科衛生士、アシスタント、
養護教諭等の協力で実施していました。最初の頃は中央小の体育館を借り、多い時で1,000名を超えた時
もあり会場整理に追われていた記憶があります。その時行政の協力も得られ、会場は市役所の保健センタ
ーに移り今の情報センターと移行してきました。そして情報化社会になってくるにしたがって参加児童は
徐々に減少し、最初の小1、2年生主体から幼稚園の年長組も参加する様になり現在に至っています。時代
は巡り現在では高齢化社会が進み、反面出生率が低下の一途をたどり少子化社会に突入し、小児のムシ歯
も減少傾向となってきました、反面歯周病の年齢がどんどん下がってきて厚労省の統計でも8～10才くら
いから歯肉の状態の悪い学童が増加傾向になってきました。
これからムシ歯予防と共に歯周病対策が必要となってくるのではないかと思われます。

（金子智英　記）

“楽しく学ぶ｢親子むし歯予防教室｣”の立ち上げと現在について
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

乳幼児の健康は地域社会の環境衛生・経済・保健医療活動・医療水準を反映すると言われている。わ
が国の乳幼児死亡率は大正時代までは150以上であったが、昭和35年には30.7となり世界に例のない速
さで低下していった。（昭和56年10.0、平成18年2.6、1000人あたりの1年間の死亡数）
時を同じくした昭和36年、3歳児健康診査に歯科検診が導入された。留まらない齲蝕の低年齢化の中で、

昭和52年には1歳6ヵ月歯科健康診査が開始された。本会も市町村で行われる地域歯科に携わるようにな
り、以降乳幼児齲蝕は減少へと流れを変え、また様々な変貌を遂げていった。
齲蝕アリ・ナシのみの検診から、歯式の記述に変わり、検診のみならず個々への指導も加わる様にな

った。ライフステージの中で生後からの啓蒙等の重要性も考え、鹿沼市では昭和48年より妊婦教室にお
いて講話と衛生指導も行う様になった。
糖類が容易に子供たちの口に入るようになってくると、鹿沼市において10%未満である1.6歳児の齲蝕

羅患率は3歳までに60%を大きく超えるといった状態になった。そこで食育も含めた健全な成長と歯の健
康を目指し、平成9年度より2歳児教室を開始し、齲蝕羅患防止と健全永久歯列へと正しく導く様な働き
を進めていった。結果、開始当初平成9年の3歳児羅患率50.3%が平成20年度には、30.1%と大きな減少
を見せた。成果の表れと自負するところもあるが、この教室は希望者のみの為、全ての対象者へのコン
タクトが出来ていないのもまた事実である。更なる乳幼児の健康の為にも、啓蒙法を考えていく必要が
あると思う。加えて、じっとしていられない乳幼児と共に、なかなか集中できず、でも何かを得たいと
熱心に参加している保護者に、1つでも心に残る動機づけを与え、自宅に帰してあげたいとも考える。
我々歯科医師も治療以外の技量も要求されているなと、縦横無尽に走り回る2歳児を見つめながら思う事
もしばしば。時代の変化である。
変化は至る所で感じ取れる。一言で言うと幼児はとてもキレイになった。口腔内はもちろんのこと、

以前は検診時汚れた顔のままであったり、青鼻をたらし、頬がアカギレの様にひび割れているといった
子どもは普通に見られた。いまは皆無に等しく、外見全てを含めて実にこぎれいといった印象がある。
変化は子どもだけではない。重い体を抱えながら独りで参加していた妊婦さん。以前は｢妊婦教室｣と言
っていたが、現在では｢新米パパママ学級｣と名称が変更、その名の通りご主人同伴参加が大変増えてい
る。確かに育児は互いに協力するもの、ご主人は妊婦体験などを行い妊婦の苦労を共感したりと、良い
効果が感じ取れる。口腔清掃に至っては、周りを気にする事なく顔が付くほど近づいて染赤された歯垢
をお互いに確認する姿を見ると、微笑ましく又、大変関心が高く良い事と思いつつも時の経過と時代の
変化を感じずにはいられないこの頃である。
我々上都賀歯科医師会も、社会と医療の変化を敏感に感じ取り、柔軟に対応し多くのニーズに応えら

れる様日々努力し地域の公衆衛生向上に協力していきたいと思う。
最後に永い間、鹿沼市の歯科検診、講話などに歯科衛生士としてご協力いただいた、上都賀衛生士会

の皆様に感謝します。 （相馬英人　記）

各種検診・２才児教室・新米パパママ学級について
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

1958年（昭和33年）「歯の衛生週間」（毎年６月４日～10日までの１週間）が、厚生省（現厚生労働省）、
文部省（現文部科学省）、日本歯科医師会により実施された。これに伴い、歯の衛生週間に行う行事とし
て、全国的に「良い歯のコンクール」が開始されるようになった。
栃木県歯科医師会は昭和36年に初めて全国大会に応募、当初は県全体で数点の応募であった。
上都賀歯科医師会でも歯科医師会の主催事業に鹿沼市・旧粟野町・西方町教委が共催して昭和52年よ

り良い歯のコンクールを開催し、現在に至っている。毎年春に各教委と行う図画・ポスター、作文、標
語の審査会は小中学生の伸び盛りの勢いと、若々しい自由な感性に溢れた作品に囲まれ、おおいに悩ま
されるところではあるが、審査に関わる我々の心の栄養剤にもなっている。
別表のように上都賀歯科医師会からの作品は毎年のように県の特選に選ばれるレベルの高いものが多

い。特に図画・ポスターコンクール（日本学校歯科医会主催）では平成２年、３年と最優秀賞、４年に
は優秀賞を受賞。３年間で２年連続の日本一とそれに準ずる成績に輝く快挙をなしとげた。各教委のご
協力と微力ながら我々歯科医師会員の地道な啓蒙活動、何より上都賀の子供たちの底力を誇らしく思う
ところである。
毎年入選した図画・ポスターは「母と子のむし歯予防教室」に展示され、むし歯予防の啓蒙普及に役

立っている。
近年、作品の応募数が減少してきている。少子高齢化ということでやむを得ないところもあろうが、

歯科医師会として学校、教委、そして子供たちに働きかけ、たくさんの作品で我々大人の堅い頭を楽し
く悩ましてほしいところである。

（福島隆夫　記）

よい歯のコンクールについて

年　度

昭和52年度
昭和54年度
昭和57年度
昭和60年度
昭和61年度

平成２年度

平成３年度

平成４年度
平成５年度

平成７年度

平成８年度
平成９年度
平成10年度
平成12年度
平成13年度
平成14年度
平成16年度
平成17年度

平成18年度

図面・ポスター

鹿沼市立南押原小学校　1年　あかばねいさむ

鹿沼市立南押原小学校　　1年　橋本　貴宏
鹿沼市立北中学校　　　　2年　斎藤　裕子
鹿沼市立北中学校　　　　2年　山田　範恵

鹿沼市立中央小学校　　　6年　松崎　友香

鹿沼市立南押原小学校　　3年　鈴木　紅美

粟野町立粟野第二小学校　6年　畠山　直子
鹿沼市立北小学校　　　　2年　高田　勝也
鹿沼市立北中学校　　　　2年　高畑　博子

鹿沼市立東小学校　　　　5年　石川　諒子

粟野町立粟野第二小学校　6年　中尾　周平
鹿沼市立北押原小学校　　6年　岩瀬　裕美
鹿沼市立板荷小学校　　　6年　船生　智子
鹿沼市立西中学校　　　　2年　倉島　　望
鹿沼市立東中学校　　　　3年　近藤　祐紀
鹿沼市立津田小学校　　　6年　田中　理那
鹿沼市立北犬飼中学校　　3年　湯澤奈乙美
鹿沼市立清洲第二小学校　2年　齋藤　瑞生
鹿沼市立西中学校　　　　3年　山名　咲穂

作　　　文

粟野町立粟野第二小学校　6年　岩出　龍彦
鹿沼市立南押原中学校　　3年　大岡佐栄子

鹿沼市立北押原小学校　　6年　田野井文恵

鹿沼市立菊沢東小学校　　3年　大出　由貴
鹿沼市立東小学校　　　　3年　加藤みどり

標　　　語

鹿沼市立菊沢東小学校　　2年　よしざわえみ
鹿沼市立楡木小学校　　　3年　渡辺　昌子
鹿沼市立北小学校　　　　5年　古沢　　緑
粟野町立清洲第二小学校　1年　益子　孝宏
鹿沼市立南押原中学校　　1年　鈴木　道子

粟野町立清洲第一小学校　6年　関口万記子

鹿沼市立菊沢東小学校　　1年　小川　歩夢
粟野町立粟野中学校　　　1年　鈴木　皓介

西方町立西方中学校　　　3年　出井真記子
鹿沼市立中央小学校　　　2年　大野　宝音
粟野町立清洲第一小学校　6年　寺内　直緒

備　　　考

上都賀歯科医師会参加

優秀賞

歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール（日本
学校歯科医会主催）において鹿沼市立南押原小学校　3
年　鈴木紅美さんの作品は、最優秀賞受賞

歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール（日本
学校歯科医会主催）において鹿沼市立中央小学校　6年
松崎由香さんの作品は、最優秀賞受賞
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

平成4年2月24日に鹿沼地区歯科医師警察連絡会が発足したが、以来、警察官は忙しくて、歯が痛くて
もなかなか歯科医院を受診することが出来ないとの話を度々伺っていた。
そこで鹿沼警察署員にアンケートを取ったところ受診の妨げとなる最大の要因は警察官ならではの不

規則な勤務時間によるものであることが分かった。この問題を改善するため、平成19年11月8日の第17
回鹿沼地区歯科医師警察連絡会総会において「警察官対象の受診優先システムについて承認を求める件」
が上程、可決された。これを受けて本会会員の承諾を得るため平成19年11月22日に上都賀歯科医師会臨
時総会を開催し、同議案を上程、可決された。
その為に『鹿沼地区歯科医師警察連絡会　会員之証』を作製し、鹿沼警察署員全員に配布し、日頃多

忙な警察官に積極的な受診を促し、早期治療や予防への啓蒙を図る事とした。
またこのシステムが実現すると、警察官の受診機会増のみならず我々にとっても潜在患者の獲得や暴

力団等の犯罪情報の周知といったメリットがあり、また非会員との峻別化も図れるものと考える。
平成20年1月31日に鹿沼警察署署長室において交付式を行い、佐川会長から渡辺警察署署長に『鹿沼

地区歯科医師警察連絡会　会員之証』が手渡された。 （田代高志　記）
参考資料　・交付式写真

・会員之証（表面）

警察官受診優先システムの立ち上げについて
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

｢鹿沼地区歯科医師警察連絡会｣は、上都賀歯科医師会と鹿沼警察署の厳密な連絡により相互に協力し、
よって地域における事件・事故及び災害発生時の警察への協力体制の確立とその解決に寄与することを
目的に、平成4年2月24日に設立された。
国家の法的秩序の維持、警察権の適切な運用には科学的根拠となる法医学は欠かせないものだが、そ

の中でも、｢個人識別｣に関しては｢法歯学｣に基づく手法が時間的、経済的にもっとも優れた方法である。
よって、我々歯科医師が法歯学を必修科目として学ぶということは、警察業務への協力を求める国家の
要請でもあり社会的責務でもある。
本県における法歯学的協力の経緯を遡ると、長年にわたり個人による個別対応に頼っていたが、昭和

37年に県歯科医師会有志と県警鑑識課によって｢栃木県法医学談話会｣が設立された事により協力の組織
化が始められた。この談話会メンバーにより昭和55年11月20日の川冶温泉プリンス火災事件での44焼死
体すべての個人識別、そして昭和60年8月12日の日航123便墜落事故での身元確認作業への協力などが行
われている。520名の死者を超えたこの大規模事故は日本中に大きな衝撃を与え、これに対応した群馬県
歯科医師会の活動を教訓に全国的に警察協力会が作られ始めた。本県においても昭和47年11月に発足し
ていた「警察医会」から分離する形で昭和61年8月「警察歯科医部会」を発足させた。（その後平成7年
10月に「栃木県歯科医師会警察協力会」と名称を変更し現在に至る）
当支部においては、昭和62年7月19日に上記｢警察歯科医部会｣主催にて行われた東京歯科大学鈴木和

男教授による｢大規模災害時における法歯学の役割｣という講演を契機に支部としての対応が検討されは
じめた。この頃、鹿沼において身元確認事案に対する出動要請が続いたこともあり、実際の協力活動に
おいては｢現場｣である地元の歯科医師会と警察署の人的交流が最も重要であるという認識に至り｢地域単
位での協力会｣を模索し始めた。しかし、この｢地域単位での協力会｣というものは全国にも例が無く、警
察側の理解を得るまでに多くの時間を要することとなったが粘り強くその重要性を説き、平成3年11月つ
いに柏倉嘉彦鹿沼警察署長、小林　修刑事課長の賛同を得ることに成功、平成4年2月24日鹿沼地区歯科
医師警察連絡会設立総会を迎える運びとなった。設立記念講演には東京歯科大学法歯学教室主任教授
鈴木和男先生をお招きし“歯科的身元確認について”というテーマでご講演いただいた。（余談ではある
が、鈴木教授は法医学会最重鎮の一人であり、来場に際し警視庁のヘリコプターにて県警本部までお越
しになり、そこからパトカーの先導付きで鹿沼までいらしたそうである。これにより県警幹部にも当連
絡会が広く認知されたという。）
以来今日まで毎年、役員会、総会及び外部講師による講演会、｢歯科医師会側からの警察官を対象とし

たもの｣｢警察側から歯科医師を対象としたもの｣の相互研修会を行っている。また、平成20年1月31日に
は鹿沼警察署全署員を対象に｢鹿沼地区歯科医師警察連絡会会員之証｣を交付し、時間的に不規則な警察
官の歯科診療を促進するとともに個々の会員と警察官諸氏とのコミュニケーション向上を促すなど、全
国的にも稀有な｢地域単位での連絡会｣はさらなる発展をみせている。

（鈴木定幸　記）

鹿沼地区歯科医師警察連絡会について
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

鹿沼地区歯科医師警察連絡会総会特別講演会一覧
日　時 講師・テーマ
第１回 平成４年２月24日（月）PM3:00 東京歯科大学　法歯学教室主任教授　鈴木和男先生

「歯科的身元確認について」
第２回 平成４年10月31日（土）PM3:00 東京歯科大学　名誉教授　鈴木和男先生「法歯学の現場」
第３回 平成５年11月12日（金）PM4:30 東京歯科大学　名誉教授　鈴木和男先生「死体に歯あり」
第４回 平成６年11月15日（火）PM4:00 獨協医科大学　法医学教室　助教授　高橋雅典先生

「法医学及び捜査における歯科医学とその実際」
第５回 平成７年11月15日（水）PM4:00 東京歯科大学　特任教授　鈴木和男先生「死体に歯あり」
第６回 平成８年11月８日（金）PM3:00 東京歯科大学　特任教授　鈴木和男先生「人の命」
第７回 平成９年11月13日（金）PM3:00 獨協医科大学　法医学教室　助教授　高橋雅典先生　

「法医学及び捜査における歯科医学とその実際」－最近のDNA鑑定について－
第８回 平成10年11月12日（木）PM3:00 獨協医科大学　法医学教室　助教授　高橋雅典先生

「法医学及び捜査における歯科」－最近の事例を中心に－
第９回 平成11年11月11日（木）PM3:00 東京歯科大学　法歯学教室　特任教授　鈴木和男先生　

「人の命の大切さ」
第10回 平成12年11月29日（水）PM3:00 獨協医科大学　法医学教室　助教授　高橋雅典先生

「法医学における個人識別」－その方法のあれこれ－
第11回 平成13年11月14日（水）PM3:00 元東京都監察医務院長　上野正彦先生

「逆さの視点」－死から生を見る－
第12回 平成14年11月７日（木）PM3:00 栃木県カウンセリングセンター所長　日野宜千先生

「異常心理学について」－人間の心の光と闇－
第13回 平成15年11月13日（木）PM3:00 元東京都監察医務院長・医学博士　上野正彦先生

「逆さの視点　PartII」－死から生を見る－
第14回 平成16年11月18日（木）PM3:00 獨協医科大学　医学部法医学教室　助教授　高橋雅典先生

「身元確認における歯科鑑定の意義」－歯科所見かDNAか－
第15回 平成17年11月９日（水）PM3:00 上智大学　名誉教授　福島章先生

「少年犯罪の変化とその背景」
第16回 平成18年11月９日（木）PM3:00 東京工業大学　健康管理センター　教授　影山任佐先生

「空虚な自己の時代とのび太症候群」
第17回 平成19年11月８日（木）PM4:00 国家公安委員会委員・総合研究大学院大学教授 長谷川眞理子先生

「日本の殺人：戦後50年の変化」－人はなぜ人を殺すのか－
第18回 平成20年11月13日（木）PM3:00 帝塚山学院大学　人間文化学部　教授　小田晋先生

「現代の犯罪とプロファイリング」
第19回 平成21年11月11日（水）PM3:00 東京歯科大学　法歯学講座　准教授　花岡洋一先生

「歯科的個人識別」－その落とし穴と最新技術－
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１．上都賀歯科医師会の軌跡

〈栃木県歯科医師会共催県央４支部合同学術研修会について〉
生涯研修制度の声が聴こえて、いよいよ実施段階かといった時代背景の中、栃木県内においても栃歯

学会や各歯科医師会の研修会のみならず、ブロックによる研修会が産声を上げた。即ち、会員の資質並
びに医療技術の向上を目的に３つのブロック（県南４支部、塩那３支部、宇都宮、上都賀、今市３支部）
において開催され、当該地区においては昭和59年より、そして、３年目（昭和61年）には芳賀支部が加
わり県央４支部合同学術研修会として現在に至っている。
尚、県央４支部では打ち合わせ会を含めて、平成元年より運営マニュアルを作成し、要項、規定、工

程表、手続き要覧、タイムスケジュール等、27回目を迎えた平成22年の研修会においても粛々と実施さ
れている。
何れにしても、唯一の資本である学術面における装備充実を図ることが最大の目的ではあるが、各支

部間の協調融和を推進し、ひいては歯科界の発展に寄与したいものである。

ex）タイムスケジュール例

（佐川徹三　記）

県央四郡市歯科医師会合同学術研修会の歩みについて
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昭和62年9月13日に鹿沼市議に当選以来22年の歳月が経過をしました。その間市議4期県議2期をつと
めさせていただいておりますが鹿沼市や周りを取り巻く環境がこの間めまぐるしく変化をしており、あ
っという間に歳月が経過したように思います。鹿沼市ではこの間市長が5人就任しており、それぞれの
方々との色々な取り組みがありました。私は歯科医になり足利の吉谷先生の歯科医院に勤務した事が政
治家と歯科医師の二足のわらじで四半世紀に及ぶ結果になってしまったのかなと思っています。吉谷先
生が県議に初当選したときが勤務の始まりでその当時より先生から政治の話や面白さを聞かされている
うちになんとなく興味を抱くようになってしまったのかなと思っています。そして鹿沼に帰ると吉谷先
生の同期の新井先生が父との関係で頻繁にお会いする機会があり、その当時衆議院の渡辺美智雄先生の
選挙を手伝っているうちにとうとうこの道に入ってしまいました。多くの皆様にお世話になり初当選を
させていただいた感激は今でも深く心に刻まれています。その当時は歯科を取り巻く環境は今のように
まだ歯科医師過剰のような状況にはなっていませんでしたが、将来は必ず禍根となるであろうと予想さ
れるものでありました。ただ医師としての格差が歴然となっていたのは事実でその格差の是正のために
市議会議員としての最初の歯科界とのつながりは学校歯科医の報酬の引き上げであったと記憶していま
す。その当時は市の財政も今のように逼迫している時代ではなく、何回かの折衝のうちで引き上げに成
功したのを覚えています。その結果を見て父がその当時地区の薬剤師会の責任者だった為こちらのほう
も同じように引き上げてほしいとの話があり、まあまあの線に落ち着いた事も記憶しています。そして
当時は街の中の整備が他市と比較して相当遅れていましたので区画整理事業に随分と力を注いだつもり
でいます。今は整然とした町並みになっていますが当時は細い道が多数入り込んでいて、ある地域では
話が始まってから数十年が経過をしている地域がありました。議員になるといろいろな役職があります
が、私は当時は都市計画一本に絞ってその事業の推進に努力をしたのを覚えています。全くの分野違い
で苦労はありましたが十年以上の時間はかかりましたが何とか形になったと思います。都市計画審議会
の会長に就任してから御成橋睦町地区の区画整理、下横仲町地区、貝島西地区、まだ完成していません
が新鹿沼駅西口地区の計画決定と実施に至る事が出来ました。その間ある地域の区画整理に携わると必
ず落選するといわれる地域もあり若かったせいもありますがそんなジンクスに挑戦したのも今になって
はいい思い出ではないかと思っています。その後県議会議員の選挙に出る機会に恵まれ、会の多くの先
生方にお世話になり当選する事が出来ました。県議会には多くの先生方がおられますが医療関係に直接
従事している議員は私ひとりという事で、歯科医療問題を中心に医療問題全般について係わるようにな
りました。県の歯科医師会の顧問に就任させていただき、会長をはじめ役員の先生方からご指導をいた
だきながら県当局とのやり取りをする立場になりました。会館の新築問題では県の意向と県歯の考え方
の相違により大変苦労しました。当時の平池議長には十分な根回しをしていたのですが県歯の新年会で
議長が突然補助額について言明されたときは大変でした。議会内のコンセンサスはすでに取っていたの
ですがまだ県歯の根回しは済んでおらず当時の新井会長に怒られた思い出もあります。議会の質問は事
前に会長の了解を経てするように心がけたのもこんな事があったのが原因になってるのかなと思います。
具体的に形になったものは、児童虐待初期対応ガイドの作成、誤嚥性肺炎防止のパンフレットの作成な
どと思います。また肢体不自由児の診療が赤字の状態であることが長年の懸案事項でありましたが今年
度の予算編成の中で解決する事が出来ました。会とは直接関係ありませんが医療関係では例えば県北に
医療福祉大がありますが薬学部の新設の際に県は10億円の補助を何の条件も付けずに出そうとしたので

医政問題「政治について思うこと」
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委員会で待ったをかけて10億円を補助する代わりに入学試験の時に県民枠を作って県民を優遇する措置
が出来ました。また足利市に怪しい薬科大が計画として持ち上がり県が30億円、足利市が10億円の補助
を出す直前でその計画があまりにも出たら目な事をあばき即刻中止に追い込むことが出来ました。そし
て柴田会長の時代になり県に対して一段の歯科医療に対する理解を深めていただく事、具体的には歯科
検診の充実、県民の歯を守る条例の制定に向けて努力をしています。今後とも微力ではありますが歯科
界の発展のために努力していこうと考えています。

（栃木県議会議員、上都賀歯科医師会医政顧問　小林幹夫　記）

PS. 県歯柴田会長と小林先生の強力な連携のもと、自民党歯科保健議員連盟のご尽力により、12月14日
（火）栃木県議会において、議員提案の「県民の歯及び口腔の健康づくり推進条例」が全会一致で可
決されました。
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明治41年10月27日
県歯会長　　大根田國吉
郡部理事　　小野重三郎

大正6年4月14日
県歯会長　　大垣鈴次郎
郡部理事　　駒橋　寅春

大正8年4月20日
県歯会長　　小野重三郎
郡部理事　　駒橋　寅春

大正10年3月20日
県歯会長　　椎貝　敏郎
郡部理事　　湯沢菊四郎

大正14年4月19日
支 部 長　　駒橋　寅春
県歯会長　　天沼浦之助

大正15年6月15日
県 歯 会 長　　宮原武二郎
郡部評議員　　岡本　英忠

大正15年7月6日
県歯会長　　星野　幸治

昭和5年3月28日
県　歯　会　長　　椎貝　敏郎
郡　部　理　事　　金子　弁明
健康保険部審査員　　駒橋　寅春　湯沢菊四郎

昭和7年3月25日
県歯会長　　星野　幸治
郡部理事　　湯沢菊四郎

昭和8年3月25日
日歯議員（現代議員） 岡本　英忠

昭和9年3月20日
県　歯　会　長　　星野　幸治
郡　部　理　事　　橋口　近義
健康保険部監事　　駒橋　寅春

昭和11年3月26日
県歯会長　　黒崎　　博
郡部理事　　金子　弁明

昭和13年3月23日
県歯会長　　黒崎　　博
郡部理事　　金子　弁明

昭和8年～昭和12年3月31日
日歯議員　　岡本　英忠　辞任

昭和13年8月15日
支 部 長　　金子　弁明
県歯会長　　黒崎　　博
郡部理事　　金子　弁明

昭和15年3月24日
支 部 長　　岡本　英忠
県歯会長　　黒崎　　博
郡部理事　　金子　弁明

昭和16年4月～
日歯議員　　駒橋　寅春

栃木県歯科医師会役職・各種委員
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昭和17年3月30日
支　　部　　長　　岡本　英忠
県　歯　会　長　　椎貝　敏郎
郡　部　理　事　　岡本　英忠
健康保険部審査員 金子　弁明　　田野井重男
地 方 協 議 員　　駒橋　寅春

昭和17年11月24日
支 部 長　　新島　貫一
県歯会長　　椎貝　敏郎
県歯理事　　岡本　英忠

昭和18年4月20日
支 部 長　　新島　貫一
県歯会長　　椎貝　敏郎
県歯理事　　岡本　英忠

昭和20年12月30日
支 部 長　　新島　貫一
県歯会長　　黒崎　　博
県歯理事　　岡本　英忠　　田野井重男

昭和21年3月29日
支 部 長　　茂呂　　登
県歯会長　　黒崎　　博
県歯理事　　川島信四郎　　田野井重男

昭和22年10月～
代 議 員　　金子　弁明　　手塚筆四郎

昭和22年3月29日
支　部　長　　茂呂　　登
県 歯 会 長　　黒崎　　博
県歯副会長　　駒橋　寅春
県 歯 理 事　　新島　貫一

昭和22年11月15日～
代 議 員　　坂口　　孝　　手塚筆四郎

昭和23年3月25日
支　部　長　　茂呂　　登
県 歯 会 長　　宮川　　勇（昭和22年11月1日より）
県歯副会長　　湯沢菊四郎
代　議　員　　茂呂　　登　　田野井重男（議長）

昭和26年2月3日
支　部　長　　青木達三郎（昭和25年4月1日より）
県 歯 会 長　　簗瀬　眞策（昭和25年12月10日より）
県歯副会長　　茂呂　　登
代　議　員　　青木達三郎　　茂呂　　登

田野井重男（議長）

昭和28年3月29日
支　部　長　　金子　弁明
県 歯 会 長　　簗瀬　眞策
県歯副会長　　茂呂　　登
代　議　員　　山崎　　正　　金子　弁明

田野井重男（議長）

昭和30年4月
支　　部　　長　　福島　　茂
県　歯　会　長　　簗瀬　眞策
県 歯 副 会 長　　茂呂　　登
代　　議　　員　　石川　　亘
予 備 代 議 員　　福田　利示
社会保険部委員　　青木達三郎
裁 定 委 員 会　　岡本　英忠
公衆衛生委員会　　福田　利示
税 務 委 員 会　　駒橋　寅春
学校歯科委員会　　茂呂　　登（副委員長）
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昭和32年4月
支　　部　　長　　福田　利示
県　歯　会　長　　簗瀬　眞策
県 歯 副 会 長　　茂呂　　登
代　　議　　員　　石川　　亘　　福田　利示
予 備 代 議 員　　越路　孝七　　川島光五郎
社会保険部委員　　駒橋　秀光
裁 定 委 員 会　　岡本　英忠
公衆衛生委員会　　越路　孝七
学 術 委 員 会　　川島光五郎
税 務 委 員 会　　梅沢　　明
学校歯科委員会　　福島　　茂

昭和34年4月
支　　部　　長　　駒橋　寅春
県　歯　会　長　　田野井重男（昭和34年11月より）
代　　議　　員　　石川　　亘

川島光五郎（昭和34年11月より）
予 備 代 議 員　　駒橋　秀光　　畑　　二郎
国保組合会議員　　石川　　亘　　駒橋　秀光
国保組合会監事　　金子　弁明
国保組合会顧問　　岡本　英忠
社会保険部委員　　福島　　茂　　川島光五郎
公衆衛生委員会　　手塚　正教
学 術 委 員 会　　川島光五郎
税 務 委 員 会　　梅沢　　明
学校歯科委員会　　新島　　剛
広 報 編 集 室　　駒橋　秀光

昭和36年4月
支　　部　　長　　手塚筆四郎
県　歯　会　長　　田野井重男
代　　議　　員　　石川　　亘（副議長）

川島光五郎
予 備 代 議 員　　駒橋　秀光　　畑　　二郎
国保組合会監事　　越路　孝七
国保組合会顧問　　岡本　英忠
社会保険部委員　　川島光五郎
公衆衛生委員会　　手塚　正教
税 務 委 員 会　　福田　利示
学校歯科委員会　　新島　　剛
広 報 編 集 室　　駒橋　秀光
互　　助　　会　　手塚筆四郎

昭和40年4月
支　　部　　長　　青木達三郎
県　歯　会　長　　大塚　　禎
県 歯 副 会 長　　川島光五郎（昭和40年4月～12月）
代　　議　　員　　石川　　亘（昭和41年3月辞任）

福田　利示（昭和41年7月より）
駒橋　秀光（昭和40年5月より）

予 備 代 議 員　　畑　　二郎
国保組合会監事　　梅沢　　明（昭和41年11月より）
国保組合会顧問　　岡本　英忠
裁 定 委 員 会　　鈴木　幸雄
公衆衛生委員会　　福島　　茂
学 術 委 員 会　　越路　孝七
税 務 委 員 会　　福田　利示
学校歯科委員会　　越路　孝七
広 報 編 集 室　　駒橋　秀光
互　　助　　会　　青木達三郎
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昭和42年4月
支　　部　　長　　越路　孝七
県　歯　会　長　　大塚　　禎
代　　議　　員　　川島光五郎　　福田　利示
予 備 代 議 員　　手塚　正教　　新島　　剛
国保組合会監事　　梅沢　　明
社会保険部委員　　越路　孝七
裁 定 委 員 会　　鈴木　幸雄
公衆衛生委員会　　福島　　茂
学 術 委 員 会　　越路　孝七
学校歯科委員会　　手塚　正教
選挙管理委員会　　福島　　茂（予備）
広 報 編 集 室　　駒橋　秀光
厚 生 委 員 会　　福田　利示
共 済 部 委 員　　越路　孝七

昭和44年4月
支　　部　　長　　菊地　貞造
県　歯　会　長　　大塚　　禎
県　歯　理　事　　畑　　二郎
代　　議　　員　　川島光五郎（昭和45年3月15日辞任）

手塚　正教（昭和45年3月15日辞任）
国保組合会議員　　越路　孝七
国保組合会監事　　梅沢　　明
社会保険部委員　　手塚　正教

駒橋　秀光（昭和45年3月15日より）
裁 定 委 員 会　　中田　静嘉
公衆衛生委員会　　新島　　剛
学 術 委 員 会　　駒橋　秀光
医療管理委員会　　蝦原　悦郎
学校歯科委員会　　越路　孝七
選挙管理委員会　　福島　　茂
広 報 編 集 室　　蝦原　悦郎

昭和46年4月
支　　部　　長　　菊地　貞造
県　歯　会　長　　大塚　　禎
県　歯　理　事　　蝦原　悦郎
代　　議　　員　　福田　利示　　駒橋　秀光
予 備 代 議 員　　茂呂　　允
国保組合会議員　　越路　孝七
国保組合会監事　　梅沢　　明
社会保険部委員　　新島　　剛
裁 定 委 員 会　　中田　静嘉
公衆衛生委員会　　中条　正臣

村本　　光（昭和47年3月19日より）
学 術 委 員 会　　茂呂　　允
医療管理委員会　　岸野　忠明
税 務 委 員 会　　畑　　二郎
学校歯科委員会　　越路　孝七
選挙管理委員会　　福島　　茂（副委員長）
広 報 編 集 室　　蝦原　悦郎（次長）
肢体不自由児診療実行委員会
（昭和46年6月11日開所式、10月5日診療開始）

中条佐智子（副委員長）
梅沢　道子
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昭和48年4月
支　　部　　長　　菊地　貞造
県　歯　会　長　　大塚　　禎
県　歯　理　事　　蝦原　悦郎
代　　議　　員　　福田　利示
予 備 代 議 員　　茂呂　　允
国保組合会議員　　越路　孝七（議長）
国保組合会監事　　梅沢　　明
社会保険部委員　　新島　　剛
裁 定 委 員 会　　中田　静嘉
公衆衛生委員会　　駒橋　秀光
学 術 委 員 会　　茂呂　　允
医療管理委員会　　畑　　二郎
税 務 委 員 会　　福田　利示
学校歯科委員会　　越路　孝七
選挙管理委員会　　福島　　茂
広 報 編 集 室　　蝦原　悦郎（次長）
肢体不自由児診療実行委員会

中条佐智子（副委員長）

昭和50年4月
支　　部　　長　　菊地　貞造
県　歯　会　長　　大塚　　禎
県　歯　理　事　　蝦原　悦郎
代　　議　　員　　福田　利示
予 備 代 議 員　　茂呂　　允
国保組合会議員　　越路　孝七
国保組合会監事　　梅沢　　明
社会保険部委員　　菊地　貞造
裁 定 委 員 会　　中田　静嘉
公衆衛生委員会　　茂呂　　允
学 術 委 員 会　　駒橋　秀光
医療管理委員会　　畑　　二郎
税 務 委 員 会　　鈴木　幸雄
学校歯科委員会　　越路　孝七
選挙管理委員会　　福島　　茂
広 報 編 集 室　　蝦原　悦郎（次長）
肢体不自由児診療実行委員会

中条佐智子（副委員長）
金子　智英
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昭和52年4月
支　　部　　長　　菊地　貞造
県　歯　会　長　　大塚　　禎
県　歯　理　事　　蝦原　悦郎
代　　議　　員　　福田　利示
予 備 代 議 員　　茂呂　　允
全国歯国保組合会議員 畑　　二郎（昭和53年4月1日創立）
政　連　監　事　　梅沢　　明（昭和54年3月31日まで）
裁 定 委 員 会　　中田　静嘉
公衆衛生委員会　　岡本　全宏
学 術 委 員 会　　駒橋　秀光
医療管理委員会　　金子　智英
税 務 委 員 会　　鈴木　節雄
補助者委員会　　茂呂　　允
保 険 委 員 会　　菊地　貞造
学校歯科委員会　　中田　嘉之
選挙管理委員会　　福島　　茂
広 報 編 集 室　　蝦原　悦郎
広報モニター　　岡本　全宏
肢体不自由児診療実行委員会

中条佐智子（副委員長）
金子　智英

昭和54年4月
支　　部　　長　　新島　　剛
県　歯　会　長　　大塚　　禎
県歯常務理事　　蝦原　悦郎（昭和54年9月23日より）
代　　議　　員　　福田　利示
予 備 代 議 員　　手塚　正教
全国歯国保組合会議員 畑　　二郎
国保審査委員　　手塚　正教
裁 定 委 員 会　　中田　静嘉
公衆衛生委員会　　岡本　全宏
学 術 委 員 会　　駒橋　秀光
医療管理委員会　　金子　智英
税 務 委 員 会　　鈴木　節雄
補助者委員会　　小高　章愛
保 険 委 員 会　　新島　　剛
学校歯科委員会　　中田　嘉之（委員長）
選挙管理委員会　　福島　　茂
広 報 編 集 室　　蝦原　悦郎
広報モニター　　岡本　全宏
肢体不自由児診療実行委員会

中条佐智子（副委員長）
金子　智英
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昭和56年4月
支　　部　　長　　新島　　剛
県　歯　会　長　　大塚　　禎
県歯常務理事　　蝦原　悦郎
代　　議　　員　　福田　利示

小高　章愛
全国歯国保組合会議員 畑　　二郎
国保審査委員　　手塚　正教
政 連 青 年 部　　小高　章愛
政 連 婦 人 部　　中条佐智子
裁 定 委 員 会　　中田　静嘉
公衆衛生委員会　　岡本　全宏
学 術 委 員 会　　駒橋　秀光
医療管理委員会　　金子　智英（副委員長）
税 務 委 員 会　　村本　　明
補助者委員会　　小高　章愛
保 険 委 員 会　　新島　　剛
学校歯科委員会　　中田　嘉之（委員長）
選挙管理委員会　　福島　　茂
広 報 編 集 室　　村本　　明
広報モニター　　福田　貞男
肢体不自由児診療実行委員会

中条佐智子　　金子　智英
小高　章愛　　越路　昭夫
蝦原　公子　　川島　仁一
村本　　明　　福田　貞男
小林　幹夫

昭和58年4月
支　　部　　長　　新島　　剛
県　歯　会　長　　大塚　　禎
県歯常務理事　　蝦原　悦郎
代　　議　　員　　岡本　全宏

小高　章愛
全国歯国保組合会議員 畑　　二郎

小高　章愛（昭和59年4月より）
国保審査委員　　手塚　正教

新島　　剛（昭和59年12月31日より）
政 連 青 年 部　　小高　章愛
政 連 婦 人 部　　中条佐智子
裁 定 委 員 会　　中田　静嘉
公衆衛生委員会　　菊地　　香
学 術 委 員 会　　佐川　徹三
医療管理委員会　　小林　幹夫
税 務 委 員 会　　村本　　明
補助者委員会　　田辺　　章
保 険 委 員 会　　新島　　剛
学校歯科委員会　　中田　嘉之（委員長）
選挙管理委員会　　福島　　茂
広 報 編 集 室　　村本　　明
広報モニター　　佐川　徹三
肢体不自由児診療実行委員会

中条佐智子　　金子　智英
小高　章愛　　越路　昭夫
蝦原　公子　　川島　仁一
村本　　明　　小林　幹夫
佐川　徹三　　鈴木　節雄
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昭和60年4月
支　　部　　長　　岡本　全宏
県　歯　会　長　　大塚　　禎（昭和63年2月21日逝去）
県歯常務理事　　蝦原　悦郎
代　　議　　員　　中田　嘉之　　村本　　明
全国歯国保組合会議員 小高　章愛
国保審査委員　　新島　　剛
政 連 青 年 部　　小高　章愛
政 連 婦 人 部　　中条佐智子
裁 定 委 員 会　　中田　静嘉
公衆衛生委員会　　鈴木　節雄
学 術 委 員 会　　佐川　徹三
医療管理委員会　　小林　幹夫
税 務 委 員 会　　梅沢　富嶽
補助者委員会　　田辺　　章
保 険 委 員 会　　新島　　剛
学校歯科委員会　　菊地　　均
選挙管理委員会　　福島　　茂
広 報 編 集 室　　村本　　明
広報モニター　　佐川　徹三
肢体不自由児診療実行委員会

中条佐智子（副委員長）
金子　智英　　小高　章愛
越路　昭夫　　蝦原　公子
川島　仁一　　村本　　明
斉須わか子　　小林　幹夫
佐川　徹三　　鈴木　節雄

昭和63年4月
支　　部　　長　　岡本　全宏
県　歯　会　長　　槇石　武則
県歯常務理事　　蝦原　悦郎
代　　議　　員　　中田　嘉之　　菊地　　香
予 備 代 議 員　　瓦井　昭二　　田辺　　章
全国歯国保組合栃木支部 小高　章愛（予備議員）
国 保 審 査 員　　新島　　剛
政 連 青 年 部　　佐川　徹三　　菊地　　均
政 連 婦 人 部　　高崎　道子　　中条佐智子
裁 定 委 員 会　　新島　　剛
公衆衛生委員会　　川島　仁一
学 術 委 員 会　　新島　康夫
医療管理委員会　　木村　立男
税 務 委 員 会　　梅沢　富嶽
補助者教育委員会 石崎　　誠
保 険 委 員 会　　岡本　全宏
学校歯科委員会　　越路　昭夫
産業歯科衛生委員会 福島　隆夫
広 報 編 集 室　　村本　　明
広報モニター　　佐川　徹三
企 画 調 査 室　　小高　章愛
診療所実行小委員会 中条佐智子　　菊地　　香

瓦井　昭二
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平成3年4月
支　　部　　長　　岡本　全宏
県　歯　会　長　　槇石　武則
県歯常務理事　　蝦原　悦郎
県　歯　理　事　　小高　章愛
代　　議　　員　　瓦井　昭二　　田辺　　章
予 備 代 議 員　　佐川　徹三　　鈴木　節雄
全国歯国保組合栃木支部 岡本　全宏
社 保 審 査 員　　村本　　明
国 保 審 査 員　　岡本　全宏
政 連 青 年 部　　佐川　徹三　　菊地　　均
政 連 婦 人 部　　高崎　道子　　中条佐智子
裁 定 委 員 会　　新島　　剛
公衆衛生委員会　　川島　仁一
学 術 委 員 会　　新島　康夫
医療管理委員会　　木村　立男
税 務 委 員 会　　梅沢　富嶽
補助者教育委員会 石崎　　誠
保 険 委 員 会　　岡本　全宏
学校歯科委員会　　越路　昭夫
産業歯科衛生委員会 福島　隆夫
選挙管理委員会　　福田　利示
広 報 編 集 室　　村本　　明
広報モニター　　菊地　　均
企 画 調 査 室　　佐川　徹三
診療所実行小委員会 中条佐智子　　菊地　　香

瓦井　昭二

平成6年4月
支　　部　　長　　岡本　全宏
県　歯　会　長　　槇石　武則
県 歯 副 会 長　　蝦原　悦郎
県　歯　理　事　　小高　章愛（平成7年3月31日まで）
代　　議　　員　　菊地　　香　　鈴木　節雄
予 備 代 議 員　　菊地　　均　　狐塚　行弘
全国歯国保組合栃木支部 岡本　全宏（運営委員）
社 保 審 査 員　　村本　　明
国 保 審 査 員　　岡本　全宏
政 連 青 年 部　　佐川　徹三（部長）

菊地　　均
政 連 婦 人 部　　高崎　道子　　中条佐智子
裁 定 委 員 会　　新島　　剛
公衆衛生委員会　　川島　仁一
学 術 委 員 会　　小川　哲弥
医療管理委員会　　木村　立男
税 務 委 員 会　　梅沢　富嶽
補助者教育委員会 相馬　英人
保 険 委 員 会　　岡本　全宏
学校歯科委員会　　越路　昭夫
産業歯科衛生委員会 福島　隆夫（副委員長）
選挙管理委員会　　福田　利示
広 報 編 集 室　　村本　　明
広報モニター　　大貫　真裕
企 画 調 査 室　　佐川　徹三
診療所実行小委員会 中条佐智子　　田代　高志

狐塚　行弘
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平成9年4月
支　　部　　長　　瓦井　昭二
県　歯　会　長　　新井　　武
代　　議　　員　　菊地　　均　　田辺　　章
予 備 代 議 員　　田代　高志　　石崎　　誠
全国歯国保組合栃木支部 川島　仁一（理事）

瓦井　昭二（運営委員）
社 保 審 査 員　　村本　　明
国 保 審 査 員　　狐塚　行弘
政 連 青 年 部　　佐川　徹三（部長）

菊地　　均
政 連 婦 人 部　　木村佐智子（副部長）

高崎　道子
株式会社T.D.A営業担当 岡本　全宏
裁 定 委 員 会　　畑　　二郎
公衆衛生委員会　　川島　仁一
学 術 委 員 会　　小川　哲弥
医療管理委員会　　金子　　實
税 務 委 員 会　　石沢　隆之
補助者教育委員会 相馬　英人
保 険 委 員 会　　瓦井　昭二　　狐塚　行弘
学校歯科委員会　　越路　昭夫（副委員長）
産業歯科衛生委員会 福島　隆夫（委員長）
選挙管理委員会　　新島　　剛
広 報 編 集 室　　村本　　明
広報モニター　　大貫　真裕
企 画 調 査 室　　佐川　徹三

平成12年4月
支　　部　　長　　瓦井　昭二
県　歯　会　長　　新井　　武
県歯常務理事　　岡本　全宏
代　　議　　員　　菊地　　均　　石崎　　誠
予 備 代 議 員　　田代　高志　　鈴木　裕之
全国歯国保組合栃木支部 川島　仁一（理事）

瓦井　昭二（運営委員）
社保審査委員　　村本　　明
国保審査委員　　狐塚　行弘
政 連 青 年 部　　木村　立男（部長）

田代　高志
政 連 婦 人 部　　木村佐智子　　斉須わか子
K.K T.D.A取締役 岡本　全宏
裁 定 委 員 会　　畑　　二郎
地域保健委員会　　田辺　　章
学 術 委 員 会　　小川　哲弥
医療管理委員会　　福島　隆夫
学校歯科委員会　　越路　昭夫（副委員長）
選挙管理委員会　　新島　　剛
保険研究相談室　　狐塚　行弘　　石崎　　誠
広 報 編 集 室　　村本　　明
広報モニター　　大貫　真裕
企 画 調 査 室　　佐川　徹三
健康センター診療所実行小委員会

田代　高志　　鈴木　裕之
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平成15年4月
支　　部　　長　　瓦井　昭二
県　歯　会　長　　新井　　武
県歯常務理事　　岡本　全宏
県　歯　理　事　　佐川　徹三（平成16年6月～）
代　　議　　員　　菊地　　均　　鈴木　裕之
予 備 代 議 員　　木村　立男　　畑　　健一
全国歯国保組合栃木支部 川島　仁一（常務）

瓦井　昭二（運営委員）
社保審査委員　　佐川　徹三（平成13年6月1日より）
国保審査委員　　狐塚　行弘
政 連 青 年 部　　鈴木　裕之　　畑　　健一
政 連 婦 人 部　　木村佐智子　　斉須わか子
政　連　顧　問　　小林　幹夫
裁 定 委 員 会　　畑　　二郎
地域保健委員会　　金子　　實
学 術 委 員 会　　小川　哲弥
医療管理委員会　　福島　隆夫
学校歯科委員会　　越路　昭夫（委員長）
選挙管理委員会　　新島　　剛
保険研究相談室　　佐川　徹三　　石崎　　誠
広 報 編 集 室　　村本　　明
広報モニター　　鈴木　定幸
企 画 調 査 室　　田代　高志
健康センター診療所実行小委員会

相馬　英人　　大貫　真裕

平成18年4月
支　　部　　長　　佐川　徹三
県　歯　会　長　　新井　　武（平成20年8月5日逝去）
県歯常務理事　　瓦井　昭二
代　　議　　員　　鈴木　裕之　　畑　　健一
予 備 代 議 員　　相馬　英人　　小川　哲弥
全国歯国保組合栃木支部 川島　仁一（常務）

佐川　徹三（運営委員）
社保審査委員　　畑　　健一（平成18年6月1日より）
国保審査委員　　鈴木　裕之
政 連 青 年 部　　田島　雅哉　　駒橋　　武
政 連 婦 人 部　　斉須わか子　　蝦原　公子
政　連　顧　問　　小林　幹夫
県　歯　監　事　　茂呂　　允
裁 定 委 員 会　　茂呂　　允
地域保健委員会　　山本　　浩
学 術 委 員 会　　石沢　隆之
医療管理委員会　　手塚　忠雄
学校歯科委員会　　越路　昭夫（委員長）
選挙管理委員会　　鈴木　節雄
保険研究相談室　　田代　高志　　鈴木　裕之
広 報 編 集 室　　村本　　明
広報モニター　　鈴木　定幸
企 画 調 査 室　　菊地　　均
健康センター診療所実行小委員会

相馬　英人　　大貫　真裕
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平成21年4月
支　　部　　長　　佐川　徹三
県　歯　会　長　　柴田　　勝
県歯常務理事　　瓦井　昭二
代　　議　　員　　相馬　英人　　小川　哲弥
予 備 代 議 員　　福島　隆夫　　鈴木　定幸
全国歯国保組合栃木支部 川島　仁一（常務）

佐川　徹三（運営委員）
社保審査委員　　畑　　健一
国保審査委員　　鈴木　裕之
政 連 青 年 部　　駒橋　　武　　岡本　真利
政 連 婦 人 部　　蝦原　公子　　斉須わか子
政　連　顧　問　　小林　幹夫
県　歯　顧　問　　小林　幹夫
裁 定 委 員 会　　茂呂　　允
地域保健委員会　　手塚　史雄
学 術 委 員 会　　石沢　隆之
医療管理委員会　　手塚　忠雄
学校歯科委員会　　田島　雅哉
選挙管理委員会　　鈴木　節雄
保険研究相談室　　鈴木　裕之　　畑　　健一
広 報 編 集 室　　大貫　真裕
広報モニター　　鈴木　定幸
企 画 調 査 室　　田代　高志
健康センター診療所実行小委員会

茂呂　裕康　　岡本　真利
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旅行の歩み

平成19年京都方面（利久作－重切竹花入） 村本　明　画
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２．旅行の歩み

大正11年

温泉地でのスナップ写真あり

駒橋寅春、新島貫一、岡本榮忠、岸野榮七郎、中条正右衛門、市川政二、大越単

大正14年

５月14日 伊香保、榛名神社　一泊
15日 雨の為館林迂回を中止、前橋で関東工芸展覧会参観

栃木駅着4時

大正15年

４月18日 丸笠氏宅
19日 熱海－無綿浦－十国峠－修善寺泊まり
20日 三保の松原－龍華寺－久能山－藤沢泊まり
21日 片浦江ノ島－鎌倉－長谷大仏－有楽町駅で解散

岡本、市川、青木、中条、金子、駒橋、新島
10月19日 晴れ　am5時半

自動車－宇都宮駅－西那須野－塩原－乃木神社－6時帰宅

昭和２年

４月６日 丸笠氏宅
７日 両国－浜金谷－鋸山－誕生寺－鯛の浦－勝浦泊まり
８日 銚子・犬吠埼－香取神社－佐原－潮来泊
９日 鹿島神社－成田不動尊－丸笠宅－帰宅

昭和３年

４月19日 東山温泉泊まり
20日 白河南湖公園－鹿沼着

昭和４年

４月17日 東武電車－太平山－東武電車－若松楼
駒橋、新島、岡本、青木、中条、金子、新川、安生

旅行の歩み
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２．旅行の歩み

昭和５年

下野中央銀行休業　122円98銭の預金
11月 3分にて今宮町亀山市に売り渡し代金36円50銭入
この為この後約4年間旅行中止

昭和９年

５月20・21日 箱根旅行

昭和11年

５月25日 36型自動車－三依－田島－鶴ヶ城－東山温泉泊
26日 猪苗代湖畔－須賀川ボタン園－黒羽－米田屋（肉屋）

昭和12年

４月7・8日 三原山旅行
駒橋、新島、岡本、中条、金子、新川、茂呂、青木、手塚、岸野　欠席

７月７日 日中戦争始まる
９日 黒羽・花月－那珂川屋形船（鮎狩）日帰り

９月１日 国民総動員令発布

昭和13年

なし

昭和14年

４月25日 中止　旅費返戻
７月８日 国民徴用令公布

昭和15年

６月１日 中止　旅費返戻
９月27日 日独伊三国同盟　

昭和16年

５月12日 中止　旅費返戻
12月８日 太平洋戦争勃発（ハワイ真珠湾攻撃）

昭和17年

10月10日 会費1人　1ヶ月1円
旅行費　1が月2円を廃止し1ヶ月3円会費とする
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２．旅行の歩み

昭和18年

なし

昭和19年

なし

昭和21年

４月14日 金崎花見

昭和26年

９月22日 岩山ピクニック

昭和27年

11月１日 古峰ヶ原ハイキング

昭和29年

５月15・16日 那須旅行　温泉山楽
社保医療講習会

昭和30年

６月25日 鬼怒川温泉ホテル　20名

昭和31年

６月18・19日 春岡荘　21名（丸笠氏を含む）
９月16日 塩原講習会
11月15日 長寿会　塩原温泉明賀屋ホテル　18名（新島貫一、駒橋寅春夫妻、手塚筆四郎、安

生貢）

昭和32年

６月30日・7月1日
川治温泉　22名（丸笠氏を含む）

10月24・25日 鬼怒川学校歯科医大会　19名

昭和33年

５月26日 明生会　日光湯元南摩ホテル　22名
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２．旅行の歩み

昭和34年

６月21・22日 塩原　明賀屋　21名（丸笠氏含む）

昭和35年

３月２日 明生会　鬼怒川　あさや
６月26・27日 川治温泉ホテル　20名

昭和36年

６月25・26日 那須高原ホテル　22名
10月26日 明生会　川治一柳閣　新島貫一、手塚筆四郎、安生貢

昭和37年

７月15・16日 伊香保温泉

昭和38年

６月23・24日 川治温泉ホテル　23名

昭和39年

６月14・15日 塩原温泉　こめやホテル　19名

昭和40年

７月11・12日 若松エコーライン　上の山温泉　23名
８月 明生会

昭和41年

６月18・19日 鬼怒川温泉　星の屋　20名

昭和42年

６月25・26日 那須温泉　那須ホテル　13名
８月26日 明生会　塩原温泉　ホテル松屋　

昭和43年

６月16・17日 塩原温泉ホテル　塩原ガーデン　19名
明生会　川治一柳閣
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２．旅行の歩み

昭和44年

10月10日 春日ホテル
11日 俵屋旅館　大阪歯科医学会を兼ねる

昭和45年

６月28・29日 予定参加者10名のため延期

昭和46年

７月18・19日 鬼怒川あさやホテル　18名

昭和47年

なし
上都賀歯科医師会・鹿沼歯科医師会報ともに欠落

昭和48年

９月22・23日 日本歯科医師会総会
団体旅行　はとバス遊覧

昭和49年

５月13日 鹿沼歯科医師団と上都賀歯科医師会合併
11月24・25日 鬼怒川温泉ホテル

昭和57年度

昭和57年
10月7、8日 支部旅行　鬼怒川　ホテルニュー岡部

昭和58年度

昭和58年
10月５日 支部旅行　於：鬼怒川　ホテルニュー岡部

ゴルフ　於：日光カントリークラブ
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２．旅行の歩み

昭和59年度

支部旅行
日　時）昭和59年12月１日（土）・２日（日）
場　所）山梨方面“山梨ワインの旅”
参加者）17名
＊ストリップ劇場にて　村本　明先生を肩車　大喜び

昭和60年度

支部旅行
日　時）昭和60年10月26日（土）・27日（日）
場　所）長野県戸倉上山田方面バス旅行

26日 軽井沢・27日 横手山
参加者）14名

昭和61年度

支部旅行
日　時）昭和61年12月21日（日）・22日（月）午後6：00
場　所）鬼怒川方面
宿泊地）鬼怒川温泉“あさや八番館”
参加者）30名
来賓者）県歯役員5名、川口助教授

昭和62年度

支部旅行
日　時）昭和62年10月18日（日）・19日（月）午前7：00
場　所）宮城方面バス旅行
参加者）18名

昭和63年度

支部旅行
日　時）昭和63年12月18日（日）・19日（月）午後6：00
場　所）鬼怒川方面
宿泊地）鬼怒川温泉“金谷ホテル”
参加者）会員35名・来賓4名
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２．旅行の歩み

平成元年度

支部旅行
日　時）平成元年11月26日（日）・27日（月）午前7：00出発
場　所）山形方面バス旅行

26日「米沢ミートピア扇」・27日「西川、出羽屋」
宿泊地）天童温泉“滝の湯ホテル”
参加者）16名

平成２年度

支部旅行
日　時）平成2年12月2日（日）・3日（月）午後1：00
場　所）鬼怒川方面
宿泊地）鬼怒川グランドホテル
参加者）27名

平成３年度

支部旅行
日　時）平成3年12月1日（日）・2日（月）午前8：00出発
場　所）新潟方面バス旅行

１日 会津若松・２日 寺泊
夕食「行形亭」

宿泊地）新潟市“ホテルイタリア軒”
参加者）20名

平成４年度

支部旅行
日　時）平成４年11月29日（日）・30日（月）午後4：00
場　所）那須方面
宿泊地）那須温泉“山楽”
参加者）22名

平成５年度

支部旅行
日　時）平成５年11月28日（日）・29日（月）
場　所）群馬方面バス旅行“伊香保温泉”
宿泊地）伊香保温泉“福一”
参加者）22名
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２．旅行の歩み

平成６年度

支部旅行
日　時）平成６年12月４日（日）・５日（月）
場　所）鬼怒川方面
宿泊地）鬼怒川温泉“あさや八番館”
参加者）29名

平成７年度

支部旅行
日　時）平成７年11月26日（日）・27日（月）
場　所）箱根方面バス旅行

昼食　箱根　蕎麦「はつ花」
宿泊地）奥湯河原温泉“山翠楼”
参加者）18名

平成８年度

支部旅行
日　時）平成８年12月１日（日）・２日（月）
場　所）鬼怒川方面
宿泊地）鬼怒川温泉“あさや八番館”
参加者）27名

平成９年度

支部旅行
日　時）平成９年11月30日（日）・12月１日（月）
場　所）新潟方面バス旅行

30日 会津若松・１日 会津若松
夕食　新潟古町「鍋茶屋」

宿泊地）新潟市“ホテルイタリア軒”
参加者）22名

平成10年度

支部旅行
日　時）平成10年11月29日（日）・30日（月）午後6：00
場　所）鬼怒川方面
宿泊地）鬼怒川温泉“ホテル鬼怒川御苑”
参加者）24名
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２．旅行の歩み

平成11年度

支部旅行
日　時）平成11年７月31日（土）・８月１日（日）午後1：30
場　所）東京・横浜バス旅行〔隅田川花火大会をメインとして〕

屋形船：駒形
昼食　横浜中華街「四五六菜館本館」

宿泊地）両国パ－ルホテル
参加者）23名

平成12年度

支部旅行
日　時）平成12年12月３日（日）・４日（月）
場　所）鬼怒川方面
宿泊地）鬼怒川温泉“ホテル鬼怒川御苑”
参加者）20名

平成13年度

歯科医師会旅行
日　時）平成14年２月10日（日）・11日（月）午前7：00出発
場　所）札幌・小樽方面〔札幌雪まつりをメインとして〕

10日「アサヒビール園」・11日「小樽　寿司や通り」
夕食「かにっこ本店」

宿泊地）札幌市“チサンホテル札幌本館”
参加者）21名

平成14年度

歯科医師会旅行
日　時）平成14年12月１日（日）・２日（月）午前8：30集合
場　所）盛岡・秋田方面

１日 盛岡「東家本店（わんこそば）」・２日 前沢「和風れすとらん牛の里」
夕食　郷土懐石「濱野屋」

宿泊地）秋田市“秋田キャッスルホテル”
参加者）18名
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２．旅行の歩み

平成15年度

歯科医師会旅行
日　時）平成15年11月30日（日）・12月1日（月）
場　所）金沢・輪島方面

30日 金沢「見城亭別館兼見御亭」・１日 能登「てらおか風舎」
宿泊地）金沢市　和倉温泉“加賀屋”
参加者）20名

平成16年度

歯科医師会旅行
日　時）平成16年11月28日（日）・29日（月）
場　所）鹿児島・熊本方面

28日 鹿児島市「仙厳園」・29日 熊本市内「天国」（馬肉料理）
夕食「郷土料理さつま路」

宿泊地）鹿児島市“城山観光ホテル”
参加者）18名

平成17年度

歯科医師会旅行
日　時）平成17年11月27日（日）・28日（月）午前5：30出発
場　所）山陽・四国方面

27日 大三島「大山祇神社」・28日 広島「五右衛門」（鉄板焼き）
宿泊地）松山市　道後温泉“大和屋別荘”
参加者）21名

平成18年度

歯科医師会旅行
日　時）平成18年12月３日（日）・４日（月）午前3：45出発
場　所）下関・門司方面

3日 萩市内・4日 下関「春帆楼」（ふくコース）
宿泊地）山口市　湯田温泉“松田屋ホテル”
参加者）22名



平成19年度

歯科医師会旅行
日　時）平成19年12月２日（日）・３日（月）午前5：30集合
場　所）京都方面

２日 聖護院「河道屋」・３日「わらじや」
夕食「御池なかむら」

宿泊地）京都市“アパホテル”
参加者）25名

平成20年度

歯科医師会旅行
日　時）平成20年８月３日（日）・４日（月）午前6：10集合
場　所）青森方面〔青森ねぶた祭り〕

３日 青森市　割烹「柴舟」・４日 十和田湖畔「八甲田ホテル」
宿泊地）青森市“青森プラザホテル・ホテルJALシティ青森”
参加者）22名

448

２．旅行の歩み

平成18年　湯田温泉（勤王志士署名） 平成20年　青森ねぶた祭り

平成21年　出雲大社　大注連縄 村本　明　画



第３章

私と上都賀歯科医師会

 



450

３．私と上都賀歯科医師会

寄　稿

新島　　剛（大正10年１月22日生）
日本歯科医学専門学校　昭和16年卒

昭和16年12月８日、私は日本歯科医専の卒業証書を手にしました。この
日は日本軍が真珠湾を攻撃して米国に宣戦布告をした日だった。３ヶ月繰り
上げ卒業です。翌年、徴兵検査を受けたが終戦まで召集令状は来なかった。
私は日本歯科口腔外
科の研究生となり１
年半経過して昭和
18年８月栃木県歯
科医師会に入会、現
在に至った。最近古
い資料の中に此の文
があったので提出し
ます。長い間歯科医
師会と共に生きて来
た事に最大の感謝を
します。

畑　　二郎（大正13年８月３日生）
東京医学歯学専門学校歯学科　昭和20年卒

私は昭和22年、県歯と御会に入会しました。
戦時中のため東京で疎開、空襲にあい鹿沼に又疎開し、其の内「海軍歯科
医候補生｣として学生の儘、広島賀茂海軍工廠学校に入学しました。原爆空
襲の８時15分丁度、工廠兵の診療を始めようとした時ピカッと閃光が走り
その内、外の丘の間からあの原子雲が、真青な空と真白な湧き上る雲とが今
でも目に灼きついています。２・３日後呉の空襲の救護に行き、住民の女性
の左の太股が２倍位腫れているのを見ました。外部損傷出血もなく何故だか
判りませんでした。それが神戸の阪神淡路大震災の際に、「クラッシュ現象」
として話題になり、呉の女性のあの太股の腫れと合点しました。私事はこれ
位にして支部入会後は、雑用係りとして支部長の代りに何回も県歯に行き、
会合終了後その頃は物が不足で薬品等配給され持帰ったのを憶えています。
入会後は岩山に行き古峰原三枚岩迄と先輩の先生もお元気でした。翻って平
成20年、現在の支部は現役の先生方の活躍は目覚しいものがあり感謝して
おります。老会員として現役の先生はどうか健康に十分注意して下さい、と
お願いしたいと思います。

No.289
栃歯会報
昭和58年
1月10日発行



451

３．私と上都賀歯科医師会

故 鰕原　悦郎（大正14年３月26日生）
日本歯科医学専門学校　昭和23年卒
平成21年３月９日　逝去

大東亜戦争（第二次世界大戦）が終わった年は、昭和20年８月15日終戦
記念日、同年９月２日ポツダム宣言受諾の日でありました。昭和22年５月
25日、終戦後始めての歯科医師国家試験の日でありました。当時は医師国
試と同様５月と10月年２回あった訳です。10年位続いたと思います。現在
は年１回しかない様であります。私は昭和23年５月の第３回国家試験であ
った訳です。その当時は昭和20年２月23日の東京大空襲により東京は全焼
し、医療関係機関は全国的に壊滅状態になり再起不能の状態でした。その間
勿論就職口はなく現在地で開業する決心をし、診療所が出来上る間鹿沼市茂
呂歯科医院に見習い歯科医師として100日程勤務致しました。日本歯科医師
会（上都賀歯科医師会・栃木県歯科医師会）に昭和24年１月１日に入会し
た訳です。当時は現在の上都賀歯科医師会と日光歯科医師会が一緒になって
上都賀歯科医師会となっていました。色々な関係上、上都賀と日光歯科医師
会に別々に分かれて現在に至っております。その経営の中において色々の事
があった訳です。ただ上都賀歯科医師会として特筆すべき事は、公立の小中
高校の校医手当をプール制にした事であります。上都賀の先生方は協力して
小中高校生の学校保健の協力に努力し又、その手当を上都賀歯科医師会の運
営協力に当って一致して努力し現在に至っております。その他こまかい事は
多々ありますがこの辺で筆を収めさせて頂きます。最後に一言老婆心ながら
知育、徳育、最高の教育を受けた集団であります上都賀歯科医師会が、患者
さんの立場にたった良き歯科医療を提供する事を望みます。

高崎　道子（昭和５年２月22日生）
東洋女子歯科医学専門学校　昭和25年卒

上都賀歯科医師会に入会したのが何時かはっきりしませんが、20才で歯
科医になりました私は卒業後、栃木県庁の歯科診療所に３年間、父の手伝い
で家に入りましたのが、昭和28年６月でした。それから55年の現在も上都
賀歯科医師会に加えて頂き、何んのお役にたちませんのに、会長始め、皆様
に暖かくして頂き心より感謝いたします。当時は、会員数も少なく、新年会
など、唯一の宴会場、喜楽さんの調理場わきの座敷に、20人足らずの人数
でした。その中に女性は私だけでした。慣例の親睦旅行も、近隣の温泉地、
岡本英忠先生、駒橋寅春先生、新島貫一先生等々、初代の先生方の懐かしい
お顔が想い出されます。女性一人は困りました。ある年の事、20畳もある
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大部屋に一人厳重に鍵をかけて宿泊した事等、今は女性仲間も増え、楽しく
させて頂き嬉しい限りです。
学校歯科も、昭和32年、茂呂小・池ノ森小に始まり、平成15年まで32校

検診させて頂きました。その他初妊婦教室は、女性と云うことで、昭和52
年より４年間、年６回続けさせて頂いた事も感謝でした。へき地診療も２回
大変だった事を想い出します。３才児検診は、子供の口の中は、虫歯だらけ
の時代でした。今、歯科界は大きく変わり、厳しい時代になりました。
上都賀歯科医師会85年の歴史の中に、小さき者が加えられ育てられた事

を感謝します。何も出来ない後期高齢者の私に、楽しい旅行や藹藹会に出席
するのが私の役目だと、おっしゃって下さった会長はじめ役員の先生方に感
謝して、これからの会の働きが祝されますように祈ります。

中條佐智子（昭和16年６月29日生）
東京歯科大学　昭和42年卒

私の入会した頃（今から40年前）まだ女性歯科医が少なく、先輩は高崎
先生お１人でした。人数も20名程、小さい集団でした。義父正臣をなくし、
学校を出たばかりで、いろいろな事がありました。周囲は一代目二代目の御
曹司で、そうそうたる先輩ばかり、私はお茶くみに徹しました。世間知らず
の私、もまれてあちらこちらにぶつかり、でこぼこの歯科医人生を歩んでま
いりました。我が身の至らぬこととはいえ、保険のきびしい指導、審査、仲
間からのねたみ、中傷などの標的になり苦労いたしました。現在はその頃と
は雲泥の差、種々の組織・運営が透明になり理不尽なことは少ないように思
われます。今になってみれば、諸先生方には迷惑をおかけしたと思います。
これからは、ゆっくり残りの歯科医人生を歩んでゆくつもりです。

金子　智英（昭和19年１月１日生）
日本大学歯学部　昭和43年卒

私は昭和43年に大学を卒業、その２年後45年に父死亡のため卒業後３年
で上都賀歯科医師会に入会した。当時未熟な私は週１回大学の口腔外科へ、
その後東京のスタディ･クラブに入会し臨床の勉強を始めた。私が入会した
頃は常会、総会、新年会ぐらいで今に比べて会の行事があまりなかったこと、
会員数が少なかったこともあり、実にのんびりとしたものであった。手狭な
久保町より上田町に48年５月に移転開業し、本格的に開業医としてのスタ
ートをきった。当時は歯科医師の数が少なく患者様には大変迷惑をかけた。
予約制を導入したもののアポイントも１ヶ月先治療は３分、今考えるとすさ
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まじい状態であった。やがてバブルもはじけると同時期に歯科医師の過剰期
に突入、むずかしい時代へと入っていった。私は４人の子供の学費に追われ
る毎日であった。今年県歯100周年を迎え編纂委員会の調査により、父の開
業年がわかり当院も間もなく創業90周年である事が判明した。現在私の診
療所も金子歯科医院からKANEKO DENTAL OFFICEへ名称を変更し、息子
に院長を譲り三代目へと受け継がれる。当院も10年そこそこで100周年とり
あえずそれを目標とし挑戦の毎日である。

中田　嘉之（昭和19年６月22日生）
東京医科歯科大学歯学部　昭和44年卒

私は上都賀歯科医師会に昭和50年７月に入会しました。当時の思い出は、
常会が毎月埼玉銀行の３階会議室で行われていましたが、同じ時期に入会し
た岡本先生と一緒に、若手としてお茶出しに励みました。菊地貞造支部長の
下で、和気藹藹と活発に意見を交わしながら和やかな楽しい常会でした。５
期10年、支部長を務められた菊地先生が昭和54年３月に勇退され、新島剛
先生が支部長になりました。副支部長は駒橋秀光先生、川島光五郎先生、庶
務理事は手塚正教先生、会計理事は私が担当する事になりました。この時期
新規開業者が続出し、優秀で個性豊かな若手が多数入会し、活気溢れる歯科
医師会になりました。年配の先生方と私たち世代の間に中間的な年齢層の先
生が不在だったため、若手が自由に発言できる雰囲気が出来上がり、これが
良かったか悪かったか判りませんが、県内に例のない新規事業をどんどん展
開できました。全国にも例の無い「校医手当プール制」は画期的な事だと思
っています。私は当時会計を担当していましたので、一挙に10倍に膨らん
だ予算をどの様な款項目で予算書を作成するか、非常に頭を痛めました。楽
しい思い出です。昭和63年に新島支部長が勇退された時私も理事を辞め、
しばらく歯科医師会から離れました。平成18年、佐川徹三先生が上都賀歯
科医師会会長になられた時に役員になって協力する事になりました。
歯科医師会には、まず参加し発言し自分の個性を生かしながら協力してい
けば楽しいまとまりのある素晴らしい家庭的な会になると思っています。
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鰕原　公子（昭和27年７月４日生）
鶴見大学歯学部　昭和52年卒

昭和52年10月上都賀歯科医師会入会です。以来30年余り、ただただお世
話になっております。これからも何とぞ、よろしくお願い申し上げます。

川島　仁一（昭和26年２月６日生）
日本歯科大学　昭和50年卒

上都賀歯科医師会85周年にあたり、歴史を振返り、将来を展望したいと
思います。歴史を振返るに我々の歯科医師会は、いろいろな意味で栃木県に
おいて最もアカデミックな会であったと聞いております。
地域の会として出来る事は限られていると思うが、会員がより良い歯科医
療を実践し、地域医療に貢献できるような環境を整える事が基盤であり、将
来どのような医療状況になろうとも会員のための会員による上都賀歯科医師
会でありたい。

村本　　明（昭和21年４月14日生）
九州歯科大学　昭和47年卒

昭和54年４月、獨協医大口腔外科教室を退局し上都賀支部に入会した。
獨協に在籍中、歯学部問題で県歯科医師会が対応に追われていたということ
は、内部にいたので全然わからなかった。昭和56年から庶務理事を７年間
担当した。同年、県の広報編集室員になった。名取室長、牟田次長にはそれ
以来27年間お世話になっている。支部ではその間、学校医のグループ検診、
その報酬の会費相当プール制の確立に少し尽力した。
県歯科医師会100周年記念の年を迎え、いよいよ上都賀支部も編纂体制に
入った。運よく諸先輩の残してくれた資料が大量に、詳細に保存されていた。
しかし、昔の話を直接聞くには遅すぎていた。
あくまでも鹿沼歯科医師団の記録であって、上都賀歯科医師会に関するも
のは一部でしかない。
会史をまとめてみて、大正ロマン後の世界恐慌を経て世界大戦、そして敗
戦、復興の困難さ、先人達の足跡がひしひしと伝わってきた。１年交代の幹
事の苦労がしのばれる。何故か明治、大正の時代や昭和初期を調べる時が楽
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しかった。残された資料を忠実に再現しようと日記形式にした。同時に社会
情勢、世相、栃木県内のできごとも経時的に書くことにした。しかしこれは、
あくまでも上都賀歯科医師会史のたたき台としてである。これから編纂委員
会で検討していきたいと思っている。このような機会に恵まれ、図書館通い、
資料集め、古書の入手などで２年が経過した。歯科界の昔をふりかえること
は、歯学史を語ることができる程勉強になった。委員会一丸となって完成す
る予定である。

小林　幹夫（昭和29年１月22日生）
日本歯科大学　昭和53年卒

上都賀歯科医師会に入会して早28年が経過しました。まさに光陰矢の如
し、あっという間に過ぎ去ったような気がします。入会以来多くの先輩仲間
の先生には大変御迷惑をおかけしたと思い反省もしています。私は入会後昭
和62年に市議会議員の選挙に立候補、会員の皆様のあたたかい御支持御支
援を頂いてお陰様で市議４期当選する事が出来ました。そして平成15年に
は瓦井先生に後援会長に御就任頂いて栃木県議会議員の選挙に立候補させて
頂き無事当選する事が出来ました。そして現在２期を務めさせて頂いていま
す。この様に私と上都賀歯科医師会とはあらゆる選挙で大変お世話になって
いる関係で会及び会員の皆様方には常々感謝を申し上げる立場にあります。
昭和55年当時と現在を比較すると開業された先生も飛躍的に増加し、大き
くこの会の環境も変化したと思います。国の政策にもよりますが歯科医師の
需給の問題がこれだけ大きく働くとは、当時は想像できませんでした。しか
しこれは現実問題として避けられる状況ではないので、県議会議員として県
や国に対して我々の生きる道を画策していかねばなりません。潜在患者の発
掘など開業当初は考えられませんでしたが、今現在としては我々経営の存続
に大きな問題となっていることは相違無いと考えています。この28年間、
会員の皆様に大変お世話になりました。その何分の一かの恩返しが出来るか
どうか判りませんが、上都賀歯科医師会の発展のため今後とも努力をしてい
かねばならないのが私と上都賀歯科医師会との現在の関係かも知れません。
会の益々の発展と会員皆様の御多幸を心からお祈り申し上げます。
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梅澤　富嶽（昭和21年８月６日生）
日本大学歯学部　昭和47年卒
日本大学大学院歯学研究科　昭和51年修了

上都賀歯科医師会85周年を祝し、当会の庇護の下に開業していられる事
を、感謝しております。

佐川　徹三（昭和28年８月28日生）
日本歯科大学　昭和54年卒

私は高校２年まで漠然とではあったが、新聞記者になると決めていた節が
ある。ある事があって母の一言が引き金になり、理系へ転向し一浪の末歯学
部に入学した訳だが、歯科の事など全くのちんぷんかんぷん。歯科医師会に
入会しても右も左もわからず更に困惑の日々であったのも事実である。むし
ろ会に出る事すら億劫であったような気がする。そんな折、30歳前後の頃で
あったが青年会議所を通じて、ある詩に遭遇した。「一寸無理して出かけて
みよう、きっと素敵な友がいる。一寸無理してやってみよう、きっと新しい
自分が見つけられる。まず出来る事から始めよう、しかしあくまでも若者ら
しく前向きに。さあ上着を脱いで腕をまくって汗をかこう。机の上で考える
のは似合わない」考えてみればこの文言を常に胸に刻んで、四半世紀走り続
けてきたように思う。その間多くの先輩の先生方から薫陶を受け、自分にと
って歯科医師会は正に人生の学校であり、今では心の拠り所であると云って
も過言ではない。現代のような歯科界が困難な状況の時だからこそ、更に結
束を深め次世代に少しでも光明が見い出せるよう最大限の努力をする事が今
を生きる私達の責務ではないか。『順境は人を殺し、逆境は人を生かす』と
も云う。これからもチャレンジャーでありたいし、出来れば「一寸無理して」
の詩のバトンを将来を担う若い先生方に密やかに、かつ虎視眈々と渡したい
ものである。記念誌に寄せて「水、急なれども　月を流さず」の心境で……
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鈴木　節雄（昭和25年８月18日生）
日本歯科大学　昭和51年卒

当歯科医師会85年の節目に会員であった事を嬉しく思うとともに、更な
る発展を期待するものである。振り返ってみると会員になって20余年、で
もあっと言う間のような感じがする。思い出深い事としては、私が調査担当
理事の時行った事業がある。それは、・・ 。新島会長そして岡本会長の時、
刷掃指導ビデオを製作し、さらにその効果を調べることになった。大局的見
地から（平易にいえば美人でテレビ映りが良いから）衛生士会会長の沢田英
子さんが自らモデルになって（感謝、感謝）ビデオを作り、S62、63年度の
６月10月２月中央小並びにみなみ小の２年生、５年生の実地調査を行った。
片手におにぎり片手にハンドル、食事も車の中で取りながら、先生、スタッ
フが学校に駆けつけてくれた。むさ苦しい男性（歯科医師）が連れて来た若
き乙女達（衛生士、助手）は健康美、フェロモン満載で疲労感を吹き飛ばし
てくれた。会場では児童の口腔内を染色し印象、石膏を注ぎプラークの付い
た模型を得た。人いきれと喧騒の中での作業だったが、準備、後片付けはス
タッフ、吉成さんのお陰で完璧であった。調査で得た模型を我々の考案した
分析方法で行い、刷掃ビデオを鑑てブラッシングをやった方が効果のある事
が確かめられ嬉しかった。これらの知見した事を県歯科医学会で６年間　計
8人の先生（相馬、金子、狐塚、石澤、新島（康）、石崎、手塚、畑）が発
表したが、各先生方には苦労を掛け、心身共に大変だったと思う。データの
分析のためにパソコンソフトを作ったり、データから分かりやすい図、表を
作ったり、写真を撮り現像ジアゾしたり、それぞれ得意な分野で各先生が活
躍してくれたお陰で素晴らしい分析結果を得ることができた。発表近くにな
ると夕食の弁当を食べ深夜まで作業をしたのが思い出される。パソコンがま
だ一般的ではなくすべてが手作業であり、今のパソコンを使った発表を見る
と隔世の感がある。データの収集、分析、学会での発表と成功裡に終わるこ
とができたが、これらすべてが先生方の協力の賜物である。プラークの付い
た模型の分析方法の決定、その作業、そしてスライド作りが大変だった。
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瓦井　昭二（昭和28年１月９日生）
東北歯科大学　昭和53年卒

昭和58年４月１日、上都賀歯科医師会に入会して以来、四半世紀余りがまたた
くまに過ぎ去った感があります。昭和60年４月、新島剛会長から会計理事を拝命
し、慣れない会務でしたが、前任の中田嘉之先生をはじめ多くの先輩方のご指導
ご協力をいただき、何とか任を果たすことが出来ました。年間100回をこす出務
があったことなど、大変ではありましたが、今になってはなつかしい思い出です。
その後、昭和63年に岡本全宏先生が会長になられてからは、代議員・国

保審査員・副会長など多くの役職を１期ずつ席の暖まる暇もなく、経験させ
ていただきました。またお酒の機会が多く、午前様の常習で、代行車に乗れ
ば何も言わなくても家にたどり着ける状況でした。
そして平成９年会長に就任させていただき、役職員や会員の皆様のお力添え
の下、３期９年間の任をまっとうすることができました。平成８年に鹿沼市と
調印したお口の人間ドックや在宅寝たきり老人歯科保険事業を軌道にのせるこ
と、介護保険に対する対応、平成15年小林幹夫先生の県議選出馬、歯周疾患検
診の開始など多くのことが思い出されます。また歯科医師会旅行の見直しで、
多くの方が参加されるようになり、個人ではなかなかできない体験をさせてい
ただくことができるようになったことは大変うれしいことでした。
平成18年会長に佐川徹三先生が就かれ、私は栃木県歯科医師会の常務理

事となりました。栃歯と上都賀のパイプ役として今後とも努力していきたい
と思っております。

石闢 誠（昭和32年１月１日生）
城西歯科大学　昭和56年卒

私が上都賀歯科医師会に入会した当時は、ゴルフ等会員の親睦も多く、そ
ういった和やかな雰囲気の中で、諸先生方より、幅広い分野でご指導もあり、
親密な中で行われた会でありました。特に調査委員会において、研究結果等
を栃木県歯科医師会の学会で発表させていただけたことは、良い経験となっ
ております。また上都賀歯科医師会の会計理事及び庶務理事に携わることに
より、会のことについても大変勉強させてもらいました。
いつ何時も変化にとんだ時代ではありますが、最近の社会全体（特に歯科界）
の変化は著しく大変きびしい状況になりつつありますが、上都賀歯科医師会及
び会員がその波に飲まれることなく躍進することを願わずにはいられません。
今後ともどうぞよろしくお願い致します。

寄　稿
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菊地　　均（昭和27年１月24日生）
東北歯科大学　昭和53年卒

上都賀歯科医師会創立85周年記念誌発刊誠におめでとうございます。
昭和53年３月に東北歯科大学を第一期生として卒業後東京歯科大学稲毛

歯科診療所に勤務、昭和58年４月上都賀歯科医師会に入会いたしました。
まだ、当時は歯科医師の立場も地位も現在よりはやりがいのある職業だっ
たとおもうのは衆知のことであり、そのような時代の歯科医師会というのは
対外的にも対内的にも余裕があって皆活気があり楽しい（？）会だったと思
います。しかし、あまり余裕があってか少しその事業拡大にもボランティア
精神があり過ぎて特に入会したての若い会員には負担が重かったと思うのは
私だけではなかったと思います。でもその様な中でも、明治･大正･昭和と激
動の時代を生き抜いてきた大先輩達のその猛烈なパワーと、無駄のない熟練
した英知を教えていただいた時ほのぼのとした暖かい気持になり歯科医師会
という会のすばらしい効果をつくづく感じました。今そう云う自分もこの上
都賀歯科医師会で会を執行する立場でありますが若い会員から先輩の会員の
皆様の意見をよく聴いて会員全員が参加し喜んでもらえる様な事業及び会創
りを通して、歯科界を取り巻く暗いネガティブなイメージを払拭するべく貢
献出来る様頑張って行きたいと最近特に考える様になりました。
結びに、上都賀の歴史に合わせるが如く親と子２代に渡りお世話になった
のも何かの御縁と感謝申し上げますとともに、会員の皆様はもとより上都賀
歯科医師会のさらなる発展を祈念いたします。

斉須わか子（昭和24年１月１日生）
岩手医科大学歯学部　昭和48年卒

宇都宮歯科医師会（７年）から上都賀歯科医師会に移って25年、私の歯
科医師歴35年の大半を上都賀歯科医師会で過ごさせていただきました。少
人数の歯科医師会でしたのでみなさんが手とり、足とりいろいろな事を教え
て下さり、個別指導の時には歯科医師会に入っていてよかったとつくづく思
いました。それにも増して、私が上都賀歯科医師会で一番楽しみにしている
のが年１回行われる支部旅行です。個人ではなかなか行くことのできない研
修場所や、最高の食事処を選んで連れて行って下さり、又、その場所場所で
引き起こるいろいろのハプニングが楽しくて、私は研修旅行の為に上都賀歯
科医師会に入っていると言っても過言ではありません。みなさんについて行
くには自分が健康でなければと思い、幾多のストレスにも負けることなく、
健康に気を使い楽しみながら歯科診療に励んでいる今日このごろです。
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新島　康夫（昭和31年９月25日生）
日本歯科大学　昭和56年卒

上都賀歯科医師会85周年記念、大変おめでとうございます。私と歯科医
師会ということで今回寄稿できること、その機会を与えられましたことは、
大変嬉しく思います。
私と歯科医師会の関わりを思い起こせば、それは物心ついた頃からの事と
思います。
祖父も父も歯科医師であったため、私の幼少時代の旅行の記憶の中には誰
かしら、上都賀歯科医師会の先生方がいらっしゃった思いがあります。
はからずも、その時代、３島と呼ばれ、福島、川島、新島が国産車の自家用
車の奔りのブルーバードを購入し、夏の海水浴、秋の紅葉狩りに、温泉旅行に
連れ立って行っていたように思います。何処か、記憶は定かではありませんが、
或る温泉旅館に泊まり皆で大浴場に入浴していたときに、あまりにはしゃぐ私
に業を煮やしたとある先生が、一言、“あんまり騒ぐとおへそ取っちゃうぞ～”
と言われたことが、しばらくの間、私の殺し文句になっていたように思います。
利二先生だったか、越路大先生か、記憶は定かではありません。
祖父の貫一爺さんが鹿沼で開業したのは大正６年の10月と聞いておりま

す。その後、父、私と、この鹿沼で家業を全う出来るのも、磐石な歯科医師
会があればこそと思います。
私は、父ほどに歯科医師会に貢献できてはおりませんが、４代目の息子達
がお世話になると思いますので、これからも宜しくお願い致します。

福島　隆夫（昭和29年９月４日生）
日本歯科大学　昭和56年卒

私が上都賀歯科医師会に入会したのは昭和59年３月でした。福島歯科医院の
２代目副院長として優雅にデビューを飾るはずが一転、院長が体調を崩して急
遽手術を受ける事になりました。診療と入院先の往復でてんてこ舞、プール制
の意味もよくわからないまま、学校検診の欠席という無茶をお願いしました。
主校医の鈴木節雄先生、新島剛会長をはじめとする会の皆様には大変ご迷惑を
おかけいたしました。温かくフォローしていただき感謝しております。
その後も、充実した活動を続ける会の恩恵を受けるのみで、とても協力的
とはいけない私を庇護してくれた懐の深い諸先輩にめぐまれ、素晴らしい仲
間を得ることができ幸福でした。
同級生の新島（康）、相馬とは家族ぐるみで夏は海水浴に、冬はスキーに

とよく遊びに行きました。いまでも忘れられない楽しい思い出です。

寄　稿
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こんな私が平成18年度から調査委員会の理事になりました。佐川会長、大
貫副会長、前任の相馬先生のご指導、委員の先生方のご協力で「救急時支援シ
ステム作り」に取り組んでいます。救急蘇生の研修会、救急薬品の整備・配布
をおこないました。安心して日常の診療に取り組む助けになれば幸いです。
一方、10年来の趣味である蕎麦打ちを歯科医師会に持ち込むことに成功

し？「藹藹会」で披露・ご賞味いただいています。美味いという皆様の笑顔
が見られる最高の一時です。つながりのいい美味い蕎麦には人と人とを繋げ
る不思議な力があります。「蕎麦すすりあうも他生の縁」会員同士が親睦を
はかり、まとまりのある楽しい上都賀歯科医師会がますます発展してゆきま
す様お手伝いできればと思います。

木村　立男（昭和29年９月４日生）
東北歯科大学　昭和55年卒

私が上都賀歯科医師会に入会してから、今年で25年になる。入会した当時
は第二次オイルショックの真只中にあった。そして現在、日本経済はアメリ
カ合衆国におけるリーマンショックの影響で100年に一度の未曾有（ミゾウ
ユウ＝某大国総理の読み）の不景気の中にある。この不景気に陥る前は、バブ
ルという戦後空前の好景気の時代があったのだ。喉元過ぎれば熱さ忘れるで
はないが、日本人は目の前のことだけを取り上げて大騒ぎしがちで、つくづ
く長期的な展望が必要だと感じる。
このような世の中の変遷の中で、自分自身の25年間はどうだったのだろうか。
昭和59年４月に上都賀歯科医師会に入会し、５月に木村歯科医院を開院、そし
て昭和63年に結婚、平成２年の長女誕生等が大きな節目だったが、その後は大
きな変化も無く今日に至っている。その間、上都賀歯科医師会に於いて、私は医
療管理委員会一筋に関わりを持ちつづけてきた。幸いなことに、歴代会長は私の
勉強嫌いや対外的能力の無さを見事に見抜かれて、最もテキトウと思われる部
署に私を配置された。その上、瓦井会長から佐川会長までの間には、こともあろ
うか理事まで仰せつかったのである。自ら評価するならば、とりあえず迷惑を掛
けない程度の仕事はさせていただいたと自負している。このように歯科医師会
での理事の仕事を除いては、歯科医師としてはとりたてて変化もなく過ごして
来てしまった。
しかし今春は、私の歯科医師生活30年の中で最大の驚きであり、また喜

びかもしれない出来事が起こったのである。なんと長女が歯科大学に入学し
たのだ。何が良くて歯学部を選んだのか？私には全く見当がつかないが、良
くも悪くも同じ道を選択してくれたことに感謝加奈？（かな―娘の名）
同じ職業に従事できることは幸せなことかもしれないが、世の中が変化し
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ようとしている現在、歯科界も変容を遂げなければならない。歯科会の未来
のビジョンをはっきりさせ、整えてから、次世代に受け渡すのが、私たちの
義務ではないかと考える。その変化が、上都賀歯科医師会から始まることを
強く願うばかりだ。今こそ「イエス・ウィ・キャン」なのではないだろうか。

田代　高志（昭和33年５月27日生）
日本歯科大学　昭和58年卒

昭和60年５月13日に開業し、本年（平成20年）で早23年になります。開
業した年に長女が誕生しましたので【開業年数＝長女の年齢】になります。
大学卒業後、東京医科歯科大学第1口腔外科の医局に入局し医局員生活（無
給）と２ヶ所のバイトで忙しい日々を送っておりました。もう少し東京で生
活をするつもりでしたが、地元に良い物件があるとの事で急遽開業する運び
となりました。父はサラリーマンでしたので一代目であり、毎日が分からな
い事だらけ初めての事だらけの連続でした。自分の治療に自信が持てずとて
も不安でしたので、開業してから数年間は殆ど毎週研修会に出掛けて勉強し
ておりました。勿論、上都賀歯科医師会主催の学術研修会にも参加させて頂
いて、高名な先生の講演を無料で聴け、懇親会でも親しく御教授を賜り大変
感謝いたしております。
歯科医師会と言えば、支部旅行も楽しい思い出でした。入会してすぐ旅行
幹事を任命され、鈴木節雄先生と戸倉上山田温泉方面の旅行の企画をさせて
頂きました。まさか卒業してから宴会で春歌や○○踊りを披露する羽目にな
るとは思ってもいませんでしたが・・・（笑）。
上都賀歯科医師会の先生方はとても良い方ばかりで公私共に大変世話にな
っております。
これからも皆で仲良く上都賀歯科医師会の一員としてご協力できればと考
えております。
最後に上都賀歯科医師会の益々の御発展を御祈念申し上げます。

寄　稿
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相馬　英人（昭和31年４月10日生）
東北歯科大学　昭和56年卒

私は昭和56年東北歯科大学（現在の奥羽大学）を卒業しました。その後
同大学保存科に４年間在籍し昭和60年７月鹿沼市日吉町（自宅の近く）に
開業しました。開業した当時一番印象に残っていることは、日航ジャンボ機
の墜落事故です。開業してまもないこともあり、患者さんは少なく日航機事
故のニュースをテレビに釘付けになって見ていたことを覚えています。もう
一つ印象に残っていることは歯科治療の大変なことです。開業はしたものの
こんな仕事を一生やっていくのかと思うと、ぞっと

・ ・ ・
し、一日でも早く年をと

って仕事から解放されたいと思ったことを覚えています。また同時に休日の
大切さ、貴重さをつくづく感じました。休日の夕方になるとまた明日から仕
事が始まると思うと悲しくなったことを覚えています。
無我夢中で10年がたち、あと10年がたてば少し楽できるかと思って20年

がたちました、があまりかわりません。なんとか病気もせず生活してきまし
た。ありがたいことです。その間に診療室の電気製品は次々にこわれました。
床や壁もいたんで修理をするようになりました。体は50才をこしたころか
ら目が悪くなり、がんばり、ねばりもなくなってガタ

・ ・
がでてきました。いつ

になったら楽できるのかわかりません。
開業して24年の月日がたちました。長いようで短く、ただただ突っ走っ

てきたようです。幸い友人にも恵まれ、同級生である福島先生、新島先生に
は大変お世話になりました。これからもお世話になろうと思います。よろし
くお願いします。
今の歯科界は無理して無理して仕事をしないと生活できないような状態に
なっていると思います。
趣味の鮎釣りでは田辺大先生に、そば打ちでは福島大先生に大変お世話に
なりたのしく遊ばせてもらっています。感謝、感謝です。最後に思うことは
健康で仕事ができることがどれだけ恵まれていることか、大切なことか肝に
銘じてこれからも診療に従事していこうと思います。少しは社会の役に立つ
ようにと思いながら。
みんなありがとうございます。これからもよろしくお願いします。
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石澤　隆之（昭和35年６月15日生）
日本大学松戸歯学部　昭和60年卒

上都賀歯科医師会に入会して22年になる。入会以来今日まで各種委員会の
活動、口腔衛生啓蒙普及、健診・講話・健康教育、休日急患歯科診療、介護
保険事業等に従事してきた。これらの活動の中で特に印象に残っているのは、
1988年～1994年に行われた「給食後の刷掃指導用ビデオの効果についての
調査」に関する研究発表（第１報～第８報）である。担当役員の指導のもと
調査委員会の委員が小学校でのデータ収集、データの分析、学会発表の準備
を一丸となって行い、栃木県歯科医学会の発表で成功を収め学会誌に功績を
残すことができた。学術団体としての真価が発揮できた事業であったと思わ
れる。また、最近恒例となっている全国味めぐりといえる支部旅行は、各地
の名跡を可能な限り見て回る充実した企画である。毎回最高の料理と酒を堪
能でき、次回も出席しようという意欲が掻き立てられ十二分に満足すること
が出来る。毎年春に行われる学校歯科検診は、断然田舎の学校の担当がいい。
草木が芽吹くこの時期ののどかな田園風景は、すばらしい色彩を呈し心を和
ませてくれる。他にもさまざまな歯科医師会の活動にかかわり地域社会との
繋がりを保つことができた。さらなる上都賀歯科医師会の発展を期待する。

金子　　實（昭和29年５月16日生）
東北歯科大学　昭和55年卒

私が上都賀歯科医師会に入会して20年になります。入会後間もなく、会で制
作した刷掃用ビデオの効果を調査する委員会に参加しました。岡本全宏先生、
菊地香先生指導のもと、調査研究は県歯の歯科医学会に複数回発表しました。
調査は刷掃効果をどのように表記するか、歯垢染色剤と石コウとの組み合わせ
方等、基礎研究から始め、小学校での実施調査へと移行しました。完成したば
かりの福祉会館の上都賀専用の部屋に大学の理工学講座から借用した測定器具
を持ち込み、学生時代の実習を再現するような基礎実習を開始しました。調査
研究が進行するに従い、長テーブルだけだった部屋に接写台や資料整理棚が設
置されました。また、調査の分析には田代先生が独自で統計処理ソフトをプロ
グラミングしてくださり、自作のコンピューターを会に持参してくれました。
おかげさまで調査の分析は短期間で行うことができました。研究発表用の青焼
スライドは、会館のトイレの一室でアンモニアにむせながらジアゾ化。
初会の予演会には多数の先生が出席くださり、活発に意見を述べてくださ

いました。このとき同時に中田先生が長年にわたる小学校におけるフッ化物
応用の効果研究を発表されました。入会間もない私にとって上都賀歯科医師

寄　稿
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会の先生方の地域医療に対する取り込みや業績を初めて知る機会を得ました。
特に岡本全宏先生は地域歯科医療の役割りをいかに発展させ実行して行くか、
いつも熱く語ってくださいました。先生との突然のお別れは残念でなりませ
ん。岡本全宏先生の業績と歯科医師会への献身に改めて敬意を表します。

小川　哲弥（昭和32年９月29日生）
鶴見大学歯学部　昭和58年卒

入会から22年いろいろと愉快でした。
入会直後はネクタイ着用が何時なのか、どこで敬語を使うのか、さながら
浅野匠の守の様でした。支部旅行の幹事を10年連続で担当しましたが、右
も左も解らず先輩理事会員の先生方には随分とご迷惑をかけました。
入会して３年目でバブル崩壊がありました、保険点数も下降が続き今後良
くなるとも思えませんでした。1997年頃から金融危機は一段と進行、この
10年で徐々に経営は悪化し、私の学位取得や長女の歯科大入学もあり、悪
いなりに落ち着いてきましたが更に世紀の世界大恐慌だそうで経営手腕の見
せ所でしょう。
衛生福祉大学校の臨床実習所を10年以上、学生さんに質問攻めにあった

のが母校にご教授願うきっかけで歯学博士になりました。県歯科医師会の学
術委員を10年以上他の支部の先生方のご指導を受けられるようになりまし
た。上都賀歯科医師会の学術担当理事を２年更に難しい人付き合いを教えて
いただいております。
小さな歪みがあっても時間の経過の中で良識と道義が支配する世界と感じ
ております。会は私に社会を認識させ、柔らかな人間関係を思考させてくれ
る貴重な組織です。人は入り来たり出で去りそこに集う顔は変わりますが歯
科医師会は何時までも地道に前進することを希望します、私も少しずつ付い
て行こうと思います。

山本　　浩（昭和34年５月10日生）
鶴見大学歯学部　昭和59年卒

上都賀歯科医師会創立85周年、おめでとうございます。私は1988年に入
会、開業しましたので、2008年でちょうど20年が経ちました。会員の皆様
のお陰を持ちまして、現在まで無事に仕事に従事できた事をありがたく思っ
ています。これからも、明るい将来に向け、地域社会に貢献していきたいと
思いますので、よろしくお願い致します。
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駒橋　一永（昭和28年10月９日生）
神奈川歯科大学　昭和54年卒

私が上都賀歯科医師会に入会したのは昭和63年の事です。山本先生が同
期です。入会したときは父秀光も健在なころでした。そのころの上都賀歯科
医師会での思い出は、なんといっても、学童児の口腔清掃効率をいかに良く
するかを上都賀歯科医師会会員全員が努力していた時と言うことです。会員
全員で、小学校の昼休み時間に、バケツやビニール袋、アルジネートの缶を
持って「よっこらしょ」などと言いながら小学校に向かい、みんながニコニ
コしながら子供たちの歯に赤い染色液を塗ったり、歯形を取ったりして、な
んだか楽しくデータ集めをした記憶がよみがえってきます。給食食べた後な
ので、気分が悪くなる子もいて大変でしたが、皆でやったなと云う感覚がい
までも残っています。そして考え深いのは、現在私の子供がそのときの資料
をもとに作った上都賀歯科医師会統一刷掃ビデオを見ながらハブラシをして
いる事を聞くにつれ、やって良かったと思う今日この頃です。また、その頃
の思い出として一番驚き懐かしいことは、勉強会の後、１次会２次会が終了
した午前０時過ぎにお腹がすいたということで宇都宮までラーメンを皆で食
べにゆき、そして鹿沼にもどり、さらに３次会に突入できる元気が皆にあっ
たことです。皆、若くパワーがありました。そのパワーを力に全国初の歯科
ドックシステムを作り上げたことは、上都賀歯科医師会の誇りにしていいと
思います。よって、もっと鹿沼市民の歯科ドックに対する価値観を植えつけ
る努力をしたいと思っています。そして、２歳児教室も他支部に先駆けて行
った事業です。近年、あらためて三つ子の魂百までと言われますが、２歳児
教室の事業を行っている上都賀歯科医師会は先進性がある歯科医師会だと言
えます。まだまだありますが、これからも永遠に会員一致団結して頑張りま
しょう。

鈴木　裕之（昭和36年９月17日生）
昭和大学歯学部　昭和61年卒

そもそも鈴木家での歯科医師のルーツは父方の曾祖母の言葉からでした。
以前から歯で苦労していた曾祖母は、家族の中で誰か歯科医師になって歯で
悩んでいる人を助けて欲しいと常々言っていました。
最初に歯科医師になったのは、父の叔父（曾祖母の末の息子）と曾祖母の
長女の息子でした。父も祖父が東京で仕事をしていたことと、歯科医師にな
った大叔父の影響もあり、香川県から東京医学歯学専門学校を出て、歯科医
師となりました。現在では曾祖母の願いが、親戚の中で医師、歯科医師が
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10名以上という形で実を結んでいます。
父は東京医学歯学専門学校を卒業後、千葉県での勤務医を経て、縁あって
日光精銅所病院（当時）に勤務し、その後昭和37年に日光市清滝に開業し、
上都賀歯科医師会に入会しました。その後昭和51年に現在開業の鹿沼市に
移りましたが、父は昭和54年に急逝し、鹿沼での診療はわずか３年半ほど
でした。しかし、私が診療をしていると、いまだに父の診療当時のことを話
される患者さんも多く、直接父から歯科診療の話は聞けませんでしたが、患
者さんを通して間接的に父と話をしている気がします。父が亡くなった当時、
上都賀歯科医師会の先生方に、いろいろとご心配、ご協力戴きました。個人
では難しいことも、歯科医師会があってこそできることもあり、感謝してい
ます。平成元年に父の跡を継ぎ開院して以来、私も歯科医師会に入会し、や
って参りました。自医院での診療だけではなく、公の場での公衆衛生活動、
社会貢献が出来るのも歯科医師会員ならではのことと思います。現在、上都
賀歯科医師会の理事にも就かせて戴き、少しでも当時の恩返しをするべく微
力ながら歯科医師会の仕事をさせていただいています。

田島　雅哉（昭和36年５月15日生）
東北歯科大学　昭和63年卒

私が上都賀歯科医師会に入会したのは、平成２年からです。歯科大学を卒
業をして、社会人としては、まだかけ出しの人間でした。そんな時、私の諸
先輩方の奨めもあり、会に入会させていただきました。
入会して、さまざまな事を教わりました。中でも、両親と離れて暮してい
る私に、大人ではなく、社会人としての考え方やあり方、社会のしくみ、社
会への貢献や奉仕の考え方などを教わったことは、私の人生の上でも大変助
かりとても感謝するところであります。
また、先ごろより、上都賀歯科医師会歴史編纂事業に及ばずながら、参加
させていただいておりますが、先代のいない私にとって、会の成り立ちや、
動きなど、多少知ることができまして、あらためて、諸先輩方の多くの努力
と熱意によって、会の歴史が作り上げられているのだと、感動している所で
す。中には、嘲笑させられる内容の話も聞かせていただきながら、会の歴史
を興味深く参加させていただいております。
これからの歴史は、私たちの歴史でありますが、諸先輩方の作っていただ
いた歴史に恥じないようにしなければならないと思います。
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畑　　健一（昭和33年９月12日生）
鹿児島大学歯学部　昭和60年卒

平成２年に上都賀歯科医師会に入会してから18年が過ぎました。その間
歯科医師会を通じて様々な経験をさせていただきました。栃歯医学会での発
表、市民健康講座での講演、衛福大での講義などは人前で話すことが苦手な
私としては（回避したい、早く辞めたい）と思っていましたが、終わってみ
ると貴重な経験の機会を与えていただいたと思っております。
また歯科医師会では１.６・３才児検診、歯周病検診等行政と連携し様々

な事業を行っています。ＷＨＯは、地域に開業する歯科医は日常の診療の他
に地域の公衆衛生向上のために積極的に行政と関わり努力しなければならな
いと謳っています。この地域の開業医としての責務を果たすためには一個人
では不可能に近く、歯科医師会に入っているからこそ可能になると思います。
さて堅苦しい話はさておき、会には様々な趣味や特技？をもつ先生方がい
らっしゃいます。福島、相馬先生のそば打ちはプロ顔負けの腕前で時々食べ
させていただき感謝しております。また佐川会長は、全国津々浦々和洋中ス
ウィーツとそのジャンルを問わずその博識はグルメ本を出版できるのではと
思うほどです。また相馬、田辺先生の釣り、田代先生のパソコン、木村先生
の津軽三味線、茂呂先生のさつきなど演奏やお話を聞かせていただくのがと
ても楽しみです。
今後も会員の皆様と共に歩んで参りたいと思います。よろしくお願いいた
します。

畑　　和美（昭和37年12月29日生）
鹿児島大学歯学部　昭和62年卒

縁があり当地に住むようになり、上都賀歯科医師会に入会させていただき
早くも20年近くたちました。知り合いのいない私に、結婚式にご出席いた
だきました駒橋･村本大先生はじめ、会員の先生方からいろいろと心のこも
ったお声をかけていただき、大変心強く感じてました。また、ボウリング大
会などの行事を通じ、奥様方とも親しくなり、子どものこと、学校のことな
どいろいろ相談に乗っていただいたり、最近ではコンサートやランチも楽し
むようになっています。
数年の支部旅行では、旅先に鹿児島を選んでいただきました。残念ながら
私は参加できませんでしたが、「いいところだったよ」とお褒めの言葉をい
ただき、とても嬉しく思いました。
現在、夫が会計の仕事をしており、そのサポートをしています。パソコン
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の前に座りながら、役員はじめ会の先生方のハードな仕事ぶりを感じていま
す。以前洋品店経営者から「自分たちはライバルである同業者とは、親しく
付き合うことはあまりないが、何故歯医者さんは歯科医師会などで仲良くす
るの？」と聞かれたことがあります。私なりの答えは「歯科医療は営利だけ
が目的ではないから」です。個人経営者として、ややもすれば孤独になりが
ちな個々人が集うことにより、切磋琢磨して医療のレベル向上を図り、また
行政と連携することで健康増進の大きな動きを起こすことができます。
上都賀歯科医師会の益々の発展をご祈念いたします。今後ともよろしくお
願いします。

大貫　真裕（昭和32年７月13日生）
日本大学歯学部　昭和57年卒

私は、鹿沼市下材木町で生まれ、中央小･西中･宇高を経て、日本大学歯学
部を昭和57年に卒業しました。卒業後は、鹿沼市の茂呂歯科医院に勤務さ
せて頂きました。大学の大先輩である茂呂允先生･茂呂周先生・茂呂兀先生
をはじめ先輩の先生方から、社会人として歯科医師としてのＡＢＣ、基礎を
教えて頂きました。茂呂歯科医院には８年半お世話になりましたが、その間、
宇都宮の茂呂歯科医院や、栗山･湯西川の診療所にも行かせて頂き、大変貴
重な経験をさせて頂きました。
その後、小山の若菜孝夫先生のワカナ歯科第二診療所に勤務させて頂きま
した。開業前の一年足らずの短い期間でしたが、様々な勉強をさせて頂きま
した。
平成３年９月11日に、鹿沼市万町（鹿沼高校前）にて大貫歯科医院を開

業し、上都賀歯科医師会にも入会させて頂きました。当時、上都賀歯科医師
会会長は故岡本全宏先生で、私は、入会間もない平成６年より、公衆衛生担
当理事・栃歯会報モニターの大役を任されました。何もわからない私に、前
任の公衆衛生担当理事の田辺章先生をはじめ、先輩の先生方が本当によく御
指導して下さいました。“日本初”の歯科ドック（お口の人間ドック）を開
始する際には、会員の先生方には大変な御協力を頂きました。上都賀歯科医
師会は、瓦井昭二会長、佐川徹三会長となりましたが、「和の精神」が第一
であることに変わりありません。
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藤榮　喃次（昭和27年３月26日生）
日本歯科大学新潟歯学部　昭和55年卒

上都賀歯科医師会85周年、おめでとうございます。今から85年前という
と関東大震災の頃にあたります。その後日本は、大変な道のりをたどってき
ました。それらに照らし合せますと、85年という歳月は、圧倒されるほど
の重みがあります。地道な活動を続けていらした先達と、それを引き継がれ
ました役員の先生方のご苦労、そして、常に途切れることのない前向きな意
志に思いをはせますと、深く感謝の気持ちがわいてきます。
私が歯科医師会の活動で毎年かかわるのは、学校歯科検診ですので、そこ
に焦点を当てて述べさせていただこうと思います。ここ数年強く感じるのは、
ケアという点で同学年でも個人差が激しいということです。このことは多く
の先生方もお感じになっていることではないでしょうか。個人の背景が、多
様化してきていることと関係があるのでしょうか。歯科検診は本来、児童生
徒の底上げの一環として始められたことだと思うのですが。いつの間にか
『学校で虫歯の通知をもらってこなければ、歯に問題はない。』という本来の
意図するものとは少しずれた認識が、一部で浸透している様な気がします。
学校検診の結果を一つの目安としていただくのは構わないと思うのですが、
学校検診だけですべてをすませることには、限界があるのではと思います。
本来ならば、お祝いと感謝をこめて、明るい文章がふさわしいのでしょう。
原油・小麦の上昇、アメリカのサブプライムローン、次の世代の先生方はこ
の時代をどのように位置付け、何を思われるのでしょうか。

本島　栄人（昭和34年４月29日生）
日本大学歯学部　昭和62年卒

私は平成４年１月に上都賀歯科医師会へ入会させていただいて、16年程
になります。入会当時は、会員数は47～48名と記憶しております。今では、
57名と10名増えて、会員数も増加傾向となっている様です。調査委員会と
公衆衛生委員会の２つに所属させていただいておりますが、最近あまり出席
しておらず、誠に申し訳なく思っています。できるだけ出席しなければと思
っております。
上都賀歯科医師会は、他の歯科医師会と比べて活動も多く、積極的に地域
医療に貢献していてすばらしいことだと思っています。
上都賀歯科医師会にとどまらず、日本歯科医師会にもお願いしたい事は、

今の歯科界は今までにない大変な苦境にさらされつつあります。この状態を
何とか打破すべく、明るい将来がみえる歯科界になって欲しいと思います。
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岸野　昌彦（昭和42年６月２日生）
日本大学歯学部　平成４年卒

当歯科医院は私で三代目となり、上都賀歯科医師会には祖父の代より長き
にわたりお世話になっています。
すでに設立より85年もの年月、我々歯科医師はもとより、当鹿沼地区周

辺の歯科医療体制を支えている上都賀歯科医師会には常日ごろより感謝して
いる次第です。
私が入会させていただいたのは、まだ30才前の歯科医師になりたての頃

でしたので、ただがむしゃらに毎日の診療をこなしているだけでしたが、今
年ですでに40才の（不惑）の年代となり、しかし、年をとるにつれ、毎日
の診療の中で患者さん全てに歯科を十分理解していただき、さらに（治療を
しなければならない状態には追い込まれない事・治療しさえすればいいと楽
観的に考えず、予防が全てと考えて、極力治療を受けずに一生やっていく）
という所まで理解していただくことの難しさをいやという程痛感しています
が、最近では上都賀歯科医師会の地域への積極的な歯科知識の普及への努
力・取組のおかげで、徐々にではありますがそのような考え方が当院へ来院
される患者さんにも広まりつつあると、日頃の患者さんとの会話の中からも
感じられる様になってきました。感謝です。
この後は百周年という事になると思いますが、その頃には自分も60才ち

ょい前。お互いがんばっていきましょうという気持ちです。

鈴木　定幸（昭和41年５月12日生）
日本歯科大学　平成３年卒

私が上都賀歯科医師会に入会して早12年が過ぎた。これまで平穏に診療
をして来られたのも諸先生方のご指導のお蔭と感謝している。
振り返ると、ある時までの私は「研鑽を重ね最善の診療を行う事」のみが
歯科医師の唯一の責務と考えていた。そんな私に‘歯科医師会’の意義を目
覚めさせてくれたある先生のお話（酒席であったのだろう、肝心の先生が誰
なのか覚えていないが…）がある。「歯科医師法　第１条に『歯科医師は、
歯科医療及び保険指導を掌ることによって、公衆衛生の向上及び増進に寄与
し、もって国民の健康な生活を確保するものとする』とあるように、診療を
行うだけでは半分、公衆衛生活動を行ってこそ一人前の歯科医師である。し
かし、公衆衛生活動は一人では難しい。そのために歯科医師会として皆で活
動するのだ。」という主旨であった。歯科医師の責務に対する回答として、
まさに正鵠を得たこのお話に接したことで私の意識は変わった。
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確かに「最善の診療」は我々の第一の目標であり責務である。しかし「患
者を治す」ことと同じく、或いはそれ以上に大切なのは「患者を作らない」
ことであるのは言うまでもない。そして「（口腔）衛生」の概念がなければ、
いかなる治療も意味を成さない。口腔衛生の認識・知識を広く普及させるた
め、そして歯科医療の恩恵をすべての国民に行き渡らせる社会システムを構
築するための「歯科医師会」。甚だ微力な私ではあるが、会員の皆様と力を
合わせることで、歯科医師の責務を全う出来ればと考えている。

手塚　史雄（昭和40年11月28日生）
鶴見大学歯学部　平成２年卒

私は上都賀歯科医師会史編纂に携わらせていただいて、85年の歴史の中で
さまざまな出来事があったことを思い知り、85周年記念誌が大変充実した歴
史書になるだろうと強く感じました。私の父や祖父も歯科医師会に係ってお
りました。私が子供の頃、父が熱く歯科医師会について話をしていたことを
思い起こしますが、今では父の他界により歯科界についての話を聞くことが
できず、とても残念に感じています。父の話の記憶の一つに思い出すのは
「これから歯科の収入はサラリーマンより少し良い程度になる」と話してい
たことです。歯科の未来について、父の時代から問題視してきたのだ、厳し
くなっていく現代を想像していたのだろうと思いました。歯科医は生涯にわ
たり研修をし、人を診るという社会貢献をし、時にはリスクを負うこともあ
る仕事ですから経済的に余裕が無ければならないと考えますが、その代わり
社会は歯科が逸脱した行為をした時手厳しい反応をとるだろうと思います。
これから将来、医療の知識を高め、地域や医科との連携などがますます広
がりを持っていくことが必要になってくるのだと思います。
最後に上都賀歯科医師会において、診療時間などを削って歯科医師会の仕
事をしてくださっている先生方のご尽力には、大変感謝しております。

駒橋　　武（昭和39年12月３日生）
鶴見大学歯学部　平成元年卒

平成９（1997）年９月から、鹿沼病院附属歯科クリニックを立ち上げて
11年が経過しました。従って上都賀歯科医師会にお世話になってから同じ
月日が経過したということになります。
一昔前からお世話になっている上都賀歯科医師会の事業の中でも順番制の
学校医制度はナンバー１ではないでしょうか？はじめは多少面倒に感じるこ
ともありましたが、地域の小学生から高校生までの口腔内をあれだけ一度に

寄　稿
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診る機会はこの時しかありません。患者様に説明をする際にも、学校検診の
結果をふまえてのお話ができるので非常に説得力があります。
今年から粟野第２小学校の学校医になりましたが、とにかく自然が美しく、
そこに佇んでいる校舎もまた古風で素晴らしいものです。（生徒さんたちは
新しい校舎のほうがうれしいのかも知れませんが・・・）
このような制度を立案、実施にご尽力下さった全ての先生方に感謝します。
この11年間にお世話になった先生方、ありがとうございます。ご迷惑を

お掛けした先生方、申し訳ありませんでした。私はこんな人間で、これから
もこんな感じで生きていこうかと思ってはおりますが、今後ともご指導ご鞭
撻の程、よろしくお願い申し上げます。

鰕原　治子（昭和56年12月19日生）
鶴見大学歯学部　平成18年卒

今回、上都賀歯科医師会85周年記念誌の発刊に関与できますことをとて
も嬉しく感じております。私は今年度より入会させて頂き、４つの委員会に
所属させて頂いています。まだ数ヶ月ですが、色々な講習会があり、一般歯
科診療についてのみならず、時事問題についての勉強会もあったりと、大学
を離れてからも学ぶ機会を頂けて楽しく在籍させていただいております。思
えば、生前の元気だった頃の祖父は、盛んに色々な会議と言っては出掛けて
いたことを記憶しております。これから何年、何十年とお世話になっていく
ことになるとは思いますが、都合のつく限り参加していきたいです。
「私と上都賀歯科医師会」の付き合いは今年度から始まり、新たに歴史を
刻んでいくことになります。まだまだ卒後数年の若輩者ではありますが、よ
ろしく御指導下さい。
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故 川島光五郎
（大正11年２月10日生）
日本歯科医学専門学校
昭和19年卒
平成20年10月30日逝去

①馬術、カメラ、書道、ゴルフ
②摂生した生活
③1）魚類
2）好き嫌いなし
④特攻隊員の辞世を書にした大作が、鹿児島県
加世田市平和記念館に永久展示され、別の作
品では、毎日賞を受賞した事
⑤真の歯科医療を政府、国民にアピールし、医
療制度改革を望む。

茂呂　　允
（昭和11年４月10日生）
日本大学歯学部
昭和37年卒
同大学院（口腔外科）

①盆栽（特に皐月）と中国鉢等の蒐集
②武道
③1）特になし
2）特になし
④特になし
⑤特になし

茂呂　　周
（昭和14年９月９日生）
日本大学歯学部
昭和39年卒

①盆栽
②よく牛肉を食べること
③1）ビール、ワイン
2）果物
④教授になった事
⑤団結力

故 越路　昭夫
（昭和16年９月19日生）
日本大学歯学部
昭和50年卒
平成21年８月23日逝去

①カメラ、車
②
③1）そば
2）グリンピース
④長男・長女の大学入学と国試の合格

アンケート　 ①趣味　②健康法　③1）好きな食べ物（飲み物）2）嫌いな食べ物（飲み物）
④今までに一番嬉しかった事　⑤歯科医師会に望む事
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菊地　　香
（昭和25年１月25日生）
東京歯科大学
昭和50年卒

①魚釣り、ワイン（ゆっくり香りと味を楽しみたい）
②酒を飲むこと（酒は百薬の長だと思う）
③1）全て（何でもおいしいと思える事は本当に幸せです）
2）特になし
④今までは特になく、これからが楽しみ（絶対
にこれから一番いい時が来ると信じて頑張り
たいと思います。）
⑤子供達に誇れる歯科医師会を今を生きる我々
が力を合わせて構築していきたいと思います。

田辺　　章
（昭和30年３月12日生）
城西歯科大
昭和54年卒

①鮎・山女釣り
②軽度の運動、ストレスを溜めない
③1）魚貝類、甘い物
2）酒類
④長男の誕生
⑤特になし

茂呂　　兀
（昭和16年５月31日生）
日本大学歯学部
昭和43年卒

①盆栽、骨董（ガラクタ集め）
②毎日（１万歩）歩くこと
③1）何でも可、酒
2）豚足は食べられない
④なし
⑤なし

瓦井　紀子
（昭和29年４月９日生）
東北歯科大学
昭和55年卒

①ガーデニング、ピアノ、etc
②友達とランチをし会話をすること
③1）ごはん、日本茶
2）内臓系、焼酎（特にいも）
④夫と出会い結婚出来たこと
⑤次の世代に少しでも光明が見い出せますよう
に頑張って下さい。それと出来ればうちのお
むこさんを探して戴ければ！

①趣味　②健康法　③1）好きな食べ物（飲み物）2）嫌いな食べ物（飲み物）
④今までに一番嬉しかった事　⑤歯科医師会に望む事
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アンケート　 ①趣味　②健康法　③1）好きな食べ物（飲み物）2）嫌いな食べ物（飲み物）
④今までに一番嬉しかった事　⑤歯科医師会に望む事

狐塚　行弘
（昭和32年６月１日生）
新潟大学歯学部
昭和57年卒

①ビリヤード
②快眠快食
③1）魚
2）トマト
④子供の誕生
⑤治療した内容が全て評価される保険制度の実
現を望みます

手塚　忠雄
（昭和37年１月23日生）
鶴見大学歯学部
昭和63年卒

①ゴルフ
②１日１時間歩くこと
③1）すし、肉、野菜、ケーキ
2）うめぼし
④特にない
⑤85周年おめでとうございます。私も早いもので
入会して20年が経ちました。この間、地域医療、
歯科ドック、訪問在宅診療、介護保険など、さま
ざまな事業に参加し、勉強させて頂きました。そ
の一方では、政治不信、年金問題、雇用問題など、
さまざまな事があり歯科界に於いては、社会保険
点数の伸び悩み、後期高齢者問題など暗いことば
かり。その中歯科医師の“プアーワーキング”“歯
医者はもういいよ～”など日常的に聞かれるよう
になりました。これから20年、30年経ち、今の子
供達が歯医者になりたいと思う職業になるよう
に、歯科医師会ともども頑張って歯科界を盛り上
げていかなければならないと思います。

金子　泰英
（昭和46年２月18日生）
日本大学歯学部
平成６年卒

①旅行、テニス、スノーボード
②ジムに行くこと、食事に気をつけること
③1）和食
2）グリーンピース
④沢山ありますが歯科医師になれたこと
⑤派閥、学閥をつくらず協力し合い仲良くやりま
しょう

茂呂　祐康
（昭和43年７月20日生）
日本大学歯学部
平成６年卒
同大学院修了

①車、フィッシング
②フィッシング
③1）からあげ
2）なし
④子供の誕生
⑤なし



茂呂　英運
（昭和44年12月10日生）
奥羽大学歯学部
平成８年卒
同大学院修了

①スキューバダイビング、
モンキー（50ccバイク）蒐集
②あまり思いつかない、
ストレスをためないこと
③1）ステーキ、肉一般
2）酢物
④大学院卒業の時、父親に“ごくろうさん”と
いわれた事
⑤今みたく、和気藹藹とやりたいです

岡本　真利
（昭和50年３月25日生）
奥羽大学歯学部
平成11年卒

①茶、スポーツ全般
②禁煙
③1）魚
2）メロン（アレルギー）とスイカ
④家庭をもったこと

齋藤　由昭
（昭和48年11月13日生）
日本歯科大学新潟歯学部
平成10年卒

①ゴルフ
②腹八分目
③1）魚料理
2）特になし
④小さな事でも努力が実った時は、いつも嬉し
いですね
⑤地域社会に貢献できるようがんばって下さい

村本　　創
（昭和49年１月25日生）
神奈川歯科大学
平成９年卒

①映画鑑賞
②特にしていません
③1）唐あげ、酒
2）トマト
④子供ができた事
⑤僕たち歯科医師が誇りを持って仕事をできる
ような体制づくりをしてもらいたいです

①趣味　②健康法　③1）好きな食べ物（飲み物）2）嫌いな食べ物（飲み物）
④今までに一番嬉しかった事　⑤歯科医師会に望む事
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星　　雅朗
（昭和47年５月15日生）
奥羽大学
平成元年卒

①家電巡り
②気にせず食べること
③1）ラーメン
2）おはぎ
④長男誕生
⑤今後とも御指導の程よろしくお願いします

三浦　　憲
（昭和45年12月23日生）
東京歯科大学
平成10年卒

①散歩
②特になし
③1）特になし
2）特になし
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①趣味　②健康法　③1）好きな食べ物（飲み物）2）嫌いな食べ物（飲み物）
④今までに一番嬉しかった事　⑤歯科医師会に望む事アンケート　
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上都賀歯科医師会各賞表彰歴一覧（平成22年度現在）

1回～13回、15・16回は表彰者なし

昭和49年度（14回）

大　会　長　賞 鰕　原　悦　郎
昭和52年度（17回）

センター所長賞 鈴　木　幸　雄　　福　田　利　示　　今　井　一　郎
県歯会長賞 福　田　利　示

昭和53年度（18回）

大　会　長　賞 福　田　利　示
昭和54年度（19回）

センター所長賞 菊　地　貞　造
学校保健賞 金　子　智　英

昭和55年度（20回）

知　　事　　賞 石川　権左エ門
大　会　長　賞 鈴　木　幸　雄　　今　井　一　郎
県歯会長賞 菊　地　貞　造

昭和56年度（21回）

知　　事　　賞 鰕　原　悦　郎
大　会　長　賞 菊　地　貞　造
センター所長賞 新　島　　　剛

昭和57年度（22回）

知　　事　　賞 福　田　利　示
大　会　長　賞 新　島　　　剛
センター所長賞 福　島　　　茂

昭和58年度（23回）

センター所長賞 川　島　光五郎
県歯会長賞 福　田　利　示

昭和59年度（24回）

知　　事　　賞 新　島　　　剛
大　会　長　賞 福　島　　　茂
センター所長賞 畑　　　二　郎　　村　本　　　光

昭和60年度（25回）

大　会　長　賞 川　島　光五郎
センター所長賞 高　崎　道　子　　駒　橋　秀　光
学校保健賞 金　子　智　英

受章（賞）者一覧
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昭和61年度（26回）

知　　事　　賞 鈴　木　幸　雄
センター所長賞 毛　塚　正　教　　茂　呂　　　允

昭和62年度（27回）

知　　事　　賞 菊　地　貞　造
大　会　長　賞 畑　　　二　郎
センター所長賞 木　村　佐智子

昭和63年度（28回）

大　会　長　賞 村　本　　　光
県歯会長賞 福　田　利　示

平成元年度（29回）

知　　事　　賞 川　島　光五郎
平成2年度（30回）

知　　事　　賞 今　井　一　郎　　駒　橋　秀　光（救急）
大　会　長　賞 高　崎　道　子　　駒　橋　秀　光
センター所長賞 金　子　智　英　　中　田　嘉　之
県歯大塚賞 福　田　利　示

平成3年度（31回）

大　会　長　賞 茂　呂　　　允
学校保健賞 小　高　章　愛

平成4年度（32回）

知　　事　　賞 畑　　　二　郎
大　会　長　賞 木　村　佐智子
センター所長賞 小　高　章　愛　　岡　本　全　宏
鹿沼市功労者 福　田　利　示
鹿沼市功績者 菊　地　貞　造　　鈴　木　幸　雄　　小　高　章　愛

岡　本　全　宏
県歯大塚賞 菊　地　貞　造

平成5年度（33回）

知　　事　　賞 木　村　佐智子（保健賞）
大　会　長　賞 金　子　智　英
センター所長賞 越　路　昭　夫　　村　本　　　明
鹿沼市功労者 鈴　木　幸　雄
鹿沼市功績者 新　島　　　剛　　川　島　光五郎　　畑　　　二　郎

村　本　　　光
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平成6年度（34回）

知　　事　　賞 村　本　　　光　　高　崎　道　子（救急）
センター所長賞 梅　沢　富　嶽　　斉　須　わか子
鹿沼市功労者 菊　地　貞　造
鹿沼市功績者 高　崎　道　子　　駒　場　秀　光　　茂　呂　　　允

木　村　佐智子
県歯大塚賞 新　島　　　剛

平成7年度（35回）

大　会　長　賞 中　田　嘉　之
センター所長賞 岸　野　忠　明　　菊　地　　　香
鹿沼市功労者 新　島　　　剛
鹿沼市功績者 金　子　智　英　　越　路　昭　夫　　川　嶋　仁　一

村　本　　　明
平成8年度（36回）

センター所長賞 川　嶋　仁　一　　鈴　木　節　雄
鹿沼市功労者 村　本　　　光
鹿沼市功績者 小　林　幹　夫　　梅　沢　富　嶽　　佐　川　徹　三

菊　地　　　香
県歯大塚賞 駒　橋　秀　光

平成9年度（37回）

大　会　長　賞 岡　本　全　宏
センター所長賞 茂　呂　　　兀　　菊　地　　　均
鹿沼市功労者 駒　橋　秀　光
鹿沼市功績者 田　辺　　　章　　茂　呂　　　兀　　鈴　木　節　雄

瓦　井　昭　二
学校保健賞 岡　本　全　宏

平成10年度（38回）

大　会　長　賞 越　路　昭　夫
センター所長賞 鰕　原　公　子　　瓦　井　昭　二
鹿沼市功労者 畑　　　二　郎
鹿沼市功績者 瓦　井　紀　子　　石　闢 誠　　菊　地　　　均

新　島　康　夫
県歯大塚賞 畑　　　二　郎
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平成11年度（39回）

知　　事　　賞 中　田　嘉　之　　金　子　智　英（救急）
センター所長賞 小　林　幹　夫　　佐　川　徹　三
鹿沼市功労者 川　島　光五郎
鹿沼市功績者 福　島　隆　夫　　木　村　立　男　　田　代　高　志

相　馬　英　人
県歯大塚賞 村　本　　　光

平成12年度（40回）

大　会　長　賞 村　本　　　明
センター所長賞 田　辺　　　章　　瓦　井　紀　子
鹿沼市功労者 高　崎　道　子
鹿沼市功績者 狐　塚　行　弘　　石　澤　隆　之　　金　子　　　實

小　川　哲　弥
平成13年度（41回）

知　　事　　賞 越　路　昭　夫　　岡　本　全　宏
大　会　長　賞 梅　沢　富　嶽
センター所長賞 木　村　立　男　　金　子　　　實
鹿沼市功労者 茂　呂　　　允
鹿沼市功績者 鈴　木　宏　彦　　山　本　　　浩　　駒　橋　一　永

鈴　木　裕　之
平成14年度（42回）

大　会　長　賞 斉　須　わか子
センター所長賞 石　闢 誠　　新　島　康　夫
鹿沼市功労者 木　村　佐智子
鹿沼市功績者 手　塚　忠　雄　　田　島　雅　哉　　田　口　浩　美

畑　　　健　一
平成15年度（43回）

大　会　長　賞 茂　呂　　　兀
センター所長賞 福　島　隆　夫　　相　馬　英　人
鹿沼市功労者 金　子　智　英
鹿沼市功績者 畑　　　和　美　　大　貫　真　裕　　本　島　栄　人

平成16年度（44回）

知　　事　　賞 村　本　　　明
センター所長賞 田　代　高　志　　狐　塚　行　弘
鹿沼市功労者 岡　本　全　宏
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平成17年度（45回）

大　会　長　賞 川　嶋　仁　一
センター所長賞 石　澤　隆　之　　小　川　哲　弥
鹿沼市功労者 越　路　昭　夫
県歯大塚賞 高　崎　道　子

平成18年度（46回）

知　　事　　賞 梅　沢　富　嶽　　茂　呂　　　允（救急）
大　会　長　賞 瓦　井　昭　二
センター所長賞 山　本　　　浩　　駒　橋　一　永
鹿沼市功労者 川　島　仁　一

平成19年度（47回）

大　会　長　賞 鰕　原　公　子
センター所長賞 鈴　木　裕　之　　手　塚　忠　雄
鹿沼市功労者 村　本　　　明

平成20年度（48回）

大　会　長　賞 佐　川　徹　三
センター所長賞 田　島　雅　哉　　畑　　　健　一
鹿沼市功労者 梅　沢　富　嶽
県歯大塚賞 茂　呂　　　允

平成21年度（49回）

知　　事　　賞 川　嶋　仁　一
大　会　長　賞 菊　地　　　香
センター所長賞 畑　　　和　美　　大　貫　真　裕
鹿沼市功労者 佐　川　徹　三

平成22年度（50回）

大　会　長　賞 田　辺　　　章
センター所長賞 本　島　栄　人　　駒　橋　　　武
鹿沼市功労者 菊　地　　　香
○○○○○

その他の受賞
昭和26年

鹿沼市長表彰　福　田　利　示
昭和56年

鹿沼市長表彰　鈴　木　幸　雄
昭和58年

厚生大臣表彰　鰕　原　悦　郎
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４．受章（賞）者一覧

昭和61年

文部大臣表彰　鰕　原　悦　郎
昭和63年

日本歯科医師会会長表彰　菊　地　貞　造
平成元年

鹿沼市市制40周年記念感謝状　岡　本　全　宏
平成2年

藍綬褒章　鰕　原　悦　郎
平成5年

鹿沼市市制45周年記念感謝状　小　高　章　愛
平成9年

勲五等双光旭日章　鰕　原　悦　郎
日本歯科医師会会員有功章　鰕　原　悦　郎
鹿沼市市制功労者表彰　小　林　幹　夫

平成10年

鹿沼市市制50周年記念感謝状　新　島　　　剛
平成15年

厚生労働大臣表彰　岡　本　全　宏
日本歯科医師会会長表彰　岡　本　全　宏



第５章

参考資料・その他

 



（図書・文献名） （発行者） （発行年）

日本歯科医師会史　第１巻～第３巻 日本歯科医師会 平成４～平成５年
日本歯科医師会史　資料編 日本歯科医師会 平成２年
全国歯科医師名鑑 日本口腔衛生出版部 大正14年
日本杏林要覧 明治42年
日本歯科医師名簿 日本歯科新聞社 昭和５年
栃木県歯科医師会議事録 栃木県歯科医師会 大正５年～現在
栃歯會報 栃木県歯科医師会 昭和27年～昭和30年
栃歯月報 栃木県歯科医師会 昭和30年～昭和54年
栃歯会報 栃木県歯科医師会 昭和54年～現在
会務日誌 栃木県歯科医師会 昭和22年～昭和24年
鹿沼歯科医師団記録第１号 鹿沼歯科医師団 大正14年～昭和４年
鹿沼歯科医師団記録第２号 鹿沼歯科医師団 昭和５年～昭和30年
上都賀郡歯科医師会記録 上都賀郡歯科医師会 昭和32年～昭和49年
栃木県歯科医師会創立100周年記念誌 栃木県歯科医師会 平成21年
栃木県医師会史 栃木県医師会 昭和44年
足利歯科医師会沿革史 足利歯科医師会 昭和63年
那須歯科医師会沿革史 那須歯科医師会 平成７年
日本大学歯学部沿革史70年史 日本大学歯学部同窓会 平成５年
上都賀郡市医師会史 上都賀郡市医師会 平成18年
栃木県大百科事典 下野新聞社 昭和55年
「下野」世相100年 下野新聞社 昭和59年
とちぎ20世紀　上巻 下野新聞社 平成12年
とちぎ20世紀　下巻 下野新聞社 平成13年
鹿沼市史通史編　近現代 鹿沼市 平成18年
鹿沼市史通史編　近世 鹿沼市 平成18年
鹿沼市の絵図地図 鹿沼市 平成17年
鹿沼市合併記念誌 鹿沼市 昭和29年
鹿沼市南摩村・南押原村合併記念誌 鹿沼市 昭和30年
目で見る日光今市鹿沼の100年 郷土出版社 昭和36年
かぬま郷土史散歩 晃南印刷 平成３年
郷土の歴史 鹿沼市 昭和50年
鹿沼商工会議所創立60周年記念誌 鹿沼商工会議所 平成19年
上都賀郡誌復刻版 鹿沼市誌刊行会 昭和52年
これだけは知ってほしい歯科のあゆみ ＡＢＣ企画 昭和48年
歯の風俗史 時空出版 平成５年
入れ歯の文化史 文藝春秋 平成12年
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参考図書・引用文献



（図書・文献名） （発行者） （発行年）

歯科の歴史おもしろ読本 クインテエッセンス出版 平成５年
栃木の百年 山川出版 昭和61年
赤十字栃木百年の歩み　日赤栃木県支部100年史 日赤栃木県支部 平成２年
宇都宮市史 宇都宮市 昭和56年
藤原町史通史編 藤原町 昭和58年
足利銀行史 足利銀行 昭和60年
帝国製麻株式会社50年史 帝国製麻株式会社 昭和34年
栃木県郷土史散歩 落合書店 昭和38年
郷土史事典　栃木県 昌平社 昭和57年
郷愁の野州鉄道 随想舎 平成16年
RAILWAY100 東武鉄道が育んだ１世紀の軌跡 東武鉄道株式会社 平成10年
明治・大正・昭和・平成　物価の文化史事典 唐沢明義 平成20年
流行語の昭和史 読売新聞社 平成元年
キネマ旬報ベストテン80回全史 キネマ旬報社 平成19年
新版日本流行歌史　上 社会思想社 平成６年
新版日本流行歌史　中 社会思想社 平成７年
新版日本流行歌史　下 社会思想社 平成７年
昭和平成史年表 平凡社 平成21年
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田代 それでは、開会の挨拶を大貫副会長お願いします。
大貫 先生方お忙しいところをありがとうございます。昨日のニュースですが、日本で100歳以上の

方が44,449人いらっしゃるというまあ戸籍上なのでしょうが、それにあやかるように先生方
が末永くお元気でお過ごしなさることをお祈り申し上げ開会のご挨拶とさせて戴きます。

一同拍手
田代 それでは主催者を代表いたしまして佐川会長お願いします。
佐川 皆様こんばんは。ただいま大貫副会長が申しましたように平成22年度の藹藹会を開催する運び

となりました。ただいま編纂のほうで85周年記念誌を作成中でございまして、もう少しで推敲
に入るのですけれども、ちょっといろいろ調べておりましたら昭和62年にこの藹藹会という名
称で70歳以上の方を慰労するという意味合いで始まったようです。それ以前に藹藹会という名
前でなくても同様の集まりはあったようでございますが、資料が散逸しているので昭和62年以
降は、はっきりしているのですが、この会で23回目の藹藹会ということで、新島先生、高崎先生、
茂呂先生におかれましては、本当にありがとうございます。今日は、福島先生が編纂のチーフを
やっておりまして、途中から座談会に切り替えまして先生たちのお話を聞かせていただきたい
と思っております。それと、福島、相馬、両先生においしい蕎麦を提供して戴く予定になってお
りますので、楽しい一時を過ごしたいと存じます。どうぞ宜しくお願い致します。

花束贈呈３人の先生方に拍手 一同写真撮影
乾 杯

中田 それでは、大変僭越ではございますが、乾杯の音頭をとらせていただきます。今日はお忙し
いところを３人の先生方ありがとうございます。本日は村本先生達が創られた県歯100周年
記念誌を読んできましたが本当に色々な先輩方が大変な苦労をしながらこの歯科医師会が有
るんだなあと本当に先輩有っての上都賀歯科医師会が有るんだなあと感じました。
特に、新島先生が開業なされたのが昭和18年で私が19年生まれで私の生まれたときには、も
うすでに開業なされていたんだなあと本当にこれは、素晴らしい事なんだなあと思いました。
どうか３人の先生方のこれからの益々のご健康をご祈念申し上げ、上都賀歯科医師会の益々
の発展と皆様方のご健勝をお祈り申し上げ乾杯したいと思います。
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〔平成22年度 藹藹会における座談会〕



乾 杯
一同、おめでとうございまーす。[拍手]

今日欠席の畑先生よりのお手紙を朗読
『相変わらずゆっくり過ごしております。今日は出席出来なくて申し訳ありません。皆様によろしく
お伝えください。』
畑先生よりお父様の近況報告 父は相変わらず自宅にてのんびり過ごしております。本当は藹藹会を
楽しみにしていたのですが、宜しくお願い致します。
福島先生に司会が変わる （これより座談会）
福島 上都賀歯科医師会は大正14年に鹿沼歯科医師団として発足しました。

本年85周年を迎えるにあたり、記念誌を作っているところであります。本日は藹藹会の先
生方にお話を伺いたく、この場をお借りして座談会を開催させていただきます。

佐川 まず、昔の歯科医師会と今の歯科医師会との違いは何かありますか？
新島 18年に卒業予定が、16年3月繰り上げで卒業し、研修科というところに研修生で入りました。

徴兵検査が17年にありまして、歯科医師会に入ったのが18年です。
18年４月にノースアメリカが東京を爆撃しましたが、東京が初めて空襲された時に東京に
いました。

佐川 18年にはこちらで開業しているでしょ？
新島 18年より前には帰ってきています。
佐川 現在の歯科医師会と比べて親睦が中心だったと

いうお話を伺ったことがありますが？
新島 昔は日光、今市、鹿沼が一緒の支部でした。

玉井先生とか、宮川先生、新井先生、私の父が支
部長をやっている時に、よく、うちの狭い部屋に
集まって酒を飲んでいたのを僕は見たことがあり
ます。
今の歯科医師会のような何か事業をやっているの
ではなくて、そういう親睦会や、旅行とか飲み会と
かが中心でした。月１回常会がありましたが、各会員の自宅に持ち回りで集まってやっていま
した。

佐川 高崎先生はいかがですか？今と昔の違い。
高崎 とにかく私は当時は女性一人だったので大変でした。新年会とか何かの時は会員が20人位

でしたから本当に。今でいえば、喜楽さんの座敷で、そんなに来賓は来なかったように思い
ます。私は父の後手伝いに行って、最初は東洋女子歯科。今は廃校になってしまってつぶれ
て、その寄付とかが無いからありがたいです。

佐川 高崎先生は、入会した頃は、紅一点だったわけですね？
高崎 そうなんです。旅行の時なんかは、女一人だったから、大部屋に１人で寝ました。鍵をかけ

て・・。
ドンドンと叩く人もいました。

〈？ 誰だ？誰だ？〉
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高崎 名前は伏せておきます。でも今は、このように
楽しい会にしていただいて。去年は突然欠席い
たしまして、失礼しました。実は、急に血圧が
高くなって。それで今年は何とか出席すること
が出来ましたが、市の健康診断で中性脂肪が多
いと言われてしまって薬の種類だけが多くなっ
て、その反対に身長が５㎝近く減ってしまいま
した。それと収入が減りました。そんな感じで
ございます。

佐川 茂呂先生が入会された頃と今とではどうでしょう？
茂呂 いやあ、今のほうが平和ですよ。
佐川 じゃあ、その平和じゃなかった頃の話を伺ってもよろしいですか？
茂呂 昔はみんなワンマンだったから、まあ昔の上都賀は県の歯科医師会がこうだって言うと違うって

言うほうだったからね。まあ何でも反対だったからね。
佐川 先生は何年入会ですか？
茂呂 僕は37年かなあ。
佐川 37年て言うと日光と別れた後ですね。30年ですか。当時の会長は誰ですか？
茂呂 僕のときは誰だったろう？新島先生かなあ。
新島 うちの父の頃は、戦争中はアルコールなど配給でした。

薬も配給でした。歯科医師会の集まりっていうと、配給の局方アルコールっていうのが飲み
会の酒になる。そのアルコールを薄めて、そこに色をつけて酒を飲みました。

高崎 金も配給でしたよね。戦争中だから誰も金箔なんか入れなかった。うちの父が珍重していた
物が余ってしまって、それを貯めて私の学費にしてくれたんです。

佐川 じゃあ茂呂先生は入会してから、お父様の補佐をしながら弟さんの事とかも大変だった訳ですね。
茂呂 いやあ、うちの父は仕事をあまりしなかったからねえ。元気な時から。
佐川 議員もやっていましたからねえ。その頃のことで、何か先生が忘れられないエピソードなど

ありますか？
茂呂 そりゃあもう。栃木県の歯科医師会館の建設ですよ。しっちゃかめっちゃかでねえ。
佐川 一番それが印象強いですか？
茂呂 そうですよ。だって石川わたるさんと新島さんと手塚先生・・・。僕が入会した時の初めて

の旅行が山形なんですよ。石川わたるさんが、あんなにいびきをかくとは知らなかった。部
屋に入ったら、俺がわたる先生の世話役なんだ。
ものすごくって眠れないんだ。朝廊下で寝たも
ん・・・いやあいびきはすごいわ。

佐川 いろいろな事件があったんですね、茂呂先生。
茂呂 ええ。
高崎 当時は、歯科医師会は、さっきもおっしゃった

ように持ち回りでした。
人数が少なかったから仕方がないけれども、狭
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い部屋に準備するのが大変でした。
でも、会議の時、お酒は入らなかったですよ。

佐川 お酒が入らないわりには、何かあるたびに事件があったんですよね。
菊地（香）持ち回りはすごかった。それぞれの先生の家でやっていたのだと思います。

小さい頃、そういう思い出がありました。
料理とかは、その家で用意せずに、お茶菓子だけだったように思います。

新島 役員会の時、青木先生のお宅にお邪魔してごちそうになって、手作りをいただいた。
何回もありました。

茂呂 うちの父が福島先生のお父さんの結婚式の後、みんな呼ばれて天婦羅食った話をよくしてい
たよ・・。福島先生のお母さんが天婦羅作って
くれてねえ。
あの頃はこういう風に若手はいなかったもんね。
だから、若手は年中お茶くみだよ。

佐川 前に高崎先生の家で聞き取り調査をやった時に、
茂呂先生のお父様が気になっていたことが青木先
生の日記に克明に書いてあって、どうやら先に手
を出したかということが分かったんですよ。
いわゆる金崎事件ですが。
でも最初に絡んできたのはあっちの方が先だったらしく、茂呂先生のお父様はちょっとそう
いうのはこういう所ではやめろって止めようとしたら倒れちゃって逆切れしちゃったとゆう
ことらしいですよ。

茂呂 うちの父はあまりお酒は飲めなかったから、絡むってことは事はないよ。
佐川 まあ、昔は色々武勇伝もあったようですが、お話を伺っていると楽しい思い出のようです。

それでは、これからの歯科医師会に望むことはないですか？
茂呂 何も無いけど、昔は大変だったんだよ・・まあ、時代時代で歯科界も変わるだろうけど、こ

れから学校の統廃合があると医療系の学校も変わってくるだろうしねー。まあそれは時代の
趨勢に任せて淡々と生きるだけですよ。

佐川 まあ我々とか次の世代に望むことはないですか？
茂呂 それはないねー。あんまり大したこと言うとね・・・。

時代の推移っていうか、難しいものだよね。日本がこんなに子供の数が減少するなんて僕ら
の子供の頃には考えもしないもん。でも、こうやってだんだん減っちゃってねー。まあ、時
代が流れるっていうのは大変な事ですよ。

佐川 まあ我々も、和気藹藹と歯科医師会を運営していければと考えています。
高崎先生は、何か望むことはありますか？

高崎 これから望むことは、旅行にいつも連れて行ってくれること。私なかなか行けないから。今
年は京都で通常観れないところに行けるそうで楽しみにしています。
西方が栃木と一緒になってしまうと、斉須先生が出てこられなくて困ってしまうと思いました。

佐川 医療圏はなるべく今までと同じように上都賀でと考えていますし、そうなるように努力して
おりますので、ご安心ください。
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新島 これから望むことは、私は古くなりすぎたので分からないですけど、89歳、新年１月で90
歳。あんまり早く年寄り扱いっていうのがちょっと寂しいですし、70歳で線を引くのもど
うかと思います。なるべく年寄りを自覚させないようにしてもらえるとありがたいし、もっ
と活用してほしいです。今年の夏はあまりにも暑いので、ゴルフどころじゃなかったけど、
体力が続く限りまたやろうかと思ってます。

佐川 茂呂先生は『さつき』、新島先生『ゴルフ』、そして高崎先生はいつも若々しいと思っている
のですが、何か秘訣があるのですか？

高崎 私は本業よりも、主人が残した福祉施設『あいりん』の理事長として毎日頑張っているんで
すが、それが張合いになっています。『あいりん』のお弁当は450円なんですけれど評判が
良く、日曜日は休みなんだけど、学校の先生とかいろいろな集まりの時頼まれて結構売れて
いるんです。収入はあるのですが、そんなに儲かっていない。でも『あいりん』と言う名が
広がれば、それでいいと思っています。

佐川 『あいりん』が生きがいなんですね。
高崎 今度の理事評議委員会で、東京に行かなくちゃいけないんだけど、その内部監査なんか……

「めくらばん」（笑い）
佐川 新島先生は常におしゃれで車は乗るし。ゴルフもして元気の証し。

茂呂先生は、さつきの縁でフランスまで行ってしまう。鹿沼の『さつき大使』のような役割
もしていますよね。

茂呂 行きたくないけど頼りにされているからしょうがないんだ。でも長い時間飛行機に乗ってい
るのがやだよ。

新島 一人暮らしは気楽なもんで、元気なら１人でいいかなと思っています。
孫は６人います。

佐川 せっかくの機会ですので、ご出席の他の先生か
らも何かお話を伺えればと思います。中田先生
何かございますか？

中田 48年頃より菊地貞造先生から、そろそろ会員に
なったらと言われて50年に入会しました。岡本
先生や私がいつもお茶くみをしていました。中
間の先生がいなかった。新島先生が会長になら
れた頃会計をしていたのですが、昔は会長の家
でご馳走になったり、いろいろとお世話になり
ました。

村本 栃木県歯科医師会100周年記念誌がきっかけとなり、上都賀の記念誌を作ることになったの
ですが、風呂敷包みの中にノートが残っていて、しかも１年ごとに幹事が克明に記録を残し
てくださっていて大変助かりました。
大正14年から昭和45年まで続いていた。空白の６～７年もありました。但し会員数はほと
んど変化が無かったようです。現在は個人的に有名な歌人の詩を調べて集めていて、最後に
それを書かせて戴きたくて、図書館通いをして毎日調べています。

菊地（香）入会した時は新島先生が会長でした。プロローグが非常に長かったんです。小学生の時から
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会に出ているわけでは無いのですが、持ち回り
で常会などをやっていたので。父も会長をやっ
ていて、その頃私は中学生、高校生でした。12
時過ぎまで会議をやって終わると送っていく。
お茶を入れたり。歯科医師会のイメージが悪か
った。建設的発展性が無いと感じていました。
大学に行く頃歯科医師は足りなく、卒業するこ
ろには叩かれていた。
昭和50年くらいは社会問題になっていた。イメージが悪く、入会した時・・・。
先輩を重んじる事が無かった。藹藹会を作ってリスペクトする・・・。やっと正常になって
きたように思います。３人の方にまだまだ私達は子供ですから、ご助言ご協力ご心配を戴い
て、まだまだ頑張ってほしいと思います。

大貫 今の雰囲気がいいと思います。誰かをどうしようとか、裏でどうしようとかない。ある意味平
和な状態が続いているのは、諸先輩方のご尽力の賜と感謝します。今後は御恩を忘れることな
く、会の発展の為に努力したいと思っています。

福島 調査委員会担当になって、記念誌編纂に関わってから早５年になります。聞き取り調査、資
料整理…。
村本先生のご指導の下、佐川会長、鈴木裕之総務、委員の皆様、ご協力ありがとうございま
した。本日の座談会で、貴重なお話をいただき、発刊まで今少しのところまでこぎつけたと
思います。
実は、あまり好きではなかった歯科医師会でしたが、編纂のなかで、いろいろな事が分かっ
てきて、今では上都賀歯科医師会が好きになりました。
最後に、会長から一言お願い致します。

佐川 本日は３名の先生にご出席を戴き、いろいろなお話を伺うことが出来ました。この藹藹会の
銘の通り、やはり歯科医師会は『親睦』と『相互扶助』ありきでなければと改めて意を強く
しました。
先生方の益々のご健勝、ご活躍を心よりお祈り申し上げます。
本当にありがとうございました。

福島 それでは、以上をもちまして記念誌の為の座談会を閉じさせていただきます。尚、藹藹会は
まだ半ばでございます。今、相馬先生が蕎麦打ちを頑張っていますので、お蕎麦をご賞味戴
きながら、ごゆっくりとご歓談戴ければと思います。ご協力ありがとうございました。

（敬称略）
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《俳句とは》
俳句とは、五・七・五と十七音節からなる短詩。原則として季題（季語)をよみこむとされる。「発

句」ともいう。連句の発端の句という意味で「付
つけ

句
く

」を予想して作られていた。俳諧（誹諧）の発句
を縮約した言い方で、一般的に用いられたのは明治20年代以降である。俳諧とは中国語で、滑稽
（ざれごと）を意味し、『古今和歌集』に（誹諧歌）としてみえる。のち和歌から派生した俳諧の連歌
があり、単に俳諧とよんだ。
江戸時代の俳諧は連歌の伝統をもった連句であって、複数の読み手により〈発句

ほ っ く

、脇
わき

句
く

、平
ひら

句
く

〉な
ど、複数の句から構成された。連歌は三十六句（正式には歌仙）、百句（句とはいわず、正式には百
韻）、千句などの連句が本来の形式。この連句の初句である発句（五・七・五）が、やがて独立して
よまれる様になった。
室町末期の頃から盛んになり、江戸時代に入って松永貞徳は形式を重んじ（貞門派）、西山宗因は

斬新自由を高唱し（談林派）、松尾芭蕉以降は幽玄閑寂を尊ぶ（蕉門派）に至った。
明治期にはいって、俳諧の革新を志した正岡子規により〈発句〉の一句が完全に独立して《俳句》

とよばれた。
明治28年『俳諧大要』をまとめ、「俳句は文学なり」と俳句文学論を提唱、洒落、掛詞など言語遊

戯の句を月並調とし、写実論を主張、画人蕪村の俳句の特色を説きはじめ、芭蕉の句が「消極的美」
を、蕪村の句が「積極的美」を発揮しているとし、蕪村調といわれるようになった。しかし最後には
芭蕉と同じく「境涯の実暦」に詩美を求める境地に落ち着いた。
さて、うたに詠まれた歯と口に関する句を列記し、名句、佳句を鑑賞してみる。

芭蕉には二つの持病があった。腹痛と痔疾である。貞門風の俳諧から談林風に転向し、34才の時
立机（俳諧宗匠となること）し、37才の時閑寂枯淡調に転換。持病があるにもかかわらず41才の時
「野ざらし紀行」の旅にでる。44才の時「笈の小文」、翌年「更科紀行」、そして46才の時「おくのほ
そ道」の旅に出た。1669年3月29日、ご当地鹿沼にも一泊している。1694年5月11日、最後の旅に
でる。5月28日、伊賀上野の生家に到着。
9月10日、同門の不和をとりなすため大阪に着く。悪寒頭痛に襲われる。9月29日、小康を得てい
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歯と口とうた（俳句）

松
尾
芭
蕉
（
一
六
四
四
〜
一
六
九
四
）

掬す
く
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よ
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や
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ひ
び
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清
水
哉

○
衰お

と
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歯
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あ
て
し
海
苔
の
砂

○
塩
鯛
の
歯
ぐ
き
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寒
し
魚
の
店

蛤
の
口
し
め
て
い
る
暑
さ
か
な

朝
顔
に
我
は
飯め

し

食
ふ
男
か
な

煩わ
ず
らへ
ば
餅
を
も
喰
は
ず
桃
の
花

焼
き
飯
に
瓜
の
粕
漬
口
あ
け
て

い
ざ
と
も
に
穂
麦
喰く

ら

は
ん
草
枕

絶
句

旅
に
病
ん
で
夢
は
枯
野
を
か
け
廻
る



たが数回の激しい下痢をきたし、臥床。日ごとに容態が悪化。主治医は門人で開業医の木節。10月8
日になっても下痢がとまらず、食事摂取不能。9日には絶句を詠んだ。10日には兄・半左衛門宛てに
遺書をしたため、支考に三通の遺書を代筆させた。12日申の刻（午後4時）終の宿、大阪御堂前（東
本願寺別院）「花屋」仁右衛門方（大阪市東区）にて永眠。享年51才。死因は急性細菌性腸炎。

「おとろひや～」の芭蕉の句は48才の時の吟である。海苔にまじっていた砂を噛みあて、そのジ
ャリッとした感じが、その瞬間に身の衰老を、切実に感じたようである。「塩鯛の～」の句は其角の
「声かれて～」の句に感じて作った句で、平凡な魚屋の店先に少しばかり並べられた塩づけの鯛の剥
き出した白い歯が、いっそう寒々とした感じを強調している。芭蕉本人は〈予が風雅は夏炉冬扇のご
とし〉むだなものであり、世間の人の用には立たないといっている。
其角の「声かれて～」の句は揚子江の上流の巴江の峡谷を晩秋の月が美しく照らしている。その峯

497

５．参考資料・その他

其
角
（
一
六
六
一
〜
一
七
〇
七
）

○
声
か
れ
て
猿
の
歯
白
し
岑み

ね

の
月

蝶
を
喰
ん
で
子
猫
を
舐ね

ぶ

る
心
哉

嵐
雪
（
一
六
五
四
〜
一
七
〇
七
）

○
竹
の
子
や
児ち

ご

の
歯
ぐ
き
の
う
つ
く
し
き
（
竹
の
子
〜
根
曲
竹
）

味
噌
で
煮
て
喰
ふ
と
は
知
ら
じ
鶏
頭
火

杉
風
（
一
六
四
七
〜
一
七
三
二
）

○
が
っ
く
り
と
ぬ
け
初そ

む
る
歯
や
秋
の
風

荷か

兮け
い

（
一
六
四
八
〜
一
七
一
六
）

塩
魚
の
歯
に
は
さ
か
ふ
や
秋
の
暮
（
は
さ
か
ふ
〜
狭
ま
る
）

涼り
ょ
う

菟と

（
一
六
五
九
〜
一
七
一
七
）

寝
入
り
か
ね
虫
歯
に
響
く
き
ぬ
た
哉

曽
良
（
一
六
四
九
〜
一
七
一
〇
）

花
の
秋
草
に
喰く

ひ

あ
く
野
馬
か
な

白
雄
（
一
七
三
八
〜
一
七
九
一
）

行
く
年
や
ひ
と
り
噛
み
し
る
海
苔
の
味

わ
け
も
な
や
蟲
歯
の
お
こ
る
秋
の
暮

闌
更
（
一
七
二
六
〜
一
七
八
八
）

有
無
の
實
に
も
歯
の
な
き
翁
か
な
（
有
無
―
梨
）

暁
台
（
一
七
三
二
〜
一
七
九
二
）

氷
な
み
だ
御
歯
に
し
む
な
山
お
ろ
し

来
山
（
一
六
五
四
〜
一
七
一
六
）

行
く
と
し
や
石
噛
み
あ
て
て
歯
に
こ
た
へ

土
髪

水
仙
を
切
る
音
の
歯
に
障
り
た
り

貞
川

老
が
歯
の
か
け
ぬ
た
め
し
や
氷
餅

許
六
（
一
六
五
八
〜
一
七
一
五
）

唇
や
蓼
喰
ふ
あ
と
の
穐あ

き

の
か
ぜ



の月に向かって白い歯をむき出し、静寂の中にかすれた声で猿が叫びつづけているという情景を思い
起こさせようとしている。
各務支考は其角が猿の歯は、かれてという字に断腸の情を尽し、峯の月に寂莫の姿をうつし、何や

らかやら集めぬれば、人を驚かす発句となれりと評している。冬の月を峯の月と表し人の意表をつく
うたであると思われている。
嵐雪の「竹の子や～」の句は、筍の根曲竹の青みがかった色と童子の薄桃色の歯ぐきの対照的な色
が、まるで初夏の光のように、さわやかな感じをあらわしている。一つの写生句としておもしろい。
杉風の「がっくりと～」の句は杉風44才の時の句である。一本の歯ががっくりと初めて抜けてし

まった。今までは歳のことなどは、余り考えたこともなかったが、急に老いを実感し寂しさを感じて
いる身に秋風が侘しく吹いている。「がっくりと」は歯の抜ける形容語であるが、江戸時代には新鮮
味のある擬態語であったと思われる。
芭蕉の句「おとろひや～」と比べるとその品格の差は感じられる。
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与
謝
蕪
村
（
一
七
一
六
〜
一
七
八
三
）
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け
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小
林
一
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二
七
）
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春

福
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歯
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初
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や
茎
の
歯
ぎ
れ
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去
年
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（
茎
〜
か
ぶ
や
大
根
の
塩
漬
）
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を
吐
く
口
つ
き
し
た
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蟇

ひ
き
が
え
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を
喰
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わ
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し
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れ
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歯
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し
き



蕪村の「歯
は

豁
あらは

に～」の句は、抜けてまばらになった歯をあらわに出して、凍りついた筆先を噛んで
ものを書く寒夜のさまを表現している。蕪村の戯画化された自画像のようである。〈貧居八詠〉の連
作の結句として使われた。韓兪の「頭

とう

童
どう

歯
し

豁
かつ

」頭がはげ、歯が抜けた老人のさまから詠んだと思われ
る。
一茶は29才の時、すでに髪は白く、前歯は欠け、噛み合わせのわるい蛤歯で、閉口していたよう

である。50才の頃はすでに無歯顎状態であった。亡父の遺産相続でもめたが51才の時、信濃国柏原
に戻り52才ではじめて結婚し、65才で亡くなるまで三人の妻を娶り、三男一女を得たが、子供は相
ついで夭折した。
58才の時、雪道を歩いていて脳卒中の発作を起こし、大根のしぼり汁療法で回復。後遺症として

足が不自由になる。62才の時門人宅で二度目の発作、舌が回らなくなり全て手まねきで用事をすま
した。にもかかわらず64才で三度目の結婚。老人性のタイガーウッズ症候群である。1827年11月19
日、自宅の土蔵で三度目の発作、ひとことの念仏を発し他界。その時妻のやをは身ごもっていて、翌
年4月、娘やたを生んだ。

正岡子規、本名常規。慶応3年（1867）～明治35年（1902）
明治22年（1889）5月9日、水戸に遊び、帰郷後、喀血。時鳥の句を数十句作り、「鳴いて血を吐

く時鳥
ほととぎす

」から「子規」ホトトギスと号した。「春風にこぼれて赤し歯磨粉」の句があるが、歯磨粉は
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岡
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生
喰
ひ
つ
つ
読
む
や
罪
と
罰

口
開
け
て
や
う
よ
く
啼
き
ぬ
寒
鴉か

ら
す

欠
伸
せ
る
口
中
に
入
る
秋
の
山

欠
伸
し
て
頭
転
換
冬
籠

犬
の
舌
赤
く
伸
び
た
り
水
温
む

葡
萄
口
に
含
ん
で
思
ふ
事
遠
し

絶
句

独
り
句
の
推
敲
を
し
て
遅
き
日
を



江戸時代、塩（饗庭
あえば
塩～三河の吉良家、その製塩法を教えてもらった赤穂名産花形塩～浅野家、忠臣

蔵の騒動の原因）や琢
みがき
砂
ずな
（特殊な砂〈陶土〉を水飛して、この粉末に丁字や龍脳などの香料を加え

たもの）が普及していた。
明治5年（1872）頃、獨乙醫方西洋歯磨が伝来。明治23年（1890）、理学博士長井長義の分析証明

書付きの「福原衛生歯磨石鹸」が福原商店（薬剤師福原有信・現資生堂）より発売され、これが我国
初の練り歯磨である。
明治29年（1896）には小林富次郎が「ライオン歯磨」の名で歯磨粉の製造にのり出した。現ライ

オン株式会社である。このほか、クラブ歯磨、ダイヤモンド歯磨など、30種以上の西洋式処方の歯
磨きが、次々発売された。
この句は明治29年（1896）29才の時の句で、この年より肺結核から進展した脊椎カリエスのため、

歩行困難となり臥褥の身となる。当時、練り歯磨はまだ贅沢品。歯磨粉の様な身近な材料でも俳句に
なる「写生句」の初歩の一句。

明治34年（1901）34才の時の自分の口腔状態を詳細に書いている。完全に歯周病である。咀嚼に
必要な左右の大臼歯が噛み合わせることができなくなった。「下総の結城の里ゆ～」の句は自分の子
供のように愛した長塚節からの送りものである。春の鶉を食うことができる歯があったらなと残念が
っている。長塚は茨城県岡田村（現石下町）大字国生生れの豪農の長男である。
子規は天井からつるした命綱をたよりに妹や母の助けをかりて体動をおこなう。毎日一回、妹がお
こなう拷問のようなガーゼ交換の痛みに絶叫し耐えていた。食欲は旺盛で、上記のような口腔状態で
あったが食事を楽しみにしていた。
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今
に
な
り
て
思
ひ
得
た
る
事
あ
り
、
こ
れ
迄
余
が
横
臥
せ
る
に
拘
ら
ず

割
合
に
多
く
の
食
物
を
消
化
し
得
た
る
は
咀
嚼
の
力
与
つ
て
多
き
に
居

り
し
事
を
。
噛
み
た
る
が
上
に
も
噛
み
、
和
ら
げ
た
る
が
上
に
も
和
ら

げ
、
粥
の
米
さ
へ
噛
み
得
ら
る
ゝ
だ
け
は
噛
み
し
が
如
き
、
あ
な
が
ち

偶
然
の
癖
に
は
あ
ら
ざ
り
き
。
欺
く
噛
み
鄲
酊
た
る
た
め
に
や
咀
嚼
に

再
必
要
な
る
第
一
の
臼
歯
左
右
共
に
や
う
鄲
酊
傷
は
れ
て
此
頃
は
痛
み

強
く
少
し
に
て
も
上
下
の
歯
を
あ
は
す
事
出
来
難
く
な
り
ぬ
。
か
く
な

り
て
は
極
め
て
柔
か
な
る
も
の
も
噛
ま
ず
に
呑
み
込
ま
ざ
る
べ
か
ら

ず
。
噛
ま
ず
に
呑
み
込
め
ば
美
味
を
感
ぜ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
腸
胃
直
に

痛
み
て
痙
攣
を
起
す
。
是
に
於
て
衛
生
上
の
営
養
と
快
心
的
の
娯
楽
と

一
時
に
奪
ひ
去
ら
れ
、
衰
弱
頓
に
加
は
り
昼
夜
悶
々
、
忽
ち
例
の
問
題

は
起
る
。「
人
間
は
何
が
故
に
生
き
て
居
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
か
」

さ
へ
づ
る
や
か
ら
臼
な
す
、
奥
の
歯
は
虫
ば
み
け
ら
し
、
は
た
つ
物
魚

を
も
く
は
え
ず
、
木
の
実
を
ば
噛
み
て
も
痛
む
、
武
蔵
野
の
甘
菜
辛
菜

を
、
粥
汁
に
ま
ぜ
て
も
煮
ね
ば
、
い
や
日
け
に
我
つ
く
息
の
、
ほ
そ
り

行
く
か
も

下
総
の
結
城
の
里
ゆ
送
り
来
し
春
の
鶉
を
く
は
ん
歯
も
が
も

菅
の
根
の
永
き
一
日
を
飯
も
食
は
ず
知
る
人
も
来
ず
く
ら
し
か
ね
つ
も



また、モルヒネを飲んでから写生をするのが何よりの楽しみといった生活を送っていた。明治35
年（1902）9月19日の夜半、蚊帳の中で静かに眠るように永眠した。
東京都下谷区（江東区）根岸の黒板塀の借家で、享年36才の若さである。

高浜虚子　明治7年（1874）～昭和34年（1959）本名　清
明治24年（1891）、「秋風やかれ木まはれば石仏」という句を放子という名で子規に送って選ばれた一

句である。子規は曽て「虚無子、放浪子」という二つの号を使っていたが今は用いず、清（きよし＝虚子）
という滑稽味がある。この二つの理由から子規が選んだ「虚子」という雅号を生涯通じて用いることに
なった。
明治28年12月9日、道灌山の茶店で子規から後継者として学問精神を要請されたがことわった。し

かし、子規没後五・七・五の定型と季題の遵守、客観写生の尊重、花鳥諷詠の詩と規定した。
ゲーテや宝井馬琴、幸田露伴などと同様に長寿であった。昭和34年4月1日、改築した鎌倉の虚子

庵で脳溢血のため意識不明、8日午後4時永眠。享年85才。
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尾
崎
放
哉
（
一
八
八
五
〜
一
九
二
六
）

柘
榴
が
口
あ
け
た
た
は
け
た
恋
だ

夕
べ
落
葉
た
い
て
居
る
赤
い
舌
出
す

松
の
葉
を
ぬ
い
て
歯
を
せ
せ
る
朝
の
道

で
あ
る

歯
を
む
き
出
し
た
鯛
を
威
張
っ
て
売
る

笑
ふ
時
の
前
歯
が
は
え
て
来
た
は

青
梅
白
い
歯
に
喰
ひ
こ
ま
れ
る

口
笛
吹
か
る
ゝ
四
十
男
妻
な
し

一
枚
の
舌
を
出
し
て
医
者
に
見
せ
る

口
あ
け
ぬ
蜆
死
ん
で
ゐ
る

咳
を
し
て
も
一
人
（
咽
頭
結
核
）

種
田
山
頭
火
（
一
八
八
二
〜
一
九
四
〇
）

冬
が
ま
た
来
て
ま
た
歯
が
ぬ
け
る
こ
と
も

噛
み
し
め
る
味
も
抜
け
さ
う
な
歯
で

ぬ
け
さ
う
な
歯
を
持
っ
て
旅
に
を
る

旅
も
を
は
り
の
、
歯
が
み
な
う
ご
く

投
げ
た
歯
の
音
も
し
な
い
木
下
闇

歯
が
ま
た
ぬ
け
た
朝
か
ら
百
舌
鳥

も

ず

が
す
る
ど
い

お
茶
の
う
ま
さ
も
歯
に
し
み
と
ほ
る
秋
と
な
り

空
ラ
梅
雨
の
風
の
ふ
く
歯
が
ぬ
け
た

い
さ
ま
し
く
も
か
な
し
く
も
白
い
歯

ぬ
け
る
だ
け
は
ぬ
け
て
し
ま
っ
て
歯
の
な
い
初
夏

ぬ
け
た
歯
は
そ
こ
ら
朝
風
に
投
げ
捨
て
て

抜
け
た
ら
抜
け
た
ま
ま
の
歯
の
な
い
口
で

ぬ
け
そ
う
な
歯
が
や
っ
と
ぬ
け
て
信
濃
の
月

旅
も
を
は
り
の
や
っ
と
歯
が
ぬ
け
た

銭
が
な
い
物
が
な
い
歯
が
な
い
一
人

お
正
月
の
歯
の
な
い
口
が
鯛
の
子
す
る
す
る

最
後
の
一
句

ぼ
ろ
鄲
酊
冷
飯
ぼ
ろ
鄲
酊
秋
寒



放浪、漂泊の一生を送った山頭火は、無季自由律の句作を重ねた。9才3ヶ月の時の母の自殺、実
家の破産、妻子との別れ、出家得度、一笠一鉢一杖の行乞流転の旅と酒に身をまかせてしまう人生の
せいか、歯は完全に歯周病で一本、又一本と自然脱落していった。その抜けた歯を何本も投げすてた。
最後は無歯顎となり、義歯を装着したとは思えない。
もう一人同じ様な境涯を詠った男がいる。尾崎放哉（1885～1928）である。一高を経て東大法学

部を卒業。東洋生命保険に入社、妻帯する。そして大阪支店長まで出世し、酒の上で失敗し退社。そ
の後満州へ赴くが失敗、酒で身をもちくずし、妻とも別れ、仏門に入り、各地の寺男として孤独のま
ま42才で死を迎えた。
山頭火（1882～1940）はこの尾崎放哉に傾倒。彼の願いは二つ。一つはほんとうの自分の句を作

りあげること。もう一つは「ころり往生」である。獣のように、鳥のように、虫のように死ぬこと。
そして昭和14年12月15日、松山道後温泉の近くの一草庵に入居。翌15年10月11日午前4時、望みど
おり、句会をやっている最中、本人は隣室で高いびき、そのまま永眠。脳溢血で大往生。
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夏
目
漱
石
（
一
八
六
七
〜
一
九
一
六
）

○
抜
く
は
長
井
兵
助
の
太
刀
春
の
風

落
ち
合
ひ
て
新
酒
に
名
乗
る
医
者
易
者

目
と
も
い
は
ず
口
と
も
い
は
ず
吹
雪
哉

善
か
悪
か
風
呂
吹
を
喰
っ
て
合
点
せ
よ

む
っ
と
し
て
口
を
開
か
ぬ
桔
梗
か
な

朝
寒
や
自
ら
炊か

し

ぐ
飯
二
合

力
な
や
痩
せ
た
る
わ
れ
に
秋
の
粥

○
腸は

ら
わ
たに
春
滴し

た
たる
や
粥
の
味

花
曇
り
御
八
つ
に
食
ふ
は
団
子
哉

桃
咲
く
や
い
ま
だ
に
流
行

は

や

る
漢
方
医

絶
筆

真
蹤
寂
寞
杳
難
尋
　
真シ

ン

蹤シ
ョ
ウ

寂セ
キ

寞バ
ク

杳コ
ウ

ト
シ
テ
尋
ネ
難
シ

欲
抱
虚
懐
歩
古
今
　
虚
懐

キ
ョ
カ
イ

ヲ
抱
カ
ン
ト
シ
テ
欲
シ
テ

古
今
ヲ
歩
ム

碧
水
碧
山
河
有
我
　
碧
水
碧
山

ヘ
キ
ス
イ
ヘ
キ
ザ
ン

ナ
ニ
ゾ
我
ア
ラ
ン

蓋
天
蓋
地
是
無
心
　
蓋ガ

イ

天テ
ン

蓋ガ
イ

地チ

コ
レ
無
心

依
稀
暮
色
月
離
草
　
依
稀

イ

キ

タ
ル
暮ボ

色シ
ョ
ク
月
ハ
草
ヲ
離
シ

錯
落
秋
声
風
在
林
　
錯
落

サ
ク
ラ
ク

タ
ル
秋
声
風
ハ
林
ニ
在
リ

眼
耳
雙
忘
身
亦
失
　
眼ゲ

ン

耳ニ

フ
タ
ツ
ナ
ガ
ラ
忘
レ
身
モ

マ
タ
失
ヒ

空
中
独
唱
白
雲
吟
　
空
中
ヒ
ト
リ
唱
ス
白
雲
ノ
吟



夏目漱石（1867～1916）本名金之助。牛込馬場下横町（現新宿区喜久井町）の江戸町奉行支配下の
町方名主の家に生まれた。
しかも「この日に生まれた子は大泥棒になる」という迷信のある庚申の晩に生まれた末っ子（第8

子）で「金」の字は厄除けの名だった。この時父は50才、母は後妻で41才だった。漱石は生後まも
なく、里子に出された。やがて生家にひきとられたが2才の時再び名主で遊女屋の塩原家へ養子にや
られた。10才で夏目家に戻ったが、邪魔者扱いされた。だから常に父に対する恨みつらみと、父を
慕う気持のはざまで終生、心の平安を保てなかった。11才の時府立一中（現日比谷高の前身）に入
学、12才で中退、漢学の大家三島中州の二松学舎へ移った。漱石は漢学が大好きで英語は大嫌いで
あった。
漱石は正岡子規とともに慶応3年（1867）生れで、明治17年（1884）9月帝国大学予備門に入学。

明治23年（1890）東大英文科に入ると秀才の道を歩み、明治33年（1900）第1回給費留学生に藤代
禎輔と共に選ばれた。9月8日ドイツ汽船プロイセン号で横浜を発った。
子規が「俳句革新」に目途がついた明治29年（1896）頃より明治33年（1900）英国留学に出発

するまでの間、俳句に熱中した。しかし、英国での留学生活は漱石にとって「犬も不愉快の2年なり」
といわしめ、帰国後、このイギリスでの神経衰弱と狂気こそが創作への原動力となった。
明治38年（1905）より「ホトトギス」に『我輩は猫である』を連載。
明治の大文豪の半生は神経衰弱、慢性の胃潰瘍、糖尿病に悩まされつづけた。一杯のビールで街を

歩けなくなるほど酒に弱く、大の甘党であった。43の時、療養先の修善寺で大量の吐血。その後も
潰瘍の再発による大出血をくり返し、大正5年（1916）12月9日午後6時50分永眠。東大病院で病理
解剖の結果、死因は胃潰瘍であった。享年50才。
尚、漱石と子規が生まれた慶応3年（1867）は奇しくも坂本龍馬が京都近江屋で暗殺された年である。
漱石の「抜くは～」の句の長井兵助は享保時代（1716年～1735年）江戸蔵前の大道商人で、恐ろ

しく長い太刀をうしろに飾りつけ三方の上などにのって居合抜をしたり、巧妙に歯を抜いたり、歯磨
粉を売ったり、入歯も作っていた。四国の金比羅さんに33度目に詣でた時の引札が残されており、
人口歯の種類が列記されている。
「象牙、しゃこ（しゃこ貝）、うにこうる（一角鯨の角）、くじらのひげ、鹿の角、唐木類、極上ろ

う石、御好次第」と「腸
はらわた

に春滴
したた

るや～」の句は明治43年（1910）9月の作。有名な修繕寺療養中、
吐血し人事不省に陥って復活し初めて粥を食べた時の喜びを詠ったものである。
久しぶりに味わう粥のうまさ。口に運んで飲み下すと、五臓六腑に春のみずみずしさがしたたるよ

うに感じた。この句は春の季であるが実際は秋の作である。
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川
端
茅
舎
（
一
八
九
七
〜
一
九
四
一
）

草
餅
の
や
は
ら
か
し
と
て
涙
ぐ
み

大
根
馬
か
な
し
き
前
歯
見
せ
に
け
り

こ
ま
鄰
酊
と
白
き
歯
茎
や
桜
鯛

阿
波
野
青
畝
（
一
八
九
五
〜
一
九
九
三
）

天
瓜
粉
に
笑
ふ
や
二
つ
の
さ
き
が
け
歯

海
女
笑
ひ
た
れ
ば
歯
無
し
よ
鮑
取

あ
ら
か
ん
の
口
開
き
そ
ろ
ひ
涅
槃
像

○
口
開
ひ
て
矢
大
臣
よ
し
初
詣

中
村
草
田
男
（
一
九
〇
一
〜
一
九
八
三
）

○
万
緑
の
中
や
吾
子
の
歯
は
え
初そ

む
る

葡
萄
喰
ふ
一
語
一
語
の
如
く
に
て

杉
田
久
女

ひ
さ
じ
ょ

（
一
八
九
〇
〜
一
九
四
六
）

歯
茎
か
ゆ
く
乳
首
か
む
子
や
花
曇

笑
み
と
け
て
寒
紅
つ
き
し
前
歯
か
な

謝
す
ご
と
く
膝
折
り
泉
に
口
つ
け
て

夏
目
成
美
（
一
七
四
九
〜
一
八
一
六
）

魚
食
う
て
口
な
ま
ぐ
さ
く
昼
の
雪

西
東
三
鬼
（
一
九
〇
〇
〜
一
九
六
二
）
歯
科
医
師

汗
す
べ
る
黒
衣
聖
母
の
歯
う
が
て
ば

老
年
の
口
笛
涼
し
青
三
日
月

○
広
島
や
卵
食
ふ
と
き
口
開
く

石
田
波
郷
（
一
九
一
三
〜
一
九
六
九
）

柿
食
へ
り
貪
る
に
似
し
を
ゆ
る
め
食
ふ

野
分
あ
と
口
の
ゆ
る
び
て
睡
り
を
り

雲
の
峯
静
臥
の
口
に
飴
ほ
そ
り

星
野
立
子
（
一
九
〇
三
〜
一
九
八
四
）高
浜
虚
子
の
二
女

歯
に
し
み
る
冷
た
き
枇
杷
や
山
の
茶
屋

山
口
誓
子
（
一
九
〇
一
〜
一
九
九
四
）

秋
風
に
舌
を
扁ひ

ら
たく
児
が
泣
け
り

除
夜
た
の
し
わ
が
踊
子
は
歯
を
か
く
さ
ず

千
代
女
（
一
七
〇
三
〜
一
七
七
五
）

○
紅
さ
い
た
口
も
忘
る
る
清
水
か
な

飯
田
蛇
笏
（
一
八
八
五
〜
一
九
六
二
）

葬
は
ふ
り

人
歯
あ
ら
は
に
哭
く
や
曼
珠
沙
華

残
雪
を
噛
ん
で
草
つ
む
山
の
子
よ

茶
碗
さ
む
く
い
き
ど
ほ
る
歯
の
ふ
れ
に
け
り

そ
む
く
意
を
歯
に
ひ
し
め
か
す
榾
火
か
な

（
榾
火
〜
た
き
び
）

木
瓜
噛
む
や
歯
の
尖
端
に
興
う
ご
く

春
天
を
ふ
り
仰
ぐ
白
歯
と
ぢ
ま
け
て

原
　
石
鼎
（
一
八
八
六
〜
一
九
五
一
）

清
水
吸
っ
て
歯
白
く
嶮
を
笑
ひ
け
り

柿
の
蔕へ

た

猿
の
白
歯
を
こ
ぼ
れ
け
り

日
野
草
城
（
一
九
〇
一
〜
一
九
五
六
）

歯
が
痛
し
さ
だ
め
し
歯
痛
顔
な
ら
ん

朝
寒
や
歯
磨
匂
う
妻
の
口
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富
田
木
歩
（
一
八
九
七
〜
一
九
二
三
）

歯
を
病
み
て
壁
に
頬
す
る
春
の
暮

お
と
ろ
へ
や
歯
の
冷
え
う
と
き
夜
の
膳

夏
初
め
海
苔
の
砂
噛
む
朝
餉
か
な

朝
寒
や
児
が
歯
固
め
の
豆
腐
汁

加
藤
楸
邨
（
一
九
〇
五
〜
一
九
九
三
）

馬
の
子
の
歯
茎
桃
色
胡
桃
見
て

口
開
け
て
寒
鮒
に
似
し
か
と
思
ふ

顎
と
じ
て
生
涯
冬
の
竹
の
ご
と
し

○
原
爆
図
中
口
あ
く
我
も
口
あ
く
寒か

ん

死
に
き
れ
ぬ
捨す

て

蚕ご

の
口
の
食
ひ
に
け
り

山
口
青
邨
（
一
八
九
二
〜
一
九
八
八
）

吸
入
の
妻
が
口
開
け
阿
呆
ら
し
や

村
上
鬼
城
（
一
八
六
五
〜
一
九
三
八
）

小
春
日
や
石
を
喰
み
居
る
赤
蜻
蛉

渡
辺
水
巴
（
一
八
八
二
〜
一
九
四
六
）

い
よ
い
よ
歯
も
乏
し
く
白
魚
澄
み
に
け
り

室
生
犀
星
（
一
八
八
五
〜
一
九
六
二
）

藁
苞

わ
ら
ず
と

や
在
所
に
も
ど
る
鱈
の
あ
ご

小
沢
碧
童
（
一
八
八
一
〜
一
九
四
一
）

夕
顔
の
宿
を
見
舞
ひ
し
医く

す

師し

か
な

餅
焼
い
て
寝
し
な
喰
ひ
け
り
寒
の
内

水
原
秋
桜
子
（
一
八
九
二
〜
一
九
八
一
）
東
大
卒
医
師

山
椒
喰
光
悦
の
釜
は
い
と
寂
び
た
り

湯
婆

ゆ
た
ん
ぽ

や
忘
れ
じ
て
と
ほ
き
医
師
の
業

医
の
つ
と
め
氷
雨
降
り
つ
ぐ
夜
を
い
ね
ず

青
春
の
す
ぎ
に
し
心
苺
喰
ふ

消
ゆ
る
灯
の
命
を
惜
し
み
牡
蠣
を
食
ふ

松
木
た
か
し
（
一
九
〇
六
〜
一
九
五
六
）

蟹
二
つ
食
う
て
茅
舎
を
哭
し
け
り

河
東
碧
梧
桐
（
一
八
七
三
〜
一
九
三
七
）

鍋
か
ら
土
筆

つ
く
し

を
喰
ふ
箸
を
と
り

大
根
を
煮
た
夕
飯
の
子
供
達
の
中
に
を
る

荻
原
井
泉
水
（
一
八
八
四
〜
一
九
七
六
）

泉
あ
り
腹
這
う
て
口
つ
く
べ
し

麦
畑
は
青
い
月
夜
の
馬
車
の
口
ぶ
え

高
野
素
十
（
一
八
九
三
〜
一
九
七
六
）

食
べ
て
ゐ
る
牛
の
口
よ
り
蓼
の
花

船
員
と
ふ
く
口
笛
や
秋
の
晴

田
打
蓑
き
て
御
手
洗
に
口
す
す
ぐ

芥
川
龍
之
介
（
一
八
九
二
〜
一
九
二
七
）

秋
立
つ
日
う
ろ
歯
に
銀
を
う
づ
め
け
り

遠
花
火
皓
歯
を
君
の
涼
し
う
す

衣
こ
ろ
も

更か

へ
お
半
と
申
し
白
歯
な
り

蜂
一
つ
土
塊

つ
ち
く
れ

噛
む
や
春
の
風

○
蝶
の
舌
ゼ
ン
マ
イ
に
似
る
暑
さ
か
な

頰



中村草田男の「万緑の中や～」の句は昭和14年の作で1月に生まれた次女に歯が生えたうれしさを、
緑と白との対照で表わし、万緑の生命力と歯の生える生命力とが呼応している。北宋の王安石の詩句
「万緑叢中紅一点」が典拠となっている。この句の「万緑」は季語として創始され定着していった。

西東三鬼の「広島や～」の句は昭和22年（1947）8月広島に足を踏み入れたときの作である。原
爆によって目も鼻ものっぺらぼうに剥ぎ取られた顔や身体を、穀を剥がされたなまぬるいつるつるし
た茹で卵を呈示して、「広島」の悲しい現実をリアルに描いた。連作「有名なる街」に八句が詠まれ
ている。尚、三鬼は日本歯科医専卒の歯科医である。

加藤楸邨の「原爆図中～」の句は丸木位里・赤松俊子夫婦の描いた執念の大作を見る。苦痛に口を
あけているむごたらしい被爆者たち。知らないうちに見ている自分も口をあけていた。それに気づい
た時、ただちに寒気が全身を被った。痛烈な響きをもち、強烈な感動を与える大破調である。

村上鬼城の「小春日や～」季節は陰暦十月で小六月ともいう晩秋初冬の候、寒風の吹き出した中に、
穏やかな日がふと風の切れ目にやってくることがあり、そんな日和を小春という。
姿を見せなくなった赤蜻蛉が石の上の日だまりにとまっていた。石にぴったりと翅を伏せ、頭をと
きおりくるくると動かしながら石に縋りついているさまを、「石にとまれる」「石にすがれる」ではな
く「石を噛みいる」と表現した。鬼城の静の代表的な作品といえる。

芥川龍之介の「蝶の舌～」の句は最初「鉄条
ぜんまい

に似て蝶の舌暑さかな」大正７年８月号の「ホトトギ
ス」雑詠欄に載った。この句を飯田蛇笏は「無名の俳人によって力作さるる逸品」と評した。

千代女の「紅さいた～」の句は炎天下、人を訪問するのにきちんと身だしなみを整え、ていねいに
唇に紅をさして家をでる。山陰に清水の涌く音が聞こえる。一刻も早く水が飲みたくて紅をさした唇
のことなど忘れてしまった。涼味に満ちた清水と口紅というなまなましたものを対照的に詠んでいる。

阿波野青畝の「口開いて～」の句は京都に下宿していた頃の八坂神社を頭によみがえらせた句であ
る。四条通りが突きあたるところに西門があり隋神（矢大臣）が西面している。向かって右が老人の
隋神、左が壮年で、老人は口をゆるく開けている。その隋神に親しみを覚えたのであろう。
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《短歌とは》
短歌とは『広辞苑』によると和歌（漢詩に対して、上代からわが国に行われた定型の歌。長歌・短

歌・施頭歌・片歌などの総称）の一体。長歌に対し五・七・五・七・七の五句体の歌。記紀歌謡末
期・万葉集初期の作品に成立、古今を通じ最も広く盛んに行われ、普通、和歌といえば短歌をさすに
至った。
端的にいうと奈良時代が「歌」、平安時代から明治30年の頃までが「和歌」、それ以降が「短歌」

である。そして「歌」「和歌」「短歌」を総称して「歌」と呼ぶ。歌は全ての時代の作品をさす。
正岡子規は「俳句の革新」とともに「短歌の革新」も唱えた。『歌よみに与ふる書』1～10章で古

今集を「駄洒落」か「理屈っぽい」と全面否定。万葉集の歌風を重んじ、千年近く続いた「古今集」
崇拝の価値観をひっくり返した。歌の上で先輩、後輩などの序列はなく、又用語は雅語だけでなく、
俗語、漢語、洋語を自由に使うべきだと唱えた。『金槐和歌集』の源実朝の歌、『志濃夫廼舎

し の ぶ の や

和歌集』
の橘曙

あけ

覧
み

の歌を善き歌の例として高く評価した。その他従来埋もれていた田安宗武、平賀元義等の歌
人も発掘し、僧良寛にも共鳴した。
子規は浅井忠から中村不折という画家を紹介され、その交流の中で、俳句や短歌を作ることも絵を
描くこともその行為そのものは見たままを写し取ること、対象に手を加えず受け入れることがつまり
｢写生｣であると考えた。自然を写すことそのものが写生だとし、その写し方、方法は問わず、神聖視
することもなかった。

本居宣長（1730～1801）伊勢松坂出身の江戸後期の国学者。医学を京都で習って28才の時、松坂
で少小

しょうしょう

（小児科）と女
じょ

医
い

（産婦人科）を開業した。しかし志したのは国学で『古事記伝』全44巻を
著し、門弟は全国に490余名。老年期に全ての歯を喪失、66才の時に京都にいた長男健亭（春庭）へ
の手紙に、入れ歯をしてよかったと、嬉しさをしたためた短歌である。
寛政8年（1796）4月15日、「前略、昨日津ノ入レ歯師参リ、入レ歯致シ申候。殊外

ことのほか

宜
よろしく

細工成物
なるもの

ニ
シテ、存ジノ外、口中心持わろくもなき物にご座候。この哥

うた

よみ申候。」
「四月の頃入れ歯という物をして、又物よくかまるる事をよろこびて」と添書している。
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歯と口とうた（短歌）

思
ひ
き
や
老
の
く
ち
木
に
春
過
ぎ
て

か
か
る
若
葉
の
又
お
ひ
ん
と
は

く
ち
木
〜
朽
木
と
口
器

若
葉
〜
葉
と
歯

お
ひ
ん
ー
生
え
る



良寛（1758～1831）越後出雲崎の名主の長男。生まれつき人見知りがはげしく社交性に乏しい。
18才で出家諸国行脚後、出雲崎の近くの国上山に五合庵を結んだ。69才の時山中で暮らす良寛を哀
れんで地元の素封家能登屋（木村元右衛門）が三島郡島崎の自邸の敷地内に小庵を建ててくれた。生
涯、寺は持たなかった。翌年、貞心尼（越後国北魚沼郡小出郷の医師、関長温に嫁したが死別）が訪
れ入門した。時に貞心29才、良寛70才であった。
彼のうたや詩が残されたのは貞心尼のおかげである。
天保元年（1830）7月頃より激しい腹痛と下痢をきたすようになり暮より容態悪化、激しい下痢を

繰り返し、翌天保2年1月6日夕刻、貞心尼にみとられ74才の生涯を閉じた。
本名　山本栄蔵（のち文孝）
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良
寛
（
一
七
五
八
〜
一
八
三
一
）

か
き
て
た
べ
つ
み
裂
い
て
た
べ
割
り
て
た
べ

さ
て
そ
の
の
ち
は
口
も
は
な
た
ず―

石
榴
ざ
く
ろ
好
み
―

水
茎
の
筆
紙
も
た
ぬ
身
ぞ
つ
ら
き

昨
日
は
寺
へ
今
日
は
医
者
ど
の

う
ち
つ
け
に
飯い

ひ

断
つ
と
に
は
あ
ら
ね
ど
も

か
つ
休
ら
ひ
て
時
を
し
待
た
む

辞
世

武
蔵
野
の
草
葉
の
露
の
な
が
ら
ひ
て

な
べ
ら
ひ
果
つ
る
身
に
し
あ
ら
ば



明治36年（1903）与謝野鉄幹主催の「明星」に初めて啄木の号を用いた。啄木は啄木鳥のように
やせていたので自嘲してペンネームを啄木とつけた。

石川啄木　明治19年（1886）～明治45年（1912）、本名一
はじめ

天才歌人の口語を交えた三律書きの短歌は、独創的なもので、かれの波乱に満ちた人生とともに長
く日本人のあいだに親しまれている。多くの天才達と同様に啄木もわがまま勝手で、ずいぶん他人に
迷惑をかけたようである。
17才の時、盛岡中学を卒業する半年前に突然退学。この事が明治時代のエリートコースをはずれ、

生涯下積みの生活から浮き上がることを不可能にした。金銭的にはだらしなく、千円あれば豪邸が建
つ時代に、数十人の人から千数百円以上借金を重ねている。特に後に節子夫人の妹と結婚する宮崎大
四郎（郁雨）には世話になった。しかも金が手に入ると遊興三昧。
明治44年（1911）26才の時、2月4日慢性腹膜炎の診断で帝大病院に入院し、腹膜穿刺により約1

升5合の腹水を吸引した。3月15日退院、4月頃より肺結核に移行。どんどん衰弱していった。明治
45年（1912）3月7日、母カツ、肺結核のため永眠。享年65才。4月初旬、歌集『悲しき玩具』出版
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石
川
啄
木
（
一
八
八
五
〜
一
九
一
二
）
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。
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に
て
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に
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た
る

ゼ
ム
の
た
め
な
り
し
。



を東雲堂と契約し、稿料20円を得る。4月13日午前9時30分、父の一禎、妻の節子、友人の若山牧水
にみとられながら永眠、享年27才。没後6月14日、妻節子は次女房江を生んだものの、翌大正2年
（1913）5月5日、肺結核のためこの世を去った。享年28才。

北原白秋（1885～1942）本名　隆吉。九州の水郷、柳川の代々海産物問屋兼酒造業の跡取息子と
して生まれた。高等小学校2年飛級で福岡県立中学伝習館入学。15才の時、文学有志の会であたまに
「白」の字のつく称号をつけようという話になり、くじ引の結果、隆吉に「秋」の字が当たった。仲
間には白雨、白蝶、白葉などがいた。富裕な家の出身で両親の愛を一身に受けて育ったせいか、食い
意地が張っていて好きな物だけ食べ放題、わがまま一杯な少年時代を送った。3度結婚し、1度目は
隣家の人妻と恋におち、姦通罪で告訴され、市ケ谷の拘置所にはいった。第2の妻とも悲劇的な別れ
をして、3度目の正直で家庭的な平安な生活を得た。昭和12年（1937）、52才の時不摂生な生活習慣
がたたり、糖尿病で眼底出血、視力回復せず口述筆記はじまる。昭和16年（1941）晩夏より病状悪
化し、腎臓および慢性脚気により来る浮腫により歩行困難と呼吸困難に陥る。翌17年2月、慶応病院
に入院した。3月8日、夜勤の看護師が強心剤を誤って大量に打ったため一時意識不明の重態に陥る。
3月18日呑雲堂病院に転院、4月8日母が脳梗塞をおこしたため、病状を案じむりやり退院。酸素吸入
のパイプを口にくわえ、砂糖を舐めながら時に興にのって数日間で八十余編の童謡を創作。10月、
呼吸困難と嘔吐発作が頻発。11月2日早朝、窓を開かせ「ああ、蘇った。新生だ、新生だ。隆太郎こ
の日をよく覚えておおき、ああ素晴らしい」と言葉を遺して午前7時50分、永眠。享年57才。
詩、童謡、民謡、短歌など数人分の詩業を果した詩人は白秋の他にはいない。
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北
原
白
秋
（
一
八
八
五
〜
一
九
四
二
）

沈
丁
の
薄
ら
あ
か
り
に
た
よ
り
な
く

歯
の
痛
む
こ
そ
か
な
し
か
り
け
れ

咽
喉
ぼ
と
け
母
に
剃
ら
せ
て
う
つ
う
つ
と

眠
り
ま
し
た
り
父
は
口
を
あ
け
て

吾
が
こ
ぼ
す
白
き
飯
粒
ひ
と
つ
ひ
と
つ

取
り
て
含
ま
す
母
は
笑
ひ
て

監ひ
と

獄や

い
で
ぢ
っ
と
顫
え
て
噛
む
林
檎

林
檎
さ
く
さ
く
身
に
染
み
わ
た
る

山
松
の
姿
さ
び
し
き
日
の
暮
は

障
子
早
く
閉
め
て
ひ
と
り
飯
食
ふ

我
が
族

や
か
ら

早
や
滅
ぶ
べ
し
寒
食
と

漬
菜
噛
み
き
ら
む
力
す
ら
な
し

湯と
う

嵐こ
う

子し

氷
は
厚
し
我
が
買
ひ
て

赤
き
山さ

ん

櫨ざ

子し

を
か
き
噛か

じ

り
つ
つ



若山牧水（1885～1926）本名　繁。宮崎県臼杵郡東郷村坪谷に生まれた。若山家は祖父の代から
の医者一家で待望の男の子であった。
県立延岡中学に在学中、文学とくに短歌への道を志す。明治37年（1904）、母マキの名と生家の

前を流れる渓流と、ともに牧水の最も愛するものの名をとって号とした。同年4月、早稲田大学文学
部高等予科入学。5月、尾上紫舟を訪問、また、早大生窪田空穂を知る。
6月、北原白秋を知り、その下宿に同居して親交を深める。
明治45年（1912）、27才の時石川啄木の最後をみとる。
大正12年（1923）頃より量をこす酒がしだいに健康をむしばむ。無類の酒好きで、朝昼の食前に

ウィスキーかビール、夕飯の前には改めて晩酌、宴会の酒は好まず、深夜の独酌をこよなく愛した。
ついには委縮腎を病み医者より絶対の禁酒を命ぜられた。その時、「酒やめてかはりに何か楽しめと
いふ医師が面に鼻あぐらかけり」と詠んだ。
昭和2年（1927）5月、夫婦同伴で朝鮮へ揮毫旅行。暑気あたりと疲労で弱り果て7月帰国。翌3年

9月、床に臥す。
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若
山
牧
水
（
一
八
八
五
〜
一
九
二
六
）

白
玉
の
歯
に
し
み
と
ほ
る
秋
の
夜
の

酒
は
し
づ
か
に
飲
む
べ
か
り
け
り

秋
花
の
茎
を
噛
み
切
る
歯
の
つ
め
た
さ
よ

朝
の
こ
の
う
つ
り
香
よ

わ
れ
を
恨
み
罵の

の
しり
し
は
て
に
噤つ

ぐ

み
た
る

母
の
く
ち
も
と
に
ひ
と
つ
の
歯
の
な
き

き
り
き
り
と
歯
さ
へ
痛
め
ど
こ
の
こ
こ
ろ

と
り
な
ほ
し
え
で
つ
か
れ
は
て
に
け
り

夏
と
な
り
何
一
つ
せ
ぬ
あ
け
く
れ
の

我
に
規
則
の
ご
と
く
歯
の
痛
む

歯
を
痛
み
泣
け
ば
背
負
ひ
て
わ
が
母
は

峡か
ひ

の
小
川
に
魚
を
釣
り
に
き

か
な
し
く
も
痛
み
そ
め
た
る
も
の
お
も
ひ

守
り
て
一ひ

と

日ひ

も
の
噛
べ
ず
居
り

あ
て
も
な
く
見
知
ら
ぬ
街
路

ま

ち

に
歩
み
入
り

と
あ
る
二
階
に
夕
飯
を
食
ふ

あ
あ
つ
ひ
に
あ
か
児
は
泣
き
を
や
め
に
け
り

妻
の
乳
く
び
に
喰
ひ
い
り
に
け
む

酒
な
し
に
喰
ひ
べ
く
も
あ
ら
ぬ
も
の
と
の
み

お
も
へ
り
し
鯛
を
飯
の
さ
い
に
喰
ふ

歯
も
砕
く
る
ば
か
り
一
気
に
噛
み
し
め
む

よ
ろ
こ
び
事
に
い
ま
だ
会
は
な
く
に

絶
句

酒
ほ
し
さ
ま
ぎ
ら
は
す
と
て
庭
に
出
で
つ

庭
草
を
ぬ
く
こ
の
庭
草
を



13日食欲不振、下痢、発熱などで衰弱し、重態、17日朝永眠、病名は急性胃腸炎兼肝臓硬変症。
享年44才。文学論とかは得意とせず、生涯一歌人を通した。長年の大酒で体内に蓄積されたアルコ
ールのため、残暑厳しい中、2日間を経ても遺体は腐乱することがなかった。愛用の酒器は、一度は
亡骸もろとも荼毘に付されたが、焼き崩れることなく従前に増して藍の色を深くし、現世に蘇った。
盃は白地に柳と蝙蝠

こうもり

の呉須絵。徳利は関西の蔵元が景品として出した白磁。盃とぴったりと馴染む組
み合わせであった。
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斉
藤
茂
吉
（
一
八
八
二
〜
一
九
五
二
）

温
泉

う
ん
ぜ
ん

よ
り
吾
は
か
へ
り
し
暑
き
日
を

歯
科
医
に
通
う
心
し
づ
か
に

飯
の
中
の
砂
を
噛
み
た
る
時
の
ま
を

留
学
生
の
わ
れ
は
寂
し
む

歯
を
も
ち
て
割
る
は
し
ば
み
の
白
き
実
を

従
ひ
て
く
る
妻
に
食
は
し
む

口
な
か
に
に
ぶ
き
痛
み
を
お
ぼ
え
つ
つ

青
山
ど
ほ
り
横
ぎ
る
わ
れ
は

を
と
と
し
の
秋
に
と
と
の
へ
し
歯
な
り
し
が

石
か
み
し
よ
り
痛
む
あ
は
れ
さ

い
つ
の
ま
に
お
と
ろ
へ
を
り
し
わ
が
歯
に
て

漬
け
た
る
茄
子
を
な
が
く
か
か
り
て
噛
む

日
本
人
の
歯
科
医
に
あ
ひ
ぬ
さ
さ
や
か
に

紙
障
子
な
ど
た
て
て
居
り
き

わ
が
子
に
も
塩
も
て
歯
を
磨
が
む
と

山
夜
の
底
に
夜
は
明
け
つ
つ

お
と
ろ
へ
し
わ
が
歯
哀
れ
と
言
い
つ
つ
ぞ

豆
腐
の
め
づ
ら
吾
に
食
は
し
む

ひ
と
り
ゐ
て
飯い

ひ

く
ふ
わ
れ
は
漬
茄
子
を

噛
む
お
と
さ
へ
や
や
さ
し
く
き
こ
ゆ

中
村
憲
吉
（
一
八
八
九
〜
一
九
四
一
）

山
坊
の
夜よ

語が
た
りに
更
け
て
向
く
僧
は

精
進
食
を
た
も
う
歯
の
き
よ
く
あ
り

伊
藤
左
千
夫
（
一
八
六
四
〜
一
九
一
三
）

ま
づ
し
く
て
児
等
の
あ
ま
た
を
養
へ
ど

そ
ば
湯
あ
た
た
か
寂
し
く
も
な
し
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窪
田
空
穂
（
一
八
七
七
〜
一
九
六
七
）

歯
の
あ
ら
ぬ
わ
が
口
も
と
よ
い
た
ま
し
み

老
人
の
そ
れ
こ
れ
に
似
る

上
歯
み
な
抜
き
と
ら
れ
た
る
す
ぼ
め
口

あ
は
れ
が
り
つ
つ
妻
も
子
も
笑
ふ

歯
の
あ
ら
ぬ
口
の
可
笑
し
さ
唇
の

垂
れ
込
み
す
ぼ
ま
り
も
の
い
は
せ
ぬ

い
か
な
れ
ば
歯
の
生
え
ぬ
か
と
口
あ
か
せ

父
と
母
と
見
る
小
さ
き
口
を

炭
火
も
て
焦こ

が

し
た
る
実
の
唐
も
ろ
こ
し

一
つ
ぶ
一
つ
ぶ
老
の
歯
に
噛
む

九
十
の
誕
辰
に

病
む
わ
れ
に
添
ひ
て
看
護

み

と

り
し
人
つ
ど
へ

誕
辰
の
夜
の
飯い

ひ

を
共
に
す

土
屋
文
明
（
一
八
九
〇
〜
一
九
九
〇
）

歯
入
屋
の
仕
事
場
の
如
し
と
嘆
き
た
り
し

机
の
上
の
は
た
ざ
を
の
花

歯
を
染
め
て
立
て
る
に
あ
へ
ば
遠
き
来
て

吾
が
亡
き
母
に
あ
ふ
が
に
も
思
ふ

雛
三
羽
親
鳥
む
か
へ
口
を
あ
く
吾
娘
等
三
人

み
た
り

朝
の
藷い

も

を
食
ふ

幼お
さ
な児ご

は
口
に
す
る
田
に
し
は
き
出
す
捨ひ

ろ

ひ
て
は

食
ふ
ぢ
ぢ
を
見
な
が
ら

高
き
熱
だ
し
た
り
と
う
幼
児
の
朝
飯

あ
さ
め
し

む
さ
ぼ
り
食く

ら

ふ
を
見
た
り

古
泉
千
樫
（
一
八
九
六
〜
一
九
二
七
）

医
師

く
す
し

が
り
行
く
べ
き
も
の
か
夕
日
さ
す

障
子
を
見
つ
つ
一
人
臥こ

も

る

異
国
米
た
べ
む
と
は
す
れ
痛
み
あ
と
の

か
ら
だ
か
よ
わ
き
児
ら
を
思
へ
り

前
田
夕
暮
（
一
八
八
二
〜
一
九
五
一
）

梨
子
は
む
と
富
士
に
む
か
ひ
て
ひ
ら
き
た
る

わ
が
口
を
吹
く
初
秋
の
風

犬
を
食
ら
ひ
、
鼠
を
食
ら
ひ
、
草
の
根
ま
で

食
ら
ひ
つ
く
し
た
と
き
い
て
い
ふ
言
葉
を
知
ら
ぬ

土
岐
善
磨
（
一
八
八
五
〜
一
九
六
四
）

ふ
る
さ
と
の
父
の
憂
ひ
を
思
へ
か
し

一
宛
の
飯
を
ま
づ
く
ひ
て
後

浅
草
の
歯
科
医
の
家
に
住
み
込
み
て

夜
学
に
通
ふ
と
告
げ
や
ら
む
も
の
か

長
塚
　
節
（
一
八
七
九
〜
一
九
一
五
）
咽
頭
結
核

そ
こ
ら
へ
に
藜あ

か
ざつ
み
て
茹
で
し
か
ば

咽
喉
こ
そ
ば
ゆ
く
春
は
い
に
け
り

芝
栗
の
青
き
は
あ
ま
し
か
に
か
く
に

一
つ
二
つ
は
口
も
て
ぞ
む
く
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与
謝
野
晶
子
（
一
八
六
七
〜
一
九
四
二
）

病
み
ま
せ
る
う
な
じ
に
繊ほ

そ

き
か
ひ
な
捲
き
て

熱
に
か
わ
け
る
御み

口く
ち

を
吸
は
む

島
木
赤
彦
（
一
八
六
七
〜
一
九
二
六
）

こ
の
頃
の
我
の
楽
し
み
は
飯
を
へ
て

あ
つ
き
湯
を
の
む
漬
菜
か
み
つ
つ

箸
を
も
て
我
妻
は
我
を
育は

ぐ

く
め
り

仔
と
り
の
如
く
口
開
く
吾
は

会
津
八
一
（
一
八
八
一
〜
一
九
五
六
）

ぬ
む
り
き
て
け
ふ
を
い
く
ひ
の
あ
か
つ
き
を

ゆ
め
の
ご
と
く
に
か
ゆ
く
ら
ひ
お
り

は
べ
り
た
つ
ど
う
じ
が
く
ち
の
と
が
り
は
の

あ
な
す
が
す
が
し
と
の
へ
ぬ
れ
ど

釋
　
迢
空
（
一
八
八
七
〜
一
九
五
三
）

わ
が
母
の
白
き
歯
見
ゆ
れ
し
、
我
が
哭
け
ば

声
う
ち
あ
げ
て
、
笑
ひ
た
ま
ふ
な
り

蕪
村

行
く
春
や
眼
に
合あ

ひ

ぬ
め
が
ね
失
ひ
ぬ

丈
草

老
眼
に
も
る
る
小
貝
や
秋
の
霜

日
野
草
城

右
眼
に
は
見
え
ざ
る
妻
を
左
眼
に
て

ひ
と
り
さ
す
眼
ぐ
す
り
外そ

れ
ぬ
法
師
蝉

見
え
ぬ
眼
の
方
の
眼
鐘
の
玉
も
拭
く

川
端
茅
舎

秋
風
や
石
に
勝
れ
し
左
の
眼

加
藤
楸
邨

苺
く
ふ
や
眼
鏡
こ
は
れ
し
雨
の
街

高
浜
虚
子

老
眼
に
炎
天
濁
り
あ
る
ご
と
し

老
眼
を
し
ば
だ
ゝ
き
け
り
秋
の
晴

吉
井
　
勇

子
の
わ
れ
も
老
の
眼
鏡
を
鼻
に
か
け

母
の
手
紙
を
窗ま

ど

の
辺
に
読
む

会
津
八
一

た
の
め
り
し
ふ
た
つ
の
ま
な
こ
く
も
る
と
も

こ
こ
ろ
さ
や
け
く
す
み
わ
た
り
な
む

う
つ
せ
み
の
ま
な
こ
く
も
り
て
む
ら
ぎ
も
の

こ
こ
ろ
あ
ら
め
ば
く
る
し
く
も
あ
ら
む

種
田
山
頭
火

冬
に
な
っ
た
老
眼
と
近
眼
こ
ん
が
ら
が
っ
て

近
眼
と
老
眼
こ
ん
が
ら
が
っ
て
秋
寒
く

石
川
啄
木

眼
を
病や

み
て
黒
き
眼め

鏡が
ね

を
か
け
し
頃

そ
の
頃
よ

一
人
泣
く
を
お
ぼ
え
し

目とうた



飯田蛇笏の名前は蕪村の句からきたものという説がある
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北
原
白
秋

目
の
盲し

ひ
て
幽か

す
かに
座ま

し
し
仏
像

み
す
が
た

に

日
な
か
風
あ
り
て
解さ

や

り
つ
つ
あ
り
き

視
力
と
ぼ
し
掌
に
さ
や
り
つ
つ
白
菊
の

お
と
ろ
ふ
る
花
の
瓣
熱
ば
み
ぬ

照
る
月
の
冷ひ

え

さ
だ
か
な
る
あ
か
り
戸
に

眼
は
凝こ

ら
し
つ
つ
盲し

ひ
て
ゆ
く
な
り

夕
待
た
ず
我
が
眼
く
ら
き
に
聴
き
ほ
く
る

早
慶
戦
も
ラ
ヂ
オ
に
止
み
ぬ

斉
藤
茂
吉

お
と
ろ
ふ
る
吾
の
ま
な
こ
を
い
た
は
り
て

目
薬
を
さ
す
し
ば
だ
た
き
つ
つ

窪
田
空
穂

目
に
合
へ
る
眼
鏡
得
な
ば
と
し
た
頼
み

幾
た
り
の
医
師
に
わ
が
目
見
せ
た
り

前
田
夕
暮

（
右
眼
白
内
障
剔
出
）

ひ
そ
ひ
そ
睫
毛
が
刈
ら
れ
、
眼
玉
が
む
き
出

し
に
な
り
、

何
だ
か
寒
い

眼
鏡
を
と
る
と
、冷
寒
な
朝
空
、ぬ
る
ぬ
る
と

ぢ
か
に
眼
球
に
さ
は
る

芭
蕉

薬
の
む
さ
ら
で
も
霜
の
枕
か
な

（
薬
―
持
病
の
癪
の
薬
）

蕪
村

薬
掘
り
今
日
は
蛇
骨
を
得
た
り
け
り

（
蛇
骨
―
千
ぶ
り
＝
医
者
ご
ろ
し
）

飯
田
蛇
笏

お
か
し
く
ば
口
や
つ
ね
ら
ん
医
者
ご
ろ
し

命め
い

尽
き
て
薬
香
さ
む
く
は
な
れ
け
り

丈
草

う
づ
く
ま
る
薬
の
下も

と

の
寒
さ
か
な

（
薬
〜
や
か
ん
）

久
保
田
万
太
郎

粉
ぐ
す
り
の
う
ぐ
い
す
い
ろ
の
二
月
か
な

鈴
木
真
砂
女

風
邪
薬
一
服
飲
ん
で
鍵
か
け
て

薬とうた
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正
岡
子
規

薬
の
む
あ
と
の
蜜
柑
や
寒
の
内

蘭
学
の
書
生
な
り
け
り
薬
喰

夏
目
漱
石

文
を
売
っ
て
薬
に
代
ふ
る
蚊
遺
哉

芥
川
龍
之
介

か
ひ
も
な
き
眠
り
薬
や
夜
半
の
冬

高
浜
虚
子

一
人
立
ち
障
子
を
あ
け
ぬ
薬
喰

与
謝
野
晶
子

自
ら
は
不
死
の
薬
の
壺
抱
く
身
と

思
ひ
つ
つ
死
な
ん
と
す
ら
ん

会
津
八
一

や
ま
ふ
か
く
く
す
り
ほ
る
と
ふ
さ
つ
た
け
の

き
み
が
た
も
と
に
く
も
み
つ
ら
む
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蛇足　親とうた



上都賀歯科医師会史の年表の余白を鹿沼地区の文学碑の碑文で埋めようと思った時、「歯と口とう
た」を調べてみようと思った。俳句と短歌を対象とした。調べてみたら多くの詠み人が、多くのうた
を詠んでいた。これが一段落した頃、目が不自由になったので「目とうた」を、次いで「薬とうた」
に、すると老につながった。そして、蛇足ではあるが「親とうた」にたどりついた。
詠み人は江戸、明治時代生れの作家を選んだ。また何人かの著名な歌人、文豪の臨終も調べてみた。

俳句も短歌もそれぞれに素晴らしい名句がたくさんあったのには驚かされた。さすがに俳句、短歌革
新の時代、錚錚たる顔ぶれの面々が物書で生活できない時代、その苦労が偲ばれた。
俳句と短歌は言語芸術（詩、小説、戯曲など）に属し、造形芸術（彫刻、絵画、建築など）、表現

芸術（舞踊、演劇など）、音響芸術（音楽、歌など）などと同様に、特殊な材料、技巧、様式などに
よる美の創作、表現をする芸術の一つである。
私たちの仕事は何か。保存、補綴、矯正歯科、口腔外科など果して創作、創造の仕事であろうか。

修復物、補綴物、義歯、その他の代用物などを製作するが、芸術分野で例えると古美術の修復や、破
損し破壊された物の復元作業ではないのか。しかも年代を越えた過去や、つい最近の現状に戻すこと
であって、新しいものを造りだす「創造」とは異なっているのではないか。だから破壊される前に防
禦、「予防」が当然必要となってくるのではないか。
さて昨今、歯科界に明るいニュースはほとんどなく、歯科診療所数にいたっては、コンビニエンス

ストアの数43,684店舗より多く、パターで打ってもゴルフボールが当たると言われる程増加し、そ
の数68,097診療所で、今後も年に300施設ずつ増加する勢いである。最近、多くの人々が歯につい
て関心を持ち、情報も多種多様な方法で豊富に入手することができ、その知識も専門化している。
そこで、わたし達歯科医師は約20年程前より「8020」運動の呼びかけを行っている。すなわち

「80才迄20本の健康な歯を残そう」そして、「その歯でよく噛んで楽しい人生を過ごし、さらに長命
になろう」という主旨の標語のもとに歯の大切さを啓蒙している。しかし、何事にも例外はあるもの
で、上下無歯顎でしかも総義歯も使用しないで100才以上存命の御長寿がけっこうおられる。

歯が抜けても歯が抜けても百年
上の歯と下の歯はふりなげて百才

山頭鹿

わたし達は喜ぶべきか、悲しむべきか。
（村本　明　記）
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今回この記念誌編纂委員の一員に任命されたことにより自分の祖父や父親が歯科医師会でどのよう
な人物であったのか知ることができ大変楽しかった。私の祖父は、私が生まれる前に亡くなってしま
った為、その人物や人柄などは、どのような人物だったのかあまりよくわからなかったが、この編纂
をしていくうちにいろいろなことがわかってきたので自分の祖父に会えたような、そんな錯覚に陥る
こともあり、自分がどのような家系に育ち今の自分があるのだなぁと実感することができました。ま
た色々な先輩の諸先生方の話を聞き取りに行ったり、資料を整理したりしているうちにこんな事も、
あんな事も歯科医師会でしていたのだなあと先人たちの偉大な功績を知ることができました。これか
らは、自分の先人たちや、祖父、父に恥ずかしくないように自分も精進しなければいけないと思いま
した。 茂呂 英運

上都賀歯科医師会85周年記念誌の編集委員に関わることが出来たことに感謝しております。
初めての編集委員としての仕事は、先輩である先生宅を訪問しての聞き取り調査でした。その頃私

は編集委員としての自覚はほとんどありませんでした。とにかく委員の先生方に付いて行ったのを覚
えています。
その聞き取り調査で、私は今まで存じていなかった先生方が上都賀地区で開業されていたことに驚
きました。また、昔の歯科界の時代背景や、人間模様などは、とても興味深いものでした。
その後今日の編集委員会により、いろいろな資料を取り寄せていく中にも関心を持つものが沢山あ

りました。
村本先生が資料として持って来てくださった大正時代の鹿沼の絵地図や、栃歯広報においての上都
賀歯科医師会関係の記事等を拝見しながら、楽しく興味を持って仕事を行う事が出来ました。
最後になりましたが、いろいろな歯科医師会関係の仕事に携わり、時間を費やしてくださっている

先生方には、本当に感謝しております。 手塚 史雄

上都賀歯科医師会の歴史を編纂するという、またとない機会に恵まれたことを感謝します。
過去があるから未来があるのさ ρ（＾◇^）ﾉ 駒橋 武

今回、上都賀歯科医師会史編纂事業を依頼されたときは、簡単な仕事だと、気楽に考えていました
が、始まってみると、さまざまな資料集めと編集作業の多さに圧倒されてしまいました。資料の多さ
は歴史の長さでもあり、改めて歴史の重さを感じさせられました。
私の担当は、丁度戦時中の一部でしたが、金属の配給や、出兵や、帰還、戦死にまつわる資料が出

てきて、諸先輩方の苦労や混乱がほんの少しわかり、考えさせられました。
資料の中には、古い諸先輩方の写真や古い鹿沼市街の写真や絵地図なども有りました。私に於いて
の鹿沼の歴史は20年あまりですので、これらの資料は鹿沼の歴史を改めて教えてもらえる良い機会
ともなりました。
歴史編纂の仕事も、大変な事ばかりではなく時には、佐川会長や、村本先生の御厚意により大変珍

しい、美味しい仕事も有りちょっと得をしたなと思う事や、編纂メンバーとの雑談や、裏話など、普
段聞けないような話も聞けて楽しく仕事ができました。
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最後に、今回、この上都賀歯科医師会史編纂という大切な事業に少しでも携わる事ができて、大変
光栄であるとともに、佐川会長、村本先生、福島先生、そして編纂委員の先生方に感謝したいと思い
ます。そして、お疲れさまでした。
ちなみに、美味しい仕事はまだまだ続いてもいいのですが… 田島 雅哉

上都賀歯科医師会史の編纂が平成18年の小委員会から始まり、現在の委員会になり4年を過ぎ、よ
うやく完成を迎えることになりました。
まず資料を収集することから始まり、手書きでの大正時代の鹿沼歯科医師団記録をはじめ、古い記

録を探し、写真を集め、数回に渡って聞き取り調査を行い、テープから原稿起こしを行いました。古
い資料の収集、書き取りは村本明先生の尽力された部分が非常に大きく大変ご苦労があったことと思
います。次にパソコンへ、手分けして原稿を入力したり、写真の取り込み、栃歯会報からの関連記事
の抜粋とコピー、切り抜き等の下準備に多くの時間がかかりました。会務の記録が比較的整理されて
いる昭和57年以降でもデータの整理と取捨選択も大変でした。とりまとめの佐川会長、福島理事に
は本当にお疲れ様でした。
この編纂作業を通して歯科医師会の先輩方がその時代時代で苦労されたこと、また、いろいろなエ
ピソードがあり非常に歴史を感じることができました。会費や見舞金の額から当時の物価が分かった
り、診療費の協議を行っていたり、保険の導入についてどこまで保険の範囲に入れるかなどの話がな
されていたり。先人たちの苦労の上に今の上都賀歯科医師会があることを再認識した編纂でありまし
た。長期にわたる作業でしたが、今回、上都賀歯科医師会史の作成に携われたことは意義深く、たい
へん良かったと思います。最後に、みつわでの編纂委員会の会合もひとつの楽しみでもありました。

鈴木 裕之

上都賀歯科医師会史の編纂をすることになり、先ず最初に手がけたのは、大正14年１月15日から
昭和４年４月27日迄の「記録第一号」の文字の解明であった。達筆のうえに一年毎に交代して書か
れた諸先輩の先生方の特徴のある文章はとても読みづらく、意味も解りにくいものがたくさんあった。
昭和30年迄の「記録第２号」と共にその解読に約２年の歳月を要した。本会内に会史編纂委員会も
立ち上がり、常時６名の委員が毎月集まり、昭和27年４月より発行の栃歯会報を隅なく調べ、それ
をまとめた。県歯に残されていた資料、特に議事録は60年間分コピーした。大正15年から昭和22年
頃迄の分はなぜか県歯の百周年記念誌発行後に、新会館の倉庫より出現した。そのため、その期間分
は全て見直し、書き直した。
次に聞き取り調査を開始した。昔の時代を知っている先生方や御家族の家を訪問した。そこで色々
貴重なお話をうかがった。御好意により史料や写真等も借用した。
会員の皆様には「私と上都賀歯科医師会」というテーマで全員に原稿を依頼した。
歴史は一日一日が積み重なったものであるが、いざそれを遡ろうとするとその為に残されている資
料は少なく、又その時代の生き証人の様な人々は既に他界されており、もっと早く着手しておけば良
かったと何度も思った。それでも数々の疑問を詳細に解いてくれる先輩は健在であった。どれだけ勇
気づけられたか。やる気がでたか。しかし文章にして残すことができない事実もあった。
最後に佐川会長はじめ６名の編纂委員及び御協力いただいた全ての上都賀歯科医師会の皆様に感謝
申し上げます。又、晃南印刷と特に何度も御足労をおかけしました小野口良夫さんに厚く御礼申し上
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げます。
更に視力が低下した私の目と足がわりとなり諸々の資料や文学碑などたくさんの写真を撮っていた
だいた同級生の松崎工房の松崎秀巳さんに心より御礼申し上げます。

歯は入歯目は眼がねで事たれど 江戸川柳
村本 明

上都賀歯科医師会は大正14年４月19日設立以来、本年で85周年を迎える。９名の鹿沼歯科医師団
を中心に日光、今市が加わって創立した本会が幾多の紆余曲折を経ながら現在の上都賀歯科医師会と
しての隆盛を迎えた今日、記念事業として本誌を発刊できたることは非常に感慨深いことである。
調査委員会では、上都賀歯科医師会史の資料整備のため予てから先輩諸氏への聞き取り調査をおこ
なっているところであったが、平成18年４月「上都賀歯科医師会史編纂委員会」を立ち上げ本格的
に本記念誌創刊にとりくんだ。幸いにして本会には大正14年よりの鹿沼歯科医師団の記録が残され
ており、「県歯100周年記念誌」発刊に携わった村本明先生奮迅の資料収集、研究、指導の下、資料
の掘り出し整備にとりかかった。栃歯会報をはじめとする膨大な資料のなかから本会に関わる情報を
整理することは気の遠くなるような作業であったが、本書の編集に当たっては単なる資料の羅列に止
まらず、地域の変遷、時代的背景を当時の写真、地図等具体的な資料とともに掲載し、わかりやすく
興味深く読んでいただけるよう腐心した。
上都賀歯科医師会の歴史は一国一城の主である個性が時にぶつかりあい、時に団結し、うねりのな
かで多くの先進的な事業を生み出す大きなエネルギーが生まれてきた。今後も会員が和気藹藹と一致
団結することはもちろんのこと、先輩諸氏から受け継いだ忌憚なく意見をぶつけ合える歯科医師会と
して地域保健のため益々貢献していけるよう発展し続けたい。
最後に長きに亘ってご尽力いただいた委員の皆様、本誌の刊行にご指導、ご協力いただいた方々に
心より深く感謝申し上げ編集後記とする。

上都賀歯科医師会史編纂委員会委員長　福島　隆夫

栃木県歯科医師会が創立100周年を迎え、記念誌を作成するという流れの中で上都賀歯科医師会で
も、創立85周年記念誌を上梓することになった。当時私は調査委員会を担当しており、記念誌編纂
を手掛けることとなった。尚、県歯100周年記念誌編纂に携わっていた当会の村本明先生より上都賀
歯科医師会の歴史的資料のほんの一部をお預かりし、整理・整備を進めることとなった。しかし目を
通して行くうちに古い資料の整理や解釈は、私にとって大変難しく、かつ、厄介な作業であることが
わかり、これを遂行することは非常に気が遠くなる思いがしたのも事実である。その後まもなく私は
公衆衛生担当となり、福島隆夫先生が私の後任として編纂も担うこととなった。そのような訳で私は
ほとんど何もしないで福島先生に後を委ねることになり、大変な迷惑をかけてしまったと反省をして
いる。その後資料収集等には何度か協力をしたが非常に膨大な資料となってしまい、整理編集には新
たにプロジェクトチームとして発足した編纂委員会のメンバーの皆様のご尽力の賜物と心より感謝を
しており、記念誌発刊まで漕ぎ着けたことに対して、一種の驚きをもってお祝い申し上げたいと思う。

相馬　英人
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